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一老年層と若年層との会話一

群馬・奈良・鳥取・島根

　愛媛・高知・長崎・沖縄

国立国語研究所
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刊行のことば

　国立圏語研究所では，昭和49年度から同51年度にかけて，「『各地方言資料の収集および文字化』

のための研究」という題自の下に，全国各地で方言による談話の録音と，その文字化（標準語訳・

注つき）を行ってきました。この研究は，急速に失われつつある方書を現時点で録音・文字化し，

国語研究の基本的資料とすることを囲的としており，当研究所地方研究員の協力を得てこれを実

施しました。

　その結果は，機を得て，順次刊行する予定であり，昭和58年度までに，『方雷談話資料（1）s～『方

書談話資料（7）3を刊行しました。本年度は，老年層話者と若年層話者との会話の第二集として，

本書を刊行します。

　本書に収めた資料の録音・文字化は，鳥取楽については，当研究所蕩語変化研究部第一研究室

所属（収録当時）の飯豊毅一（現昭和女子大学教授）・佐藤亮一・真田信治（現大阪大学助教授）・

沢木幹栄・白沢宏枝が担当し，その他の各県については，それぞれ，上野山（収録当時群馬県抱

当地方研究翼・現ことばの学校代表）・杉村孝夫（同協力者・現福岡教育大学助教授），後藤和彦

（当時奈良県担当地方研究貫・現心妻女子大学教授），広戸惇（当蒔島根県担当地方研究買・現京

都文教短期大学教授），杉山正世（当時愛媛県撞当地方研究員・故人）・江端義夫（同誌力者・現

広島大学教育学二二教授），土居重俊（当時高知県担当地方研究畏・現四国女子大学教授），愛宕八

郎康隆（当時長崎県掲当地方研究貝・現長崎大学教育学部教授），中松竹雄（当時沖縄県掴当地方

研究貴・現琉球大学教育学部教授）の各氏に撫当していただきました。また話者もしくは司会者

として，井上嘉十・井上トリ・小林喜市・小林弥太郎・小松よ志ゑ（以上群馬県），東正弘・上垣

春夫（以上奈良県），土井頼重・申川義隆・西尾愛治（以上鳥取県），阿部慧二・山岡芳信（以上

愛媛県），田島敏・田島正実・橋村清澄（以上高知県），平尾忠太郎・平尾政博（以上長崎県），新

垣晶晶（沖縄県）の各氏の協力を得たほか，有志の助力がありました。記して深く感謝の意を表

します。

　日日示目60年3月

弱国語研究所長　野元菊雄
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方言談話資料作成のための担当者
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佐　藤　亮　一（室長）　真　田　信　治（現在，大阪大学助教授）
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「方言談話資料」（8）編集担当者

白沢宏枝隆小 林沢木幹栄佐藤亮一飛田良文

収録・文字化担当者（協力者）

群馬…上　野　　　勇（杉　村　孝　夫）　奈良…後　藤　和　彦
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島根…広戸　惇　愛媛…杉山正世（江端義夫〉
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ま　え　が　き

　研究の経遇

　この研究は，昭和49年度から同51年度にかけて行った。

　昭和49年度は準備期間とし，全国47都道府県で各種の実験的録音・文字化を行い，その結果に

基づいて，次年度以降の計画を立案した。

　50年度は，全国的視野のもとに重点地域を定め，23の府県から各1地点を選定して　老年層の

男性と同女性との対話，もしくは，男女を含む老年層話者3人の会話を録音し，文字化すること

とした。

　51年度は収録地点を4地点減らし，19の府県について，原則として50年度と同一の地点で（a）

闘上・目下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性と若年層の男性との対

話，もしくは，澗者を含む3人の話者の会話，（c）場面設定の会話，の3項目についての録音・

文字化を行い，収録可能な地域では，付録として，民話の収録・文字化も実施することとした。

（c）については，「品物を借りる」1（旅行などに）誘う」「新築の祝いを述べる」「隣家の主人の所

在をたずねる」「けんかをする」「道で知人に会う」「遊で目上の観入に会う」「うわさ話をする」

の八場面を，全地点共通の場面として設定した。．

　以上の録音・文字化資料は，すべて国立国語研究所で整理し，保管しているが，当研究所では，

このうち，50年度分についてはすべて刊行した。51年度分は本巻をはじめとして順次刊行してい

く予定である。今回は，51年度に収録・文字化を行った老年層話者と若年層話者とによる談話資

料のうち，「群馬県利根郡利根町大字追貝」「奈良県吉野郡十津川村谷垣内」「鳥取県八頭郡郡家

町」「島根県仁多郡横田町大字大馬木」「愛媛県越智郡伯方町木浦」　「高知県南国市岡豊町常通寺

島・滝本」「長崎県西彼杵郡i琴海町尾戸郷」「沖縄県那覇市首里」の8地点分について，オフセッ

トにより複製印行する。

　話者の条件

　話者には次の条件の人を選ぶこととした。

　1．老年層話老による談話（50年度）

　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期間が比較的短い人

で，日常の生活ではもっぱら方言を用い，また，録音機を前にしても方言色豊かなおしゃべりが

可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした人は採らない。ただし，女性につい

ては，他に適当な人が得られないときには，近隣地から嫁入りした人でも，収録地点との聞に大

きな方書の違いが認められない場合は可とする。話者の年齢は，原則として収録時において60歳

以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で

も差し：支えないが，話者相互の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者相互の地位・身
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分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。

　2．蟹上・目下の関係にある老年層の男性2人による対話（51年度）

　話者の年齢は上記1に準ずる。この項は，改まった表現や種々の敬語形式などを得ることをね

らって設定したものであり，対話の具体的な人物像として，たとえば，旧地主階層の入物対旧小

作階層の人物，獣肉対その壇家にあたる人物，その土地出身の教員（校長など）対その土地の一

般的職業（農業・漁業など）に従事している人物などを候補として示したが，地域の事情もある

と思われるので，この点は各地の担当者（地方研究員）に一一任した。なお，目上にあたる人物と

して，在外期間の比較的長い人物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，在

外歴に厳しい条件はつけないことにした。

　3．老年層男性と若年層男性との談話（51年度）

　老年層については原則として60歳以上，若年層については原則として20～30歳台とする。話者

掘互の地位・身分関係は，ほぼ対等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における

一般的なものであること。在外歴については1に準ずる。

　4．場面設定の会話（51年度）

　上記1に準ずる条件を備えた老年層の男女に，場面に応じて，種々の演技的対話をしてもらった。

　5．民話

　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り季があれば可とした。

　司会者

　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が岡沸することとした。司会者はこの研

究の主旨を理解し，かつ，罰会役としての能力を有する地元方言の話し手が望ましい。司会者の

年齢・居住歴等に，特に条件はつけなかった。

　録畜量・交字化量

　50年度・51年度ともに各約60分程度の録音量（51年度については，各項潤平均20分，合計60分

程度）について文字化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化

すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも発雷が特定の話者

にかたよっていないこと。話の流れ，話題の展開が自然であること，など）を選択して文字化す

ることとした。

　文字化膜稿の作成・蓑記

1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，担当地方研

　究員に配布した。

2．文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利用者の便宜，文字化

　作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方雷の性格によって，カナ表記

　では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音声字母によ

　る表記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範圏・内容については，各掲
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　当者がヂ解説」の中で説明することとした。

3　アクセント，文末イントネーションの記述の有無は，その表記法を含めて担当者の判断にま

　かせた。

4　聴き取りが困難な筒所や，言いよどみ，言い重なり，言い直し，笑い声などについては，こ

れらを一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。

　文字化には，標準語訳，および，場爾，文脈，特徴的音声，方雷形の意味・用法などについ

ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための手がかりの一つと

考え，訳が問題となるような箇所については，できるだけ詳しい注をつけることを担当者に求

めた。

　収録方露。表記・収録内容についての解説

　文字化原稿とは別に、収録方書・表記・収録内容についての解説を担当者に求めた。解説には，

原則として次の事項を記すこととした。

　1．地点名

　2．タイトル

　3。録音年月日

　4．録音場所

　5．話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・言語的特徴など

　6．録音環境（同席者・話の進行状況・場の雰囲気など）

　なお，収録地点の概観と収録した方書の特色等については，原則として，50年度分の文字化資

料（既刊）にゆずった。
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凡 例

1．場面，文脈，特徴的音声，方書形の意味・用法などについての注は各章の末尾にまとめて記

　し，該当箇所を本文のそれぞれの位置に番号（かっこつき）で示した。

2．発音や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所には　　　線をつけた。

例　工一ヨー　トリスギテ　ヒマンジッチャナンデネー（90ページ3段）

3．最終的に聴き取り不能の箇所には　　　線のみを記した。

4，言いよどみは，その末尾に………線をつけた。

5．複数の発書が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。

例　C　ズィテンシャデ　イヤー。（Aソゲダ。）（Bソーソー）（125ページ2段）

6．言いかけて，それを言いなおした場合には，欝いかけた部分に・…xxをつけた。

例　オソラク　ソノ　ネン　ネンダイ　ネンダイノ（49ページ5段）
　　　　　　　　　　xxxx　XXxxxxxx
7．笑い声，咳ばらいなどは，（笑），（咳）のように示した。

8．同席者の短い発書や突然の訪問者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，

録音テープを編集して談話内容の一部を削除した際には，該当箇所に＊の符号をつけた。
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　　　　とね　とね　　　おっかい1。群馬県利根郡利根村大字追貝

　収録・文字化担当者上野勇

　　同　 協力者杉村孝夫



地点名　　　　　群馬県利根郡利根村大字追貝

タイトル　　「七賢踏石七不思議、「義経伝説n

録音年月冒　　昭和51年一8月21E

録音場所　　　小林弥太郎氏宅

話し手

　K　井上　嘉十　　（男）

　　生年　　　 明治35年

　　最終学歴　東村尋常高等小学・校辛

　　兵馬　　　なし

　　職歴　　東村（現利根村）役場勤務20年、Le　p．土地改良委員

　　　　　　　10年。

　A　小林弥太郎　　（男）

　　生年　　　明治40年

　　：最終学歴　東村尋常高等小学殺辛

　　兵歴　　　なし

　　職歴　　　農業、神主

　0　小林転之ゑ　　（女）

　　生年　　　明治40年

　　最終学歴　東村尋常高等・ト学茎交李

　　職歴　　農菜
　　　　　　　昭和ら年旧東村大字チ鳥からle東村大字LB貝に嫁す。

　T　 ヰ手」二”　トリ　 （一≦ぐ）

　　生年　　　　　　　 e目」台43年

　　最終学歴　勅寸尋常高等小学校卒

　　職歴　　農業
　　　　　　　、昧討大宇高戸谷力・ら旧津村大字平1・bz嫁す。

　　　　　　　　　　　　　一13一



工　小林喜市　　（男）

　生年　　　　昭和15年

最終学歴　群馬県立利根農林高等掌才交卒

職歴　　　農業、利根村議

6　録音環境

　　　　収録担当老の上野勇、協力者の彩村考夫およU“井上嘉ナ、トリ

　　　の孫井上ありさ（3歳・程度）看ぐ同序。「義経伝説」で19　11・林㌢ゑ

　　ゑが終うまぎわに加わっア＝。収¢求担当：者の上．野・勇は、tl・隼；禧市の

　　舅。ア♂ごやがなうろ1：収．！録力ぐ行われ衣。　あらがじめ話題ドついて

　　才1ち・含わセそ行つ六後、収・録IZ入っている。

7リヌ．録地直、の鰍・り又・録しア：「方幽畜の特色ア〆ビドついて13、ff方言3：炎言舌

　資料・（のdiを参照．。
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　　　七倉七石地不思議

話し寺

K　井上1嘉十　　 男　明♪盆35下生ま｝｝’し

A　八耕1弥太郎　男　明治40年生まれ

丁　　：井上Fり　　　rす　　a月治4ろ．年：生まれ，

工　爪赫喜布　　男　昭和了5年生ま毅

（u　よ野　勇　　採≦録但当者）

工
　　　　　　　　　　　くゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アτ＝ソーユーハ写フッテナフ：。タスグネン罧一．♂フ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆあのう　　そういう　　言・毒というの1ま　　ヒても　　：少ζ1し、4）さ｝ね、。

　　　ノ
　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨあ　　へ

（レ2ナ7－7ラナFイソナア7ソギナフ手ナ。オソモ・・ゾ
　　　t倉　　　七．石　　　t不一議などヒいうdiils。吉颪キ初

メテ　ジソサイ　キー　ハジメテ　キータソグケドモ。マタ　ソレ　オソ
　　　　　　スアメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いヘノ　
あて　実際　　　　ネ工めて　　閲いたんだけビも。　また　そ｝孔は

ラク　ドーユーカタチデデテルカマ＿アノ　カジューサソナソカ

　　　どう・・う形で出ているか謡あの　嘉イミんなんカ’

ニ　キカネート　アマー　ナヲ戸カ　ワヲデヲネート　オモッテ議ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に聞かもいともう勾かなかわからないと．思って｝ね．あ

　　　　　　　　　　　　　一15一



ノレヲード　（kンー）

る四度

　　ここア

　　おて

U　ドソ
　　×YXX

一
え
一
ナ

了
え
ナ

K
　
U

　　　　　　　￥ッテル’パンイナイデハナソー

　　　　　　　柴Bってる　　範囲内で　　話を

クンネーヵネ。　（間）

〈頭tもいカ、ね。

「ソナ　ハヲ…フナンデズ。ソア〈1ナチクラ）

　　ノ

ナナクラソテ。フ｝、

　七；倉って。　うん。

　　　　　
ナソ　 フラッチューノが累一（U　YI］t　e）アノ

メメXX
　　　久良：どいうのが1ねえ．，　　　あの

：カト　モー9ケド不一。アノー

かピ　思うんだけどねえ。　あのう．

マ下カネ’一　ソイカラ　マナイタグラ

だ剛 ﾆカ㍉ねえ＿　　そ♪孜力’ε）　　億
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　づ「く

　コレモネー　　ドーモ．　マ9一　一アブ＝7

　こ痒しも｝ね．え　　　どうも

　　　　　　ノ

ソ日アネングヨ。ナ　ナナクラガ。
　　　　　　　　メメド
　蝋わ有いんだよ。　　　七：倉が’。

ナナクラソ　ナソネソカイ。

七三に　ならないのかね．

フ↓。　一

うん。　士：倉に　ならないんだま。

添．）アア＝1アスコワtヒう”・　一ノ

　　　　　　　　む　　　あのう　　あそこ19　　5界｝ワ　の
　　　　　　，

どんな　　言告なんですか。　その

ドレモネー。

どれもね之。

K

A

K

（七ゑ）

ヂアフ

沢の
く5）

テ
て

ン
．
し

二］トーシ7“’〈一不一

こldでは　ない

　　ナ7クラヅチューノガ　」オダグラ

　　　セーづ婁というのが　　　 ）1・田久良

　　　　　　ク万クラ9ヲ7シテソガ　ニコ
　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　
午飯久良，　葦久良　　などというのがノ

カソガエテ　ミタケド

考えて　　　みたけど

ナナクラィ万ネンダヨ．（り一ン）ソ砺ナ認モ享一（A

　　　　　　　　　　　　　　　それから　t石もねえ，，

　　　　　　　　　　　　　　　フトフドーサマノ　」チット

　　　　　　　　　　　　　　　左’不動鱗くの　　Bsつと
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　　　ヘーツ77ソケ？t

　　　λって喪っけカ、

　　ノー　マナイ9グラニ

　　　　　真菜板久良に

エフ＝㍉．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　ぐきう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ホーニ　アノー　イビシイシなご、チュガアンサネー。びンー）　ナナプモ．／

下の　　方1く　　　　い’Zi““し石とvうのカ・eS滴るの1！iぬえ，。　　　　一ヒ

ィン／ガ職ソレカラ　ァフ＝　ヵミザカニ　ヒ7イソ。ソレッカラ

；6　カwぬ。　　乏オしカ、ら　　　　　　　　　　　　　よ　　坂1て　　　　　・寂臣　石　。　　　モUtカ’う

＿　　　　　　（9，

セージロークンノ　シモノガンひンー）ガ　モソドコロイソ。ソイッ：カラ

清次郎君の（豪の）千ドあるの　　が　叙所石。　モ・れかう

　ウラノガガナソ7ッタ。ケナーコレフノニジューサン／〉〈
　；裏にあるのが　　　イ司ていゲたっけなあ．　　　　　　　　　　二二冊ニー・夜

サマナンゾガマツッテ　アノレ　イソガ　アルグケドネー。ソイカラ

ノ湧くなどが　　祭って　　ある　　石ガ　　あるんだけどノねえ。　そ承．から

ゼジ試ぞ仁㍉（・ソー）牙一イソガ（A込．）コτ冴

善太郎君の（家の）前・ある　　　大石が，　　　こ敷が
　＿　　　　　　　　　　（tり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

ヘーソネーダゲナ　ニオボエが不一ソ。ソ

XS・・u・娩だが　覚えが　kいし．

ヘビイソッチューソガアノしダチッタ。

蛇石というのが　　あるのだとい。た．

丁　鉄一
　　で’1芯

Kすカラ
　　だが5

　　ナー。

　　なあ。

A

イマ　ントツダ’。

もう　　一つだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
ゼソタロークンノ　才一・イソガハイ　ソレユヅ9ッケ
　　　　　　　　　　　　　　　メメメメ
善太郎君の戯磁の）大石が　入っ　台に畜ったっけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ユッタイ不一。

6つt：い｝ねえ。

（エエー）
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K　ユヅ・ヲカ．ソースルト　（T7スコ烹）ア岡トガー……

　　『言っ宅㍉わ＼．　そう一す「ると　　 （　あそこカぐ　♪　　そ多こフうぐ一一・…

T　セージローガ　マエノ　7ノ　デッケー　イソワ　ナメチュノ。

　　　♪者即下済の嫁の）前の　　あの　大きい　　石は　 イ司と官うの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くびヨ　
K　アノー　セージローガ　ンモノガンガ　アレガ　菜ク’イソヅづ一ユソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　清次郎の（録の）下・てあるのがあれカザ　弗石と・・うの

　　デ（Aフ＝㍉．）ソレカラ　ソア　ウラノガガ’ヲ：二7ニイソッタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメメズ　　　　　　　　リ
　　で，　　　　　　　　そ飢から　　その　　　裏沢あるの刀、や　　　イ司石といっ†ヒ

　　ッケナ　ソレ。

　　つ｝すな　そ肌。

　　　　　　　　くゆ
A＝7Nサン々サヌダノ1一ン／サマダノ（KI71x，。サンヤサマ．）

　　静，三夜猟だの　御平．様だの　（うん。三夜様．）

　　．マツッテ　アル。

　　祭。て　ある。

K　ソ。　アア　イ　イラガ　予ンダケド。（1ヲ㌧。）
　　　　　　　　メメ
　　うん。　あの　　　　石が覧　あるん丁ご’けど。　　うん。

丁　ワスレ量〔．至。（エ　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　一　　丁丁ち聴つたよね。

K　ソV・デマー　イYE　ソ百ラネンサ。（Aフ↓。）ソィカラー　ナ

　　そ敢で　　まあ　　，石も　　揃わ㌔いのさ。　　　　　　そ飢から，　七

　　丁クラ〆騒クラガソ百ラネーンソレカラナ7ヲ猟（A

　　二倉が　　七層が　　才納め’ないレ，　そ爪か．ら　ヒ不魁窪亀（

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　ナヲ＝ランギガ　「アルチュッiiii”9”イ．ヒヲ万一三X．）2）・　ナヲ7ヲγ

　　七不魁誇義が’あるというかね。　　乎円には。）うんノ，セ．フト黒一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　
　　ギガ芽一　ソτア百　7ア＝：7ナカノ　ダイコント　ソイカラ　ク

　　議がミあ．乏畑　　　 野中の　大根ヒ　それから

　　　　　　　　　　　　　　　一18一



A

リアケノ　サンドグリ

票朗の　二度票，

　　　　キータダノアド毛’ドー

　　　　聞いたのだ〕フオしどむ　どう

（A／）。）コレダケワ　オ天工テノレダケド

　　　　　こ飢だけは
（18）

カンゲ’一テモ（

　考え，てb

覚えてい5け颪ビ．
i（tsL

笑）亨ネソグ
　　　出ないんだ

1

K

工

K

工

フ＝㍉。（A　　　）ソアフ　ヲノ　7マ　亨ゆノワ

　　　　　　　　　　その二つの，今　出忘伽ま

　　　　ノナカノ　ダィコント…一・

　　　　里予中。）　　人オ艮IL……

ノナカノ　ダイコン与ユノワネー　一

1野中の　　人根どいうのは労え，　鵡いたのでなくて

ガ　マイトソ　ソノ　三下ケー　ハイノしヅ手ユソ。

が　毎一年　　その　　）畑に　　 生え，るというの。

ハ　アマ＝＝㍉。ノナカッテナ　ド：コイ　アルン。

　　　　　　　　　　　　　　　　　は　はあ。　　野ψどいうのはどこ尺　あるの。

ノナカヅ与ユナー　アノー　アスコニ弱　サワが

璽網引というの鳳　 あのう　　あそこ！’こ　　．ヲ尺：か“

　　　　　　　㈹ノ

　アノ　ヒラベラノ　トラノスケガ　ウラノ

　　　　乎原の　　賓え助の（家の）裏の

一一．工一．工一。工一。

　　乙z．。

K　アノ

　　あの

冗；し。

サワノ

沢の

zzz。　える。

ドーユン

どういうの

マイ9デナクッテーダイ〕ソ
六メ畏

　　アノレン！サーネー。

　　あるんさ｝ねえ。

承一二。

方尺。

ムコーノ　イッ9イオ　ノナカアザッ与ユソサネー。

f囲うくの　　一三を　　　．璽予中奪と二いうのミ胴。
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ユ
：

K

アッ　ソーカー。

あく動，　そうカ’あの

ry　r一一），。ソ7　ノナカアザヂヲンダカ　ハタケワー　アVガ＃ソ

うん。　その　　野中｛ぎで　　なんだか　　畑尉　　　あ颪が，う

一一一”@Euyクンガ7ヲッテタ（エ∠二）一・＼9ケダヅ
　　一ん，†専　君が

　　→一ユーケ’ドネー

　　というけどねえ．。

　　ナ　ソラネーガ

　　　　知らないが

　　　へ　　　　　　　　　　　　　て
　　マカネーデ

　　薦力’顛・で

丁　ンゼ

　　で癒，

K　ソイデ　ソ

　　　ノ

　　タイコンガ

　　大般が

カラソナミテヨーナソジ・（ネソ；カイ

つくっ一Zいた　　　　　　）ど田だ’とカ・　　レ’うノ　火田　だ

。（ハA．）王一。エ　モ下ワ　：；ラーガ　ハタケダガ

　　　　　　之え。　　もとは　 畜藍の　　）畑だガ

　マー　ソノー　ノナカノ　ダイ：］ソ4ユーノワ

　まあ　　そのう　　望予中の　　大根というのは

　　　　　ハイルッチュンテ・・…

　　　　　生え，るというので・・・…

　　　　　　　　　　　　　e
芥手馴のめなt”ので，鈍いの力擁。

　ドンナソダッ与ユッ9ラ

　　そ肌で

丁　ソコデ

　　そこで

K　マー　ソーユ

　　まあ　そういう

Aフ｝。ソフチ
　　うん。　そんな

　　ンギッテ．

　　思議と．

Kソ、・
　　うん。そつ

　　どんkの●だヒいったら

ツッパジケ手ヤー　マ9

　弾けては　　また

　　　　　　　　　ライネソ　バェルジκネソカイ。

　　　　　　　　　　三年　　　～主えるので1電ないのかね・

コトダンペケドモ。（エンー）

ことだるう1守ども。

コト　ユーナー。

こと盛　書うもあ。

ヒラガーノ　ナナフソキ　ナナフ

平・ワの　七不思議　七不

ソー　ユーソダケドネー．ソレ：カラ　アノー　アスコノ　サ

　　　言うんだけど湘え。　そ耽から　　　　　あそこの
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A

工

K

ノドグリッ手ユーナー　コリャー　アノー　サイキソマデ　アッタ

三度票というのば　　 こ私益　　　　　　 最近まで　　あった
　　　　　　　　　ノ
ダケドモ　アスコデー　ウツロガ　ヲッタンサー累一。ソアニ　オ
　　　　　　りのだけ双ど：もノ　　　　　　♪圃が　　 あったのさね。　　　モの

ッキナ　クワノキノ　ナ徳日。

大きも　票の木の　中｝（．

ス鳥．

フ＝㌧．

ソ79カデコ蘇ガガ㌦万（・天＝．）ソ万ノア　

その　中で　　乞食が　叉を　火然して　　　　そして　　あた

ヅテ　モンッパレーデ　デタダガナ　コジキダガナ　コドモダガナ

って　　　燃しつはσなしで　　出托のだカ＼，　乞食だヵ’　　　　与・イr狭1ぞガ

　？ヵオ　ヤィ手ヤッタソサ策。（Aフ㌧．）〈i7マ＝　パー．）デ

　中を蜘、てし謙の加．　　　　　　て
　　へ　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 くユリ　　　　　　　　　　　
　ソレガ　モトデカレ4ヤッタンデスー（エス為．）オレガ
　そ承．が　　，原因で　ノ焔爪てしまったので　　　　　　　　　　　　お颪が

アッ与ノ　天一エ　7：ニカニ「イア互一ニヲごッタンダカラワフ＝

あフちの　　　方く　　　イ可力Mく　　　4テく，ようK　　’f「gっ’たのだから　　　うんと．

ト≠7ソグ・タh7一一　。オ研ウ兀一孔ヲェダイ7－e

　　イ可だったかなあ　。　おフ孜が　努（を　　　1出る　前だよ冒なあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　
ソヨーノボーカ　ナソカデ　イッ9　ジブンダッタガナ　ソソ　トキ

　消訪か　 何かで　行った　 爵分だ：つたか　　その　とき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　へ　　　へ　　　　　くあジ　　　
ニ　クリガ　ナッタッタケドネー。エ万ガ　三悪ット　与＝モソダ

1［　栗が　　生っていたけどぬえ。　いがが　ちょっと：　　）kさいんだ

　　　　　　　　　　　　　一22一



ヨ。ワツーノ　ク万ヨリ累一。　（Aフ〉。）（it　ソー。）ソ7〒“　ヲ＝カ

　　む
よ。普適の　東より撮え。　　　　　　　　そ飢で　中
　　　　　　　　　　　　　 くヱゆう　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　ヘ

エ　シシトッ・ソブシ知一　ソトッツブダゲデ　アドワ　コー　ソーナ
　　メズ　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　リ

氏　　　　一粒レか　　　　　＿虹だけで　　あヒ鳳　　　　　しし、な
　　　　　　　　　’
ンナ。並．σとナン7ッテ・レ疲）（A　ンー。）ソンナクリ効ラア

斥な。て、・る．（い・なドな，て・、る。マ）　　そんな票だからあ

ソマリマソゾクシタすインタ勇ジ諦一ダケ豚㌦（ハ
　　　　　　　　リ
ルまり　満足な，たいした　票では承まいのだけビねえ。

フ㍉．）（エフ㌧。）ソ7　ク万ガ　八1レ　iiiッタリ　マ亙＝1一キモ

　　　　　　　　その　票が　　：春に　生っT（　i〕　また　　徹右

ナルッチ↓一ヨーナンデー（エアー　サ　サ　サンドナルッチゴ謡つ

　　　　　　　　　　　　　生ると．いうような：のマご　（ああ　　　　　三康　　生・ると，いうので）

　　　　　　　　　　　　　　7＿　　　　　　（25）　　　　＿＿

サンドナデササンドグワッチューナー　フシギノ（エハーハーハー）
　　　　　　コくメ　　　コ　

ニノ芝　生る（パご　　三度票というのは【t】不思議の

（A込Dジッダ：．菰ングソー・9“ケB“E　（A　〉．一〉ダ砕芒ムカシノシ

　　　ひヒつだというのだそうだけれビ’毛　　だけど　昔の人
　　　　　　　　　　　　　　　　　’
トガ　サンドグワダッタラ　ソノ　クリノ　マ｝　ツグヅ与ユー

が　二度衷だといったう乏の　票の　まあ．　つぐヒ・・う

コトワ　シラナクモ．（エェー）ミ1牙　ウ王ヲ＝（エエー）ザンドナル　 クリソブ

　　ことiま矢引らなく脚～rも　　　　 実を　植えマ

　　　デキルカ　デキネーカ　ヤッ・テ　ミレバ

　　　できるカ＼　て“きないか　　やって　　み琳」ず

　　イマ　ソー　オ9一ケドネー。

　　ノB　　そう　　卜うけビ諏え。

Aフ㌧。
　　うん。

　三度　生る　敦が
　　　　　　　にの
イーダ》タッペケド

　よカ、つたゼるうけどノ
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工

K

工

K

工

丁

K

1

K

1

K

フ＝㍉．

うん．

　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　

タタ　オう一モ　ソノ　ンヲーニャー

ただ　　臼分たちもその　　ヒ貢には

ドフワタヅ手ユーナンテー

度桑だというなどど

ヘー。ソラ　ドコラヘソニ　アッタ。

へ乞。そ欧は　どのあたワ尺　在った。

ソラーネーア7rトー

そ｝孜は聡え．　：之えとノ

　トコカラ　∠』ット

　とこうか5　　著5よつど

ンー。ヒL）シフンチュート

　　　†主君ヒいうと

カミダ。

よ．だ。

フ㌧．

うん。

カミ　ヲ7ミデスiiiix）i．。

雄　　　上ですねえ。

カミジャネン。（丁ドコ）

上ではないよ。（ピこ）

ア　ヒラバラネ

あ．三原ね

ヒラベラナンダイネ。

サンドグリ　コレガ　サソ

三、度典　ノこれが
　　　C29）

キータダッヲケドー。
聞し、ア｛こ（f）だ＝フ「「……．｝づノイ曳＿ど。

ア又コノ＝＃：仔ニテーナー

あそこの，　さてな，

ノボッタ　トコデ／一一｛○・

：登った　　ところで・・…　一。

　　ピうガノ・…・・。

　　半iliの・・…・。

ヒうバラ。

平原。

　　才ナジトコノネ

　　同じところのね

　　　　ヒラバラノ

乎、原なん，だまね。 乎原の

（Aジ↓．）

ヒ臼シ／クソノ

博君の

ヒロシ／クンノ　ウチカラ　4ヨ

博君の　　　　家か5　　5よ

一23一



ット（1アッ）ノボッタ　トコデ　：コッチ　ワイ手サソノ　ウーチガ　アルン

・と　　登．7・ところて1こ。ちに1刷脚一さんの叡が　踊ん

ダガソ7　アイサノ　ヒダりテ碗『7・ヲりノ　ト「ニ　ジューニサ

だが，での　間の　左4当りの　　とこうr．ナニ様が
調ヲル汐乙（AフA．）（・x一。）＃ソ7ジュー＝tiマ

　　　あるんだよ。　　　ううん。　　（ええ．）　その　　十ニノ儀の

　　ノ　ヤネニワ　キクノ　ジューロクノ

　　　　屋根1ては　菊の　　子六の
　　　　　　　　　　　ノ
　　ルトカ　ユー

　　いるヒか　いう。

工　’ア▽：＝ア▽＝7マ＝　／A。ナル木ド。

　　隠あ　はあ　 1まあ　　はあ。　　なる1まビ。

Aフ㌧。
　　双．

K コ研フルイ
こ沢が古い

ナナ　カンケー

fKのIAi　、関イ斧、

ナナツノ　ウ与

七つの　うち

ソネーデ

『〉クノ宅ソガハ・イッテ

菊の　紋が　　入って

ソノ　イソミヤダナン手ユーカラソレー一轟ソソ

　　　石’宮だなどというカ’らノ　　　　　そん

ン4凝一　イネーダソベーガ　トニカク　マー
む

しては．　　いないだ’ううが　　と1くかく　まあ

ソア7　ランx・　一（エフk．）（Aフし。）カヲ界う

その　　二つしカ＼　　　　　　　　　　　　汚え．δ

　　　　　ソTデワンソオ　ツクノレ

れもくて，　それで　　．村言庖を　　イ乍る

　圃　シタケードモ（Aフ｝。）7フ下訳

　　む
　出したのだけ肌ビも　　　　　あの鋳

カッタン・号ネー。

なかったのさね。

一24一

ト宍二一　ソノ　ハナン「一

ときにも　そ．の　　話を

アツマッタ　ソト　シ／ララ’

集まった　　人寄】は知5



A　iF一“＞it　e

I　ノーe

K亙カラー不マ
　　だから　　今
　　3㍗クダリデ）

　　いか　　下の
　　　　　　　　（？52）

A

丁

K

1

　　　　　　　　　シ弓ベテミルダラ　アV万’レーデ葺ヲサ『7＝二

　　　　　　　　　畜周べて　　みるな5　あ淑ぐういでノ　さああK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　ナノタッケナー　イノガ　トコノガナ。

　　　　　　　　阿とい。た。け緬．潴之の家のメ」ま．

ノ　ノブア．ニーカ。
×》～

　　　の／5・ごあiCし、ノラ＼o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヨ3）
ノ『万ニーデデモ　7ケレバ　天一　ラト　下一モ　オソナソソヤ

のぶ画あにいででも　　なけオしば　　もう　　あとはノどうも　　での入遷では

一　ヨソカラ　キタ　ソトダヅチュート　ソ　キ　アンマり　叛一
　　　　　　　す　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメ　　　メメ

　　ィ也所ガ5来た　人だというと　　　　　あまり　　闘し、

テネ～ヤネー．（エソーダイネ晶．）
　　　　　　　　　　　　　　いてKタipって】いないよ孫）。　（そうt　：“　etね。）

シラネーヤネー。ソーダイネー。

知らないよね。　そうだ強撮。

7て一　トソヨリワ　：ヲこニクナッタカラ。（エーワーグネ一一．）

商う　　，年jeg－ig　　L、なくt＆つたカ’1う。

ナークナッタカラネー。

いなくなったカ’うノねえ，、

　　トー　トー。

　　ヒう　とつ。

　　　　　　　　ウ
T　　∠千ヨ　ーアニーカ“

　　長あにいが

トソヨリデ……

輝寄τ・’　。

　　　　　一25一

（　そうブこ“よね、。）



工

K

丁

A

K

A

アト　イツツ　ワカンネー　ワケダ。

あヒ　五つ　　わかうない　　　沿け’だ’、

　　　　　　　　　り
ソーダナー　・チョーカナー。

そうだなあ，　一長かなあ。

　　　　　　　　　　　　　　ラ
手ヨーアニーガ　」フヲラト（Kンー）オナジダカラ。

長あにいが　　あ脈邊ヒ　　　　跨が門司じτ諭ら．

▽一。

そう。

リ不デ　トソヨリデモ　’チみ汐　ハ子ストカーソンナヨーナ　ハヂ

そ四面抽　働＼謝とかそ碗よ施話
三フデモ亨テ　ナ：アヲソギナシ与ユーノー　N一テレバ琴｛（AS］7

　　　　　　　　　む　てや　　出て　　　一ヒ不思議葱どというのを　　ノ矧いでeM」ご1なえフ（そ

一ダ。）（エ▽一ダネー．）ダレカ　一嘗工テルガント　オ今一ダケド

うだ’D）　（　そうだ絶え＿）　財力、　　覚：之ているかと　　　誓うのだ1寸ど’

モ　アソトキ　キ9ノ　ソヨーキチクソフジー　ハツタローサソ

も，あの曲　来た碗　，三三君．　藤＃初太郎ミん．
　　　　　　ぐヲリ
　ブイチサソデフチュガ　イマ不7マソジローサンモ　ィタダケド

　　1武一さんなどどいう人hV）．思弁　　半次郎さんわ　　　Dたのだけ瞭ど

　　　　　　でヨの（Aジし。）アンテーモ　ナアラシギ　シラナカッタモン。

　　　　　あの人髭も七不思議は　知らなか，たよ。
　　　　　　　　　　　　　　　（39）
フ｝．（エヲ＼ワvフ㌧∂コーゾークンワ　ソリソーナモソダヂー．￥

うん。（うんうんうん．）　弘造，君慮　　　知っていそ：うなものだなあ。

四二町回クy。テ9。タカラユ。テタ。タイ；？）．’（K

　弥太あにいカベよく　　　矢Eってt、’たから　ノ　　　畜っていたよ｝ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
ア》τフーカ　．コーゾークソ．）：コーゾークソダラ　コトニヨノレト　キ

（あ　 乏う，か，　3ム造．君．）　　　弓ム喧君なら　　　　こヒ」てよると

　　　　　　　　　　　　　一26一



K

A

K

A

K

A

一テタガナ……。
闘いていたカN・・・…　。

）（タアニーカラ　ソンナ

弓弧太あにいガ5　そんな

ルカイ
　　　v
るかね。

オラー　キータ　コトか

お戒は　　jBSいた　　ことカ’ご

ソースレバ

ヲ
あ

　
、
V

ガ
ヵ

下
ヒ

コ
こ

　
液

タ

一
闘

上等ヘソ万
Ωたい闘（

＼
話

ノ

　　　　　　コーン“一クン

そうすると，　弘造君ぽ

二］トニ三ヨレノ・ミ　　決一9

　ことによ肌は“　　蘭いた

ヒうガーノ　ナナワソギヅチューナ

　乎nlの　七不匙・議というのは

ソテ　ユッタケド　ソソトキワ

んて　言ったけど　そのときは

イナーテ　ユッテ　イマユー　ソノ

いなあとい・て，今話融たその

　マカネーダケド　Vイトソ　ハエルダナソテ　ソソナナー　キー

　諺｝ガ翫、のだけ爪ど　毎」年　　生えるのだなどと　そんなの慮　　聞の

9ッタガナ　ヤタアニーカラE　｝一タ　コトガ　アル。

在のだ5たか．　勃「、太あ1ていカ’ξ・も　　闘いた　ことが　　ある。

フー　ソースりやー　コーゾークンニー熊一テミリャ……。

ああノ　そうしたら　　　ヲム造君・K　　　闘いて・みれば・・…　。

コーゾークソヴラ　コトニヨノレト　キータ　．コトガ　アノレカ　ソソ

　弘造君なら　　　こどによると　闘いた　こヒが“　あるか　し爪t

　　　　　　　　　　　　　－27一

フル。ヒラガーノ　ナヲ＝『ヲソギッテノ

ある。　卑円の　　七不思議と一いうの。

　ソッチルカナー。

　知っているかなあ。

コトガ　ア／レ。：オラー　ヤタアーニー二

　　　　　ごとが　ある。　お承は　　弥太あにい尺

　　　　　コτ：Tr・・　コτ丁　＝：ユτ：不ダナ

　　　　　　こ肌と　こ爪．と．　これヒだな

　　　　　　　　　　（初　　　　　　＿
　　　ヨクジャー一’ネー　アー　ソーカ

　　　よく解ガ5なカ㌧たけ戒ど，ああそうカ＼

　　　ダイコソダトカナンテ　イッコー

　　　　六ノ険だとかなどと．　　　’全燕



　　ネー。ぴ澗。）

　　ない。（うん）

エ　キーテイレベナびジこ↓．）　ソリャー　ナカナカ　　　　キーテ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞いてい申しlま’酵’3、　　　　　　　　　　そザし1よ　　　なカ・な：カ、　　　　　　聞いて

　　ン9ヨa
　　いないよ

丁　ドーセ　タインタ　デーコンジ燦一　：チカッペケド　ァレダ，ペヤイ。

　　どうせ　　たいした　　大腋では　　　　なカ＼ろうけど　　あ肌だううよ烈、

　　ッ。（A引ダイ二一∂　祷　祈・」、“／アノツ。パ弥屍望
　　ぬ　　　　　 ヘ　　　　　　　　　　　　 メズベズメ　　　　　　　　　　　メベメ　　　　　　　　む

　　　　　（ハそうだよkあ。）　　　　　種力や　　　　　　　弾けて織ミあ

　　サー　ソソチ・マー　マタ・……

　　　　　そして↓惹　　また・…

A　）。ソレガ　ハィルンダイネー。

　　うん。それが　生えるんだよねえ。

T　ハイル……e　アッチノ　爪一が　マタ　ツッパジケ　スルカう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　生える・・一．　あ，ちの　方が　　蝕弾．け9≠・り）するから

　　（ハiλ．）9了ネージ凝ネ’ノカイ．

　　　　　　　絶え㌃いので園ないのガ煎。

A　二二ネーラシー。

　　気色えないらしし、。

丁　アノ　カーラシムカンノ　カーランナナソゾガ　タエネーヤムソ。

　　　　　恭手，　　一昔・の　　　芥与i菜などが　　 絶えないよ淑。

　　（Aフ＝㍉．）オ弓ガ　ウチノ　メグリナソゾ＝アルケド　イッコー

　　　（うん．）私の　寂の　まめりなビ尺ある1’3’ど，企然

　　マイタジャー　ネーケド　ハルサキこ　ナルト　伝ンコー　コ｝　　ツソ

　　蒔いτこのぞはないけど　　春さ’きに　　　！’♂ると　けっこう　　こう　　　才商んで

　　　　　　　　　　　　　　　一28一



A

K

　　　　　　　　　　　　　でヰうフ
デモフデク＝フヲレー蕩一．ド；一5デ

　　揉ん，で　 ／良うぐらいミΣ．　　どこで

ゼソニ　ハエノレ。

台；然に　生える。

ナナフソギタナソテ　イッテ．　ヨ

　七．不思議だなんて　　いって。

　　　　　　　　（4ら）
ソレカラ

ハジケテハェルダカ。ゾ

弓向けて　　生え，るのだ。

ヤ9アニーワ　シッタッケヨ。

ノ刀ナナソゾガラルダヅペ．（T一ア

5示太あi：いは女。っマいT＝7けよ。

　　　　ノ万ナモ）オτ万

それか5　海苔菜kどが

コドモン’　トキ：　ウソト

尋イ共の

ナクッテ

無くて．

　　七ンテモ

　　ものでも

　　ケドネー

　　けどねえ

エ　アー
　　　　ニ
　　　ノリナカイ。
ああ，　」毎苔菜かね。

アー　アンナ　モナー　ドーコニ　ウネガ　アッテダガナサー。

ああ，　あんな　ものは　　どこし：こ　腫が　 あってだがさ．

ナルホドネー。（Kアー）　トブカ……。

なるほどねえ．。　　　　　　飛ぶ’か……。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
ヲ’カラ　ウーソト　フ万＝クイ　’7ア＝：　シ万ニ　イー手　ア7ジャ

　　　　　　　　　むだから　　とても　　　　5果く1く，　あのう　　下KK；種が】あって　あ淑で応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　
　ネンカイ　　トラク9一デモ　ナンデモ　ホネーダン三二ラ　マタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　ないカ＼pl’Qノ　　ト・うク9一でも　　　　kんで二むカN“　放り出したから　　　　また．

　　　　　　　　あるだ’うう．（　　海苔二毛）訟4しが

　　　　　　　　ラッタソダケドモ　ソτヲデズーット

　ときは　たくさん　あったの’だhけども，そ爪が　　ずっと

　セソソートージ　　ナニモ　ネー　F栄ニ　アンナ

　戦争当鴫　　な1ても　無い　蒔に　あん勾

八三レベ　イー1一一オ’モッタ。ソント決　ハエナカッタ

生えればいいヒ　思った。　その爵鳳生えなカ㌧た

ン　イマー　　　　　ポツン　マタ　ハエノレ。

　　今ほ．つりまた生える。
　ホツン

　ほ。つ9

（ハE7＝S／．）

T

i

丁

一29一



し
フ

T

K

丁

K

工

レ
く

　ハ工タジャ　ネン’カイ。

　　生えたのでは勾いかね。

ノリナッテナ　ドソナ　モンデス。

海苔柔ヒいうのは　どん㌔　　もので寸ガ。

コソナネー　ハヅ　マノレイ　ハッパダケ（vンー）ドネー一　ズーット
　　　　　　ベベメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　こんなねえ　　　　　蜘い　　　藻ぼけ　　　　　　ビねえ，　ずいぶん

キガ　オーき∠≧＿二よLZ……

フi一力ぐ　　　　大きく　　　　　≠よ顧って　・・・…

ソ不デ　ハッパガ　t／ジレタヨーニ　ヲ丁ッテルソサネー。〔vE一）

そして　　葉力f　　　　系宿れ．たよう1て　　なつ■い：るのさ海．

　　　　　　＿＿（碑）　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　一一皿
σソーダネー）ダケノメー．，．、コゲナハッ・ぐネ㍉（uンー一。）フーキノ

（そうだね之）だ｛†どすべすべしな　　葉ねえ。　　　　　　　蕗の

バッハごヨリ　ノメッコゲナ　ツラツラ　ンテル。　ダカラ　’アレ　ツメモッ

　葉より　　すべすべしf：つるつる　しZいる。　だか5　あ淑芝　捉の先で
　　　　　　　　　　　，　（sD

テ　テンプラエナソゾ　ンテ　ラーダカラ。　（σンー）

摘んで　てんぷらになど　して　　食べるのだから。

エニ　テンプラノ　三フンナンゾニ　スルソダ：ア。（u禽。）累1／ト

ああ，　てんぷ5の　　　芯・など代　　　するんだな。　　　　　　　　憎して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傑）
イテ　アオク　ボスッ手ユート　・ノノ　モジッテウドソイ　ヨク

おいて，　あおく　午オと，いうヒ．　　　　　揉，ん’で　　うどんに　　よく

　　　　　　　　　　　　　　　ぐヨの
カケテ　クーアノノリ（vコンチュエーme一）アオノリノ　カワリニ。

カ・脈食う，あの海苔（v具t・　9b）青海苔の代わり1・．

アオノリト芳。ト殊ト㍗オナジヨサ諺三・
　葦rヌ毎巷と，ちょ．ヒ，干すとね　　同じような：　　　　ものだ煎え一e

マー　ゾソナヨーナモンダネー　ノ’｝ナヅ手ユー・・…・。

叢あ　そんなような　　ものだねえ，　海苔菜ヒいう…・一一・

　　　　　　　　　　　　　　一30一



U　率一。ノリニ　ニテルノネ。（Igプン ）

　　煎え一。海苔に　似ているの痴L。

K　ソー　ソーナソダイネ。

　　乏うノ　そうなんだよ｝ね。

丁ムムカシ／ノ：コッタカラ（ひンー）カネダシテ
　　メズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
　　　　者の　　　　ことだカ＼ら　　　　　　　金7き　出して

　　ソレオ　ノり二一シテタジャネーカネー。（笑）

　　そ取．を　 海苔と　し■イ吏っマい†この7“1よないかね。

K　マ　’ノソナ　モンノ　タグイジ　　ネーカト

ま．そんなものの　類でぱ　ないかと

トこ．カク（エ9ブンネー）ダィコンチュンガ

と．にカ＼く　　（　99・分・ぬ・え）　　大オ艮tいうのが7

ダイコンダチュー　ノナカノ　ダィコンダチューデ。

犬オ艮　 だという，　野中の　　：X才艮だUいうの■“。

カウヨリ

買うより

才至一ダケドネー。

恩うのだけど触え。

シゼンニ　ハイル

　自然ド　　生える

一31一



　　　　　　　　　　　　　　注

〈1）今，話題になりかけマいる話。すなわち，七倉七石七不思議の話。

（2）　ザとても」の意で肯定（イ列之ば，メッタ　｝アルと言之ば「たくミん

　　ある、の意）に・も否定2ても用いられる。

（3）τナナ遍クラ．の第2音節な半長音。事緬が急じけのないものなの

　　で1自己石白子縛しなカ’ご毫）ゆつく’）発，湿し』てし、るアミ（プ）1て生／二た。

（紛　「オレモ」の第2音節「レ、が，電畜の前で揆音化した形。

（5）久良また三二の奪を当マる。

（ら）セ久良ぼ以下の通力との説もある。真菜板久良．ぷ田久良，白久良，

　　．松久良ノ荷久良，発知久良．ノ1》松久良。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼクぜク（7）　出石ゆス下の遜ワとの説もある。こが沁石，厄焼石，大石．姫石，

　　紋所石．一ツ石．蛇石。

（8）発音は［e・bi∫i〕．恵比須石か。

（『）ノ、、跡渚思考。

　　みアキ（10）　イ日月善太斑5．

ω）片仮名の下に。仰あるものはすべて無声音。

（に）　「入ってい廷力＼どうかめからない、と．言おうとして葛いさした。

（13）はっきりした〔tJua〕で1憲なく，　〔t5屯i　lである。

㈲　二十二礁《を略して三夜蒜くと．いう。

（15）　野芝E長ミ三1て．くより　，イフ更’）にこう幕と階に’分レす，長いおカ、ら＃ニノ　”　，　ア　とし、

　　う記号で示：す。

（㈲　 「アル手ユーカ〉《イ、〉「アノレチュー㌣凝イ、〉「アルチュッキャ

　　イ、のような音声的変：形尺より生じた吾3。

㈹　　「弘法大根」という名でもきばれている．工区の所占者（大．根の生

　　える）1今後でも名前が出る吉町寅之助さん。

（18）褒いkがら。ヨ愛味，。「托一律ドコロモ」のようもくも聞こえるが．こ

　　れで鳳：鮮味不8月。

㈹　ナセ名。斥・3根村大宇牢｝り容丹原．

（2cr　［hMと醇薙摸の摩篠音である。母音もや》中合的。

俊D吸気によって生じた者。次に言うことを薦えている。
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（22）　　〉肖｝紡団　。

（23）　「ナッタッタ、は回、想的温去を表す。

（24）　「ゾカ、が．K音脱落，連母音融合を経て「ソ）〈（一」となった。

（Z5）　「サンド　ナデ、のように闘こえるが．「サンド　ナルデ、の「ル、

　　が聞こえ㌔かったもの。

（26）形容詞のいいきりの形＋ダッタッペで過去のk2表：しマいる。

（27）前文を受けマ「自分もその時バ、には．こ承が三度桑だY＆どと聞いた

　　け肌ど，実を彪えて三度なる栗ができるかできないか試歩はしなか

　　つた」とし、う意をこ（め｝（中一止、してt、る。

（28）　止｛のネ申。祭日力x“十ニー〔ヨであることカ、らの命．名．3崖看弔，ノ叡」．ノ衣挽ノ炭

　　緩きなど山イ±事の神。正月のつくりもの．オコジョ　（．おこビ）の訟

　　鳥．古びも．II　IZ　，石．御幣．斧急どを供える．山の下局縢（おこ・ビ）

　　を変5むといわ馬ている。

（29）一町明吉太郎・（キノ｝タ臼ウ），通；跡・「サアーニー」。

（30）下原の下（しも）の右。

（3Dン猪え言の胆気。

β2）吉野眉の「ノボル＃の省踏形尺ザアニー」をつけたもの。「アニ㎝、

　　は髭幡なビき契儀として．一人前の舅と認．められる者につ1ウられる

　　苛焔二品尾辞。階上の者だけでなく，坪下の老に対しても用いられる。

　　ヵ性の場合隠デアンネーユとし、う。例えば，三跡タゑゑさんであれ

　　ば「：ヨシ！アソネー」という。

（33）　「女衆、の直音イヒ．短呼ゲとしたもの。対立する語はプオトコiソ、、

（M）長次．郎の省〔踏形に「アニー」をつけ批もの。

（35）　長ノ欠自番の嚇＼。

（36）　「コン9Aは，「こなた」からカ＼。対務叡のイ㍉名詞。「うユIIS複査文を

　　表．寸措尾辞。「年が嘉十さんと同じだからユの意。トiiミんと嘉十

　　さんは夫婦。

（37，）　井上武一。

β8）「アンテー．t　i9．「あの£／F合い．（あの連中）の憲。

（39）　吉野弘法。
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（40）吉野弥太郎の「〉〈タロウ」の省略形に「アニー”きつけ良もの。

㈲　断足の．助動詞「ダ、の仮足形は「ダラ、であ5。
（42）　「イフジ梗．．　ネー」ヒも言う。n6Vバナ」（居淑ばな）とも。

（43）　アイゲバナ」19「行けばな」。曖昧てあるがこう聞こえる。叉．㌦

㈲　　「ツッパジケル、　（弾ける）。「ツッ＝は指頭鋳。

〔45）　「ケッコー　tN．irグレーサー」で「～するのに・干分雛だ、の意。こ

　　の場合ノ「春さき1て：なると，摘んで．揉んで食べるのに十：分tsrc生

　　える。」の意である。

㈲　「ノリナ」鳳．寿苔の歳うな菜という命名の植物だが．腫物学上の

　　名赫は不明。

（47♪　「種が．土中深1〈メ曼まつマいる」ごとき　「タネガ　　ンタニ　　．イノレAと

　　いう。

（48）　「ホネーダスA博「放り出す、であるが，この場合「Fラクターで

　　掘9眩して土中深くに既っていた種之ラセ表罫：くの、発芽し＞a2　3い条

　　件の・位置に移：動させたAの意。

（49）　「ド」の音は闘きとれ㌔いが「しかしAの意ではTダケド＝ど言う。

（5D）　「蕗」は「’フー宍」ヒ言う。

（5）　「アジ　ツベキッテ」のようにも聞こえるが，話者の説明1てよると

　　「7レ　ツメキッテaと言っているのではなの，か．と言う。　tre　3

　　の破裂：ノ性が強いことと母音が荻いことにより　「ジ、のよう尺聞こえ．

　　〔mコと〔房の交替により「メ」がγべ．のように聞こえるもの

　　ど思オ）敢る。

（52）　　　‘ししし（lo’ミゴi〕　。

（53）　「コンチュaは「こに一ii“うa　（うどんなどの，具ドすろ）　ということ。
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　　　義経伝説

話し寿

K井上嘉十　男明治35年生まれ

A　／k林弥太郎　男　明治40年生ま爪

0　ノ｝，赫象ゑ，ゑ，　々一　日月治∠FO年～圭まれ．

丁　　井上トり　　　す　　B月治4う年生まれ

エ　ノlv」，IY｝ig喜市　　男　昭知15辱生まれ

（u　上野　勇　　採録担当者）

工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）ヒ’w冴’一ニャー　イガイト　ソーユーこ／ガアルソダイネー．（V）．）

　乎円にば　　　　竜・外に　　そういうのが　　あるんだよ漁。

ヨシツネノ　カンケースルモ為しハナシダトカ．（ひλ．）

一糸益の　　　関4糸すろものの　　　言舌τごとカ＼。

デンセツガ　アライナー。

　イ云説，が　　あるよ：kあ。

フ＝㍉。

ううん。
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1 批’バナソミテーヨーナノデ（びλ．）アルラソーカラ。

　そ卸伽話のようなので’　　　　　　　　あるらしい，から．

下ソナノガ　アノレソデスL「ヨソツネカソケースルジ！・nc“　一。

　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　ゆ　　　　　　　　どんなのが　あるんです。　義経関係では。

ヨ三7ツネーノ　ハ：弄フワ：ネー。　（りλ。）アア＝　ヨ日イベシ・ノ

　簸糸釜の　　　話は煎え。　　　　　　あのう　　鎧メ奮の．

ソノ（ひλ．）ヨシツネガiヨロイバシノ　買グ　ソ毛ニ　ヨロイイワヅ手

　　　　　　義経が・，　鎧3喬の　　す・ぐ　　下して　　　虚豊岩という

　　　　　　ごユク
ユソガ　アソダケドモ（σ羽．）アスコマデ蒸テ　ソフ＝ヒジョ＿二

のが　　あるんだけども，　　　あそこまで来笑，　　　　非掌尺

イー　テンキダモソダカう　アー　ヨ〔〕，イカブトー　イワニ　カケ

いい　　天気．だものだカ＼ら　　　　鎧兜を　　　岩に　オ卦誇

　　　＿　 ＿　　　　　　（3）　＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

テソソテンジューがソコデギョ＝而ツカッテーサ
て　そして　：主イ走が　　そこで　 ／4tr，71《乞　　つかって，　さ

ラニ　牙クイ　ノボッタド（り禽のユ＝　ソ7　ヨMW　9　　三　ナヲ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メヌ
ら1て奥に門門叱　　　 いう　その　鎧岩　　に　「」ぞ’

ヲェテ　ァスコノ　ヨロイバンモ　ハワフナ葱i（u跳⊃亨イテン誘ρ

Sえて　あそこの　盆豊論も　．橋の名前も　　　つい？いるの

ケドネー。ソレカラ　＝iソダー　ダソダソ　ムうオ　カミー　ノボ

だけどねえ。　そル切、ら　こんどは　　だんだん　　茅寸乞　　上に　　登っ

ッタ　トコロガ　ソノー　ヲ＝．一ン後ガ　ノドガ　カワイタ・ゾヂモ

た　　とこうが　　　　　　 イ走老が　　　日’侯が　　渇いたと畜つた

ッ79つ　πンヶーガ　ヤ丁フ　コジリデ（v九．）：；需一ット　不ッ

の’ご　　寿！庭が　　ノ槍の　　金當で　　　　　　ちょっと　掘っ

タラ　ソm　ミズ万’：デタ。　（v　EJ）U．）ソフ＝＝　ホーガソイドッ

たら　そこに　八が出た。　　　その　判官蒋ア
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　　手ユー’ワt］一オ・一ガソノ　マー　天＝ヲ所ドダイ’ネー。（2

　　どいう　　九郎判官の　　まあ　　判官＃戸だよ湘え．。

　　ジ㌧。）マー　ソフヲ＝　コ下一　習ネン　：ノテダカ　オ＼一ガソィ　：ホ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　メメメメメ　ズ
　　　　　まあ　そんな　ことを　記念・してだか

　　＝ヲデンドー4ユーガヲンダイネー　（vヲ↓．）デ　ヨソツネンシ

　　判官堂というのが　あるんだ’よね。　　　　　　．義系監ま4足を

　　ユーオ　マワック。

　　　　　　祭った。

A　オスガタガラルダイネー。
　　　イ半衿が　　あるんだ’よ煎。

K　オスガタガ……。

　　　4缶F姿か“・…一一ρ

しア　ヒラが一二。

　　乎円K？
A込．（1ソー製）

　　うん。

K一アルッツッタイネー。
　　へ　　　　　め

　　あると．いったよ湘え。

AラノLヨ。

　　ある古、

　　ヘ　　　　　　　　　　　ノ
丁エ／レン迦．（じン）

　　あるのか。

K　ヨヲツネニ（A：ミンケーダノ　…ヨワッネニ．）　（uヲ㌧．）πン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クくメメ　　義経に（A倉慶だの　義経1、．。）

　　ム嘱デヲボー二（U　一IIJ）＞x　e）ヒタチボーダガナ。

　　武蔵坊K　　　　　　　常睦坊ズか。
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Aλフ列イτ仔私（K」ソダガナ．ソのオ頁ノアプ
　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うん、　　二人　　　　入ルして忽　　　　（kイ可だカ、郡1。）　　　　　　お・れt　　　司見いマ

　　　　　　　　　　　　ノ
　　ミタケド　アルヨーダ。

　　みたけビ　あろようた“。

T　ンヲ；一　アアヲンチダホびホーガン…・・・ホーガンドーノ
　　　　　　　　　　　　　　メズ　　では　　あの　何ヒいうのだ　（K判有一…う　判有堂の
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　くの
　　マサナン’ソッタン　マサガ　カリラタ　ウ与ニカイ。

　　　正気などといったの　政が　イ昔りてた　寡ミにか認。

Ky一ダソー9“ア戸（・へ→F’一　＝一　oオ房マ）ヨ”コ下ガネソ

　　そうτでそうrで　あの　　　　　堂：に。　1お；れも立ち寄ったことが　もい

　　．一．　“　　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　（8）　　＿

　　アエイッ　ナンタイ　アルガナ　ソノ　マダセッコー　オガンダ
　　　　　メメ　
　　ので　　　　　　何イ本　　　あるカ＼　　　　　　ま　r．“　丹倉、に　　拝見しアこ

　　コトモ　ネンダケド。　（エ　　　　　　　　　　　　　）

　　こヒ：し　　ないんだしtすど。

A∠工一三ミ’クツタ．
　　おれ1憲　　　一　1［亘〕　　　　司見しべて　　みたこヒカN“あ；る。

K「ヘワーカイ。

　　ああ，そう，かね。

ArN．ア7キツネゴーンカsgl（ag）丁イル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ああ。　　　　　ノ引回，ノ格一与一から。　　（丁いる？）

エ　　　　イッパンテキニワ　ヨヲッネノ　カン与一ノワ　ズーット　ケート
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　　　一般的ドは　　義経の　　関イ系のは　　　ずつど　　糸統
　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
　　一テ宍ニ　ツナガッテ　ーラルンナ　ラルソ号和。

　　白勺r．　　　つながって　　あるのは　　あるの芝ね。

Kつ一ダイ利e
　　そうだよ梱。
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丁

K

丁

K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ソイジゼ　ラサワ『写＿　アアァ　ヒ肺ゲテ　キテ　イルバガ　「ネ

　　　　　　　　メメズ　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　り

そ承で1憲　　5政ヨ’註　　　　　　　　引き才易1ずて　きて　　居二場）戸斤が

一デア「ゲッタカ　ソ7下一　コー　カリテ9　万ケカ。

なぐて　　あ颪だったカ＼ラ　その　堂を　　　　借りマい社　わけか。

ソーダ　ソーダ　アスコー　一カリテ　イ9ンサ　i～トッ
そうな“　そうた“　あそこを　　イ着りマ　　いτ＝のτご　　一

主⊥。

時期。

ナンダガナ　爪一ガソドーマ月ダナン子（笈）。

何だか　　　学｝」宅フ堂政だ兎〔んて。

ソンテ　コンター　ミチ？トリ　カミ」＝．ウチュー　・7クッテ　マサワ
　　　　　　　　　二戸　そして　 ・今フ蔓1ま　　　一ノくで上に　 家を　　つくフ？　　正父は

ア冬コニ（Tジ↓。’）イ9ダケド。（エンー）ソィカラ　カミー　ノボ㌧テー

あそこに　　　いτ・のだけど。　　それから礒経一行圃よヨミ登，で

ソア＝∬八テ：がズ”モモノ　クィラ㌧テ　ヂニカソシ／ナヨーザ　アミテ

そのう，　はてな，　すももの　　乎　　フで　　何か　そんなような　　はて

ナーノ1テノドがカワイタ千ッタラ　〉て一　コノ　スグ　ム：〕一二

なあ　・　口侯が　　　渇いたといったらノそ承じ々あこの　　すぐ　　陶うに

エ7モモ／Kラント　アノし　トコガーiiiiルカラ　ワヨイグッ与ユ

　　すももが　たくさん・　ある　どこが　　あるから　　そこに　行くという

＝「ゴソ7　ズモモが片アッテ　ソ7　マー　スッペーノ　ワェベ

と　　　　　　　　すももカザ　　あって　　　　　　　　　　　＠隻っは．いのき　食え’ず

（Aフ『転）ヅ手ユー　ハナソユー　ンタダケデ　ソアニ＝i？　一一（

　　　こ、二　　どいう　　話を　　　　しただけで．

エλ．）ンアドガカ貢イタノー：ヲーアーハ：月》γ　デ関下
　　　メ」x　　　　　移侯が　　シ易いτ＝の廷　　　　　　　　話を　　　したので
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1

K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　へ
一ッテッタトカッテ。ソレカラ　ーアノー　（丁ンー　コッデコッチ）ロクノ

通フマい・たとか，マ。それから　　　　　　　　　　　　　　　　ろくの

　　（12）　　．．．．．一一　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿
ダ・イラノ　ツギニ　ブタづノタイラテンガ　ア、，．テ（エェー　エー）ソイデ

　i乎の　　 二欠1ミ　　舞台m乎tいうのが・　あフマ　　　　　　　　 それマ”

一　　　　　　　　　　　　　＿　　　＿　　　＿＿　　　　　　　　　　　　（13）

ブタイノ9つうデ　ソノ　マ9　ヤスンデ　ソノー　（Tアリサーノ）　ソイ

　舞台a乎？・　　　　　まアミ　　イ木ん一ご　　　　　（Tありご　）　それ

カラ（丁ダメダヨ　がア：一　コト　シチャー。ヤメナーノコー宗ラハンカチ⊃
　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
から　（↑τざのτ～よ　　悪い　　こと　しマば。や納なびい。　　　　ほら　ハンカチ。）

マ石（1乳一zt，　9．。ツーヤッ；糺）πンケーガマ石マッ外r一
州を　　（エああ　 舞っτ＝とし・うやつねえ。）　　弁、慶：ヵぐ　 舞芝1　舞っτ＝と二いう

　＿　 ＿　　　　　　⊥　　　　　　　　　　　＿　　　＿　　＿　　　＿
ソノー　ブ9d／　96ラチュンガア．テ（エyX、）マー・ノンナコトーシナ

そのう　　舞台の　　乎というの力樹　あっ？　　　　　ま‘あ　そんな　こ：とを　 しな

万ヲダンダソト　ヤマ；オ　ヲメ亨”ヲ㌃ソユーノ　）ヤ＼一エ　冴づ一ノ

がら　だんだんと　　ぬ乞　喫に湛んで　奥帽（η　1　方へ　　落もの

ビタ㌃手ユヨーナ　フデーカ…．’・．

びた　　というような　　経過ノ・・…　。

　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紛
ダケド　ヒうバラニァノー　サイ王トサ不ワーチソ　トヨ石エ　ァ戸
　　　　　　　　　　　　メメメ
だけど　乎原ド　　　　　　　もヒ　弾弓ナセの　　ところに

アノヨンツネガゲタデコーノボッゲタァトガ　ツイテルイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズメ　　　義系蚤が　　　下鳥太で　こう　　のった　　撰菰が　　ついている

ワ　インッ・チュンガ　アノレッチュヅタイネ。トラノスケサンカ“　イッ
XX

　　石というのが在るといっ赴惚れ。　寅之助さんが　言い

タテスヨ。

まし六よ。

ダレノ。

誰が’。
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工

K

ユ
ニ

トラノスケサンガ’。

寅之．旦力さムノカぐ。

ハッ　ハー。　　　　．（浩イッタカナー．）

は　　は1硲。　　　　　　　（A　言フたかな・あ．）

　　　　　　　　　　　　　
ソ不デ　、ノ7　イフワー（T「ラッ儘ラッ　コ天ζスナ言。）（Av），．り三1ンド

そ爪で　その　　石は　　 （丁あっあ，，零すなよ．）　　　　　今度
　　　　（1「T）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IB）

アノー（Tヨバレルソカ。）｝ソダッケヂー（Tオベ→ソナ　イ＝

　　　　　（下平也走Kなるのカつ　　何だっ1育なあノ　σおばさんは　いい

　モノー　クT9ダヂー。）キョードーボチ　ッヲ・ソ9イ策一。

　　　翻を

K　＝’IXPv．

　　ああ。

工

K

工

K

工

くれたのだQあ。）　共同墓：地噛を

アスコン　ト「工

あそこの　所へ

・づ一ヤソト；ド　 ーヤッノくリ

ラ
μ

宍
．
×

テ
×ッ

。

モ
μ

　ちゃんヒ嗣ノやつは。り

スヨ。

すよ。

ヘー　イソニネー。

へえ，石に凪え。

エー　イシニ。

　　　石に。

7r－
　　o
ヘヌし。

ヨソツネガ　ワノノ　ウエ・イ

　三糸蚤：か“　　そ承tの　　よ、に

ニホンノ

ニ本の

つくフ鳶よねえ，。

ウツンテ　きタナンツッテ．

♪移し「（　　きRなんていって。

スジガ　コーニ　アンタソーテ

協が　このようにあるんだそうで

ノボッタ　ゲ　フ　ヲトダナソテ。

登：つた　　下駄の　鋤、だ急んで。

一41一



K

1

T

工

K

丁

」ヘー
　　　ρ
ヘヌし。

ダカう　ゾッ千一　アスコマデイッテ
　　　　　　　　　　　だカ＼ら　　　そっちrこ，　　あそこまで　　　牽rって

　アタマー　トーッテッタカッテユー

　上乞　　　　通ってのったカ’と　　　いう

コりやー　ナン9ヨ　オジーザン。

これば　　何だよ　おじいさ分。

ハプシ　シタ　ケドネー。
3巷1芝ζ　　　しτこ　　　じナとし“ね。

　　　　　　つソースリ契一　フタイノ

そうす承1ざ　　　丁台の　　平隠

　　　　　　　　　　ツ
　　　淡しくて　　　（エ　どっちが）

　ア　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　

　不一ソテスカネー．）コツ，手＿　　。

　ないんですカ＼1ねえ。）　　　こっち‘て　　　来て

モー（エエー）ワカンネーヤネー。

も　　　　　　　わからないよね九。

　　　　　く　
ハツデンソヨソト：｝　ントマタギニ

　発電所の　　とミ莞　 一跨ぎに

リャー　叢　ナニガ　ナニ丑ンダソタイ・
あ｝ぬな　　　　何が，　　イ司看だった｝ね・．

リリ契一　アノー　コー、ボーサマノ

それは　　　　　　　弘法様の

コーイフニ．　ヒラノミノL．ノ

こういうぷうに　乎．原の

〕トニ　ナンダガナッテ

ことに　　勾るのだかな：と．

　　　　　　　　　　　タィラワにラワニ　ナルソダガ　ム了＝

　　　　　　　　　　　　　　　　ジ奉当で急いことに叡るんだが〕向うが

万　ゲ弓ソクッテ（エドチガ）ノボレネンデ（エケエッ9ンジ￥

　　　　　　　　　　　　　　　登二P8’しないので　　（ユ帰。τ：κじ＆

　　　　　　　　　　　　　　　キテー　ノボッタダガナ　ゾτフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登ったのだカ＼　　　そ〆し

ンタナン手ユーノワ　ア
e

したなビというのは

Kコーノホこ一イドッ手ユソガア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ム諺ミ井戸というの，ib　N“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　不コニ　アッテ（Tヘー．）ソイデ　ソノー（Tナンブナ。　　　　）≡L二

　　あそこt＝　あっ？，（T〈え。）それマ“　そのう　（Tイ再才ぐな。　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　一42一



ボーサマガ

　弘法横が

　ミズyカラ

　八だガ5

スナ。ヨソミ

鷲。よそ魁

7ル
鋳る

アスコデ　ワアニPコ7　ミザ＝　ヒジョー二

あそこて“」　　　　　この　ノ｝ぐは　　非常に

アアニ（亀諏7．）陥下スチ．）

　　　　　（丁零すk．）　　（A蓬｝～とすな．）

　シネーデ百＝ウ7メ。）カネラ干7
　　　　　　　　　　　　　　XXX　X　XX　しないで　多Xigんと

　トキニヤー

　ヒき1〈igl

宍タエルノニ

鍛えるのに

イッ9ッチュソデ（工三）のア冬二1二

百っkどいうのマい
　　　　　　　，
ソサ不一。ソイデ

んさ烈え。それで

　’アノ　キンジョー

　あの　近所乞

4ユー。（Aフ＝㌧
どいう。　　（Aううん，．）

亨ッタ　バソsジK一ネーヲヲナン・ソッテ．すカ

あ乗　場所で1諏いかなどといって。

リャー　　カ　タダ
　　　　アメ
才しぼ　　　　ただ

タッチ（Aブし。

たって，（Aうん。）

　　　　q6）

　　　　　　　・飲め．）

、ソカーネーガ　マー　カジヤノ　ナニ

使わないが　　　二段冶屋の
　　　　　　　　　　ぐZl♪＿

］7ミズ㌃ツ｝ト右ゆ
この ｼ蒙ゆとげし’とか
　　　　　　九ジゲートヅ手ユー　バガ

　あそこに　〈鍛冶垣内という場所があう
　　くヱう　

万ニガアズコニ不ヲコ下ガラルダケド
函が　　あそこに　　いた　　ことが　 あるんだけどノ

　　　　　　　　　　　　　　　にヰ　
　タガヤスッ・チュート　カナクソガ　デル’ダソ

　　耕すとし、うと　　　（金尿が　　出るのだ

。）ヲカラ　毛トー　カジャガ　ヂンゲンカ

　　だカ’う　　♪メ、前1憲　　鍛」台屋力v’　イ可惜力＼

　　　　　　　　　　　　　〉ぐッペ弓　ワース
　　　　　　」o　　　　　　　　　　だから　やつは。り　そうす

＝下（Tコ天スナ。）

内　　（丁零す㌔～。）

　回心ソヨーノヲノァノ

　　名前だけの

）カジゲートダトカ

　塗段♪合三内だと．カ＼

　　堕
　　ヒか

イッタケードモ

名つたけ肌ど・も

一43一

　　・イー

　　いし、

（丁コ沢

σ零

力不測

虚を．

　兀モノ

　刃物え

ナントカ

なんとか

　　アノレ

カゾヤゲートータナンツッ

三段ノ合屋垣内だなどと言っ

　　ラ
（TコテRスナ。）カジヤ7デ

（T零すな。）　鍛冶屋亥i亘

　　　　　　　　　ノへ　　　　　　
　　　ソレモ　 タク　 ウソ

　　　そ恥も　ただ虚言



ジャ，果一。（xフ㌧P）ソア＝　ジ耳　カワッパタノー一　ハタケニ

ではない。　（ユうん。）　その　　　直ぐ麺：くの］唄端の　　　畑に

　下’ンナ　イシナソダカ　オレモ　ミタ　〕トガ　ネソタカ’　イ’ソ

　どん勾　石なんだか　お承も　見た　ことが無いんだが：LXつか

カ　イッテソベー　イッテンベートモッテモ　ナカナカネー。ミギ

　　行って冴よう　行ってみようk思っても．　なかなかraえ　。右

アシゲガナ　ヒダリアシダガナ（Aλ⊃アヲ7トガテルタ㌧チュー。（

足だカ＼　　　　　左足だカ’　　　　　　　　　　　足聾亦が　　あるのだという．

Aフ＝㍉．）イフニネ7一。（Aイ三フニネ7一．）ソフ戸デ　ソア　Y7

（Aううん。）　石に孤え。　（A石に照え．．）　　そ承で　その

ム二一ノ＼％フず禾一回巧。パリイヲが（勉2
伺いに　幡谷縁．の　励ても　皆。ぱ’）石が（A石カベ

ガ　アルン。）ソノ　アシアトノ　アル

　　あるの。）　その　足跡の　　ある

＝＝㌧。）　ソ不デ　　コーボー→ナマカ“

（Aううんv）　そ肌で　　　弘法オ策が　　　そのう

ミズアデタン亨　アズ「う　、ボ＝デ　ソフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

ノkが　　　出たので　　あそこ琶　．棒で’

　へ　　　　　　　　　
イッタンタ　ワタッタナン手ユー。

　行ったんだノ　渡ったなどという。

丁万カう
　　だカ’う

　　　アノ

不。クラ

イソガ　アル9ッツー。（Aラ

石が　　あるのだという。

・ノア＝（Aマフiライダ、ソチL一ダ。）

（Aj跨いだという．）
けの

ン下そタギニ　ソ〒

　一星壱ぎに　　　して

モーノズキナ　シトガ　アレジ々京ン　コ丁三　アヲホ
　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メズ

　珈婦き㌔　　　人が　　　あ颪ではないのノ　こうに　足窒．
　　　　　　　　　くユリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ヘムカンノ　コッタッチ　ホッタジ凝ネソカイ・　ムッ論・

昔の　　　　こと．だから　　　彫ったので磁ないガ海。　　服え。

ナンダ。テヴーぴソシテソ旦一デンセツツクッ効．）ンー。

いくら　　ろ可アゴ7ヱさあ　 （k？しマ　 そ：う．v・う　イ云凹凸＊i　つくフt：カ、．）
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　　アノーマ9イブグレーーニャζエλ⊃アシアトガッ7ワヶネーーモノ。ム才。

　　　　　跨いだぐういマ・は　　足跡が・つくわけないもの・ねえ・
　　くユの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
A　不クラ　■一ボーサマ91．，テTシ。チ万ヲガ　ア．ノ9　．，テナー。（1［　　）

　　いくら　　弘法ネ柔だっマ　　ねえ。　カが　　あっなってなあ。

T　（v＿＿⊃：ヂソダカ　コッ4ッペ手ト　ア7　ム＝膨三　ア；予ト
　　へ　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　　イ可だガ　　　　こちらイ則と　　　　　　　　　向うイ則に　　　　　足餐亦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
　　ガ　アンナンテひ：λ⊃ヒ　オう　ホンテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イッテルグヨ。ll（xλDダしテ
　　　　　　　　　　　　　　メメ
　　があるなんて　　　　　私の方で｝よ　言っマいるのだよ。　　　だっ笑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　アンアトノ　コレガ　ニ］ソター　イシニ　ツクナンテ＿＿　　イッ7ラ

　　　足跡の　　こ夙が　あなた　　石に　つくなんマ　　　いくら
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　ナンダッチ　カソゲーラエネー〉就（笑）イクラ　ムカシダッテサー。

　　　何だって　　考がえう承灘いよ。　　　いくら　蓄だってさあ。

　　（ハン）　ダッチ　　ソーユー　タトエデ……　。

　　　　　　た1㌧て　　そ：ういう　　響えで・・t…　。

A　モ1ラバラノ　ソアフ7マ　ユー　ヨヲツネガ　ゲダデアガ、ソタナ

　　　乎源の　　その　　づ　｛話に出た　義系蚤が　　下馬太で　あが：フたなど

　　ソ4ユーイフダッテチー（丁云ン、・）ゲ：ゲデァガッタグレーデ

　　という　　石だってkあ　　（Trtaえ．）下鳥太で　あが5たぐらしNで
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　くヨコラ

　　　イフー予トガ（丁ソ＝ダヨ．）ヲク　ワケワ深一。

　　　石に　　」跡が　（丁そうた慧。）　つく　わけは　ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨヨラ
T　アートノ　’ソーク　ワケワ　（A）し．）　ネートモーデー。

　　　跡の　　つく　　めけは　　　　　ないヒ思うよ。

k　マー　アフニ　下一リガムカソノ　オーーシ・ユーカイドー1：グッタ

　　まあ，あの　通・）が　巷の　奥州衡道　　鶴た
　　　　　　　　　　　　　　　　くうゆ
　　’ラフーイソダイ’ネーvツイジノ　天一カラ（1）。）（A頂2

　　　うしいん・だよねえ。　　築地の　　方力＼ら　　（xうん。）　（Aううん、）

　　　　　　　　　　　　　　　　一45一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くうお　　　　　　　　　　　へ　　　
　　アτオ　ズ＝ット　天テ　才一タツザっ　下一ッテ　ソイデ　イマ
　　　　　　　　　　　ゆ　　あれを　　ずうっと　来て　　大五凹き　　通．って　　そして　・今の

　　　　　　　　　　　　　　　くつムラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ソフ　サフ下ゲリノ　トヨー　下一ソテ　ガミザカオ　クタッ

　　　　その　　　二度梁の　　　とこう塾　　遡って　　　　よ叛を　　下って

　　〒：コ　ソシチ　フア＝　ムコ＿ギン　ヴワッテー　がヲ弼　ノ
　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　　　　そして　　　　　　　 危了岸に　　　赤多っ’て　　　　唐ち疋き。

　　ボッテ（エデのソレカラ　ァア＝コッチノ　ナ三：＝：デテ　きタッペ｝。

　　登っマ　　　　それから　　　　　こっちの　イ可に　　出て　　き托うう。

　　為カイバラ（塑P。テネ。　（Aフへ．）ド下ノミt／ガ爪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメ　　追，貝原乞　　　　置ゲZね。　　（Aううん。）　　　どの　道，が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨ　　　　珊ガナ。（Avv．vx．．＿v＿．＿＿v，＿．＿）ソレカラ　5ンド　オ＝一ヨーイ

　　ノ本当だカ＼。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それカ、ら　　　　・今ソ斐　　　　大オ易　く

　　ウツ、．テー（エ“）オーヨーカラ　アカサカゴエデー一。

　　矛99っマ　　　　　　　　 大ネ易力・ら　　　　赤t反越えて“・・一一。

　　　　　　　　　　　　　　ごヨの　　　　　　　　　　　の
A　アカサカゴエデ　アナバうエ　デタイπチ｝。

　　　赤坂越えで　　宛．原へ　　訟た歳なあ。
　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
K　三≧と。コムギノトーゲオ　コγテー（AyT）Nコムギ…一一）オーママイ　デル→…。

　　　　小麦の峠な　 越しエ　　　　　　　 大閥々へ出る・…・。

A　才一ママエEFタイネL。

　　　大闇受へ　 出、たよ｝ね．え一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るゆ
K　「ヲー　コ「万“アノー　ムカシノ　オートーBデ。

　　ああ，　これが　　　　着の　　夫僅テ道で。

Aラ「＝下一1）ラシーーヤ。

　　　フ＜4圭『・透　うしし、やρ

　　く　の

手を　　汚し2：ぱ　　 τゼめ献んでゼよ。

　　　　　　　　　　一46一



K

A

K

A

1

K

A

1

K

才『デガセF一三リドーフー　V一ッテ　ワルヨー二　iiiッタ7ワ

　お承の豪の裏：を，切通，を　　　回って　　くるように　なったのは

　ズーット　ソτ7：ヲのう　アタランー……。

　ずうっど　　それだから　　i新しい　・…●．。

アトタッペー　キット。
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　イ褻．だ’ろう　　　きっと。

　　　　　ノ
アタラシー　ミ否う三フ＿ソダヨ。
　　　　　　　　メメ
　卜しい　　蓮　　らしいんだよ。

ヲ㌧。ソーダソパ。（kIl）U’．）

　　　そうだろう。

「チソカ　・ノ7　ジノヲイニ　キロクト　ラ『斉　ノ＝rッテルアァ　キ百
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くひ

なにカ’　その　　θ手代に　　三門録ヒ　して　　ラ歳っているのね．言己

クト　ユーカ　ネフゴーガ　ウタッテ　て鈎レアワ　ソヨフ　モリ〉ぐ

錬と　いうか．　2十号が　　うたって　　あるのは　　そこの　　森山の

マノ　アノ　ナソチュソダジンジxノ　ゴ兄ソタイガソソノネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きくズ
　　　あのノ　イ可と，いうのだ，　ネ上社の　　　4卸本イ奉が　　　その

ソダイノ　ネジ＝ゴーナンダソーデズ茉。

年バ，の　　三号なんだそうです蔚。
　　　　　　　ぴ　
へ一キザソデ『7ノレダ（2　at．）ネネブゴーガネ．
　　　　　　　　　　　　　　　　メメへえ，　刻んで　あるのだ，σええ。）　　茸号がね。

不ン：コーガ　イヤ　イヤ　（エカイテ　アルン．）カイテ　アルソ。

　　　　　　　　　　　　σ書いマ　あるめ。）書いマ　あるの。2茸＝号　力・ご　　　　レ、や　　　し、）くきフ

カイテ　　アルンデスヨ。

書いて　あるので写よ。

ノヘー。（A『八）

へえ．。
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エ　ソ房ケナシ／ダソーデス。ワーア

K

A

工

K

A

　そ玖だけなんだそうです。

ニオ　　≡デ　　ウタッテ　　「ラノレ

メ×

　　で　　うたって　ある

天鳥。

へえ。

穐。
ああ。

デイイバソ子ニカワレか
て“ C　　一二逢卜　　　　tKにカ＼　　そ承かご

im　一　（IG）ハ八一。（Tテテ　　　）
は　はあ。

1ヨリトモ…・

頼朝・一

ソレイガイワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　

　　　トージニ　ノ〕ッテノレ　不ン〕一

その　　当日脅に　　ラ叢っている　三号

ヲンジ燦ノ　カソケート　サルト。

　神社の　　　関イ系と　　勾ると。

フノレインダト　ユー。

古いんだと　いつ。

工　　　　　不一ンダソーデ冬。
　　　それ以升は　　ないんだそうで丁。

A　ヨリトモが　セーイ9イソヨーグソニ

　　頼朝が　　征夷大将軍に
　　　　　　　　く　の
　　ソゴーダ。（Tブイテ・…つ

　　年号だ。（↑ふいて一・）

Km一ワ“イ．（APt．）へζ
　　はあ．そう力湘．（《ああ。）へた。

1 アトア　アッテモ

そのイセには　あっても

一力ラ　ゼンゼソ
ないから　　　t全然、

ナッ9　下蔑ノ　ソ7　ネ

なった　　どきの．その

ネンダイガ　ウタッii　ネーカう　「イテ　ネ闇

葬代ガ　　うたって　ないから，書いて

ワ万シネンダソーデスケド万＝。

わから慧いんだそうですけど聡。
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K

A

K

A

工

K

工

1
’
‘
N
l

A

o

A

蕩。
ううん。

ソ弓ヤー　キτフ＝ニ　ヲカ“　ワヲラルダヨ。

そ承は　　　き承いに　辱が　　わかるのだ’よ。

アー　ワーカイ。

ああ　　そうかね。

ア↓．

ああ。

t’iカラ　ソ＝正　ヲル　サクラガ　オワラク　ワ7　ネフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〈×メ〉ζ
だから　そこに　ある　．糧一が　　おそらく　その

π不　ネンダィノ　（Kiii；Sii，アレ。ウ）　サフラダm一ト
）くX

　　　　　　　　　　　　　　うくズ
　　　年4配の　　（Kああ　あれe　）　　桜τぜろうヒ

ウエテネー。

殖えてね礼。

ノ＼ッピャクネソ、

　八看，年。

蒲．”▽＝⊃ヴカ　シ・ンネーナー。アンナニ　子カカ

ううん。　そうだか　し嵐ないなあ．　あんなに　中が

ンマッテ……（笑）（工亘）

し惹って……　　　　（エええ）

ク号ッー手ヤッテネー。

ム腐っちゃって淑え、

アリゼ　エタターヒノー不一。

あれは　肢だもの磁え。

エダダ’モノ。ナンダ。

ノ侵だもの。　’何τご。
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子。濃

ユーーツア。

いっ2。

テ
ソ
て

三
つ

ク
．
腐



K　’ア篤　 ミ柔ジャネー　エダカイ　ァτ万。

　　あ｝掲ま　　章今ではない，オ支ガ｝徹，あ］a’1．が。

A　ミ額一　ミ駅　ミ栄ダイネー．モト7ネー。

　　幹1な　　斡　　幹だよ｝楓。　毛と1憲鰍。

Kミキ＿．ア＿ノーカイイマ75ッテルンガェ勃

　　幹は．　ああ，そうかね，今残っているのが’肢が

　　ソー　ソー．）　ノ：コッテネー。

　　そう　そう．）　タ契っマねえ。

（A

（A
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　　　　　　　　　　　　　　注

（i）卑円に1亙義経伝説があるが，まヒまつ長i話がでさる；程億知らない．

　　という井よ嘉十さんの発言をう1すて．ホ跡喜市さんから始まる。

（2）　「アンダ、lgt，「アルグaの「ル」が擬音イとしたもの。

（3）拗音の直妾イとの結果．　「ソユジュー」が「ソジュー、となっている。

唇）　「ツイテソダ、滋．　「ツイアイノしダ」から母音脱タ各（ツイテノしダ）．

　　擬音イピ（ツイアンダ）乞経て生じた形．

佑）いいきりの形鳳「ノゾク．。連用形の音梗形が促音便と．なつマいる．

　　類例ど，しマ渉クメの音便形「歩ッテ、などがある。

（6）政冶の嚇・形。

（ワ）ωreコのしeコは婆ぐロの間き力罰し、。

（8）　「セッコー誌は．丹念に，まじあにの意。「セッコ　ヨク　カセグ」

　　（せいを出して・働之．）「セッコカ“　イー」（1まめに≦勤く。）などヒ．

　　右いつ。

（φ堂の略子戸こしに見た．の霞。

（IO）連声によ・」．　vアルンワ、が「アルン・ナ」となった。

ω）　「イノレバ．ね「居る場、て「居場所ユの萢。

G2）「ロクノダイう．に置土党で19，特に漠專き当てマし・k・・。

（13〕固席の孫（名前養ありさ：ヒいう）に淘かって。

（1の　前出2例でし苫「ブタイノ9イう、とアクセントの山はひとつで単語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複合語）意謝．しかし，この干てtズブタイノ　・9イう、と山が

　　二つにな弓，二文飾意識。

（15）草を採る場所。

個鎌にむが。て。（Aカ’ら19，粥の訓共に也・カ’って。）

㈲　・飲け物を御馳走になるのガ．の意。「ヨブ、．「ヨバレル、で御酒

　　走左振鑛う，振霧の肌るの萢である。

㈹ω㈹と同様、孫・・むか。マ。

㈹　チ鳥発電所。

（20）孫にむかって，ささ》ぐき．声で。

（Zり　共通語の「使う、．「仕霧う4などaecで終わる動言司鳳蓮母音融合
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　　によりオ段長音としてあらt）蔽る。

（22）　「ゲートよ隠「あたり3ノ∫一帯Aヒいう意味であるが．丁丁内（カ

　　イト）aカ’5き控ものカ、。

（23）　国下郎の日日称。

健D　「カナクソ」IQ，鉱石萱溶かした時にできるかす。

（25）幡谷菌片晶三寸の型名。片品円の左岸にある。幡谷のへり，の竜一。

（26）　♪メご下，　笑い「冠力v’ら。

（27）　「コッ9ッテAは「コトダテaガ5変じたものカ＼。

¢8）　「申すiから変じたものカ＼。湘尋の1司落を求める感｛嘆詞。「ムッンk

　　と「・・一ネンカイ」どの間にL9　7kV　一ズがある。

（29）　PA下場し、なカx“ら。

（30）i話者鳳「■ラオ＼一デ．と言ってPるので鳳㌔いかとOう。

（31）　「こなた」からきたものガ、闇授詞的に用こ、られている。

（32）以下装い㌔がら。

（33）　「ゲー．のようにも蘭こえるが．そのよう勾言い方は勾い。

㈱　片品村の字名。

（35）　片品・門跡財寸の境の沢の名：前。

（36）平原のよ：。

β7）　片品｝りの支流．♪乎円（たにがわ）南乃の河岸で傾：斜がゆるやかにな

　　っマいるとこうKある｛蓼名。

（38）痢梱寸の字名。

御）　「コムギ1峠」の名で知られている。ホ麦峠の弛．ノ1・吹峠．ノ1・蓬峠も

　　ビとも書かれた。若，ある時に与供左背中に「二二つた人が峠を通り

　　カ、かったが．大風；が吹いて，与・供を：もがれtて行お不明IIIなってしま

　　つた。吾供をもぐよう㌔強い風が吹し液ので「コモギ峠．という名

　　がついたという言い伝之がある。

（40）山田郡大間セ町．途中，奇応蜘で滴名な二二鄭寸のオ財四通，る。

（t｝1）　山田君斉大闇。21町から赤城山メヒ面：き：通り，ノ灘’」．～白貝芝覇経由挙る這は．

　　1ヨ光へと通じており，　「6）E；裂街道、といわれてきた蓮である。

㈹　　c　kl　z　＆n　de　］。　τキサソデ」のようにも淵こえるが，前接音節の5

　　　　　　　　　　　　　　　－52一



　　音の銃音が強いため，母音口］のτ声Aが消され，さらに饒く音

　　飾の頭与音の「5｝　」もなかば消えたものと老えら承る。

㈲　 「エグユの［e〕のロの間きは，・共通語の’そ淑よりら恢い。
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　　　　よしの　　とつかわ　たにがいと
II。奈良県吉野郡十津川村谷垣内

　　収録・文字化担当者後藤和彦



1　地点名

2　タイトル

3　録音年月s

ヰ 話しチ

　A　東　正弘

　B　上垣春夫

イ奈良県吉野1郡す’津川村谷垣内

よもやま話

昭和51年7月

（男）

（男）

明；台42，年生まれ

ヨ召孝ロτo年生まれ、

5収録地点・概観収録しτ・方言・特色なビにつ・Nrは、『方言談話

資料（2）巴E参服．
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よもやま話

話し手

（略号）

　A

　B

（氏名）

東正弘

上垣巻夫

ラ

性
男

（

男

　（生　年）

臼月5台42年生まれ

昭和10年生まれ

B　コンヤ　ソ／　トッゼンテェーカノ　（Aアー）　マー　コガナ

　　今夜　　その　　突黙こと言うがね　　　　　　　　 まあ　　こんプ♂

　ハナシ　ユーンカ　マ　ユーベ マー @トシオノ（ハアー）アニト

　　書吉（と）さうの」、ま厚乍夜まあ寿＄の　　　兄と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　オ・ンデ　ウシロギセンセート　ウチイ　ヨ、ソテ　クレテカラヨ　テ

　　それで』　直木先生と　　痴・　寄。て　くれてね，　て“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
　　マー　オレ　モー　ソ／トキ　モー　シゴトデ　モーキケト、ソテノー

　　まあ　 イ・奄（幡）　もう　　その日奇　　　もう　　イ土事で，　　もう　利けていて払，

（Aアー）（笑い剛

　　ウン．ホタラソノアレカO一オコスヨッテノー（Aアー）
　　うA）。　　そしlzち　 その　 あ牽へ　 嫡（〃〈’）　JAIζこ1「v6、らね

　　ドカ㌧シタンヤ　ユータラ　（ハアー）　シタラ　マー　ンー　ジッワ

　　どうし1＝のアz“（と）　言っア＝ら　　　　　　　そしア＝ら　まあ　　　　実は

　　　　　　　　　　　　　　一58一



コー　コータ“　アノ　バーサン　ィマ　オク、．テ　キテ　クレタン

こう　　こうアゴ，　あの　　婆さん／（を）　／今　　 送って　　　来て　　くれア＝の

窟1∵、1・（笑い「“　6〈’　4　ua）（ハンー儀　）

　　　　　　　　　　　（ユ）
ソしデ　／一　コスソモテ　トビオキテヨ（笑）　ホデ　ジャー

それマ“　目（？）　こ’すワアよ6ぐら　　とひご起きてh　　　　　 それτ　 マ“1？‘

ホ・ソタラ　ァノ　バーサン　オクッテ　キテ　クしトッタう

そし存ら　あの　婆．さんでを）　送．。マ　　来マ　 ぐれマい六ら

オーキニナト　イワンナラントモーテ　オソキタラ　ソシタラ
あワ〃ぐとう　ア♂コワ　と．　　　　言　≠っ　V　けナ実［著ごア」メら丁♂い　ヒ選1ッて　　　下　り　7　ネ・ア＝　こ）　　　　　　そ　　し　1＝　こ〉

ウシロギセンセー／　オクッテ　キトルシ　ジツワ　マ　ソし二

後木先生ゲ　　　送。マ　来マい試　実・X　まあそ担・

クワエテ　ソノ　アシタノ　バンワ　ハ’レオアニー　キテ　クレン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆカロえマ　　￥グ、　　B月ヨの　　巨免11；　　春夫兄（hぐ）　 1率マ　 〈れTJ：い

カテ　イヤラィiヨ．（笑）（ハアーアー）　オレワ　ソが一ナ　コト篭フ
b、と　　　　　　言　　う　よ　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ・奄　　1？　　　　　　　そ　んr∫　　　　　　事　1び

マッタクエテワルイユーンカノ傑）シ，一ニアワン
／全こく　　　 ア考・ラ・（がハ悪い（と）　さうm7多、ナつ』　　　　　　　　ナ生1＝　　／1∈〉ナっアSt・

ヨッテニテ　（A　ンー）　z－9ケンド　（Aアー）　 ソシタラ

1ウ、こ7っマ　　　　　　　　　　　　　言っ？＝1寸れヒ“　　　　　　　　　　　 そし1＝こフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　（3）
ユータラ　アタラシヤノ　オジサンt　キテクし1しンヤ、ソテユワ6ヨ．

1≧”T：ら　　孝r〒しP、A　　　 ／」一父さん・も　　＊マ　 くれ6taT　，s一つ？啓うよ，

（A”’”犠日誓タ∴ブ1認晶憲，，
　　　　くの
コスリモーア　ポンジャ　マー　オジサン　キテ　クレルンヤッタラ

ニてりア♂がら　　　マ・｛謬　　まあ　・」・父さん（が）来マ　　く低うの丁＝“っ存ら

　　　　　　　　　　　　　一59一



ワカー　オしモ　イクラ　シゴトン　エラィ　ユータナノ（ハンー）

薦い　俺も　いくら　イ坤ゐ・　大刻ゼ（・・乱ア・。7h

ヤッパソ　ンー　オレ　エラィチ　コトワレンシ　マシテヤ　ンー

矢張リ　　　　　ィ奄（1？）大変τ：”o？　　断われないし　　ましマ

ァニキト　ウシ脚病センセー　キテ　クレトルノニ　オレ　イケン

兄貴と　後1先生（・・）　斥て　くれマいう　、，　1：俺㈲伽・♂・

ワヨチュ．一テ　　ユーノ　ワ　　ワワーショ　　（A　バー）　ンー　　ソテ“

よと；きって　　　言うm13　　悪いしね　　　　　　　　　　　 それ7“

マー @イカシテ　モラオーカイナx一テ（Aンー）　ジャーケンド’

まあ　　行かセマ　　　貰おうか（と）言．マ，　　　　　　　　　　　1：“t’r｛ヘビ

オレン　トコワ　カナワンゼトヨ　（Aと）　ソノ　オー　コド

俺の　　所F｛3　かτ♂わブ，いぜと沁　　　　　　　そa
　　　　　　　　　　　　　　　ノ
モラモノ　チピラE一　オ’1しシ　ソデ　ナンヤ　ソソヤ　カマワン

勃共等も沁ちび等も　いbし　そAマ“何了：“，　それσ　か蓉お恥・

コッチャケンド　ウテノ　ジーサンラ　ソラ　ヨー　リカイシテ

射銅れど　　X。　蔀乱等㈲それtlF良・　理解し7

7いしシトシヨソラモバーサンモキタコッテ。シ（Aと∂

〈A5し　年寄ワ等も　婆さLe　紅　射～し，

ジャーケンドノ　ヤ、ソバり　オレラモノー　ワンガノ　ウチジ』ッチ

T・“　ll　」uと“　tt3・，　矢張り　俺等e　is　　紛め　家で∴ぞ

ユーテモ（ハンー）ヤッ・・ワeシiVラモア・レ（ハと二）

言っマも　　　　　　　　矢張り　　　年寄tj等も　　あう

コ、ソ　チャ　シ　　コドモラモ　　ガンガラ　　ガンガラ　　ユーノニー　オチツイ

享ノぜし　　子傷等も　がんがら　が《．がら　葛うめド　蕩・着い

タッナユーカ　ソガーナ　センセーラ　キテ　ハナシンテ　クレ1し
T＝ヒ葛うカ、　　　　そんf“一　　　先生等（が）　 来マ　　　言・舌　し’～　　　　 〈れる
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A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
（Aンー）ノモ　オレモ　マタ　ソレ毛　工．一　ヨーローノ　ウエ

　　　　　のも　　イ奄も　　まt：　　それも　　　　　　柴め　　　上（i：）

コシ　カケタヨーナ　シセーデ　ハナシシテモ　オチツカントモーア

腰（を）掛けア・ような　姿勢7・’　tr3し實　　；舗ゲ赴ヒ思7

（Aアー）ソヤッタラ　アタラシヤニ　イコーカーチ　（笑）　マ

　　　　　そう存“っ1＝ら孝ケし961＝そ舌：う珍・っ1ま

オージサンニ　ウー　ワンガ　オシカケテ　イクノワ　ワソーケンド

小父さんに　　　　唐分（が）　IB・しh・tl？　　行くa躇　　匙い｛1れど

アタラシヤx　イテ　ミwカィチューテノ　（Aアー）

新しやに　　行．？　みようかと言．7ね

やケンド。　本タラ”一一一

了＝“｛7iヘヒ亀」。　　　　そ　し馳1こ　こフ　一一一

イヤ　ワシモノー一　（B　ンー）　アし　チョ、ソト　アノ

いや　儂tね，　　　　　　あk　ち；．ヒ　　あの

アノ　シタラ　オクッテ　オソテ　ィクシ　フット

あの　下等（に）　 送7て　　丁り7　 そ了ζし　　β、7ヒ

ンアカラ　センセー　アノ　9バナヤテ
しマ　　　　 先生（カぐ）　　あの

ユーンジゼフヨ．（Bンー）

6つのアごよ。

ナカデ　サー

中で・　さあ

アノー　ウモ
　　　　メ》（×

あa

ドチラサンデスカッ　テ

どちら5ん一て“可がっマ

イッテノ（B・・ハン）

行ってね

キータラ

聞い丁協

　シテ

　そしマ

ユut ^ン
6．1：の

　　　　　　　　　　アノー

　　　　　　　　　　あの

　　　　　トマッ　ト　ルンジャツ　テ

田花屋て・　　泊享。マいうのア♂，て

ソレデ　アノー　マー　ク’レマン

　それで・　あめ　　まあ　　車の

ウモ　オ　ウマしタ　 ト　トチワ
うくメズ　　　メズ　　　　　　　　　　　　 メメ

　　　　　生習へ丁＝　　　土・陀略

　　マー　工一　タイワン工

　　審あ　　　台湾一

　マー　ハイセンデキノミキノママ

　まあ　敗戦て・　着《身着め欝

一61　一
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アノマニッポンイ’ヤッテキタンヤユーテ（Bンー）
あの　ま　日恥・　や。マ　蘇・ガα）言収，

デ　イマワ　ゲンジューチワ　ヨコハマナンヤッテ　ユー　オハナン

で　今略　　現控所博　　　積浜なん、だって　　言う　お話

ナンヤワヨe　（Bハーハー）　ホーカチュア　　ワシモ　　ソラー

プゴmi＝“よe　　　　　　　　　　　　そうかと言って　　 イ農・も　　 そA13

アノー　クルマン　ナカデ　アノ　チョーヨーニ　イッテ　アノー

あの　　車の　　中て・　あの　徴嗣1・　　行。で　あA

タイワンカラノー　グンソ“．クカ“　イッショニー　イ・ソタ・ソテ　ユーヨ

台ラ雰がら控　　　 軍属力ぐ　　 一縄に　　行っ丁＝．て　　言う

一一“一 i　クルマン　ナカデノー　（Bンー）　テ抽ット　ハナシモ
ようア♂　　牽の　　　　中マ“ね　　　　　　　　　　　　　ち許っヒ　　　　該舌二も

姦シヤ・幻シテカラ（βンー）マーア・テ“ワシ／
　　しあつアニ9　　 しマ　　　　　　　　　 まあ　 あそこて“　イ農の

イエワ　ツイ　ソ　コノ　ムコーノ　アノ　ヒー　アカ、ソト｝レ
　　　　　　ズメ家11一　　つい　　　　 こa　　 向二，うA　　 あa　　＊了（が）　ヒもってい6

トコ　アコナンヤ　ユーテ。　タラ　ウエノ　水一ニ　ヒー　アカ、ソ

所　 あそこなの∫ご（と）言っぞ。　そし祖ら　上め　　方ド　　灯（カつヒもつ
　，

トル　トコ　ァレワ　キョネン　ィッタ　フカゼ7ンノ　ィエナン

てV6所　あ拘7　去年　　行。ア，　深瀬君の　　家fS　en

ジ・ワヨッ」一（Bンー）ユーヨーナハナシ∠（Bンー）
て：“”’て　　　　　　　　　　　　 言うようアS　　 3言幽て一一

マー　ワカレテカラ　マー　タバナヤサンデ　トマ、ソトルングテ

享あ　　劉れマから　　まあ　　田花屋さんてしし　　泊ま．マいるm1＝’一って

イーオッタノー。　マー　ベッニアノー　ソレガァ　ドーッテ
：きっマい1＝ね．。　　　まあ　　Il　・1　t＝　　あの　　 それカぐ　　　　と“うラマ
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ユー @コトモ　ナィケド　ホカノ　ヒ　　ミ　ヤドヤヤッタラノー
　　　　　　　　　　　　　　　　メズ　　　　　メメ
言う　茅も　　魚いけ外ど　他an　　　　　　循屋1＝㌦T＝ら憾

ワソラン　モッデッテモ　コレ　タィテ　クしンカッテ　ユ・一

儂等ゲ　符。マ7i．7t路㈲・」・Ahい7　〈稗い帆て　訪，

タィテ　クしンカッア　（笑）　ユー一力　　（B髪つ　　イエンカ　 シラン

火欠いて　　　くれないfi、，7　　　　　　　　　　苔　う　b・　　　　　　　　　　　　　　5えriいか　　　分らVい

ケンドノ　（βンー）　㌔ネンモ　キテ　クレトッタンジ》・．九一

｛すれどね　　　　　　　　　　　去年も　　　∫来て　　くれていア＝のア＝㌦τ言う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　輪鴨（B翻
ソヤロチュテ

τざろうと冨．て

シタ／　ホー＝

下の　　方に

一
あ

マ
ま

「ン

ク
も
　
く
シ
し

イ
い

オ
お

一
ア
で

イ
い

ム
も

マ
ま

一
ア
マ

ツ
鮎

　
テ
テ
7

　
つ
ッ
奇

モ
ォ

　　　マー

　　　まあ

　ヒ・ット

　ひょっと

　　　　（6）
　　ナンバノ

　　玉蜀黍の

アノ　モー

あの　もう

モッテッタラ　ノンドー　こア

手寺って子うっアごら　　面fe・」　　　み7

オモイツイfヨー　（Bアー）

思・い付いマね

ナインジャケド

、魚いの7＝“けれご

キタンヤワ．

来1＝のア・“よ。

（Bンー）　アノ

　　　　　　あの

（Bンー）　、ソテノー　アー

イ　アノ
ズメ

　　あめ

クレル

〈れう

　　　　　　　　　　　　　　　ソシテ

　　　　　　　　　　　　　　　そし丁

　トワノコソ　アッアヨny　（Bンー）

　採‘」残’ワ（が）　あ・マね，

マー　ナンタ“　カタク　ナッチノー

まあ　　イ弓r＝“，　　固く　　　ア♂ワてね・

　　マー　アノ　テサグソデゴuッポン

　　まあ　 あの　　手手琴ヲで｝　五六本

　（Bボー）　（笑）　　ソシテ　マー

　　　　　　　　　　そして　まあ

邑っマね
　　　7
ヒトガ’ラモ，　ヨー

人オ丙も　　良く

タィテ　モローフー　クレー

炊いマ　覧マ　〈れ（と）

ワシi　アノー　アノ

儂t　あの　あめ

　シットルシ　ワシ／
　タロっていうし　　イ農の

一63一

アノ　ヒトノ

あの　　入e

イエモ

家毛



B

A

B

A

B

アガーノ　トナソニ　ア’レンジャワヨッテ　 （βンー）　．エーヨーナ

あの家め　　 隣に　　　あるのT：“よ7マ　　　　　　　　　　言うようプ～

ハナシ　シタンジャワヨ。　（Bンーンー）　ホーカ　ユーテカラ

　3古　　　　しT：のア＝“よ。　　　　　　　　　　　　　そうか．（と）　5っマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の、，
之テ　マー　アノ　アシターノ　アシタノ　バン　アノ　ココガイテ

そしマ　　ま．あ　　 あの　　　 e月ヒ1グ1　　　　　日月E　の　　　　9免　　　 あm　　 ここe家て’■

アノ　ア　コ・ソチ　ココ　キテ　クしルッテユーンジャワ・イッテ
　　　メメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
あの　　　　　こ，ち　　 ここ（r＝）来7　　　　 〈れ5っ7言うのT：“一）マ

（Bンー）ハナシシタンジャ　カジンニ．　（Bンーンー）

　　　　　　　多古　 しf＝の7・：・t C　　　　　家／くYl＝。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　“ホーカ　ユー一“テカラー＝一一　マー　タW一

そうか（と）　言って　　　まあ　 太郎

イタシノー　ジロ　ワ脚畠’…

行っ7＝しhノ　次郎11一一

ンー　キョー　イ9ンジャロ。

　　　今日　　　　行っア＝のrゴろう。

ウン。

うん。

ウン　ウン　ウン。

うん　うん　うん。

ジve　th　　ソシタラ　　アノ　　キョ　一

♪欠京15（EO）　そし7＝ら　　あの　　 今ヒョ

　　　　　（B）
シモユ・イミテ　ナンカ

下湯く　　　 何か

アッ　　ソ／　キャンプジャ

ああ　その
　’

ンロー

次郎，

タw一　ケンド’一二

太郎（i3）　・剣蓮ド

ナニ　イッタンジャワ。
イ51　（i＝）　　　　そ二了っ　マ’＝　グ」　t＝“よ　　¢

ナンジャト　（笑いアSがら）　オー

キヤンフe1：“　　　　イ司　丁ゼと

　　　　　　一64一
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A

B

A

B
A
目

ホージャ　アレヵ

それじ遍　 あれ6・

アレト　（Bン｛）　アノ　エー　　　　　セ　センタクヤ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メズ
あれと　　　　　　　　あの　　　　　　　　　　　　洗濯屋め

ア；キ＝ノ　（Bアー　アー）　アノシトラ　イア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クし1しンジャッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
蹟・嚇　　　　　　　あの人等（が’）徳マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く是へるめτ＝辱㌧て

チューテ，

6って．

オー　セーネンダンデ　ドーゾ　コーン“　・ノガン　セワシテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クし

あ宥　青年団て・・　　伺や　かやヒ　猛・♂　世話しマ　くれ

1レンヤッテ　 ユ｛ gッタ。　　フン。

　　　　　　　　　唄うの　τゴって　　　　言っ　て　し・τこ。　　　　　・β、人ノ。

　　　　　　　　（9）
ハンゴーニジクルヤラノー　（B笑）　コ〆　サンゴー不ド

飯盒（を）　ゆわえうやら怜　　　　　　　 米（琶）　三合留じ’

クレー　ユーテ。　（笑）　ジローワ　イクシ．

〈れ（と）あて。　　　次郎は　行・し．

へ　

ンヤー　　ア・レカ。

じ渇あ　　あれが。

ソノ　アシデ　（βンー）　マー　アノ　ヒラダニ　サンパッ・二

そn　　足で　　　　　　　　　 ま．あ　　あの　　平谷（に）　　散髪に

勾テ朽カラi一（Bン→イ・和砂　鵬恐
行，て　来てから極　　　　　　いろいろ

カンガエタンヨ。

考え六のよ。
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B　アー　アー　アー．

　　ああ　ああ　ああ。

A　マー　アレラ　マー　オランデモ　イーシ　マ　ベツニ　ソレデノー

　　まあ　琳ら（iの享あ　いなくても　良いし　ま　9sね　，　それで囑

　　アノー　ナンテ　ユー　コト　ナインジャケド　マー　チョ・ソト

　　勧　 何て　言う　亭㈱魚M餌れど　fS　ちあと

　　コンバン　アノ　オキャク　ク翫ンジャチュワィ　・ソテ　マ　コガ

　　／今’旨免　　 あの　　お1各（6ぐ）　釆るのアぜっぞ言うよ　　　って　 ま　 こんノ

　　ナ　ムサイ　トコエ　’7ンナチュ　ワケニモ　イカンシ　（笑）

　　な　むさい　所へ　来韓と訪　 訳にも　・、か・よ・・し

　　ホンデ　ミンナ　オクノマーモ　ナカノマモノー　アノ　ミンナ
　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　髄て・　皆　　奥。間も　　三間もね　　励　 宕

　　エンノモ　サンジョーモ　　ミンナ　ツコーf’レヤw一。　（Bオー

　　縁先も　　　　三畳も　　　　　　　宥：　　　　使うていう7・ごろう。

　　オー）　ドコデ　シ　シヤーッテ　カナイ　ユ｝ンヤワヨ。（B笑）
　　　　　　　　　ノくメ　　　　　　と・こで1　　一¢6m，て　家内㈲言うの1、“　oEl．

　　マー　ショーナーワ　ベツニ　ソノ　ドコソ／　ヒトジャ　ナィシ

　　まあ　　　イ士茎巣無いわノ　5・」に　　　その　　　と“こa　　　入てL－i？　　：無し・し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
　　／一　マー　ソワヤ　オクノマヤ、ソ9つ　アレワ　ネヤ　シ、ソバ。ナシ

　　繊　謡　そ綿　奥の間ブ・㌦τ・ら　あれ博寝具㈹勲。ぱ・ん

　　ジャシ　　（Bオー）　マー　　ソソv　　オコスンヤケド　ムサイシ

　　てでしし　　　　　　　　　きあ　　それ1手　起こす《r＝’●けれど　　《ノさいし

　モー　カッテデ　ヤッタラナ、ソテ　（Bンー）　マ　ハナシシテカラ
　　　　　　　　　　　　　　　　もう　　耳券・手て“　　やつ1：らブ♂ッて　　　　　　　　　　　まあ　　話（9）してから

　ホングラ　サン・eッ　イ、ソテ　キテ　カエッテ　キタラ　マ　ア・ソー

　　それτご，鶴散髪㈲　行。て　塞て　1ノ刷て　＊砧ま　暑く
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B
［
〈
ハ

モ．　アルシ　デ　カカー　クサカワ　キテカラ　オワテ　キテ

もあ弘　て・碑個　草刈’μ・・）来て〃・ら　下りて　来て

ワシ　ヒ　ヒラグニカラ　キテ　ミタラ　モ　モドッテ　キテ
　　　メズ
儂ω　　乎谷から　釆て　みア・ら　毛　戻。て　来て

ヤレ　アツカッタ　アツカッター　ユーテ　エライ　アツカッタヤ

やれ　趨・。r・　暑か。τ・ω　言。て，大変　Ze・．τ・r・・一

ロノーユ．一テ（B笑）マアノアネノムスメトマゴト

ろ惚α）乱て　　　　ま　勧　姉・　娘と　孫と
ウチニ　オ、ソテ・　モ　アレラ　メシ　ヒルメシノ　シタク　シヨル

家（・　・、て　t彼等（…．）飯，昼飯・　イ鍍㈲していう

シデマアノワシモユーベチョットオーソカッタシ
し，　で亀　ま．あ　　あの　　　儂も　　　ロ乍夜　　　 ちき，ヒ　　　　｝亙！〃・っブ＝し

キョー　ヒラダ；　イ、ソプ　ジテンシャ　7ンデ　ノボゥテ　キタラ

馳　　平谷㈲行．て　自鱒（を）　踏ルで・　登。て　来τ・ら，

イ　イク　トキャ　イーケンドヤロ　カエワ　フンデ　キタラ
）ζズ

　　行く　a5　eg　良いけれヒ・ね　　帰’1　踏んで一　来τ・ら

モ　。

もう。

キ　ケタ　ジャ　ロ　。

孝’jけア＝τごろう，

キケタヨー。　（笑）　クラネノ　ウエノ　（Bンー）　ホーデ

利στ・よ。　　　　倉根の　上の　　　　　　方て・

イシベシデ　（Bンー）　アノ　ヒノキノ　タットル　トコデ
石茅喬　で・　　　　　　　　　　　　　　　　あの　　　　桧　の　　　　　立つ　ている　　　　デケで・

ヒトスズミ　シテカラ　アがッテ　キタ。　アー　シンドィ　シン

づ勅　してから上が・て．紅　舳疲妹　疲
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卜1レシ

いうし

チコー

近，〈

ユー A
雪　て
。つ

マー

まあ

ドィ　　ユーテ　　デ　　ピー，レ

れて＝（と）　6って　　　て“　　ビ’一1レ

マチョットノンテカラニ
7　ち“．と　　飲んでから

ナ・ソトッタラ　チョ・ソト

アよっていア＝ら　　 ち，sつと

ナこスiLンダ　イッテカラ

イ可を了うmた“（と）　言って

　　　　　　　　　　フ

　　　　　　　　　　テヨツ

　　　　　　　　　　ち；つと

　　　　　　　　チョット

　　　　　　　　ちょっヒ

　　　　　　　　アがッテ

　　　タルーモ

　　　だうぐも

不二ッナカラ

寝ていてb・ら

エ　カカー
靹
　　婦（1の

キタガイトーノ

　北‡亘内an

（Bンー）

ソ／

そm

　イツパイ　イッポン
　×XKXXK
　　　　　　一本

　　モー　 ツカレタシ

　　もう　疲k　T・し

ソージスルンヤ　イッテ

芋帰戸余するenT：“（と）　冨って

　　イヤ　モ　ソコラ

　　いや　 も　　そこら（を）

アケ7カナイト
あけて　　家1勺と

工一　　ヨコユ
Vvs．vv

　　　積1・

　（Bオー）

　オキャクラ　　　　ト　クルッチュヤ

　あ落等ω9　　　　紅．て言えば

　ナiLシ　　　　　 アノ　ウワ〈ごソ

　「s6し　　　　　　　あの　 上縁（1）

　ニカイ　　　　　　　ネー　、ソテ　 イーヨ’レ

　・二L戸皆（に）　」L汐ぐって　　寝1よ　　うて　　 言ッていう．

　　　　　アルシ　マー　xカイ　アガッテii一

　　　　　あるし　　　まあ　　 二戸皆（t：）　上ρぐってア言って

　　　　マー　ニジ∴　ナリ　サンジー　：一一　ナソ

　　　　まあ　　二時1＝　　なt）　　三時に．　　な9

　　　マタ　ボ’ンモ　チコー　ナ1レシ

　　　まr：　　・盆も　　　近ン〈　　　ア『うし　　 一ノ管

　　　　　モロータ　クサ

　　　　　貰。た

　　　マ　イテ

　　　ま　行。て　来いあて

　　　　　　　　　（t2）
クサス　 クサスシオご’一

XXxxx
　　　　草すし枠㈲

　　　　　　　　“t）
　　ヒ、ソバワサカ“一

　　ξ7／5長ti手蕩ミして

　モ　ボン＝モ

　も　盆1・も

シッカェルンジv

敷きかえるmアこい（と〉

　（笑）
e

　
　
ズ

ー
フ
x

力
樫

テ
×

　
　
X

・
7
↑
メ

　　　　　カルンジャナユーテ

　　草　（V　刈勧τ曲言．て

コづヨッテ　ユーテ　スワワヨッタンヤケk

　　　　　　喜って　　坐ってい1：のrぐ’（了れヒ“

　　　、ソク、ソナ　＝］づ　ユーーンジ’ヤワヨe

　　　イ乍，て　　 来い（ヒ）　書うのτごよ。

　　　　　　　ゆい　　　　ス1レンア

　　　　するので’

イッソー　アノ｝

　　　　　あめ

　　　　　へい　の　　　　　アアクシ

　　　　　出て行くし

　　　　　　　　、」
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B

A

B

　　　　　　（13）
アー　スシダイカ。

ああ　　　すし塔充が。

：オー　　（B　ンー）　究ヨネン　サンボン　 ア、ソタッダケド　モー　　イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xx
あ’ゐ’、　　　　　　　　　　　　　　去　 年　　　　　　三　本　　　　　　 あ，ア＝のブ＝い1すれと亀9　　　　も　う

ニホン　タラン。　イッホ。ン　アルンジャケンドッテー。

二本　　 ，IZ．　ii　rdiい。　　　一・本　　　　 あるのT：“1丁れど’って。

オレン　トコナ　ホンデモ　ァレジャガ　ダ　　コガーナ　ア1イ

俺の　所i・IS脈・・も　あれ7・・カ・，ね，　詔な　青い

アレシタモノ

　　あれし1＝もm

A　オーサイ。　アレ イッポンダケ

おおね。

（B笑）

　あ多べ　　一本1：“け　　 f了，て

ソジャケンド　モ、ソテ、ソテ　　ミオッテカう

そう1：“けれど　　芋｝・って7i「て　　見ていてカ、ら

アンナ　トコイ　ツキタテテモ

あんな　 アケに　　つき立てても

マイトシ　モラワンデ　エラづ

毎年　　貰お・♂いて㌧，大変

センオ　ヒ　アノ　ヒキシメテ
　　　　メメ　　　　　　　　　　　　　　　　　
糸田毛　　　　 あの　　ヲノきしあて

アノ　アガッテ　キオ・」，テカラ

あの　　よ．がワて　　　来ていてから

ケンドノー　ソレデ　アノー

σれヒ・ね　　 それ，て“　あの

ウエ．ムラ／／　　ナニデ　　アレ

オ直ネ寸のの　　　 イ司てい　　あれ

　キノーモ

　昨Hも

　ホンヤデ

　本家で

一69一

　イ、ソテ　ミタラ　アッツラヨ。

　　　　　み、rこら　　あ．ア＝1：“ろう’ね。

　　　　　　　　　　コソヤ　マ

　　　　　　　　　　こ担亭　ま

ショーガナ6シマソカー
仁芋柔が　　：魚いし　　ま　　そんな

ワルインジvケンドマアノ
隠いのだけれヒ・・　　　ま　あa

Fバシタローゼ　ユーア　ンァ
飛【■“してやろうせ“（t）　冨って　　 そして

マテヨ　キテ　モラウノワ　イー

待てよ，　采て　 貰うaは　　　良い

　　　　アノ　オーノセンセー

　　　　あの　大野先生（が）

　　　　オ’レンジャッナ　ユーケド

　　　　いうのブゼって　　　3うけ哲ビ



デンワバンゴー　サガシテモ　チョットモ　ナィンジャシナ　（B

電話翻（を）　探しても　ちょ。ヒも　熱・・だ鵬，

アーアーアーフーン）デキタが一トノパーサンニ
　　　　　　　　　　　　　　て・t，北垣1楠　　婆dL　i：

アレ　ヤシキデ　クサ　カリヨルヨッテ　デンワバンゴー　ア’レンカ

あれ　屋敷て・　敷を）刈。てv．5b・ら　電話構‘がつ　th　6・tl・，

アノレカー・ソテ　キーミテモ　ナィシッテ、ソテ　イヤ　アノレヨ　・ソテ

あ’うかって　　　聞いてみτも　 魚、いしフて言’ッて　　いや　 あうよ　　って

ユーテ　クレテ　マー　アノ　：ココラー：デ　ココ　オレトコ　キタ

言。て　くれて　翻　あの　ここらて・　ここ　俺（・）所ω象て

ロー @ユーンジャケンド　ソノ　（笑）　オカシーナ　コトオ　カナ

やろう（と．）言うm7z”〔アれとい　　　その　　　　　　 2）・ウ、しプよ　　　 事rき「　　　家レ勺

イン　シュー　オッタSt．テ　バッx　 キク　ワケジャ　　ナイケンド

’・　衆㈲　いr、　．て　9・」　1：　聞く　訣て“i1；　憎いti・i’・．・t一

（Bオー　オー）　シャベワニク6シ　チョット　　アノ　キ＝一一：一

　　　　　　　　　　しe（ごり1てくいし　　 ち♂っヒ　　　あの　　 急♪1＝

オモイ　ヘン　アノ　オモイツキ　カワッタンデ　アコエ　デンワ
Xズ2くKX　　　2くX2く　　　X♪く♪く

　　　　　　　　　　思いつき（耀）　変わっτこので・　　あそ■へ　 ’電話

シテ　　ユーベノ　　トコロデ　　ヤ．，テ　　モラウヨーニ　　ショート

して　昨fi・a　　所で一一　や，て　貰うようi：　しょうと

オモーテ、ソテ　（Bンー　ンー）　ジャー　ホンナラ　オレ

思ウてヒ冨7て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていiま　　　　それブ♂ら　　　俺（カつ

　　　　　ノ
チョッF　ヒトアシサキ　オワノしスカ　デンワ　スIL．ワヨー（B笑）

ち（｝っ　ピ　　　　　　　　一　足　先　　（に）　　　　　　下　り　う　カ、こフ　　　　　　　し電　言舌　　　　　　すそ》　を）　よ

、ソァ　ユーテ　クレテヨー。

って　　6って　　 くれ，て拾。
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B

A

B

A

アー　　ジャッタンカ。　ウン　ウン　ウン。

ああ　　　ア：“フたmh・．　　　　うん　　　うん　　 うん／。

ソジャ　ソシテ　クレー　ユーテ　デ・アノ　オリテ　キテ　シチジ

それじ幽そうして　くれ　言。て，であ・　下りて来て七時，

ロクジスギヤッッロ。　マ　アスコデ　シゴトンテ　才〔レ　トキ

六時魁ぎ萬ア・ア・極ろう．　ま　あそこて“　イ停して　・％　時，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t4）
ソイデ　バーサントコエ　デンワ　シタンジャケド　シサッ

それで’　婆さん（m）戸斥へ　　電1話　　　し顧のT：“げ粋と・　」手ム設（電話b・“）

サ、ソバワ　キコエンヤワナ。

さ．1ゴワ　聞こえないζの）だね。

ウン　アー　チョード　オレヨ　ソノ　シゴトカラ　モド＼ソテ

うん．舳　 丁度　　俺よ，　そ・　イ埠から　　戻。て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
キテナー　　（A　アー　アー）　ア、ソト　パンツカケ　ナッテ　 ソ／

来てね　　　　　　　　　　・ぐンツ囲（・・）な，て　その

（笑）　フロイ　ハイロカト　：才モ・ソトッタデノー　（A　アー　アー

　　　lgrL呂に　　ノ＼ろうフ6・と　　　思・ってい1＝からね．

アー）　ホイタラ　アタラシヤノ　オジサンカラ　デンワヤッテ

　　　　そい・ら　新しやの　　・1・父ごんから　i電話ア∴て

ユーヨル　ホシタラ　バーサン　サキー　デテ　クレテノー。
　　一言うている　　そうしτ・ら　　婆さん（かっ　：先に　　 乞鼠て　　く孝へて裕。

　　　　ノ

（8爺／∵解う顎：；ズBンー）カ㌶ン

シテ　　デテ　　ク　レタンジャワケド　　サッパワ　　キ　コエンノヤヨ　。

して出て　く御・・ノ凸う・津ど　㌔i；；．　il　聞こ濡・・τ凱
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（Bン｝）　ソレデ　マ　アノ　ァー　コーシュー一一　コーシ焦一ッチx一

　　　　　　それて・’　ま　　あの　　　　　　 公衆，　　　広衆って言う

コ　ト　　ナイ　ケド　　マ　　ホンキ　　カケタラ　　ホーが　　イー　ンジャ

事　魚・・ア綻ま　本磯（を）掛けア・ら（徊方が良・・て臆

ナィカ・・テユサヨ　（Bンー）ソレデァノマゴニチ・ット
プ♂いか。て　言，てね　　　　　　それて・　あの　子家に　ち距と

マコ　ヨンタラ　ハシ、ソテ　キテ　シラベア　ミタロ　ミタロ

孫ぐを）・弛だら　走。て　来て，調べてみてやろうみてやろうω

ユー A　カミがキカ　ウェが陸カ　ワ　ドッチヤラ　ワカラン
　　　　かみ　　　　　　うえ　　　　　　××
言フて　　上垣か　　　　　　　　　　上垣か　　　　　ど’7ちやら　　／分らない（と）

　　ノ

ユー s（Bオー）マーカ　　アイウェジ。スカウオ
　　　　　　　　　　　　　メメ言ワマ　　　　　　　　 まあ　　　　　　　 「アイウ．エ．アゴから　　『ツ」を

サキニ　　　　　　　　カカ　デ　カカ“　サキカ　ド＼ソテ　　ミォッ
　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

先［・　　　　　　「カ、ゑ・　「力遼知、　ど。ち　　見て
　　　　　　　　　　　　　フ
タンヤケンド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ、ソ／ぐソ　ジ』ンジ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い7zのだけれど　　　　　　　　　　　　　　　　　矢5長り　　順序

ミニャ　　　　　　　　　　　　　　　（Bンー）　ミツケテ

見「♂け矛Mゴ分らないrゴろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　見付け了

（B笑）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イーヨッテ

　　　　　　　　　　　　　　　し’くらいくらって　　 うフていて

ホレデ

それで

クレテ

くれて

イマ

今

　　　　　　　　　　　アノ

　　　　　　　　　　　あの

ミテ　ソレテ

見マ　それて・

　　　マドロ、ソクサーンジャケンドナ

　　　　まどろ7こンしいのrごけ4へとs一ね

ワカランジャロ。　ソシタラ

　　　　　　。　　そし為ら

　ヨンキョク／　オー　ナンボヵンボッテ

　四局の

ヒカエナカラ　　デ　　デンワ　　シタラ　ハーサンフ　　ウケナ

樫えマから　伽・電話　しτ・ら　婆乱等㈲受けて

アみ　カエッテ　マダ　カェッァ　コンカーッァ　ユタラ
　　　メメズメダメ

兄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 禾　τこい　　　　　　　リ6子r　っ　　マ　　　　　　　　　　　来　re一　し、　1ラ、　『7　マ　　　　　　　　言　っ　τ＝　ら

tFルッア．
来ていうって。
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R
レ
ム
h

B

ヨー　…｝一，　オレ　ソノトキ　モト＼ソタ　トキジャ、ソタ。　（笑）

　やワヒ。　　　　イ奄　　　その時　　　 疾っT：　　　 時τ＝“ッTこα

（笑い・μぐら）ツカレタv－t一アツイノ＝．ソレデモコM

　　　　　　　疲れr＝T：”ううね　　　　暑いenに。　　それで吃　 ここ1：

コンナラントモーテ　チャウカ。　オレトコ　コンナランFモーテ
来tv｛ナれ13’●孔ρらr’いと薙｝って　　違うz5、。　　　　俺（ca．）戸ケ（t・）　　塞ts｛7jU　t1；．”rsらr♂いと思って

　　　　　　　　　ノ
チョット　ハヤカ・ソタWタ“一。

ち＄つと　　　・早かっ1；ろうね．。

ユーベワヨー（Aンー）　ソレオレシゴトガマワワア・f・F

昨夜はね・　　　　　　　それ　俺　 仕事が　ま　劉合

オソカッチノー　（Aンーンー）ホデーカエソオソカ・・タ
シ肇；〈　マ牽ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それてい　　　　　リ帝　り　（di・N“）　　｝星　力、．τ＝

ノト　（Aンーり　 ツイ　オレ　ク’レマ　シタエ　オイプ　アッテ

mと　　　　　つい　俺　勲を）　下へ　置いて　あ。て

ノー　（Aアー）　セーザィショ／　トコイヨー。　（Aンー）ソレデ

ね，　　　　　禦材汚の　　所［・ね。　　　　　それてt’

タンシャ諏ウェー（Aンー）アノナニモ“モツ
単車1：　　　蒙うて　　上1・　　　　　　　　　あの　　何も　　荷物（ρつ

ナイ　　トキワ　　9ンシャデ　　カヨータ　　マシヤト　　：オモ　テ

魚い　時（？　単車で亀　L7う・・i・　れτ・・ヒ　匙て

（Aンー♪　ホンデ　ウチ　インデ　ミタラ　ヒョット　バ’一サンが

　　　　　　それて・家1・　帰。て　みr・　4　ひあと　婆翫が’

オマエ　　キモノ　キカェトルヨーナンジャワヨ。　（A　ンー）

お前　着物㈲　　着かえている齢・抗r献。

バ’一サン　ドコ　イクンヤ　ユータラ　　　　ホシタラ　オマエ
2蓼二さム．ノ　　　ヒ“こ（t：）　7ラくのTz“（ヒ）　 言っi＝こフ　　　　　　　　そしア＝ら　　　 あ・前
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カナーノ　ヤツノー

家内の　　奴ね，

イクンや

行ぐのτ♂（u

（Aンー）

ユー Aノー。
V”VVVVNA・

6ってねe

（A笑）

コソヤー　シクジッタトモープ。
　　　　　　　　　　　vvvtvw
これ，1笹　　　　しくじ㌧τ＝と思、ワて。

ノー @（Aアー　アー）　ソソヤ

ね　　　　　　　　　　　そ　kl

／ぐ一サン　イマカラ

婆さん　　今から

vv．vvvvvvvvvrvvvvVVv
チ・ヨーイト

ち♂っヒ

マアヨe

待てよ。

オワテ

下りて

（Aンー）

（笑）　ソレデオレ才モイ9㌧テ

　　　そずへてい　　　1奄　　　　濯・い出して

マタ　オマエ　アシモ　ワリージ

まτ＝　　あ・前　　 ！足．も　　落いし

：オワテ　ク’レノ　オ　アレヤシ　オレ　ナヨット　：7ルマ　モチー

下ワて　　来うの　　　　あれだし　　イ奄　　ち｝。ヒ　　車（を）　持ちlz

オワテ　イクワづ」轍　9ンシャテ
TVて　行くよ，て言。てから　　単車て1’

キヨ・．タラ

来τ・ら

（ハンーンづ

ソコテ　アオーテヨ。

そこて＋”　出淫ってね。

A　オー　オー　ノー．　（B笑）

　　おお，おおノ　ね・え，。

オ’レ　シタよ　：才ワテ

　　　　VVvvr
俺　　 下に　　下りて

チョード　ウシ。ギセンセー二・

丁度　　　 後ネ先生．に

B　ソシテ　センセーx　ノシテ　モロータシャケドノー。　ソレア

　　そして　先生に　　承せて　貰。7畝拍枢ヒ・is。　　そ・ju・1“

コンパンがタ　ソレオ　イシキシ7

今晩方　　そA？　意識して

インタラ　アカント　オモーナカラ

行ウTrら　、駄濤丁：“と　　思って。

ンーンー） アガ・ソトッテカラヨ

上か“”ていて

一74一

　　　　　　　　　　　ゆ　コソヤ　アノ　タンシャァ

こ和笹　あの　単隼て・

（笑）　クルマ　モ、ソテ　（A

　　　車（を）　特ゲτ

（笑）　オジサント　コンナラン

　　　小父さんと来riけ牲ばならtsい



A

トモーテノー．

ヒ恩ってね。

コンナラント

采なけねゴならr♂いと　骨

ク1レチュー　　コト

編嬉う　事，

ノー

マー

まあ

アノ

あの

マー

まあ

モー

（笑）

此。＼！

（笑）

ユ　 V嚇モ

ワつ

アノ　マ

i＄　A，　ま

ソーユー

そういう

オレFコガ
．俺（の〕戸ケkぐ“

ケド

けれビ

オし

ナンゾ

ブ♂ん．か

オランシ

い芽いし

ナー

ね・1

　一　　ソソヤ

　て毛　　それ　t3

　オレ　マー

　俺，　まあ

ショーダクシテ

　承諾して

　　　　　　　　　　“ブ〉ワ　シァ　ソ4テ

電細し擁炉

　アノ　ナンヤロ，　ココエ・

　あの　何r♂ろう。　　こニヘ

アノ　ヤッパ1ノ　ムコーサンニモ

あの　　矢」帳ワ　　向こうさん｛ても

　　　　　　　　　　　　　　“　モラワンナランシ　ソレヤナ
　貰’わrs〔アれ【1”　tsらrsいし　そん・「♂こんなで腎

　　　　　　ス1レワイ・ソ7．

　　　　　　するよ．て
　　　　　　　　　ノ

　　　オーしモ　一　　デンワノ

　　　イ奄も　　　電話の

　　　オしカラ　シトクワヨ

　　　俺から

（β儒嘉）畜

アノー　カナィ　オ
　　　　　　　　メメ
あめ　　 家内（が）　　　い祖ら

　シャベ’ル　ユ｛テモ　マゴフ

　しゃ・ぐろ（ヒ）乱ても　孫等

　　　　　　　　　　　　　覧、　　アレワ　ニカイ　インチ

　　あれll　 二階（1：）　行って

（Bアーアー）　ベツニ

　　　　　　　　　　8・jに

　　　　　　ユーア
してゐ・〈よ（t）　言っ

　　　　アノ　ナンヤワノー

　　　　あの　　イ可ゴゴね。

　オッタラ　ホーゲンヤ

　　　　　　　万＆や

　　　　　　　キョーワ

　　　　　　　今日tl；

　　　　　　マー

　　　　　　まあ

一75一

　　　キミ＝　キータラ　マ

　　　君｛＝　溺『い7巳こらま

アンタ　ユーテ　クレタワヨ．

貴オ　島て　くkt・よ。

クチ　スワリヨルンジャスカ

ロ（t：）　　金”ぞいるmア：“から

　　　　　　　　　　　　　　い　　　一マソンナッゴ’一テ

　　　て　ま　甑な　都合で’，

　　　　　　　　。　マ　ヤツ

　　　　　　　　　．2矢張リ

　　　　　　　　ナンヤブ

　　　’ふ　　　　 何やて・’

　　　　　　　ミ　フタソ
　　　　　　　メX
　　　　　　　　　　二入

　　　　スッコンドiLチューシ
　　　　　すっ　こんて“ま）、うと書うし

ジ’ヤマニ　　ナランワヨ・ソテ

邪魔【z　　τ’らrsい＄”て



　　ユータケンドマ　ヤッパソ　オ9がイ　ソノ　ホーイートモーア

　　言。御アれど　ま　矢張り　お互い　物　方（捌良いヒ思。て

　　マー　｝ユーニ　オモィツイテ。　（AB笑）　コンバン　マー

　　まあ　　　竃・に　　　　思・い付いて。　　　　　　　　　　　！今・晩　　　 まあ

　　（Bンー）　ノシテ　キテ　モWテ　　（Bアー　＿〉）　ヨカッタヨe

　　　　　　　衆せて　来て　覧て　　　　　　　　良が，r・よ．

　　（移ン｝）ウン。　マー　ソレワ・ソート　ボンモ　チカヨッテ

　　　　　　　うん．　まあ　そ担霊　そうヒ　盆も　近．付いて

　　キテ　セーザイノ　ホーモ　キョーワ　セーザィ　シオラナンダノー。

　　和　製耕・　方も，　細博　馴才　し・い・訪・・τ・ね，

B　ウン。　エート　オトツイカラヨ　（Aアー）　アノ　オハラづ

　　うkノ。　　 え，えと　　　一日乍とヨti、ら袴　　　　　　　　　　　あの　　 ・J、ノ京1：

　　イテノー　（Aンー）　イマ　ソノ　スギムラサンノ　アレ

　　行うて無　　　　　　　今　　その　　彩村さんの　　 あれ

　　スギモト　ユー　ヒトカ　（Aンー）　アノ　シ／　タテソオル

　　示多本（と）　言う　　／kh・　　　　　　　　　あの　　衆a　　建てTい6

　　ヤツ／イマアノアレキソシオルンヤワ5．（Aアー
　　奴の　今　あの　あれ　基礎㈲　しているパ・は。

　　アー）　ソンデキノー　オトツイカラ　ソレデ　ソしニ　オワレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　それで・　昨日　　一昨日から　それて“　そ額・　追われ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
　　テノ　（Aンー　ンー）モー　アッー　ア’しシ　オー　ユーが9メ『

　　てね　　　　　　　もう　屠く　あるし　お・あ・　タ方時分（・・）
　　　1
　　シオダラグラィニ　ナ、ソテノ　ツィ　ァセ　コー　ナッチノー。

　　　塩鱈位i・　　な・てね，　つい　汗（が）濃く　なってみ．

　　（Av．．．，，．．v．，NA．）（笑）ウン．　（Aフーン）　ホデ　ツィ　セーザイモ

　　　　　　　　　　うル．　　　　　それて・つい　製骨も
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　　ミンナカラ　タノマレタノモ　ヨー　セントヨ　（湾ウン）ノバシ

　　　皆から　　　　　　葉頁　ま拠Lτ＝の：も　　　　よ，う　　　しブ♂いて“ね　　　　　　　　　　　　　延仁ボし

　　ノバシ　シテカラ。　アシタ　ホンデ　ニチヨー　ヘンジョーシテ

　　延．1ゴし　　　して。　　　　　ロ月日　　　それて・　　1ヨヨ翌　　　　　返，上・して

　　シゴトスルカッテ　イヨッタンジャケンド　ワカー　シラモ　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメ
　　ィ淫すろ〃・。て　　私マいr、。ズ・捧と・　老い　縛も

　　シゴ；ン　イキョンノー　ニッテヨビ’ワ　ヤスミクーチュー：ン乙＿

　　us一五人　　宥っているm（fi・“）　田曜冒t1；　　　休みf：いと吉うしね

　　（Aアー　アー）　デ　モー　ゴーイン．＝一　アシ一一　ヤスモーカーッ

　　　　　　　　　　で　　もう　　　　5螢5iに　　　　　日月　日　　　　　　4ネ・もうか

　　テエーカラヨ　（Aンー）　マ　アシタノ　アサ　ナッテ　ミナ

　　　ヒ言って　　　　　　　　　　　まあ　　明ヨa　　　朝‘に）　なうて　みな〔得Mボ

　　ホントーワワカランノジャケンドモ。　（Aウン）ウンマ
　　　　　　　　　　　　　　　本当r1　 ・分・らアsし・のr＝“｛ナ・れヒーも．　　　　　う人ノま

　　ンー　ニチョービニ　マタ　キト、ソテ　ワカー　シラ　マタ　ブツ

　　　　　a曜日1・　蘇　来ていて　老い　衆等（・・）f・r：　βごっ

　　ブッ　ユーショ　（Aンー）　（笑）　ヤスミ9一（Aアー）チューテ

　　βごっ　　言うしね　　　　　　　　　　　　体み社い　　　　　　　ヒ5って
　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　キタイシテ　オッタ　トキニ　ヤスマセント　シゴトシ9ラノー。

　　翼月テ奇して　　　い衣　　　 日寄に　　　イ木ませないて”　　　イ士事しア＝らね．

　　（Aアーアー）エ9（笑）ボヤカレ9ラカナワンシノー．
　　　　　　　　　　　ま．7’r　　　　　　ほごやカ、矛へで＝ら　　　カ、r♂わrsいしね。

（全一）ウン・

A　ソしデ　モー　ズーッt　アノー　ナー＝一力。　ソレデ　ヤスム

　　それで　もう　ず託　　あの　　何〃・．　それで’　林む，
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B

A

セーザィグヶ　ヤスムット　ユー　　コトジャ　　ナシ＝　　モー　　アノ

　製＃才f一：’け　　　　併・むヒ　　　言う　　事で・は　　 ；無しに　　もう　　あの

（Bンー）　ダィクサンモ　ゼンブ　ナンi．

　　　　　　大エさんも　　全部　 なドb・．

ジャーワ。　　タイガィ　アノ　ヤスム　　トキワノ。　ソレ；　ワカー

だよ。　　大概　　あの　イネむ　　時19ね．　それ！・　若い

シラ　：オ’レシノー　　（ハンー）　ワカー　シラ　ワカー　シラデ

縛㈲い弘ね　　　　　若い　舞（・・）老・　三等で

ヤッ・3リ　タマノ　＝．　fヨービニャ　ヤスミターンジャw一シ．（笑）

矢張ワ　　τ・まの　　日曜Sに｛1　　　体みr・いmアゴろうし。

ウン。　ソーヤワ／　ヤツ・ぐソ。　（Bンー）　キカイシゴトト

う人／。　　　　　そうτ＝ttね　　　　 矢5長り．　　　　　　　　　　　　　　　機械4ゴニ事ヒ

ナッテ　キ9ラ　ン　ムカシ／ト　テゴーテノー　ヤッパワ　アタマ

プ♂って　来r・ら　　　　昔のヒ　　　違，てね　　　 矢5長り　　頭

モ　メモ　ツカワンナランシ　ラクナヨー一＝・　ミエテモノー（B笑）

も　目も　使わゴ♂ければならナ♂いし　楽なようlz　　見えてもね

や賑∵（8㌻7警・）≒1蒔∵評
　　イカンシ。
　　　　　　　VVVN．tVVNX
　　いヵ、≠ゴいし。

B　マー　イマ／　ン　チョーバチューカ

　　まあ　　今・en　　　　　　帳t易ヒ言うか

　　（A■二）■ニーシテモ・ノガサ
　　　　　　　イ弓　　　　しても　　　そん、tal

A　ンー。　マー

　　うん。　まあ。
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シゴトショーバイワ

　イ士事商売【？

ケーコーワ　アルノー。

イ頃向じ；　　　あみね。



B

A

ヤッパ　 （Aンー）　　ドカ“　一一ニ　ユーノカ　ソノ｝　ワカー　シラ

矢張り　　　　どん・林　言物〃・　物　　親・　衆等

ニワ　ワカー　シラノ　ソ／　ツイ　ゼニダケ　モーケテ　9メテ
lzE？　　　　 う害　

し、
@　　　　衆等m　　　　 そA　　　　 っ　し、　　　　！ξ診封　アー＝“t寸　　　　　 f諸　｛す マ　　　　　　 貝弓＝め

一
て

ドーチューヨワモ　ヤ、ソバソ　チカヨクチュヤー　オ　オカシーカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメ
　ビうと勃よ9も　　矢張t］　　近欲と診知ゴ　　　　おかい・か

シランケンド　アル　テード　キョー　イチニチ　キョー　イチニチ

知らないけれど　或ろ　 程度　　今日　　 一日　　・今β　　一日

オソノナンチューカノーラ（Aンー）アレシ9一チュー
そ　　その　　　何ヒ言うがね　　　　　　　　　　　　あれし社いヒぎう

キモ　アルト　オモーンジャ。　ウン．　ソカ㌧ナノ　アンマリ
　　　　　　　　　　　　鯖　あると　馴・アゴ．　　うん．　耽・論，　余V

コー @オサエテ磁　 （Aンー）　ツィ　オマエラノ　アレジ》ッ

ニう　才轡えてもね　　　　　　つい　あ瀟等の　あれτ・竃㌧て

　　ユーテ　シオッブ』モ　ヤッペソ　ドクソニー　ソノ
訪ヒいうふ腿　 叡て　しマいても　矢張9　どこ個・　その

ナンゾ　フキデルモン　ア1レヨッテニノー，　（笑）　ウーン。

ブ♂んで脳　吹き出るもめ（鋼　　　あるからね。　　　　　　　　　　うル。

ヤ．，パシ　　ムカシヤッタラ／一　　ソノ　　キカイが　　タンジヨンナ、ソタ

矢張り　　　昔ア∴τ＝らね，　　　そm　　機械かぐ　　単純ブご㌧1＝

ヤロ．　ノー　ヨキトカ　ハツワトカバッカシダヶド　ィマワ

ブごろう．　　ね　　　斧tb、　　　　釧ヒh、ξ午りt＝；’ttれヒ・・　　　　 ノ今・11

（B＿＿）　モー　ミンナ　ァノー　ノーリョクテキ・ソテ　ユー

　　　　　　　もう　　　皆　　　 あの　　　　　 倉邑プレ白勺っ一て　　　　 言う

カノー　マー　アサ　アサデモ　モ．一　9ンシャデ　トンデクルカ
　　　　　　　メメメ
かね．　　まあ　　　　　　草月で・も　　もう　　　単車で・　　飛んで・　来るか
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B

A

ジ　　ジドーシャデ　　マー　　カラダワ　　ラクナケンドノー　　ヤッパソ
ズx　．

　　　自動車で　　　まあ　　体は　　　楽だけれビね　　　 矢5長り

キカイ　ドー2“　＝一　シテモノー　（Bンー）　ミンナ　アノ　フク

機糖，直具・　してもね　　　　　皆　あの　複

ザツニ　ナッテ　フルヨッア　ヤ、．　　　ソリャ　アノ　カラダワ
　　　　　　　　　　　　　　メズズ
雑i・　rdi。て　季ろから　　　　　そ綿　あ・　体ll

ローリョクノ　メンデワノー　ダィブン　ソリャ　ウント　ハブケ

　労力の　　　面で浮ね　　　大・か　　それは　 うんと　　箔け

ルンヤロケド　ヤ、ソバソ　ソしダケ　アタマ　ツカワンナランデノー。

ろの∫ざろうけれど’　矢張ワ　　それτゴけ　　頭（を）　使わなければならγ♂いからね。

ジグイノ　フーチョート　ユーカノー。

時代め　　風潮と　　　言うがね。

ソしワ　ショが　ナィノー。　（Aンー）　ヤッパリ　モー　ヒトツ

それll　　イ±棟h・“　　無いね。　　　　　　　　　　　　矢張’1　　もう　　一つ

ノ　　ナンチュ　ーカ　　ソガーナ．

の　　 イ明｝と言うψ、　　　　 そ「ん筏ヂ。

マー　シューフツカセーニモ　ナローカッテ　ヤーヤー　ユートル
まあ　　　 週．ニーi細1にも　　　　　　なろうかって　　　やあやあ　　言っている

ケンドノー　マー　ソソヤ　ケンド　ハ　ソノ　ワードーシャワ
　　　　　　　　　　　　　　　　　メズ
けれどね　　　まあ　　それは　　けれど・　　　　その　　　労種力看は

ハクラカナンダラ　オカネニ　ナランジャワノー　ヤ、ンパリ。

僅力かなかっτ＝ら　　　あ”金ド　　ならない（の）τゼよね　　 矢張ワ。
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B

A

B

△
〔
9
P

ジゼジ＿，ドが一モナランヨ，（A＞一．マ）ケン
アゴ　　　　　　　ア＝“。　　　　　　　　　ど’んデalも　　　　　プEらプ’いよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ナiiN・

　　2

ドモ　ヤ、ソパリ　ナンテ議一カノーラ　ヤスム　トキニ・ヤ　ヤスム

ビも　　矢張り　　　何と言うかね　　　　 体む　　時・には　　イ本む

（Aンー）　チューカ／一ラ　ソカ㌧ナ　ヒトッノ　アレオシタラ

　　　　　　ヒ言うb、ね　　　　　 そA）ブ♂　　　 一つの　　　あれ1…　　しr＝リ

マタ　ワカー　シラ／　タノシミチよ一ノモ　デテ　クルシノー．
まで・　　考い　　　衆等の　　　楽しみと言うのも　　　　出マ　　来るしね。

∵諺笹湯タk’xヨクー（貼り≒1り

、ノー @（Bオー）　■　イジスル　テンニデモ　ソノ　テンワ

ね　　　　　を　維特軽　点・・て・も　物　点は

ヤ、ソバり　ナンジャワノー。

矢張り　　何rゴよね．．

ソレデ　ェー　ナンチューカ　（Aンー）　イマノ　ジギョーヌシッ

それて・双　何と訓6、　　　　　今。　享業主

チューノワ　ムカシノ　ァレト　チゴテー　マー　ヒトオ　ツカウ

と言う鱒　　昔の　　紳ヒ　臨て　まあ　八を　使う

チェーノワ　ムズカシーチ．エーカノラ　ソカ“一ナ　コトガ　アルノ．
　　　　　と言うのは　　難しいヒ言うかね　　　そんな　　事が’　あるね。

ウン　タシカニ。

うん　　確かに．

マー　ンー　ソリャノー　ヤッパリ．

まあ　　　　　それ冨ね　　　矢張’，。

ソ4デ　ツイ　（Aンー）　オラーミ9一ナ　ナンチューヵ　モー
それで・　　　っ　し・　　　　　　　　　　　　　　　　　イ奄　みたいデよ　　　　　　　　イ再　ヒ　言うρ、　　　　　・しう
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B

ツイ　シジューダィニモ　ナ、ソ9ラ　オレ　ハタチノ　トキ』ニーワ

つい　四＋代’にも　　　な，鳶ら　俺（的ニナ歳の　時には

コガーナ　コトモ　シテ　キ9ンジャッタ＿ユ・一デモノーう

こんな　　事t　して　来r・・だ。た（と）　　言。てもね

イマノジューシチハチノシワカーシラニワツージンシノー
　　　　　　　　　　　　ズメ
今の　　ナ丸八の　　　　若い　衆等・囎　遮じ・’いしね．

ラ。　（笑）　ウン．　　ヤ、ソバワ。

　　　　　うん．　　　矢5長ワ．

マヤッパリノードーユ．一フーこシテ。
ま　　矢5長りね　　　どう　言う　　ふう1：　して。

ソノ　 シ、メタリ　ユルメタリ　スルチューカノーラ．

やの　　 締めr：ワ　　 緩あt；ワ　　　　す6と言う。、ね＿

ンー ﾊ三∴ζ漁∵∴：（Bf“E一誓う

ソリゼアノーワカランサカーノー。（Bンー　　）
それ1？　　あの　　　分らrdiいからね．

ヤッパワ　ニンゲン　ィケリャ　トシ　ヨッテ　キテノー　ア・ソト

矢5長り　　入間　　 生きれば　　・年　　寄っマ　　来てね　　 あっヒ

モータ　トキニワ　ァー・ット　オモ　オモーケド　ワレワレモ
　　　　　　　　　　　　　メズメ
思っ1＝　　 時1＝19　　 あっヒ　　　　　　 ，で塾う｛プれヒ“　　 我々毛

（電話のハご1レ）　 ソンナ　コト　ユータ、ソテノー　ケッキョク

　　　　　　　　そんな　事　含。ブ・。てね　　結局

ソレバッカリモ　イカンシ。
　そ　れ　3午　り　毛　　　　　　　　いb、ゴ♂し・し．

ジャーワ。　（Aンー）　マータシカニ　ソレモ　ア1レノー。

そうr：“よ．　　　　　　　　確かに　それも　あうね。
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　　　　　　　　　　　注

（1）　キケ’レ11；「身1：こ1：えろ」ヒいうような意味6、。

（2）こすりながら．モツ1瀦続そ表す接尾要素．

（3）東正弘氏の所の屋名。

（4）（2）を参瞭。

（5）　iヨuに1司しごe小オ支のr：きぎ。

（6）　とうもろこし。

（7）がイ｛・接尾要素．～・所・～瀦午・焦ガエとも．

（S）ミテ11；、多く場所を表す格助詞「〈．相当て晒園いられう．

（9）　し1ゴりつ｛す6。

（lo）寝具・寝床e

ω）サガス1・一面・・～す誌で表一9一接尾要素．

舗鶴輌1鮒ナる鮪
（14）シサツヒ聞こえる6ぐ、シセツ（；私設）の誤り。

（f5）パンツァごけ1：ts。て、パンツひヒっドな。て。

（fG）タ方日寺分。
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　　　やず　 こうげ

皿．鳥取県入頭郡郡家町

　収録・文字化担当者　飯　　豊　　毅　　一

　　　　　佐藤亮一
　　　　　真田信治
　　　　　沢木幹栄
　　　　　白沢宏枝



1　地点名　　　　鳥取県く頭郡郡家町

2タイトル　　今・農業と昔濃業

3　〈録音年月ヨ　　 昭；和51年7月6日

4　・録音場所　　　郡家町ム民・館の一室

5　話し？

　　A　土井　頼重　（男♪　明治30年生まれ　農業　8り府象落生育

　　　6　西尾　愛治　　（男）　昭和26年生まA　農業　灯心等号・生育

　　　C　学円　義隆　　（男♪　　昭和31年生まれ町役場勤務篠波集落生育

6録音環境
　　　録音・噺簗・公民館・会議室て・行・占ア・．防創坤い／vx・♂カ・．

　　丁＝かご、反響力ぐよ’ずざ53らい詫、あワ7r　．±井氏［1終女台ソラックス

　　　してい1二6㌔　西尾・中円両氏11；．はじあ少し緊張ぎみ1i’っア＝e

7　収・録地点の概観・収・録し1＝方言の特色など1：ついて1？、if方言談話

　資料（6）』を参照．

＊作業分担
　　　ここ1・収録しτ・ものi3・．飯豊毅一、佐藤亮∴真囮信海沢木

　　幹栄、白沢宏萩が録音作業そ行い、文字化・注は、主として沢木

　　　ヒ｛ヨ沢6ぐ行っ汽。なお・、支字化に隙しては、衣笠日出男・諭志両

　　　氏から助葛をい六だいた。
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今の農業と昔の農業

回しf

（略号）　（氏名）

　A　土詳頼重

B　西尾愛治

C　 申い［義隆

（性）

男

男

男

　（生　年）

e月♪台30年生，まれ

β召孝u26年生まれ

昭和31年生まれ

A

B

ドーダナ　ィマー　アノ

ビうτごね　今

マー　キーテミタェート

物　聞いてみτ、いヒ

チュー　モンノ　アノー

という　ものの

　　　　　ゆンーソーアスナーマ
うん　　そうて“可ね、　　まあ

インスタントニ

インスタント に

（B

オモウデスケド

麗・う　　て“す｛tとジ噂，

アソカターワ

有v71g

イマ　アノ

今

　　　　　　　ナソマシテデ’スナー

　　　　　　　丁∫りましてて“＠ね、え

インスタン｝ショクヒンッチ　　アノー

インスタン1一／霧≧LuVtコヒし、う

エー）　 ワカェー　セーネ・ンシュー二・．

　　　　若い　　青年達，に

　　　　　イマノ　ショクセーヵ・／、ソ

　　　　　冷の　食生活

　　　　ドー　ヵンジァオラレルナ。

　　　　ビう感じておられるね，

　　　マ　イmイwト　アノー

　　まあ　 いういうと

　　　（Aエーエー）

一88一

コ＼ソツイ　アノ

非常に

ソノ



A

B

7千ユーシマシタテ“ス。

普及　しましτ：てドす。

アノー　ト千ドキ　マー

　　　　時々　7s
チュー　　コトデシアt一

という　曾て・ロねえ

チョ・ソト　　ィッショク

ち｝。ピ　一食
　　　ノ
（A　ハーハー）

　　　　　　　　　何か

モー　カンゾ㎜　ナンカ

tう肝職
ナンカ　イッかゲツー

穿んか　 一か肩

サンショク　タベルト

三食　　食べると

チャナ　コF■

　　グライ

　　ぐりい

ナンダ

　　　　　　　　なんか（を）悪くしまてしねえ，

　　　　　　　　　　　ラーメンオ

　　　　　　　　　　　ラーメンを

　　　　　　　　　　　カナラス“　ソノ　カンソ“一　ワ’レクスル・ソ

　　　　　　　　　　　・叉・丁　　　　肝藏そ　悪く了う

　　　　　　　　｝｝マシタケドモ。
ヒk・うようア’こヒ＝・を　　 聞きづ＿しτ；tすヒ“：もe

ナルポド　ハー・一バー。

ず∫う13一ど　 ほあ11・あ。
　　　　’

エー。　　デモ　　ムカシノ　　ソノ　　｝セツニ　 アッタネー　　ア千＝ワ

ええ。て“t昔・（∫うt・）物下知・合・ア・れえ，秋｛嚇

ナ＝　タベ1しFカ　ハルニワ　ナx　タベ’レ　ソノ　キセツ／
イ司（を）／食／ぐろヒカ、　　春i：1？　　イ丙（を）　／食｝〈ごる，ノ　そa　　 ！彗ト節の

モン　　トレペ　　ソレダケデ　ボクワ　ジェーブン　ミタスジャナィ

もa㈲とdek　i？”それ伸アて“ぼd忽　充分　　渦で諄ので1擁・・

侶ハイハイ）マーソレオマー
　　　　　　　　　まあ　それを　まあ

タベルンデスガー　カラダユ　ワルイ・ソ

食べるのててカ・・　体に　悪い

マー　アノー　サンドノ　ノシニワ

まあ　　　　　　三度の　　マ卸飯に呼

　　　　　　くり
　　　ダッ　タラ　　イーデス　ケドネー。

　　　　隔　　　　　τご亀．　τこら　　　し、いて“「ずけど亀ねえ，。

　　　　　　　　くの
　ソノー　ラーメンカ　ナン．力　　トクニ

　その　　ラーメンか　　亨ん〃・　将に

ワルクシマスシネー。　イッカゲッ

　　　　　　　　　　　ーウ・月

　　　　　アサバン　ジャプシニ

　　　　　朝晩　　ではなしに
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A

B

デスカナ。　エー　ダケド

でてかね，　ええ，τごけど

アワマシテ　ソノー　マー

有・博して

ヒマンジ・ソチャナンデネー

月巴》高児ヒいうβ、う【＝言わオへている

デキチャッテ　マエトワ

　　　　　　　あて“華てし渉．て　　　　　月り　と13

マー　イマワ

呑あ　・令博　　｛ボぐヒして博

：キ　セ　ツ　／　　　モ　ノ　フ丁

奪節・　毛所

ヤッパリ　アノー

や，t／．り

アスケド不一。

でてヒTど怜え。

ドーモ　ワシラーモ　ソー

と：“う・も　　わ丁＝しら・も　　そう

ンー。　　　　　ショ　ク　ジヵ“

　　　　うん．　食率が

イマダッタラネー。　（ハ
／今＼　τご㌧　7幽＝　ら　手つしえ，　。

　1“ヤクニーナッタ：ヂスケドE

逆’にな，T：て“一if（1ども，

イマワ　モー　ハム1一カ　イロイu

今・ll　　もう　 ノ、ムとカ・　いろいろ

モー　工一ヨー　 トワスデテ

もう　　｝栄！養（を）　　耳又1ノす5“て

（A　ソーソーソー）　ヒマンジが

　　　　　　　　　　E巴》両児力s’

　　　　　　　　　　　ハイ。
　　　　　　　　　　ノ

ボクトシテ7∴．ヤッパワ　サイt一ワ
　　　　　t’tttttt．．．yllF。り　＝最低t’eL

　　タベ，し、ソデュアー方　刀タチニネ

　　食／ぐ5と：し・うよう丁’　　　　 形　｛：ね，

　　ケ’ンコーHジャプィカッ　　ソガェーニ

　　イ建ノ寿ヒC遍f♂二し・カ、ヒ　　　　　｛『グ）よう｛て

1びい。

アノー

ソしが
そ　Tt　e・・

　オモー
　　＞9う

　　才モイマスナー。

　　思いま’ず拠え．。

カタ．ヨ．’．1レデスネヤ　一　　　（’A　　ハ6　ハイハイ　）

カ、t＝　よう　て“一i；“極え．

　ノ＼イ　　ノ＼イ　）　　　マエ　ワ　　　守　セ　ツニーヤ

　　　　　　　・前口　 奪飾｛：t7

ナニガアルイマダ“／タラ．ソノマ
｛6iカぐ　有る　　・今丁こ“っτ＝ら　　　　蓉あ

　　　　　ノ
カラ　 （A　ノ＼イ）

から、

モ’ @ア×う轟冥．隻く

もう

一90一

ハウスモンガ　　デキマス

ノ、ウス、ものカぐ　　て“きま一cr・

フユニ　　タベ’レモンが

・冬に　　・食べるもtaカぐ



A

6

c

ハ

C

マタイギートユーカ不
手あ　二大こイ義と　　 し・うカ＼チ？＿

　　　　　　　　　　　　，
シトナイッチェー　ワケプ毛

しτ；〈“㌦ドし、　とt・う　　　　　わ　｛フ　てい｛

ilド

けれど

ナカガワ

中・リ

テユーノガ

ヒいりの㌍

工一　　コ
　　　メメ
ええ　　こめ前

ナツニ　 ネー　 イ・コイロト…一・。

夏i・　ねえ　いろいろと……．

マーハウスヤナンソ“デマ凶ハヤダシが　イロイロ
季あ　ハウスや　　で’んそ”て“　まあ　　 早出しウぐ　　　いろいろ

　　　　　　　　　くの
アノレデスケド　ヤ、ソバ　　　ソノー　　シゼ’ンニ　　デキアキタ　　モノノ

　　　　　　　偏マい御ビや，1劉　　　朗類・　て“fて5・rz　も・a
　　　　　くむ
ホーが　ホソ　ナツカシーヨーニ　 カンジ’マスナー．

陰うがヒても　　懐しいように　　慾じ矛てね．え。

ンー。

うん。

マー　ウチラ　ヒャクショー、ソチェノワ　アレデスケド　マ

菩あ　　≠っlzしら　　　　百々生　ヒ　いうai1　　　　　　　　あチへて”「丁足アと“　　享あ

シ葺クバニ　　デトルッチ’コ．一トー　　ドーシテモ　　ヒャクショーチュー

耳昂ぐ丁易1二　　　出ているというと　　　 とゴうして・し　　百e生という（nl？）

　　　　　　　　　　　　　（Bンづ（Aハイ）

ナィデスケドネー．

で∫いて“1」（すどift，一え，。

（C塾）サンノト・・ワ
　　　　　　　乱の　所ロ

　オジーサンデショー
　チ，’しNSし・て↑Aノて“　し’う　？

コノマエ　シニマシタゲド’モ

　　　　　タ1乙｛＝｛工しf：｛すと“も　④

　　　　　　　　一9玉一

アノー

　センセン
　　全然

（Sンづ

マズミサン
ナ

具澄でん



．A

c

A

アイマ’オ’　1一一一サンガタがヒャクショー

ああ　今　　 お父でん方bぐ　　　　百女生を

ソーデス。

そうて“了。

アー　ンナ　マー　ケツコーブコ

ああそれで∫ら字あ　　結不稗で♂

B　マー

　　矛あ

　　（A

ボクe

げぐも

エー）

　　マー

　　手あ

　　セント
　　　Vvv
　　し与いと

G　イマワ

　　A7　ll

B

ソレア

それで’

アノー　マー

　　　　3あ

マー　ハジ，メワ

まあ　初めσ

ハジメ　マー

初め（iif）季あ

シテオラレ’レカナ。

してお・ら｝へるカ・ね・e

　　　　　（cエー）

　　　e
■ヤジe　ケッ）一　Fシダシネ。
親タこも　　　条吉構でよ　　年τご’し牙つ・。

　ツトノ（トッタテ“ス。　（4．エーエー）

　勤めて？S’・。　T・てて。

イヤイヤナガラ　　マー　　ヒャクショー

いやいやr」二’汐ぐら　まあ　　百女生’を

　　　　イケンナーッチュァナ

　　　　い1すV”いでSヒいうよう1＝　　 思って伶。

　　　　ホンニ　イヤイヤ　イヤイヤナガラ
　　　　　　　　メズズメノくメ
　　　　i蓉んとう｛二　　　　　　　いやいや壌ダdi〈’ら

オ’一イデスケネ。

多いてい了から怜．

エニ。　ダケー　サー　ユーデスが　ヒトか

え・え・。　　　ブこか・ら　　　　　　　　　　岳つのて馬噂すウぐ　　　／く＼ウぐ，

ネー　　ワカイノニ　マジプダプ　ダトヵネ。
ねえ　　　　「　若　し、　グ｝｛こ　　　　真面目　T’＝“でボ」　　て；一とカ、手（ぴ。

ナィデスケドモ　　（C笑）　マー　デモ

Ta’し・て“一Tー｛アと；“も　　　　　　　　　　　　　　　　　まあ　　　　で’・も

ソノー　イヤイヤゲ不一　アノ　セ守ニンガ

　　　　いやいやがね．え　　　　責イ壬ウぐ

れッテネー（A笑）ソしデー
　　　　　それで一・一

スルッチュノか

するというのbs’

アノー　　｝毛ダ’チカ“

　　　　友蓬ヵ・・

　マジメージヤ

　真面目じる

ヤソヨー’レチ）一トネー

伯姓を）や。ていうヒれえ

　ア1レ　アード　アノーt一’；

　ある　 ；手呈ノ妻こ　　あ‘ハう・・…　。

一92一



c

B

c

A

B

アモタサレテクノレケー
ああ　手ぞトτ＝1才へて　　くるカ・らe

エー @カカッテ　クルトネ　イヤイヤガー
ええ債イ壬のかか．てくるとね　いやいやウ・

　　　　ナイヨー二　t，Lンデスが　エー

　　　　Tfいように　　fSるmて“了’diぐ　ええ。
　　　　　　　　　　　　　　　　’
マー　ウチラ　ジナングケー

渉あ　　わT：しら冨　　〉欠男　T：“から

オモットルケド　チョーナンノ

思ってV・5・ctと・　長男a

ナゲナジヨ　ナンダ。

↑’て「そうτ：’しょ。

ンプ　マー　ヒャクショーガ　 ォモシロー

　　　まあ　　百乗生於　　　　Z・もしろく

ホンマモソ　デスケドモナー。

　　Vvv　”　本物　　てい了けビもねえ、

ソーデスナ。　マー　ジブンデ
　そ　う　て“す袴t　　　　まあ　　　　　自／分・て・・

ウラ　　ヒャクショーダ㌧テ

　　　　　　　　　　　　　山手）Tこし【7　百・女生．てこ“7て

（A　ハイ）アノ　ナカ＝ワ

　　　　　　　　　中（・　1；

ヒャクショーオ

　百姓を

モー　　イー　キルデスプ

・しう　　　冨いて1ηるmて”隔ずね

　　　　　　イヤイヤ　ヤ’しンジャ

　　　　　　いやいや　　やるん，u’AeS

　　　　　o

マー　ドゲデモ　エーワッナヤー二

ま．あ　　　 ど訴）で’て“も　　　　t、L・コ6　ヒし・う　よう　（ニ

ホーフ　（Bンー）ス1レ耗
　方1守　　　　　　　　 （百姓を）｝す一る気も

ナッテ千タラ

↑♂，てきrこら

　　　　　　　ドコニ・　イッテモ　マー　アノー

　　　　　　　と“こ，に　　命ぎっても　　まあ

　　　　　イエルili一ア　ヒトナラネー。

　　　　　昌えるようブ♂　　入↑∫らねえ。

　　　　　　モー　ホ1’クラ／　ツレニモ・イwイロ

　　　　　　もう　　t蓉ごくらめ　　 イしPilヨt］1；毛　　大勢

シオうしルケド　ウラ　ヒャクショータ㌧テ
してkられるけど「わもい序　百・女生Tf’」．て

　　　ミナサンガ。　（ハ　エー）　ソープッタラ

　　　みてデてrAノカぐ。　　　　　　　　　　　　　　　　そ」うで、ド7τ＝ら

　　　　　一93一



∵（C回り躍謬説（笑））1壕茎毒デ義テー

シト’レシネ．　（A　エー）　モー　　チュートハンパダッタう

しているしね。　　　　　　　　　　　もう　　　　　冒フ遜ン￥立爺　 て＝”っT＝ら

イー＝クィデスガ　ウラ　ヒャクシ，一ダ1ソチャープ　コトワネ。

言い1・・いて“て帆「郁い・百姓r・“　」。ていう9S・・al　こと・？・is・“

ソレデモ　ア！レテード　ケーエーが　シ、ソカリ　シトルシ　マー

そ矛へてい・も　　　あるオ呈度　　　 粂杢営ウぐ　　　　しつカ・り　　　していろし　　　蓼あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
サラソーマンカラ　サラリーマンニ　プ’リターモ　ナイシ　ソしテ

ガ’ラリーマン〃・ら　　サラリーマンに　　　で∫りτ＝くも　　ないし，　それて“

マ　 ナゼ　ヒャクショー万　エランダカナッ　ソイヤニ　　トウ1一一ネ

まあ・「イ可故　　 百一女生．を　」　　　　　選Aノて＝一一か、Talつ＿】　　そうし・うよう1；　Pp『うヒね

マジブンノスキナヤーニナ／レシソシテマタアノー
まあ　 自／oX　A　　女チ・3で♂よう1＝　　て’うし　　そして　　＃て＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ワノ　ジカンモ　トレ・レシネ　マ　ヒトカラ　ドーノ　コードー

魯・分『a　β奇”残弓も　　とれうしね　 手あ　 ／くし。・ら　　 ど』 ､a　　こうm
　　　　　　　　　　　　7
マイワレタクプイッチュァーナヒトガマーアルテ’一ド
まあ　　言手っナへ．τこく「獄し・ヒ～・うようマ・♂　　　 ／気ヵぐ　　 享あ　　 ある　　才呈ノ更

（cマー篇卿曲）ヒ議≒ヨオコ鼎1宥∴．

C　ゲンダ／1デモ　ムカシノ　セシューセード：ガ
　　　　　　ゆ　　　現代でも　　昔の　　世襲制度力・・

　　カンジデスケーナー
　　　　　　　　　　o
　　イミぎしrて「辱藺ずカ・らねえ！。

A　マー　ソリャー　ヒャクショーデ　ノン千二

　　まあ　そワやあ　　　百複生で’　　　　のんきに

　　　　　　　　　　　　　　　一94一

ノ　コッ　ト’しヨ　ーナ

残。てい6ような

ヤリオノレノガ

やっているのカx“



B

A

B

イチ／ぐン　イー：ヂァネーカプー。

一番　　いいのでねないか亨あ。

ンーダケド　ω＿）イマワアげスゼヒ・クシジ
うん。　　T：1｛1と．1’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！今、　【9　　　　　あナへて・・「弓「よ　　　　　百　女生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヒャクショー　　イッアモ　イッチョーヤ　 ニートー　ツク、ソトッアモ不

　菖姓　　　言．ても　　一町㈹や　　二町（籾　作。ていても粉

（A　エー）　モー　　ジダイが　 ジダィダかラ　タベア・イケマセン

　　　　　　もう　時代力・　時代τ瀞ら　食双・・噂てん，

モ†イアーゴチョーグライタンホ“カ“ナイト不。

もう最低　　五町（等位　　田んげカ・　無い鵬。

ソ　リャ　　　タンボバッ　カ　ソデ　　　　コノ／ぐッ　カ　ソデ　　ケーザイ刀層

靭や（五四琳・棚三三ゴ・」嶋．＊　1・“かワ・一一　縮窄を

　　　ぐの
シマ苔デt・レケナー　（Bエー）ソリャ．
謬力・でぴ『うと，　　て’亀さうか・らギ∫あ　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　りゃ。

マ　ソしデ　ァノ　ドィサン　チョット　アノー　キキタィコトか

まあそれで　　　±甘乱　㌃。と　　　　聞31・t・こt・b・’

イマ　ウカンダデスガ’。　アノー　ヒャクショート　ノーギョーノ

今　浮かんτゴて“珈・．　　　　百姓と　　　濃業め

チガイ　ワ　　ドーユー毛ンカナー　　ソノー　　ヒャクショート　ユ．一ノワ

違！い碍　　ヒ“ういうものが穿あノ　　　そめ　　　 百改丁と　　　　　吉うめは

ぐんC笑）ソノ・・メツク・レソト府（Aンー）たギジト
　　　　　　　そめ　米を　づ乍るめとねえ，　　　　　濃業ヒ

ューノワ　ヤサイ　ツクッタリ　ウシ　カッタソネー　ウラー

言うm｛■　野菜を　作．Tzり　　午E　喰司。Tztlhえ　「わf：しロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
ヒャクショーダッタッア　　ヒャクショート　　ノーギョーノ　　チがイッ

百女生τご」　ヒ言っτこって　　　百玄生ヒ　　　　　農業め　　　　違，い

　　　　　　　　　　　　　一95一



c

A

チュ　ノ　ワ　　ドーユー　　モンダ鴇一カナト　　ボク　　キキタィデスガ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　というa13　　ど’ういう　　　もの7』ざろうかτざと，　　1ガ〈（t？）　聞きて＝いてs一’すロカぐ。

ヒャ・クショーツナヤ　　ナニカナ。

　百一隻圭圭韓　ヒ　 幽言　 え　【3“　　　　　　　　　　　イδ了　力、　で」⊃　。

ヒャクショーチよ一ノワ　ヒャクサマチよモンデ　モ．一　ナンゾ

　百姓と言うめほ　　　百様と訪ものて“　　もう　なんτ魑も

カン　ゾ　　ヒャ　クサマ　　ツクルノ　ガ　　ヒャ　ク　ショ　一　ナふ　一デ　　プエ｝

　かんでも　百矛吏類　　　1乍るのかぐ　　　百複生と言づのて“　　　　で’い

ドンナモンデモ　　ツクルノガ　　ヒャ　クショ　一牙。しア　　センカト。

ビんで誌のて佑　作るめが・　　百姓と　言いは　せんかヒ。

（Cンー）

B

A

ンー。　ソヤ
ヘ

フん。　じ逼あ

ノーギ’ミーワ

濃蜘守

デモ　　ヒ　ト　リガ

て“も　　　一．ノく、カぐ

　　　　　　ノ

ガーツト　ヤツア
カ吃一・γ　と　　　やって

ノーギ覇一チュンデ

　　　　　　農業　ヒ　言う　の　て“13

リクツ　ツケソヤー

王里楓奄　つけりゃあ

ノーギ”ヨーワ　 ドーテ“スカナ。

三巴隼　　どうててかな．

ハチu一がタノ　カンタク

ノ＼郎♪結a　　　　i一手石

　オヤジガ　　アノー　　ドーグ

　親父力・　　　　遊県を

（c笑）

ミタz一こ　ジッチョー　7“

みTこいlz　　す町サ

　モ．／ト、ソテ

　持。ていて

イッ　センピョ　一　　トルノ　ガ　　コ　レガ

ーテ俵　　　取るのカ・・これが

た一ダ・切．（Bン→V一
存騨いτごろうか。　　　　　　　　拳あ

デスソ“。　　（B　ンー）

で了ぞ9。

　　　一96一

ホンノ

（3んとうの

シイテ

しいて



C　サー　ショクギョーデモ・アンタ　ナニ　ショルダイ・ソテ

　　　　　　職業て・e　　「sんτ・何を　してい6・Vτ＝“・・てノ

　　ノーギョーチュッテ・　ユー　ヒトト　（B　笑：）　ヒャクショー、ソア

　　膿業・。て　　論　人・，　　　　　百姓・て

　　イッタラ　ゴ、、ツイ　ナン“カ　オチルヨーナ　キガ　シマシテナ

さ。τこら　　非常に 何でゴか　 落ちるような　　気ヵく’　しましてね・ノ

一二土⊥一…一，
　　否’女生って　　　　　もめ（｛i）一一一。

B　ンー　ソーソーン．＝ソー　、ツラ　ウラー
　　　　　　　　　　Si？？
ヒャクショージャ　ナィァ

A

B

A

うん　 」乏う　そう　そう　そう　　　　　 「わTzし1ぴ　　　9「一女生 じmp　　　　て♂いよ

ノーギーダデ。t。　ヒeeオラレ・レシナー．（Cンー）
　　　　　　濃業τ・は」と・・う　入も　おら価しねえ．

ヒャクジョーワ　　ヒャクサマッテユ　　モンタ“チ↓コトオ　 キ｝テ

　百姓隠　　　百様　路う　ものτ琵い停を　聞いて
　　　　ω）
オゾマスデ。

　　　　～
おリボ隼よ。

∵∴一アノノ誌ぎ≒ノワCl宇

部瀞認∵1，）∵1づ孟、綜ニマζ二∴ナ

ホーコーニ　モッテ　イクノガ　ノーギヨーカナ。

方向に　持。て　行・砕　 農業力・・♂。

マー　／一望ョーチュ　マ　ウララーワ　ウラノナゾこ　カンガエ

渦　農業。て　　まあ昧し嚇　妹いよ味　考え

リャー　マー　ハチローがタノ　ヒャクショー　ミタェー二

りゃ　　まあ　　八郎潟の　　　　百吹生　　　　み社いに

　　　　　　　　　　　　　一97一



c

ジッチョーモ　　ジューゴチョーモ　　ツクル　　ヒトワ　’ベツデスケド方

す町（歩）も　　　ナ五．田J’（歩）も　　　　イ乍る　　入博　　8／て“マ惇どねノ

（Bン→：ノヘンノハシタノーギダデ　イッチジ
　　　　　　こ・　辺・　端て・　農業・・　　「｛町
　　　　　　　　　　　　（12）
ビャクショー　ビンボーゴロッチよ一　コトバガ　ァノレソーナ。

　百女生　　　　　貧乏．ご’ろ：　という　　　こと【ぎ’カぐ　 あるそうでi。

（βンー）タンボ勾㌔一ツク・レノガホントーみ
　　　　　　ヒヨん｛手ご（を）　一・田丁（歩）　　　 づ乍そ）グ）カs・　　　｛き・んとう1こ

　　　　　　　　　く　ヨラ
ビンオご一スル　ズ、ソト　コしか　ビンボーゴロダチュプスプー。

貧乏Tうノ　翻・酪頒ち・うの貧乏ごろτ・㌧と言う・“す似。

ωンー）篇ゑマーシマネノかジヌシワイチグ匹
　　　　　　　　　　まあ　島不艮（県）の　夫鍵主は　　　一郡ド

ソーh一ス・レヤマオモッiラレ1レ、，チ，コトオ（Bンー）

　箱当了’る　　山を　　：持，ておられうという　　ことそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　ラ
キーテ　オ／レガ　ヨンマンヂョーフ＼ソチ藷ア　コ　ボ’デナ『。

聞・・揚…，　四万晒ヒ言う　　　公簿面責）・“賊．

コレモ　タンボ　アンタ　ナンビャクチョーブ　モットッテモ

これも　田んげ㈲あ研・　何百町サ　　　　符。てい蔦
　　　　　　　（ls）
アーシテ　ィマノ　ノーチカィカクデ　（笑）　（B　ンー）　ミンプ

ああして　あの　農地改革て・　　　　　　　　みんな

ナーナ・ソテシマッタダ＿＿　　マー　トこカク　チートズツ　ナンこモ

凹く　f♂って　し手っτこ　の丁；“。　　　　　　まあ　　　　と｛＝カ・〈　　　　　ちチつと1「“っ　　　イ丙　ていも

アルッチュノガ　イーデナェーヵト　オモイダェータデスナー。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石るというの於　いいて・t訂♂いかと　思い博じめτ・て蒋ね。

イマ　（B　ンー）　ゲンタン　ゲンタンテ　（Bソー）工ニマ又ナー．

今　　　　　　減反　　減及て　　　　．言いまてねえ。

　　　　　　　　　　　　　一98一



B

A

B

A

n
D
A
μ

デモ　ナカナカ　チートズツ　ナンボ　アルッチ・。テE．　ソノー

て・t　勧・勧・　ち，。とて噛う　いくら　有るとい・てe

カズジャー　ナカナカネー　アレモ　アオ’　ツケ　コレモ　テオ

数で・冨　　なか与か裕え　 あれも　手を　つtT　これも　ずを
　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ツケ　　ケッ干ヨクワ　ダ〉‘ニ　 ナルジャナイカナ。

つげ，結局t｝　k’めに　な砿じ冠♂いカ・τ♂？

ヤー　ヤマモ　アリ　タモ　ァリ　ハタモ　ァワユーヵショーケン五

やあ　山も　肩り　田も　肩り　畑も　有り　靖価証」券も

アゾ　ゲンキンモ　アリ。　　（Cフンー）

有り　1現金も　　哨り一一。

ア　ソーユー　アー　ソーユー　イミデスカe　ウン　ボ’クワ
　　♪く　♪くし　　×X

　　　　　　　ああ　そういう　意味て・恥・．　うん　げくは

マタ　サクモヅモ　ナンシュルイ毛　ツクットノしトカ　ソーユー方

　　　　　　　まてz　　イ乍竿勿も　　　　 イ司ネ重．葵頁キノ　　　 イノ9っているヒカ、　　そういうようで♂

チョヅ1一　カンテガ’イ　シタケド｛i一。

ちPヒ　勘毘し萱　　し丁・　｛1　t“も．

ソレが　　ド一毛　　ココラデ　アンタ　　ジ、ソチョーブモ　　タンボ1

そ揃・ビうも　ここ．ら㍗　あ規・　＋町歩も　　田んぼそ

カェーアツメテ　ヒャクショースルチ⊥アナタッア　デキンデスケー

買い集あて　　百姓をて侃も丁・・て　　　て“腕・でマから

∵1

焦慧昂ゑ（Aエツ　え。？）1：翻1，IZ“≒壽デ牙

慧誓∴ご（弩云鵠ノ㌃磐）聾讐1一・

　　　　　　　　　　　　一99一



B

c

A

サーット　イキア不　アサバン　ア

　サーWと　行。てね．　朝ロ免

シテ　 カエ・ソテク・しデスケドネー。

して　帰。てくうていす・すビ械．

　　　　　　　　　　　　　　く　
ナ三一オモイマスケドナ　ソー

恥ヒ　思い阿けと’畜　　そうノ

キカィ　キカィカモー　ススンドルシ
xxxx
　　　　機械化も　　髭κて・いるし

キ崩モダイ96（Bソーンづ
機9オ戒も　でざい丁：い

タ　タィブ　ァリマスカラネ。　（B
xx
　　大毎ト｝～　　フ肖りま「「カ、ら扮．

サー　 タンボノ　 ネウテ’ター

さあ　田ん【ざめ　づ直打ちヒ儲

鶴∵（c㌃醤，

　　　　　　　　　　　　　一100一

（e笑）　ソカ“＝一丁　カ　カネry　ヨー　コシラエンダ。
　　　　　　　　　　　　ズ
　　　　　そth　よう　↑♂　　　　　　　　／金〉　を　　　　　　　　　　　こしらえbこと17てt1きで∂コし・。

ンー．デモコノアタソッチュケドマイマヒ／ジノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うん。　　　　で’も　　　　こグ｝　　　あ顧リ　ヒ言う｛アど’　　　　　ま・あ　　／今’｛等　　　　吹臣路の　　、

オク防ネ（ハェー）マソイディマワマー　ツー守ン
奥ヒ・湘，　　　　幽伸て一今隠　筋　　逮勤

ノーギ・一がハヤッr…スカラ府（Aエづ＝ジ・・プン
三業が’　　口や・て菩すから粉え，　　　　　二す分

ジ・ソプン　マ　サンジ、ソプン　カカッア・モ　モー　イマワ　ク！レマテ

す分　禍　三ナ分　　　かか。ても　もう　今碍　車て・’

　　　　　　　　、 モー　ト　ッーキンミタイニ

もう　　　　通．勤　み・τこい｛：

ダカラ　　モー　　フカノ　ーデ7

τ：●カ・こフ　　　毛！う　　　　不篇丁欝E　て“V“

　（B㌶1需）

　イエニヤ

　痴・は

ンー）

　　　ノーグノ　ネウテノ

　　　，農県th　値打ちめ

ソノコトオ

イツケンニヤ

ー軒｛・｛年

三
ぐ

［
　
か

ホ
方

ナスデ「ソ

そうて“マれ



B

A

イ
μ鳳

ケ
x

　
　
X

一
×

ヨ
瓢

イマ　キカイカ
　　　XノくXxXX
今

キ　カェ　ーガ　　イ　チゴー　　ッヵエリャ

　三四ポ　　　す“つと　　　使えリe

・・チネントカ／　イッシ＝一キ：一や

八年ヒかの　　　　一周期にロ

ナラン。（Bンー）勅・一／
ならない。　　　　　　　槻オ戒A

アノ　コシューマンモ

　　　五す万佃）も

モーカンジンナ（Bン＝）
もう　かんじんな

トラレアシマウカラナ。

カ　　キ　ンがクガ’　ヨーケン
xx

　　金額ヵぐ　　余言ナ1：

　　キカィカダ1“レデネ．

　　　微械イd到れでね。
　　　C17）

wクジューマンモ．

六す万（円）も

　　　　トコuワ

　　　　所ilP

B

　耳又ら才べてしまうから扮。

ソーテスナ　ショーカクカ“

ナール。

亨る。

　そうズマね

ナリマスガ。

　す’り菩岬す疹。

ヨレバ　アメ
ヘ　　　メメメ

よ杓ガ

キカイオ

；機械を

ステ

捨て

エーケドモ　ゴネントカ
しNし・Cl　ど・も　　　　　　五　年　どf」、

マタ　サラ：一　コシラエニャ
　　　　　　　　　　wwま？：　更t＝　　こしらえすゴ｛†囚ポ

シ∋一キャクワ　ア》タ

　償却11；　　あんτこ

　　　イチネンニ　ア・γタラ

　　　一年（間）に　　ll　．　T＝ら

　　　（Cエー）　1ほ
　　　　　　　　　　VNt．v－vN．

　　　　　　スンダ：ヲ　スク“　アタラシーノト

償却・N・：　清ん鶴　すぐ　新い・と

（A締ll匹；∴㌧窃だ1蕪

　タインニ
　　大事に

ミタイナ

みT：いな

アメソカナンカワ　モー
　　　　　　SAN
アメソカ丁ボん．かは　　　もう

’“

@　ツカイマスシナー

　　　硬い渉てしね一え

　コトデネ　ソノテン…．
　　　　　）
　こヒ　て“ね　　　　　　そm直》　一一一一　。

　　　　ノ

　　　　　　一101一

モトオ　トルマデ　モー

元　を　　　　　 耳ヌ．う　まてい　　　　もう

二，ホンワ　モー　ツカ｛

日本口　ti　侯い



A

B

A

B

A

アノー　ハチワーガタデ　ヤット’レ　ヒトノ　ハナシ　チョット

　　　　ハ郎潟て・・　や・ている　入め　話（を）　ち’・ヒ

キキマシタガナ　（B　ンー）　ジ、ソチョープ　ツクットル・ソテ

瀾ゴれr・が　　　　　　十町サ　　　作・ている・て，

オヤジガ　（β　ンー）　ヒトリデ　モー　ヒトオ　チョットモ

親知・・　　　　　一人て・　もう　んを　　少偽

テゴづ≠㌧。一デモ2一ケナーe（Bンー）（Cフーン♪

　手っで＝”わせなくても　　　・いいからねえ。

ジャ　　ジカドーソヨクデー一

　轟あ　自家労力て・一一

ア／　オ　オーガタ　オーがタ　ノーキダケー　ロッピャクマンダ二

　　　　　　　　　大型　　 農孝幾：ア・・から　 六百万（円）ア＝●9か

ハッピャクマンダカ　乱酒ノレソーデスナ　（B　ンー）　ナンニモ

八莇㈲1・一一か　　かか績うて“Yk，　　　　何て“も

スル初一オ．（Bンー）ノット・・t鑑ヤ1ノゼモp
筋　薇祇を．　　　　　恥ていて　　やワやあ　禍

工一夕“ソーデスケーナー　。

　いいだそうズ了かられえ。

アジ・ンブコン・・イ・ア煽ωエーエー）アげスナ「

ああ全部　　コンバインやあんな　　　　　　　淋τ了嫉

三L三業・sズリキモナ・託ツィ1一　，レ・が・てBンー）

　　米，　籾すワ機　　何で’も　村いて・’る・允

ζ∵1∴留（Bンー♪青∴タ∴㌘
　　　　ぐ　の
センビョー　トんソーデスナ　ジッピョー　アがルソーナプー．

　千俵　　取砧うです袴　　ナ俵　　あが』るそうて・“から。
　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　一102一



C
△
〔

R
レ
ム
〔

（笑い働・ら）センビ，一…．

　　　　　　　千俵一一・。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐユの
ンー。　　トコロが　ハジメノ　コロワ　ソ／　：コメが　サンドモ

　　　　　　卿うん、　ところが　　初めめ　　ころは　　　　米か・　　三斗も
　　　　　　　　　（20　　　　　　　　　　　　（22）
ゴトモ　　コボレシャ、ゾタ。　　アー　カーミーオ　モッテクレァ

五斗も　こげれてし1．　T・e　ああ　‘tか一み㍉を　K。てぐれば’

ヨカッタニ　 コイツ　モッタイナェー　 スクイトソヤ　 ヨカッタト

　よb・．1・ml：　こいつ1“　払“r、…ない　　すぐい取りゃ　　よか．1・t

（B　ンー）　オモイヨッタケド　ナーニ　ユーダイヤ　センビョー

　　　　　　思　 っ　て　7・＝1寸ヒ“　　　　　　　　イ可　 ・を　　　　　1ま；　う　‘n　1＝“才〆｝　　　　　　千　イ表

トルノニ　イッピ，一ヤニヒ，一　コボレテモナーンニナルコト

三四に　一俵や　　二俵　　こげれても　何になるかい．

ダェー

　　　　o

血．ナーモー．
そうて“’す一ナ｝え，　　　毛，う。

デシマェーニャ（βンー）アコメオイッヒ。ヨーヤ
て“　　しきい｛こ｛宴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米　・を　　　　　　一　イ表　や

ニヒ・一コボレテモカマ・一センが丹．（Bンづエニ
ニ俵　　こぼれても　力導いやせ扇・・託。

トー二．　シゴトガ　　ソノ　　キカエ　ーダケー　　シゴトオ　　スンデシャッ

と・q・イ坪8，　　機械筒・ら　イ士馳　湾ん・“け・

テナ　オンナシヤーナ　しンfユーが　（B・C　ンー）　ヨーサり

て件，同じ幽芽　　連転・　　　　　　　夜
一fl一ケ　ノミヨ、ソテ　 ワー　 （B・C　ンー）コしカラ　ボ、ソカエード’一工

♪圏を　　強欠んで・いて　　　rお・まえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これh・ら　　　　ナし5毎・琶　（

　　　　　　　　　　　一103一



　　　　　　　　　（23）
　　イキタ三L二⊥L。

　　穿iってこようカ、。j

B　　ンー。　　アー　　ソーカナ。　　ンナ　　7ユワ　　シゴトガ　ナィデ’スケー

　　うん。　　ああ　　そうかれ。　　それi“te　冬11；　　杜事力ぐ　　無いで了から

　　ソーユー　マー　アノ　ソヨコーナンカ　スルンカナ。

　　そういう　嚢あ

A　エー　ホッカェードー＝

B

　ええ　　　≠し，毎道！に　　　　　　 了雪ごうよ　ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
ピコーキ　ホ、ソカェードー二、　クルケー

飛行聯剰（が）　北海道に　　　暴るカ・ら

ωフン∂マノン廿モンダシ
　　　　　　　秘　既哲勧τ汎，

／・・レ。チ・イスナωフーン♪
　グ司るとし・うしねえ，

　　　　　　　ノ

（∵；認》キ磁シヨ

カンゾシテモハンプン　ノコルッチェー
カ、ん，でご　 しても　　　半！分＼　　　　グ表ジるヒいう

ソがエーナ　ヒャクショーワ　ベツデスソ

そのようでざ　　 百女生｛ま　　　　ゲ弓て“了よ

マナカナカウラヤマシーボクラ汐う
まあ　で♂h・・talか　　 うらやま，しい

　　　　　　　　　　　　　ノ
ヤーナ　／・ナシ1ヂスケドナ。

z衆行なんか　　　するのかtE　e

イコーヤ、ソチッテテ　アンタ　アノ

　　　　　㌻てて　　あんて・

　　　　　　　アケノ　ヒニモ　マター一一。

　　　　　　　あぐる　　ti（：も　参て＝一一・。

　　　　　　ソレデ　　ノ＼ンプン　　ゼニカ“

　　　　　　そ担・　手・分　　蕨力・

　　　　　　ハンブンワ　ノコル。

　　　　　　　半分11；　　　グ曳う。

　　　　　　一夫ヤク　 シタン　 ナンゾ’

　　　　　償却を　　しt：り　でざんτ＝“

　　　　　　　　　（Bソ→・一

　　　　　　　　　　　　　　　3あ
　　　　　　ノ

　　　　　　　“　ソソヤーナー。

　　　　　　　　　そワやあ侮え。

　　　　　　　　イェバ　ウラヤマシー

　　1ゴぐらから　　闘え！ゴ　　うらやましい

　　劫η　話て三三’A．

A　マー　マー　セーフカラ　ムラッタンダケ　セニモ　ヨケー　イソヤー

　　まあ　蓼あ　　政府がら　　貰っ1：のだから　雀気も　／：〈3ん　い。　ilL

　　　　　　　　　　　　　　　－104一



B

C

センタ“ラーシ。

　しでボいt：”ろうし。

ンー　　ンー。　　マ　

うん　うん。　iあ

マー　コーシテ　イ
　　　　　　　　xメ
まあ　こうして

マソグンがイザ
まあ　自分it　・“　　いて「“

テンオ’　　ジグンズブ　　カイ　ソヨ　ースル

、転’を　　自分ヵぐ

カイソヨースルトスレノぐ

　改良了6と↑れ1ゴ

ソイコト

　　　ぜそうい浮を

タテバン

立場ド

タチベン　プ’ッタラ

立f易1＝　　rsっ1＝ら

ムワ　イケンナー

魚｝里　いけ↑∫い写あ
　　ノ

センケナー　トカ。

しf’け牽へt■“でiあ　ヒカ、σ

ソンプコトワ

凱で’事・笹

モyトル
イ呆っている　　わ｛ア1：”カ・ら

オモワレトルカナ
1還ノわをへて、・ろカ、t∫

ナッタラネー

で♂ってこら1つ．え

　　　　　マ　イマノ

　　　　　1あ　冷Ut

　　　　シa一ライワ

　　　　　将来［3

テヨット　ナカが辱ワクンニ　キキタイケドナー

ちe。と　，中ll艦f・　　聞きア・・…’1’どbL

イマ　／一ギヨーッナ＝一モン7　ソノー

今　　農業と・・う伽博

ノーギヨー　　ショート　　オモ・ソタラ　　ドノ

農業を　鳳うと　思。丁④　　どめ

　　　　　　　マー　ソイコ1一オ　ァレカプ
己女こ彦乏　了ろ　　　　　づ・あ　　　 そうし・う事を　　 あ才へ・カ、で（ド

　　　　7
　　ドノ　　テンオ　 カイソヨーシタラ　イーカ

　　ど辱め　　点を　　　改良しでこら　　　いいか

　　　　ソーユ・一　　　ジブンカ“　　ソー　ユー

　　，そう・う，　自分力・　鷺いう

　　ノーギヨー　セント　ィケンチャナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か
　　農業そ　い’いとい頃ゾいというわ・♂

ヤワカタタ＼／タラ　テa、■卜

やワ方で二い，T＝ら

マー　　コーユー

まあ　iういう

　　ナィナー．（Bウン）

　　旧いtsあ。

ワケダケー　イマノデネー

　　　　　　今mて『巳ねえ

　　　　　　　　一105一

　タイタイ

　でゴいT＝い

（Bンー）

　ち，。と

カインヨー

改良を

イマノ

今の，

　タイシテ

　1：いして



　　カエルコター　ナイ

　　変k5こと17　魚い
　　　　　　　　　　　ノ
　　（B　ウン）　カインヨー

　　　　　　　　改哀2

B　アー　ソーカ　（C　笑）

　　ああ　そうか

　　ヒャクショーノ　ホーア

　　　百姓の　　　方ll
　　　　　　　　　　　　ノ

レ

　
る

ト
　
て

ツ　
つ
や
や

ナシニ　 ノーギョーノ
　　vvv
魚い・　農業め

オ’モ＝　イーマスケド

主に　　言い蕃可けど

イン　 トラクターネー

イン　　 トラクター毎え
　　1
　　　　　（2S）
ショーキャク　テ“キアー

償却　　費・

マー　ソレジャー

まあ　　 それL’kあ　　　モ，う

マー　ソしイがイニ

享あ　　それYKタト1：

ソーユー　ジカンが
』ぞうし・う　　　 β弓…戸e『】カN”

ナノしト。

なると。

　　　トーソニ　スワヤ

　　　とおり｛：　　 すワペe

セーダケーッ：アー’曹。

し↑ポし・ウ、こ？，て　一一一。

マ
翻
ア
み

一
あ
イ
諏
　
　
ク

マ
ま
高
機
↑
肋
四

ワ
　
　
　
　
　
　
　
［

一
停
一
う
［
あ
翁

ホ
方
モ
も
マ
菱
、
ン

ソレ　ソンプニ

ぞれは　 そんでかに

イマ　コーチセーソ7不｝

・今　　耕地整理でねえ

マー　ヒャクショー

まあ　　百姓と

　マー　タンボデスナー

　まあ　臥｛ボて“Vhk，

キカイカガ　ススミ　マー

機械化が　進今　 渉あ

　　　ヒ　ヒトプガ㌧
　　　xx
　　　　　人テウ寸

　　　省カ

　　ウン　シB一ワヨクン

　　うん　　塘力。：

モー　　キカdカダオし二・

　　　機』械化伊1れt：

　アノー ナ＿力

何か

トレルデスiilネ

取．れるでてよね

マー

まあ

オーク

多く

　　　　　　ユーホージv

　　　　　　言う方じゃ

　　　　　　　　タンボ

　　　　　　　田んぼ亀（ta事9）

　　　　　　　　　コンハ

　　　　　　　　　　コン／ぐ

　　　　　　　餅

　　　　ナッタデスケナ。

　　　　tくドっ7L＝　て“’す層ウ・らね。

　　　ナリマスシナー。

　　　なワますしね一え。

ジブンがヤソタイ、／チュァーナ

自・分が噛　やりT：いというような

　　　　ショーソヨクテ’キニ

　　　　　省力的（：
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c

B

　　ラ々　うん

C　イマワ

　　今11；

　　・（Bンー）

　　　　　　　くムラ
ソーダq　サケー　マー　シゴF二．　デルダが。　（Bンー）

そうマF＝一L。　　　マ’＝一Lカ・ら　　　ま，あ　　　イ士事1＝　　　乏台るm1＝ごウ寸e

ソしニイマイマイマナンダーママエキータコ1一ダケド
　　　　ズクくズ　　　　ズズメ
それに　　　　　　　今　　なんだ　　手あ　前（に）聞いf：事でごMど

コし7一 @（B　ンー）　ノーキs一が　ゼンブ　イッテニ　ヒキウ
こ　iへ｛1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護　　す協　　ヵぐ　　　　　　　　　・全r夢ド　　　　　　　一　　一チ　　E＝　　　　　　　タ／　き・受ニ

ケテ　ヒャクショースルッ；然ソナ、ゾテ　キータコトが　アルダケド．

けて　百姓を了ると訊て　　　　聞い丁・亭〃・・　清勧だけど．

ウンウンウン・ウン耳翠㌦9・
　　　　　　フん．　フん　、鈎脚1…。

　　　　ソゲンコトダケー　 ソゲ’ヒャクショーモ　 ナンニモー一。

　　　　そのような事だから　ぞん丁∫　　百汝生も　　　　何にも一一．

　　　　　　　　　（27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘28）
ハ　　ウケオィコーサク　マー　タバコワ　　ヨケー　グサしル　 デスケド

　　　請け負い耕作　　9tあ　煙草ll　τ・〈さん（請・唄い1・）出しておられ蘇唖マ
　　　　　　　　　’
　　ナー　　（Cエー）　コ／オ　ッ　コメノ　ウケオィコーサクワ
　　　　　　　　　　　メズズ　ズメ　　　ズズ
　　～すビねえ　　　　　　　　　　　　米の　　　請惇負い剃作ロ

　　ドンナ　コトン　ナルデショープ．い　ナンダ　イッタンデ　ニヒョー

　　どんな　亭〔・　なるて・しょうね．　「イ耐・・’　一反で『　二三

　　グラェーカ　アノー　ノキョーニ　ウケ記〔コーサク　シテモライヤ

　　　位か」　　　　農協に　請1傾い紳樽　 してもらえば

　　＝ヒ・一グラ・カ（Cフーン）招レンタ三一ヤ・・チ・テイッタ

　　ニ＝＿イ表イ立しカ・　　　　　　　　　　　　　　くれで〆し・でこ”ろうよって　　　 δフア＝

　　ヒトが　アル。

　　　人力・菊る。

　　　　　　　　　　　　　　　一107一



C　　ソイグケド　　ケッ；ヤヨクワ

　　そうT：“　（1ど　　　綿局19

　　ショーカナ。

　　しょう々、でボ。

B　　ンー　　ソイコ　トニー　ナ．乙i二．

サケド　ソーユー　コト∴ヤナラヘンデ

名だ・嚇どそういう　事　…　♂鴨しtS・て”

　　うん

C　　　セ“ン　ブ

全部　もう

そういう事に　なる。

モー　イッテこ　ヒキウケテー一一一。

　　　　一チ1二　　・6’きi受｛すて一一一一。
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注

（1）　～アッタラmよう1：も聞こえる。

（2）　〔！mra：・meつ〕　のようt：・mbぐ聞こえるφぐ、二dへ・t1；言周チz’そうア♂，ア＝

　もので’あろう。

（3）ヤッパソm言い誤‘ノが．古く19ヤッパシ、：最近⊃t3ヤッパワと言う。

（4）ホンコノマエ（ついこの前）Aよう1：使う。

（5）ナンタ“に特3りな意味1・1；．ない。

（6）サラソーマン1：「sっ7から百’姓iiなワ、まアこサラソーーマンになう、

　の意・．

（ワ）　ドーノコーノが・普通，A言い方．

（8）＝テヨーの言い誤9が。

（9）シマウt1；「まかなう」の意、，イチマンエンノ　カイヒデ　カイオ

　シマウ（・一・一・万円A・会・費で会をまかなう）のよう1：使う。

（lo）　ゼヒもさ　う。

（lt）　（毛。）tZ同じ。

q2）　「ちょうど良し・／貧、三£＿ブ♂考犬鮭、」とし・う［2ヒ“ク、丁竜トσ

（i3）ズ、ソトは終晴9こあて強め5こヒば。子供9叱5と5r一、ス＼ソト

　コノコワ　ホンニ　ィケンコダ（本当［＝こA子一llい1フro一いチτご）のよ

　うド使う。

Gの登言己しマある面孝責．　これに対了る語が実漂・ユ面積．

（15）「今の」で13なく「あAjの意。
（｛6）　　ソ　一一　1コ」　「不可　育とてい1／　ナ∂7　t・ユ　　1＝　1う、h・　る，。

㈹㌧代、の意。㌧期、かも来7・こと碗・．
（18）テゴー｛1「手4云い」a意：、．テコ“一ス，レ「手f云う」。

（1q）一反当り十俵で、つこう千俵の意、。

（・。）一斗、二丁闘・．L叶．7・“が三斗ロサンド．以下牙ゴトと続く・

（21）　～シャ、ソタほ「失景矢して　～すう4　の’竜、。

　　　　コロンデシャッタ　　　こうんZ’しまつlz

　　　シャッター　　　　　　しまつ祖’

　　　　　　　　　　　　　　一109一



　のように使う。

（22）カーミーtl穀物のもみをすくう道，，具でL　トタンと竹てt『イ乍9れていう。

（ユ3）本来11；イキテ⊃一イヤ．イキテコイやIIL「行って来い」、イキテコ

　一！fヤ｛1「そiって来よう」．

（24）ク’し・イクに関して九州・富山と㌃らんで中虜地方で対老中・いa使

　い方のあそ）こヒカぐ亨屋告されていうかご、　こ．ハ地該、時そうで・酵ブジいようて・

　あb。

（・5）減価償去肋ことか．

（26）普通瀞ダケー。

（・ワ）農地1・持っている6e人チが足りない人が、農協・・仲介してもらっマ、

イ也人1＝孝仔4乍をまかせうシステム。

（28）　「火要草｛ま言青Il負　い茅丹4乍に出す人6ぐ多　いかご」　イft．め意。
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　　　　　に　た　　　よこ　た　　　　　　　　　　　　　おお　ま　きIV．島根県仁多郡横田町大字大馬木

　　収録・文字化挺当者広戸　 惇



ノヘ　リ又・≦琵皐ミ地～芝〉とその；方’言｛こっし・て

　1．地点名　　島根泉仁多郡横1璃町大字大馬木

　2．収録地、占、の概観

　横田町1“、島根県の東南端ドあ5。収録他院ヒ訓6馬，本討であt）、六馬

木ヒ・」馬木1・分・琶担い瓦東隣鴇旧八嚇寸であ・L今・訊瀬唄

町と合併し1・　．従。て収録地、点、1？一山越え杓撚烏承で刑一日・▽i困

綜馬取細野郡と廊接し…る．こ硬方職痴最霞深谷斤
で、旧馬本刷・管網魎，てい・♂・・．今日て笥椥幻駅からバスかタクシ

ー9駒引魍れ・齢弥・㌦出雲磁も僻陀・山戸聯・言え詞・合
併後の今肋蜘姻丁醇回数2。3　147、人ロ9．958人、物うち大馬不、

小馬木（下馬材寸）m総P数471た総人ロ2、314人マ“あう。　il又入t3水

田と林業のみでパ1、こ摂いう産業・魯・・。1・だこ・地方晩昔砂鉄
を産．し1＝こt・も矛）ツ、　こグ｝方L互｝〔96、rsrノグ、賓＊『卜冶“ありそ’うマ・一ある。

　3、収録い＝方勃特色
　　①　方言邑画上の位置、隣接諸方言とa関野

隣接し砿島県鳥取票の方言・影響・詩れ回状きくない縄わ哲
ろ・　1：τごウ骨｛更ドついて疑問かごあう．　イ＝多君昏地τケドP艮っ　て・　オモータ・

イータかごよく出5．出雲’一般19オモッタ、イッタであう。　こiへは広島県．

の影響なのか、もヒもと出、雲も古くはウ音便であ．ア・め於、促音便ヒな

つ1：め小、それ6ぐ仁多郡地方に残存弍了いるのがの何回がであ5．音便

形ド、　「貰ツタ、才ムッタ」をモラータ、ハラータヒイニ多郡で’いう．　この

ウ音便彰i7、もともと出雲古来Aもaヒ思われE馬取県日野郡1：も用い

られている。これを考ん6と．ウ音便形が古いのマい口なt・かとも思わ1へ

う．ま1：出雲て・19、進行形σ現在形ド1・1；・用いら手へず、過ン卜形ドのみ用い

られ6。行キ・ッタ、降ソ・ッタralど，

　　②音韻上の特色
　出雲布の音韻について、かって囲広哲弥氏の調査駆、島根渠方畜辞典

1：ある．イニ多君巨も同じヒ思わ季へろのマ“、1封広久．め・表：X示すことと・す5。

一般ド出雲の北邦地方11；・　．音di・〈・短く、南都の山闇事也帯は長いAが門つの

　　　　　　　　　　　　　　一113一



特色でもあ軌∫し部めアゲナ｛逮寸し南部めアゲーナな凱

ウェ

we
［we）

クェ

陶e
〔k噂〕

ン
N

ワ
照

％
餌
7
・

フ

hu
〔勲〕

グ

Su

　ク

kwa　ku

、ソ

Q

オ

〕
O
O
・

〔

ホ

ho
Chg］

Il　“

So

：
コ

ko

ro
（rg］

ア

a

／x

ha
［5a］

ガ
艀
力

㎏
ラ
臓
ツ7

co　ca（tsg］　［tsa］・

ド
6
0
卜
旬
ソ
⑳

ソ

so

／

no

モ

伽。

ポ
伽
ボ
bo

ダ
ぬ
タ
ta

ザ

za

サ

sa

ナ

η猷

マ

う船臥

　り
／＼

Pa

“
＼／

ba

工

　e
〔宇〕

7x

he
〔歪ξ〕

ケ

Se

ケ

㎏
レ
陀
チ＝

ce
（tSe］

デ

de

Jr－

te

　、　、鞠

五
ze

fdse］

渥

Se
（Se］

ネ

Me
，メ

糊
ぺ

Pe

べ

レe

イ

〕
イ
i
判
り
“
　
f

　
フ
h
重
キ
θ
七
「

〔
　
　
　
　
　
　
r
し

σ
肇
ノ
．
f
－

k
－
r
チ

ηc
臨

　
　
コ

ジ
カ
”
涛

　
　
〔

シ
勘
二
禰

、
、
、

　
O
　
　
　
　
　

“

伽
ヒ
函
ヒ
翫

ヨ

0．
」

　
　
コ

ヨ
　
o
O
・
“
ヨ

フ
句
．
菊
キ

　
　
〔

0，
」

3

ヨ
　
　
O

ふ
寸
．
り

抽

　
　
　
　
〕

σ
　
　
ヨ
　
0
0
・

，
り
4
ア
，
句
訂
り

　
　
　
　
〔

ヘ　　へて

冶

ヤ　ウヤ

　　　雁aJa
　　　〔WJ詑〕

フヤ

hja

［dija］

燐　クや

鑑聯〕
キ
ャ

kja

ワヤ

rja

ナヤ

cja
ftSa］

へ　い

冷
zJ　o　zJa

％
醐
・
『
や
斗
．
三
寸
ゆ
』
ゆ

・
を
齢
㍗
墜
・
・
曽
・
叩
ゆ
、
解
野
中

一114一



　玉ス」L、《表　で見　ら　れる、　よ　う　に、　乞tt雲丁也方の特色llス“一　ス“一　弁・て“あ　ワ　、　こ’

と1：ウ葬受m発音珍ぐ困難マ“ある．馬ツタ（歌）→オタ．　イヌ　（犬）→エノ、

ムカシ（昔）→モカシ、ユキ（曹）→エキ。イ【1エと溌卜音される事ザ多

い。ウ段拗音19直音とrs　9、キューコー→キーコー、チューガク→チー

ガク。　ワ、　ルve・長音4Uし、　ア　リマス→アーマス、　トル→卜一　となう。　時

にはコしヲ→：コーラと£「al　5。こと（：シとス、チとツ、ジとズ｛1混同し

て　いる。　よっ　マ　、　シヒス　！7スィ　、　チ　と　ツi？ツィ、　ジとズ11ズィ　で，表言乙し

て・・Lfr年若い層から次第・・ズーズー稿硝知っっパしえ人ドもこ・

碩向が現h　ftマいう．

　今・一つ、仁多郡aみに見られる音韻上tn特色があう．拙著「山陰方言

m研究」の中から5f用了う。　それはr音を挾んで、前後ド母音が来1；時

次のようド変化する。

（1）　eru　一）　jae

例・寝る（・・erの一→・・j…　減5（h…）→寧・・こ・録
音マ“ll．　ja・・部分がさら1・　j・・　i・齢えう場合鏑う。出る（d・・の

→djae一州：に聞・えう．
（2）　iru　一g一　ja：

　dglj・　　着　 る　　 （kiyza）　　一一→　　kj∂L　：、　　生　6　 う　　（　i　k｛　rし《）　　一→　　 ｛　kj　aL　・

（3）　iri　一ja：

例・着物（k浮レmo・日）、→kj　a・　’・n・n、婿入り（一k・i・i）→

maokoja：

（4）　uri　一一一〉　sa：lr：　｛4　wa：

例．釣り（tsuri）→tsa・。仁多郡7幅ヅハ就51’rl’であうか9
（3）に含まれうと見5べきかも知れ・♂い。降ワ菖（F頗繊sの一→

Fレva：・maS駄。

（5）　eri　一jae

例、蹴　ま了（k・rl・…n　a・の一・kj・…n　a・・，参　（’…a・・i→x・n　a・Y’i）

”　inti　a　J　a　e　e

（6）　ttyu　一wa：

　｛列．来る　（kuru、）→kwa：、F奪る　（F　L〈rec）一一ラFwa：e　ア＝だし、
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　す
「為る．」　11．　Swa：　ヒ1守」rsらず5a：とralる。

　以．上m6遺りの場冶・が考えら｝へ、イ列升も多いようド見えbh　〈’、もヒも

ヒシヒス、チとッヒの凶8りを持。マいブ〆が。1，し、イ13エと発音さAう

こと6ぐ多いヒこ，う看、ら iY’uも｛Yl　もeY・i；も1司じもAヒしマ耳又扱う！ぐきマ“

あ平曲三廻ゴい。ヒもがくr音を挾んZ・　．母音が前／麦1・毅時・・特殊

デ’変忙をてう・これ賂出雲陀方マ“も、づ二多郡のみ｛・見ら手～う現象マ“あう・

　出／雲全多或エ＼セ、セ“13シ＝、　ジェと発音さ侭う。

　　③　文渚上め特色

　この’録音に現われτ・もの琶中’脳誕玄・ミろ．

　1）代名詞
　オラ　最も一　ec的な言い方．奉裏菱文1＝オラダ、　オラド、オララチ、オラ

　　　　ヤチがあ5．男一女一共1：嗣いう．オ’ラダ’11；オラドワn約。

　ワシ　オラ1：比しマ尊大写言いオ．昇分のあう入グ言う．男女共ド國

　　　　いう。

　オマエ最も一般的・諮い方．下直語よ’敵意譲合いが高い。共遮

　　　　　語のアンタ〈“らいド当う．男女共ド閉いう。

　オマエサン相引・対ロ敬意辰現ヒし路う．男女痴・用いう．
　アンタ　近’年ド写っマ、孝干しい吉い’方ヒしマ・普、久。

　2）動詞
　進，行幽鬼th（戸ケ謂ツ・ソア’し） ヨ1レIIP中i霜陀方でノム〈頃いら｝へう珍ぐt出雲’

マ“　ll不恩議・過一二6朔い・♂い．　L偏北部で擁あまり1和燃いvb・〈’　i

仁郷て“師再’闇いられマいう戯グ・磁挿・あ蘇・られろ・
行キヨ。タ・形て雪・、宿，・，タが多い．アイ・鴎蠣・西嬬臣・計

’レ、他σテヨルを用いう。

　音便形17出刃陀方や随岐地方1盛促音エ・あ5が、こa仁タ郡ド限・マ・

ウ音便形がかなり用いられる。イータ（言．て⇒、オモータ（思，でこ）

ヒいゴしtゴこの雀ネ音1て至当われう。　ことt：モラータ（貰フ1＝）、ハラータ

（払っア⇒の彰臣、この1ニタ郡と、隣接了う鳥取県日野郡ドのみ現われ

う。出雲地方、隠政地一方、鳥取県m山陰艶方の音韻法則ドよAば、この

方7s・・“正当1・’あ’ノ、モラッタ、ハラッタ董屑いeことかへむしろ不自然Z“
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あう。アゴ∴動詞・うち；音節語婦一息買う．覇、会うなど甑出
ノ雲塗〉多或でウ音便牙多9とり、カータ、ハータ、アータとなう．山戸嚢地方の

音韻法則い笹、モラウタ（・）・n。ra　ecta）の一　L・重母音a　ua　m開音lz；a：a

長音とプ♂うからマ・ある．8雲容言司についマ・も．高く・z一一→タカーテ、シ駕く

マー→アサーテと穿5。

　3）形容動詞

　アゲ㌧ダ’、ソゲ㌧グ、コグータ“、　ドゲーダ’17、中匿D也方anソガイヂa

変化であう。　出雲地方［｝．　二重廿音　al　はe：ヒなう　こと　t：よ与。　アゲー

タ“ラー、アゲータtt cタ、アゲー；一・、アゲーダ、アゲーナ、アゲーナラと

写う・±／雲m北部陪アゲダ、ソゲダヒ短・い．仁タ郡もu5　lz短く言う・

　4）敬語
　ゴザイマスから変化しア：ゴダエス、ゴゲエ入、ゴザイス、時1：はゴザ1

ンスも言う。　ッシャル（ルll；　一長音にしてッシャーとraるのk・’一般）　1？最

もよく用いられ、行力・ソシャー、書力、ソシャッタ、見サッシvイと言う。

下さい1■ゴ’サッシャイ　（ゴスigくれる）6・らカ“ッシャイが生じう。「♂さ

い・苅しマ、ナ・・1し○い壕音4ししマナハー）が時倒和・られ乞す性

が用いb封τ∴松i・c　ptハぴ、ナル（ナーと表音化了のがよく用・・　1・

枚竹廿一力侑s　’al　5るの・’どヒ剤．

　5）副詞
　ケー。ケー1もレター1つい．忘A1：の意．・録音1“ロこうし六時m嗣法lu一±

ず＼間殺助詞ヒし一掃砥3尺し訴うがアジい。

　ち）三二詞

　断定m助動詞ダ1；、中固地方ilF広くジャであ5釈、日本海側1笹th！雲を

軟・としマダ糊いう．出雲地方マジャX　1？1い5・　・7．ン仁多郡と臆

岐島の一部z“ある．仁多郡も若t・入毘1葛ダを用い5ようであう・ジャ1？

彪入1：多いがtダしも茨八了う。

　4．その他
　この地そ選，んブこの口、昔話の：最もよく残．　マいう地帯マ‘1あること。｛二

心郡、それもこ《ls馬木ネマilL　．今aア〆h‘昔ξ舌パ塾庫であ5．北部の出雲

部でll；’　s既i・収集が困難であb．まT・最も交通不便の地マ“もあう・

　　　　　　　　　　　　　　一l17一



　今・一つ11、ここド11；杉原靖・一Ktaような、　よき協力渚があ5了＝あマ“あ

う。同氏1？昭和M年の生まAで・あうが、県立嶺田高殺を±、兵庫県立．兵

庫農業短；期大学E終え、38年4一月から40年3月まで、母絞：の横田高茎交の

農業科1：講師ヒしマ勤め、公民・館農業参考室才自談員、農蒙協同組合e営

農指導員ヒ写9、種田町誌編纂委員、馬木小学校百年誌編纂主幹、現在
【答自　家濃業　の。・ア＝わら　、　芋黄しelftT文4し貝才専戸『委員、　県文・iし員才イ景診琵才旨導員　　（

才黄田三才目当）、　県∫里二丈4し眞才3周査委・員　（イニ多君P、大原君Fを才旦当）　ヒいう

顔の広い、かっ熱心な協力嗜力ぐあうゆえであう。こa度A¢承音ド当V、

会場、話し手め依頼・alと＼了ペマを行。ていτ・τこいr・。

β表記についマ

　イ列音、ウ列音11；中舌下・音であ5。　し7こbく・．一（量音iヒMσてくごマヤ

舌a暗ヒ表記すべきマ“　iF）ろう一t　f及．1，。協創涙際，：　・IFそ勧辰言乙・調

難であ5。と同時ドシとス、チとツ、ジとズ以升σそAはビ目立1＝な・・

L．その必要もあ再・・．出雲地方マ・・臥古尼ロシヒスを混同L、そ・

中間音とず凶、古老・杖郭書・際・こ糧渕司Y5ことが列・。ア・。

アリマシタ9アリマスタと書くmllそm一例1“あ5。チとツも同様z・あ

5e三下島・プヒ側梅岸マ・、戦彼7チ配給アVm貼り紙・・あ，丁・．靴

の与Z・あう。訴。マ、シとス17スィ、チとツロツィ、ジとズは、ズィと表

記し1：。　しかし近，年、　申舌母音、　了’なおちズーズ’一升・も次第t：♪xtxtsケしっ

っあ二本録音でも、（7　tんピが、この色ヲ・誌持。マい5ようτ“　8うべ

今惣魁バτ通コ・表記ヒしア・．

　セ、ぜtlシェ、ジェと・今aでしも発音され5。表記もそれドし斥が。1く。
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C　話者・《録音環劣寛ブEど

－
i
2
3
4
1

5

タイトル

録音年月E

録音場所

話し3

　A　吉pl

　B　戸屋

農機具の本を見ながらの三入の・会話

昭；和引年8月6日

横i丑町馬，木幼稚園

幸吉　（男）　明治35年生渉れ　　大工兼農業

英明　　（男）　明治36年生まれ　　農業

　　　　近衛兵ヒして2年間、東ネで生活をしf＝ことがある。

　c，卜恥拡志　（男）　昭和2碑生ま外　自転韓
録音環境
　才多原ラ青一　氏m協力　そ宇瓦　7　、　上言己m三／《、ドお原頁い　しアこ。　蝉ta声かご

しきり1・恥・で榎’zn”gL　A。7・　h・“、蝉m酬てう側1しelh　．反

t寸側副・di　（・田新鳥Le・N一・｝がス暗鶴可機械暗が齢え5
の　 て“ @＿　止　 グ）　甲て　も　 こフ　っ　　1＝　’ノ　し　τこ　●

　？屋邸・話し上㍉たあ、割【、h・7・くならず進行しT・．

　同席者　杉原靖一、島根大学助．教授．田中肇一、馬木小学校、教諭

　　　　　／1・1彗昭男
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農機具の本馬・♂がらの三入の会話

話し手

（略号）

　A

　B

　e

　
　
　
士
ワ

ラ名
　
幸
－

氏（

士
ロ

明英屋戸

志広早

フ

性
田
刀
男
男
「

6 　（生年）

s月♪台三ヲ5年生　ま　れ

明治36年生巷れ

昭和2井年生まれ

C
A
∩

B

　　　　　　　　　　　　“）
カー　アラオコスィデスづカネ．

こ杓夢　「丸起し」で了かね．

∵トま1幸（cア義心1・÷詰りド、∵で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
∵励ワネ・ア儀コし㌻∵」∵（C制
　　　　（3）

ナ億1イ、∵∵依（C認二1脚ξ

ツィカイマスイiZjtL。

イ吏　し・　碁一　て　よ　。

　　（4）

≒儲∵∵ネ（A　アー　　ああ）硫；）隔
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A

B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5＞

ム宇1イノ∵∴ネ／㌦∴；1｛；云）ウ∴二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

コ、呼捨∵讐（副磁ニム（c｛；2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

∵寝1∴（∵；1）∵：∵，∵；諦

総云）

鼠　 コ／　ス冴〆ンヤテヤーネ　タ“イブン　　ムカスィノ　モンァスィ

　　　こ　ζろ　　　　　　図　 面　　te’　といね　　　　　　　　て＝いし・ハ3ごん　　　　　　昔　　グb　　　　　　　もの　て“属「

　　いカイソーサしア不。

改造されてね。

∵41イノ㌃嘉許（Aアー　ああ）（C需

カッコーが。

・怜好か・．

　　　（9）
タ、ソタモ　アノ　エーヤッィニ　ナッア冬。

次第ド　勧　 よい勧に　　・あてね。
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e

A

コrガ’

こ矛ヘカX“　　二孝斥しし・　　　もmて“1「b、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

一Zこ＿：！ブン　 アタラスィ｝

、ああ　　こ｝へ「∫と■一　　　丁＝“いβご訴）　　 葦ケしく

∵ゐ！忽∵呉・（㌦三）み1

ソノホーガ　　ツィト　　フルイゾヤーナィカナー。

￥　th方t6・v一　少し　Gいで，1評∫いか写あ．

ア諾一β巫一）∵（㌦・

コ、矯齋り賑…藩1孫、就

ナ、ソテヨーワe

ず♂ってし・るを），

オラヤッイモ　 ミタコトガ　アーデスィダドモネ．

わτ・し毘も　　見1・ことカ・“　あ・ほ・の丁れどもts．

コドモノ　ヨ、ソツィカ　イヅィ，’ソィグライノ　ト牛ニネ。

アクラス・一ヤツ・デス・カe（B一一V　　　）

B

A

ナッタモンタ“ワ不。

t∫っT＝もA1＝“おね。

c

シ、ソチョー

知。ている

ダイブン

f：“いβごん

アタラスィー

新しく

（Bエー）

　　子伏の　　四つウ・

B　工一　コレワ　トコガ
　　　　　　　　　メ　》ぐ×　x

　　　これ博

アマエノ　コー

手前a　こう

／、ンドノしタ不。

ハント㍉レ1　・‘’ね。

　　　　五つぐらいm　　　 時1：ね。

　　　卜・がナイヤツ。デし（Aウン）・／
　　　　，床ヵN“　　アよいものτ・　　　　　　　こA

　　　　　　（紛
テー　モツィ　ハンド’レ　エマゴロデ　　イヤー

fX　持つ　ハ。ドル今頃で（今頃・言撫幡加”

（∵ll）1；；∵糾評ラ
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△
n
り
D

c

≒1需掬無クぞ1∴1醒

物恥（B　x一）㌶（A凱ノ）

　　　　　くでの

コ∴∵（㌦）∵∵ス義キ∴評
イーヨッタ．

6っていT：e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘12）
コしデ　スィジェンこ　アッチノ　ウエエ　モッナアゲアネ・

これで　　自然t：　　あ，ちm　上一　持，て上げてね．

エースｿ豪1；∴）∵1き，（C一

　　　　　（13）
コレ　カタガe

これ　型t・”．

∵；ム諏ノ・（Aンー盈：：1烈誓

フ∴・（A制

パー @（tw）　コリャー　ナンデスィカネ。　コーガ
1であ　　　　　　　　　　　これ惇　　　何で’＠かね。　　　こt’k　fi　．“
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B

A

B

ブンカイスィタトコロデスィカネ。　（笑い写琶ら）

分解し1・所で“Tかね．

コ∴エ1笥・（Aみ）（C　パー　　　σあ）

ブブンテキk功タモ・ダネ。（c　　）
部・分・的に　　　：書いT＝ものlt’　n。

∵イと蕊卿1認，、、）（C制
　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
（C国包）（A熟覗驚つヨよモ舞

　　ソレオ　ウエノ　ァー　ス6キノ

　　それを　　上A　　ああ　 ・金助の

A　ンー　ネリ　イーヨッタネ。
　　うんノ　「ね．り：（と）　εってし・で：ね。

C　コラー　ナン：ヂスィカネ、　 テデs

　　これは　　イ丙て”すかねL。　　　f（“

A　アー　アゲ．ダ。

　　ああ　 ああT＝“。

B　　エ　　エー　　テデ　　モツィ　ト　コur。

　　　　　　　手で’　持つ哲．

C　　アー　　コーデスィ　カネ。

　　ああ　　　　こ　れて”属「や、ね。

B　コレワ

　　これ口

C

　ウェノ　ウエノ　トコノ
　ズ〆》ぐ》ぐ×

　　　　　ka　　酋の

隔）二1∵二：
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　　　　　　　　　スィワント：テ

　　　　　　　　　尻m所で“

　　　　　　　　　・慌）

ナンツィー　 ネソタ“イーヨッタ。

何路。7・か（・捌「hり4　r・“（ヒ）ε，ていr・．

モツィヨート⊃w。

　持つ所。

テ・テー1 @モ．・ソィ　F〕ロ。

季て・　持つ所。

（ハ．＿一一一）

マッスィク’一マエx　デタ

ま，’ZF　〈“　　前へ　出丁・



c　アー　ハハハハ。

　　ああ　　（■lviTじ番

　　ミタエナ　（B笑）

　　　ような

シェボ’ネ　　ミタエナ

骨骨の　ような

（B笑）

（B’1≒）（笑）賦

　　グヤイ”

　　具合に

B　ウスィが
牛が・

ウスィノ

牛a

C

ウマィコト　コー　アルキヨッタ

　」ピーチ〔二　　　こう　　歩し・てL・T＝

（ハ静豊り∴ユ∵

ムカシャー

昔1’IL

　　　　（B

ツィケテヨイテ
　　　NAAA．
つ【すてお’いて

シャタエ

車体A
ソ　ケ“タ”¢

そう丁＝’1．

　　／＼ナエ　　ツィ　ナー

　　鼻へ　綱e

アー　 ココカ’宴l　ハー

ウスィカ”　　工一

牛b・“　　いい

　）＿）デスィカネ。

　　　　　てい曹すかね。

・ソKナテ“　ス“xf一ット

ノ辛岡てい　　 了いう7と

　カズイトソ

舵取り

A

B

ああ＼ ここからね

ウスィノネ

牛のね

ソしカラ　コノ　ッィナトデ’

そi”Lk、［フ　　　　こA　　　　糸岡　 とて・・

（e　1｝1）　i｛）s－A．

，。あ）舞款ll：

％隔詰ネ（Cバー　llあ）（咳）

　　　アノ　ブッパラショ・ソタモンダケン不．

　　　あめ　　　ひ。ゆ。らせていでこものアゴからね、
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　　　　　　　　　　い　　コッツィノ　テァワ

　　こちらの　　手でね

　　ツィカマエ1一ッテ

　　つウ・蓑えていて

　　アイダワ　ウスィガ

　　闇は　　牛が

∵惣∴て。

　　（㌦三）郭∵乏

（C制イぎ竜碧

C　デモ　ホントワ　ツィカラがL

　　でも　ほんとうは　’カが

　　フニヤ。

　　いで’けれじゴ。

B　アー　アー．　エンヤ　アンマン

　　ああ　 ああ。　　いいえ，　あま‘l

C　エランデスィカネ，

　　い5で♂いて“了かね。

B57”　1“　E一 iAアー’）
け哲ど

ヤルホーか

する方が

デモe

て“ 焉@（ていきる）。

ゑ磁オ（¢篇薫

マッス・グエカニゼ　£ケン・
まつ了國ぐ　　 行がねIIF”　い｛丁ブボい。

　タイショー　スィナ　 ス“6一・ソト

　大将9して（紛勝耗のずう。ヒ
　　　　　　　　　　　（IS）
　　　Xl　i：（i．）ヨコ諾顎一工

モート＼ソラ」ワ

　へ
深。ては

ヤソナオサナ
”｛ii・り直て∫ね・覧で

　　　　　ミエルァスィ不ヤ。

いるて“ ｹ‘払。

ナレン

慣：れぬ

エがンデ

1掬。て

エキテ

行。て

　エケン。

いし字与い。

モトデ　モッチa

手許て亀亀持・て

ツィカフワ　エラン。

　：カ　t2　　　い5ず♂い。

　　　　アノ不一　　イマゴロノ

　ああ　 あmねえ，　　　今・頃め

ヨ、／ポド　ラクナワネ．

よ17と・　楽丁・・わ拠。
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ハナウタ■

鼻歌モ

コーウンキデ

耕私機で’

　　ウターテa、ソテ

　　歌。ていて



c

A

B

C
，

B

ユソソゼマー（B笑）ソゲデス・ネ・．イママダ
×メ

　　そAt守　　　　　まあ　　　　　　　　　　　　　　そう　て“一ずね。　　　　　／今・（i一・；）　まて＝髄’（￥th上）

㌦ζ；タ∵デ奪㌃デてB？．）

アーe　ソレデ’モネ　イマンゴロワ　ミンナ　アノネ　アノ

ああ．　それて・もね　今頃19　　皆　　あめfO　あの

オナンコT　ヤーケンネ

女チτ”　やうからh

ムカスィワ　コッテーテ“

昔［1　　男牛て『h

ウンユL亘亀．
うん　 男牛t・“。

ウーンe　コッテ・一一スイカ

アノ　オナンコパ・ソカーダドモ不，

あm　　女牛【ゴか9r：“け侭どね，

ヤリョッタモンダケン不。

や，てい7ヒもAT＝“からね．

オラタ＼ソタデスィカ。

A

ううん’．　　男牛しか　　　いなか，1：で“　ずがe

インヤ　イヤ　 ス6ゴトオ　ヤラシェルノニワ

鮎鮨てい　　やらtム．

ワカーカ不。

コツげやラシ地 iC認セ，『i／1、謡

分うかね。

コッテーパッカワダ。　アノny オrンコE．　オナンコモオソaッタト
×♪く　ノく　KK　rt　K

　男til　l’1；“。かワT・“。　　あa

オモウケドモ　オナンコデワ スィゴトガ

　女・牛も　　いたヒ

デキングケンネ．

毘・’う　〔アとジ’も 女帯て“1？ イ士亭力・・ できTSいのだからね。
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C　イヤ　 ：］ツテーツィーヤチヤー。

B

c

B

A

いや　 「こ，ていAというall。

オトコウスィノ　　コトタ“。

　男牛の　　　　＄T＝“。

ハー @ワカーマスィワ。

11；い　 ・分りま了。

キンタマモ“／タ　ヤツィ．候）

　きん1＝ま（E）芋寺”ア＝　　牛。

∵：：∵ゴ∵と∵ネ（C　バー　　　隠あ）ツ∴ガ

～頴沃∵∴。（e　Gg　lil　lil）∵覇∴ラ

　　（16）

∵彦∴ク（∴る∵（c篇）∵ごタ∴∵

ア粛、∵：トヒ∴償～て、回読儒）

ソーダ’ケン　　ッィ　一　1一　　ハェーブンノ　　ウスィ　デナケニャ　一　　エケ

それアゴから　少し　　早い分め　　牛で“≠調執ゴ’　いワ

クリヤー　ケー　アタマニー　コゲサーブソデ　ナ・fッイヤッィダナ

来れば　つい　頭・・　こiY5aて・　　　↑♂いヒ
　　（1ワ）

ケニヤ ?：∵．・（∵；∴）∵ll．∵：認ネ

　　　　　　Ce）
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　　マゲン　デキル。

　　　上手1＝　　　て一一きるe

　　ダイクスィ　コ“卜∴

　　　大エイ埣に

　　　　　　　　　　（19＞
C　ハー　 オラヤツィ

　　1？あ　お衣し毘（は）

　　不一ダケンネ。

　　　t（ドいの1ゼからね。

B　サー　ホン＝

C
／い／い ソゲスィチョイナ

　　陪あ　博あ

ジ§、ソタモンダ。

乏島て紀、て＝ものアこ“。

も　い　　　　　　　　 も　い

ンェンンェン

　全く

そうしてお’いて

コンダ

こんど19

ヒャ　クシa一ナンカ　スィタコトガ’

百吹生プ♂ビ 口藩か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
　　　　　　　ナンダネ。　　ワスィラツィカ“　ヤルヨー二・ナッテモ

舗ほんヒに　何だね．　揖・し毘か・（百姓を）やう謁ドアみても，

バネ∵ワ∵∴．タ．（∵；三）廓イワ論1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　け

オッテ　マイアサ

5・。て　毎朝

、卜∴ワ訳。

　C　ハー　ハー
　　　（“；；・2k，　1－IL　ik

ウスィオ　 カリニ

牛2　　 借り1：

イそ謡ぐ（c

2：　（c

1
］
1

）i

ノ
入

レ
の

ア
あ

フシェノ

布勢a

ソコエ

そこヘ

　　ヤエガキサントコマデ

　　／＼　重　‡蚕L　くyんノ　（Ut）戸ケま・て“

　デ竃　　スィ　コ“ト　カ“　　スィ　ン　ト

へ　で　仁与が　　すむヒ
　　ノ

Il）皆ク嘉∴ごノ

　オトー　　オズィー　　オトーサンが
　メメズメx　メxメ×Kx
　　　　　　　　　　　あ’父さんか’

偏ご粛（e　GE＞需

ムカェニ

迎．え｛・

マタ

ま森

一129一



C

B

c

B

A

c

A

B

ソコマデ　オクッ7一エッチ　ムコーノ　ホーエ　ワタスィ。

そこiて’一　送。て行。て　　向うm　　方へ（牛を）渡了、

ア　　ソラ　　アサマ　　トーニ　　デラ、ソ　シャッタ。

ああそ綿　朝　　早・　出碧。ア・．

（笑）ト＝旗。ム・一工かハラカラ・）・…一ハンゴ・二

　　　早く　出写けれ1ガ向うへ　　 大原から　　　・昼・飯頃に
（22）

ヘムカエ：一アガッテヨルグケン．ソコエカxスィ＝。

もう迎え｛・　上．ていうめだから。　　そこへ（ll　e）返い・．

（∵1）ソ∴影圃1菰一ll
ヤソヨ・ソタモンタ“。

やってい7しこもめ7」ゴ。

　　　　　（23）
パー B　カー　 ナニスィーモンテスィカネ。

浮あ．　こ掬甚　何ぞ了面のて“可かね．

ソワヤー　オマエ　マングワダネ。

　それ｛7　　あん／1＝　　馬・釘火↑＝“＃．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ：⊃ワヤー　マングワ、　マング’ワ　コァ　タイスィタ　不ンノ

これ！渉　　馬／鍬。　　馬鍬　　こ．れ瀞　アこいし社　 念め

マンズワダワネ。

馬・金秋丁でわ松。

マングワッツテ　ナンデスィカ。

馬・釦火ヒほ　　　何で’了が。

∵媚ノ㌍ず。ノ）∴∴

　　　　　　　　　　　　　一130一
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A　ウスィブ　 ウスィデネ．

牛で

ドロオ

泥を

ミズ4

水（匂

牛でね。

B イマンコWテ

今頃（の諜）て”畝ぱ

袈∴鴛記ネて∵1三

アァテ不

あててね

一ヤイ
曲

一
ア

ボえ、
7
う

一＼／

あ博

て）
き
翫
卜

　
あ

、
守

ノ
　
ー

ソレオ　コー　ヤッテッテ

ズイーツト

てう．ヒ

コンド

こんど’

ドロオ

B

それを　 こう　 ♪く・ってい，て

クタ“ Na　ドurオ’　クタ“ク

泥2

　　　　　砕く。　　泥を　　砕馳く

　　サ石鉢憲累ゐ（O

B　　エーゴデ　　イヤー　　ハローカ　。

　　　≒1弄；）（∵1云薫lil）

億三）（A．B笑）

英語て一　さえば　「ハW一、か．

A　アゲー　アゲー

ああ ああ

アゲイワ＝ヤー　イケン

ああ5わ伶tゴ　　　いけない

（C薫flあ）

B　］しが　マン　マン
　　　　　　ズ♪くX　　　ズバX

c

これが辱

B

パー D　ハ『　ウマノ

1序あ。　口あ　 馬m

ウマ　・・ローノ　ハが

馬，

ヒカシェタヤツィカ“

御免かせ7：やつカぐ

　　　　　　　めココヤツづアワ

ウマグワト　カイナアノレ。

馬鍬と　　書いてある．

　　　　　　　　カィテアル。
「ハロー、パ1？a々ぐ書いてある。

（c　fll）マ磁∵

こ　め　；也万　で’【ま　。

マンクワ。

窟存よ汐・（ハ蕊）

　　　　　　　（　　　　　　　C　バー

　　　　　　　　　冴あ

馬鍬。

クワ　ココ

・鍬　　ここ

kXg）

ウマジャナィ　ウス4カ“　ヒーナヨーケン不。

馬で“1？Vt・　牛が　　挽いてい5か9・is．
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c

A

c

B

コ、鼠／弩1（Bタ爺ク　）

ハー
@ タグ」ルマ。　コー　タグルマ　 ズ＾インド’

博あ　va車．　　こm　田車（｛？）　大変

∵∴（e　GI）賑急∵輻一ノ

ハー B　ミタコトが　ネーダケンネー。　ジェンンェ

11…P＞．　見ア・乎b・・’Mア・・から畝．　全・．

ツィカコロノ　ワカイヒトワネ　ワカラン。

　近頃の　　　　若い入｛？扮　　 分らア’い。

A　 コケナ　タグ’ルマ　 ヨケー

　　こんな　 田車　　 あまり

B　ウツ4ヤツィ　 アルヨe

　　オっ了こしi．至，　　　　あ’らよ。

A　アーカネ。

　　あうかh。

B　ブン　ブンクワサ㌧イタ“ワネ。
　　》くXメ
　　　　　　文イし員才アゴわね．。

A　　　　エンマネ　コンナーー

タグノレマカ不。

田隼か疹、

ムカスィノ　モン

昔a　　　もの

　タグルマタ“ワネ

　　ma車f・“わ　h一．

S　“　　　　N

　　一’　o

　　　　　・今・に　　　 こんで♂一一一

C　　コーモデスィ　カネ。

　　こ」牽x’しも　て“「ザカ・｝つ・。

A　　　コ　しワ　　ソーデモ　　ダ’イ　ブン

　　これ1？L　　　　そ　｝へ．ていも　　　　　7幽z“し・！3ごん

B　アー　ナカウツィグルマ）乞。

　　ああ　　　中手丁阜1：“。

【
え

、
不
ね

｝
い

ネ
な

が
　
ゼ

ト

コ
事

　
宏

タ
　
見

＼
、
、

エンマ不

今1：

アー

ああ

コイツ4ネ　キソースルワネ。

　こいつ（を）ね　寄贈了うhh一．

ホンナラ　キソーシテコ“ス6一一…；

ほんvら　寄贈してあ1ブ（る…一）．

アタラスィー

新しく

ナ、ソタ　モンヤツィタ“。

ア’っア＝もめアぐ’。
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A

C
A
口

c

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　
鴇二累：タ窮㌃∵る∵ツ逡（B蓑霧怨論）

1，一一，e．

ウーン　コーモ　コーモ　アタラスィー」し」し＿＿＿＿＿＿

　ううん　　これも　　これも　　 孝斥し・・もの一一一一．

　　　　　　　　　　　　　　　（26）

謎｝モ殉ブンアテー㌦　コーガス・ジ・ンニ
　　　　これも　7∴・βごん　あて…一・。　これ加　　自然ド

コこ詰丞煮㌃∴∵∴訂・（∵；漏斗篇郭

ミラッシャエ　　コッツィ　ノホージャー　　カネニ　　ナ、ソテゴーワ．
靹　見て　こいら人ノ　　　　　　こう『ら　の　方　て・・！3　　　　　　　　　／金ノ属1＝　　　　アジっ　て　いう書っ。

コ∴課ナ藷；、∵訓・（∵こ反∵獅

ハッタン。

　ハ反。

コーモ　　ヤッノぐ一　　アノ　　タグルマノ　　シュ　’しイテショー子。

こ紬や副　　陥　田車め　　種類て＾し幽ね．

コレモ　ミタコトカ“　ネーネ。

　こ偏　見7・事御　・♂いis．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へい　 ヘ

コノヘンニャ　ミエンァンヨー。

　この辺りに13　　見えア〆いて■4しSう，

アー　ミタコトカ“　ナイネー．

ああ　見丁こ亭が　 ない侮え．

アノ　ゲタミタエナ．ヤッィが　アーデスィがネ。

　あめ　　下馬蕉めよう獄やつカぐ　　　あうで了’が’ね、。
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A

c

B

　　　　　　　　　ぐ　の
アリャー　ワースィタ“　ゲタミクエ，ナモノワ

あれゆ　 「おあ」アゴ’　下馬本のようなもの瀞

ワースィ。

わあし。

コノヘンジャー　　ワーシェダ’ツィーンダ’

　この辺て“t1　　　　 「をっあせ」 1＝一sとし、うの1＝‘’

グツィー。

てご’ヒし・うo

A　：コーモ　タノ　ク・サ｝一グケン不。

　　　これも　田の　　草取1：”から極。

　　≒1：1？幕∵1∵究

　　マジ＝クーダ。

　　　菩で“うmTゴ。

C　アー　アー。　エンヤ　マタ。

B

　ああ。　　　　　いいや　　ま丁こ。

テデ’@ヤルトワ　　ラクナツィ　ーダ．

手て・や儲りは　楽アごとい物アゴ’．

　　　　　ヘナンツィー不
プ、ヂど」と冨う

トワ　　テデ　　ヤソヤ　一

ときうグ｝1守｛トて一　　や牲1才い

トレンノガ

（草ヵつ取れんのが

ヤソヤー

やれ1守“

（c

（c笑）

ワースィ　タ“。

「わあし4T＝“。

（c∵ご）肱∵

　C　コソヤー　タタ2モン
　　　こ｝へ1■　　　　了21；〈もの

タンナカ　 コースィテ

iEの中（X）この詞ド鋤いて

イーヨッタテスィズブ4

　δ”ていアこて“了膠ex“袴。

　　　　イッツインツィ＝

　　　　　　＾日ド

　　　器／（A

　　　ハッタンモ

　　　八反も

（C制ノ1毒ドソ

’・

　　　　イッタングライスィカ

　　　　　　、反ぐ’らいしカ・

1∴混∵（C　バー　　　t’ILあ）
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ソしテ　ハッタンドソツィー．

　　そ？へて＾　　／＼及耳ヌ、ヒし’つ◎

　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
A　 ソレカラ　コレワ　コレワ　ノ・ごバ

、そiへから　　こ1へ隠

ヒッパーアスィカ。

c

A

c

A

ひつi？。ワて“了か。

アノぐバ’ヒキツィーモンプスカ。

　　　　　　　　一あ｛ゴ1ゴ5’きというもので＠’b・。

E£；．O

／漏（B嘉シxン

併こ

ア
あ

　1？一“1ず’

コレワ

これ1？

／ぐバヒ　キ　ダ，

Ii’i”｝“　51　N｝　7：“e

（．蕪￥イ

（All虻）線li，）｝1ご傷露1）

ヒク j撫　
（c　k／）

シェシ

コソヤー　マグ

これ瀞　　　ま7ピ

アーケン不．

あうからh。

ケー　ナヤッィ　が

こん．1Lボやつ6ぐ

ヤ1／イ　ズブ。　　　コ　ト　ン　ト

やつ汐ぐ「ft　　　　　ことんと．

ウ’ン　ウン　ァレ

　　線（x）5i〈

サイキン　マンダ
rk　Lfr（て・も）　手丁、“

　線（e）

　ヤ、ソチョースィーガ’

や，マいる（硬。てい5）人が

しクダ

s’ぐの1；“

アッタプスイカ“ネー　アノ　サンカクンナッタ

あ。ア・て・初晦え　　あの　三角にずあで・

　　　オト’イテ　　　　　　　ヤツガ，
．〉〈y＞　y）：

　　　落して　　　　　　　　　　　　やつth　N’。

　　　　　　　　（2の
　　アレ　ジョーギダ。

うう〆）　　 う人ノ　　あれ　　 あ1匹　　 V｝うきs一τこ“。

c

B

ア∴∵語寛慰が

マダウツィニ　トッチョイア
巷丁ゼ　　家｛＝　　　 とっておいて

素．・（ハ≒ン）

ア’レヨ。　ソレカ“　タクサン．

あう　よ　。　　　　　　そ†”vカぐ　　　　アZぐ　ご「ベノ。
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A

（e　（i“

コノ　ババヒキワ　　コソヤー　　ホシェー　　ババヒキダワー。

この　　　　1ブ1ゴiヲノ　き　17　　　　こ　｝へ1ひ　　　　　　ノJ、　て㌻　L・　　　　　　1　？”聖ゴ5’　き　アご’わあ　。

亀滋翻1葱∵昏需lll：：汀∫（B笑）（G≒許／

ニケン　ニケングラィ　　アーヤツィダ’ナケニャ　　カンジョーか“
一Z£一19S．．．

　　　　二闘C’らい　あ勃で・・阿れげ　　　勘定力・

ワワーテ　　エケンワネ。　　タンナカ　　ナーンベンモ　　アトサキシェ

趣て　L・17ん襯．　田神　　何蹟　　テ麦先宙
一　：一ヤー　 エケンタ“ケンネ

　　じllへじズ　 い｛丁「（ドいのア＝”からね。

C　アー　ソワヤー　ソデデスィネー。

　　ああ　それt’3L　　　そうて“了ね・え。

　　モンァスィカ。
　　　　　　　　　　vvvvvv
　　ものでてか。

B　層エブソ。

　　えP：　v。

A　コリャ　　エオご一ダガネ。

　　これ惇　 えliダワτビがね．。

C　エブ『ソツィータラY＿．＿NxNtS．．N．．．s。

　　え，3e　Vとε。ア、らα鷲筋勧て・了の．

B　 ナラスィモ，ンダ。

　　均了もの1：“o

A　エマ／　マングワデネ．

　　今。（雛説・月し司馬’鍬ね。

オ
を

タ
田

コソヤ　マタ　ナニ　 スィー

これt・1；．　渉て＝　何R　 マーk

タxランスィ　ノレモンタ“。

　乎に了う道，呉7＝“。

（’　Xas）傷二（B
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（　　C　ハー　ハー

　　　　ゆあ　冨あ

．ヤツ2

や。て（こ婦う1・侵。て）



B

点

コンド’　ソープ　コンド　ヤーがネ

サイド

三度

讐1論鶏：（∵ll♪ll∵認∵ン0

（c∵／

コラー @エライモンガ’　アーモンタ“ネ。　コリャー　ムカスィノ

こ哲は　 大愛与もの麓　 あるものでこ“俸。　　これ俗　　　 昔め

クワダケンネ。

鍬γビから拠、

ウツィン　アーマスィズィ　ムカスィノ　クゥ。
　　　　　　　　　　　編家（両捌狩よ　　昔。　鍬．
コノモン　タイガ’イ　アーデショー　アノ　クワワ。

このもめ（1？・）7；1・てし、　　あるて“し，う　　　 あの　　 ！鋭メkギ｝。

　　いコノフンカ“。

この分か・。

ン　ァー　アー　　ムカスィノ　　ァジエノーグワダガネ　　コソヤー。

ん　ああ　ああ　　 昔め　　　　畔塗り鍬ア＝“がね．　　こ4へ｛1。

イン　イングワツィーヨッタカプー。　＿
XKX
　　　　し・ん・∈鋭i火．ヒ言フーてし・ア＝，う、マ㌔ヂあ。

アジェノーク“ワタ“カ“ネ　ムカスィノ．

畔塗リ／鋳火でこ“が椅　　　昔め。
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シfヨ　イテ　 ソレカう

しマおいて　　 それる・ら

アノ　エ・フソフーモ

A

c

A

c

ハ

B

A



c

B

c

B

A

B

c

ウウ　ン　　　　　ド㎝ク“　ムカスィ。　　イマモ　ド｛グカ“

　ううんノ　　　　　　　　　道＿具　　　『穿ぐ〃今）。　　　　ノラ・も　　　 道具右寸ぐ

タ“ズブ　ムカシャ　マット　ヨケー　アッタモンデスィ不。

カぐ　　音17　　　もっと　　7＝くでん　　あ．軽ものマ“Tね・。

繧）ナカナカデス・ヨ．コレカラ（ハ＿）

　　　なかア♂がて“了よ。　　これから

エ｝モノワ　ツィギツィギ　デキルグ’7ン．

　よいもの〔ず　　〉欠々　　　　マいき参ア＝亀’汐・ら。

アゲブスィネ。　カ　ナンデスィカネ，
　　　　　　　　　　　　　　　～ああで回忌。　これし守　何で竪了かね・。

ナンダカエナー。

何7こ噴かvあe

　　　　　　くヨの

憲，㌔）工∴∴∵紮密罷・（c

ミ∴オ孫∵（A㍍）
　　　　　　　　　（3D

イ」げ論∴／毒言薪穿）あワま＿．

ソコントコーニソンズ・ガアーマス、・ガネ．

、乏この　　所に　　　添水が　　 ありますがね・。
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一
　
る

ア
あ

ヤツパソ

ellLワ

（竃）

〔謡．

　　　　　　もアーマシェン不。



アー．（間）P一ス・イシ。タ｛1。

ああe　　　二杓答　・1・車：r・“。

コレワ　ケッキョク　 ココテ“ @コー

　これ口　　糸吉局　　　 ここで　　こう一一一

コリャー　　ミズィ　　ァゲーヤツィ　タ“ナイデ’スイカ。

　こ・ju・t■　　フ1く（e）　揚げるやつでtズ’いブすか。

㌃∵1謀ガ∴∵∴礁謡『字（∵；』）

　　　　　o

カー　フマニャ　イケンブンジャ’一　ナィデスィヵ．

こ細踏まh、3一　いけ・♂い分て“（0　　・’いマ“すが。

∵iA．：（A臨窪湾》（。畜『）翫で一工

　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）
アノ　スィッィーオ　スィトーゲンネe

　　あの　支柱9

A　コリャー　マダ

こ1へ｛？　　　渉ア＝“

　C　ハー　ハー

　　　惇あ　i’1・あ

　　　しているか・らね．．

　　　　　　　　　　（33）
ナンタ“エネ・　　L一イガ

アsんで了ね．　鳥居が

　　卜一イニー　サバツテヨツ7。

　　鳥居ド　つかi，ていて．

　　　　　一139一

不一ケン不。

ア’いからね。

　　　（0 k＞



コノ

この

ノ
　
め

　
こ

コ

サトノホー工

穆聯碗ヘ

キンネンマデ。

迩年7て1一。

C　パー　八一。　コーモ

　　llあ　 llあ。　　　こiへも

　　　（34）

デアート　アレー

出うヒ　　あれを

ヤソ，ッタネ　マンダ
やうてし、ア＝手く｝、　　　ま、「rこ亀「

エッショナモンデスィネ

固じものて“’ず捧

A瓢∵・！挺訳。諭1よ瓢：
C　 ウスィ ミタエ＝

　　　牛《ようlz

A　　　コ　ワヤ　一　　　オ・ンー＝一

（All薫） チaッコ

ちs，こ

チョッコ　　ヤソヤニャ．

ち、Fっ」　　やら侮じゴ。

　　　　　　　　　シェッィ　　スィゴトダトネァ．　　アーン・

こ綿（水楊の臥とう・品つい4四丁・・臨（酵ブ～と・う・との．ああん．

C　　　　　　ミズィ＝

　　　　　　　　水に

　　　　　　ノヘ　　アンヨ　一　ノ　ン不。

　　ていし8うカ、らチくト，

ノ
の

ンクキノ

郡義能

B

A

工

一
ヘ

ホ
オ

イクト　タクサン　ア’レ。

エケン

いじi≠’い

ウツィラツイモ

私n家も

ツィーア不

二い栴

　　　　　、行くt　　7：〈さん　　 あう。

ムカスィ　ココンオ、一ジャー　コノツィキ　ショー・ソタ。

　昔　　　　　　　ここグ｝陀方　てい1才　　（J・1く車てつ米才馬（を）　　　していア＝・

　　　　　　　　　　（3S）　（3S）
　　　ウスィノワク／　スィマッカデ　アノ　カラウスィ

　　　　う了庭の　　　　隅マ・　　　あの　唐臼（9）

（e　ag）

（e　1）1）

　コノツィキ

　米掲（を／

カラウスィ

唐臼（幻

ショッタ。

しマい1こe
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スエテヨツイテ不

才居えマチゴいてd！恥

チョード　コンナゲ＝

’t）＄うと’■　　このよりi＝



c

A

c

A

c

B

チ∴卜㌃∴∵（∵艮忍細
ハー @ハー．　エット　ムカスィノ　 コトテスィワ不。

博あ　博あ。　一ザ㌧と　　昔め　　　芽でてわ谷。

アー　ムカスィモンガ　ユーコトダケン不。　　（B　笑）

ああ　　昔の老が　　　言う亭拶から疹。

マダ　 ウマレテnラン。　　コーワ　　シェンゴワ

教で　生ま檀・町い．　こ哲は　戦彼博
へ　　　　　　　　の　　　　　　　 のゆ　　へ

／ヤフンアンヨー　モー。
きこフプ，ヂし・ぞいし’う　　　　 もう　（A7　i？）。

シェンゴワ　ナイネ｝。

　戦後符　　旧い件え．

アー　ジェンブ　ナイネー．

A

ショッタワネ。

しマL・τ＝十っをてト。

ツィカッナ37ン
使．マいアボ

　ああ　全部　 魚いねえ・

マング　オラドンガネー　サンズィー　サンズィーダィグラィナ
　　　　　　　　　　　　　　ズ　ガズズズズメ
　渉7ゴ　　わT＝し蓬於極え　　　　　　　三ナ歳イギ＜“らいな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）

ス；締∵（㌦）］1イ蹴」グー1∴イ∵

∵㌻∴島識）1易㌃∴貿＝露∴（㌦云）

些些∵1∴黛∴∵‡訓∵）1嘉∵
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B

A

c

A

スィイシャ　　ココツィカ、ソテ　　ドンドン　　ドンドン　　フンア不一・

水孕　　ここ臼娼マ　どんどん　どんヒ“ん　踏んで晦え・

（C制∴囲い弊誌ズ∴ツィ∵，∵

ケッキョク　ヒカワノ　ヘーゲンノホーダワネ。

結局　　　斐1・｝郷）の　　平原m方だあh。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）
アノヘンワ　カワユーデしスィタケンネ。

　　　　　　　　ひ　いかわあの辺，ほ（ここから匿斐伊円の）下♪瓦で了から毎。

アー　アゲデスィネ。　アゲデスィネ。

ああ　　ああマ“了ね・．　　　ああτ了疹。

A

c

／i；云（C薫）獄滋ξ

ト子等三内（CRg）

ナンダエグハツイドーキブ　ケー

何だ　　　発動機τ’　　つい

デ≒ネ）鶉謀瀦（c

ムカスィワ　ソデナコト　　　　“

　昔口　　　　そんアsこと

パー B　マー　　シェ一身ッィ……。

〔守あ。　まあ　　住）舌一一一…。
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ミX“　．｛ガ

ホが

　タムワ

　ダム1－3

隔）

　マゲニ　アゲ7’

　上手1：（水匂揚｛ブz

1；1　．）

卿

　フクイトコwhオ

　　低い所そ

　ズ“1ト　タカイトコニ

　ーサー∴7と　　 高し・プレ角「し＝

イマンゴラー　アノ

・今頃懸　　　あの

ナイナスィタケ’ン不

アゴいマい「9カ、ら1〆3一。

（e諸



B　ツィカゴロワ　ワカィスィー　オトコノヒトモダガ　ヨメサンダテ7

　　近頃は　　老い人　　　駒人もだが・　　嫁きんτ胃も

　　ラクナモンタ“プンネe　（C　笑）　　ウッィノ　バベサンクツィガ

　　三二勧ア・いか輪．　　　　　私諒。　　婆さん・’助ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐヨの

∵添翼∵∵やご㌦溢ζヅ∴コト

　　　（40）

≒諮り鴇1⇒（c並÷）ツ1勺鵠

瓢赫1で篇）鷺タ／　loif“ンチ諮が
　　　　（41）

　　㌃∴隔∴，ン弦恋（c　1）9）二1∴∴。．

　　イマゴロノモナー　エドポジプデ’チョ・井　コックサエヒネリゼ

　　今頃補は　　　三木㌧フ。て一一玩．ヒ　コックさえ　ひ三門ゴ

　　ミス㌦ガ覧　サート　デLル．　カタッ、不。ニ　ポンプが亀　アッテ　コー。

　　フ」く汐ぐ　　 5あっと　　出啓。　　　1イ方に　　　 オ、。ンフ。rウぐ　 あって　　 こう。

　　（c笑）ダエタエムカス・ゐモ・ガ蕊ド・ダケナンギ
　　　　　　ア；“いf：い　　者〃、者ヵぐ　　　　　　　どれe3ど　難儀（を）

7軟㌧凝結ノ7≒発；；）ブ薫／
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A

B

c

B

オンケータワネ。

恩恵・ア＝“お捻e

ラーガネー．

ろうが袴e

工一 @アッタ　アッタ。
ええ　　あワア：　　あっア：。

エマー @モー　アワヤーシェンe
／今・【ひ　もう　　亨い。

イマカラ　ゴズィ　アーダドモ　エマ：ゴwワ

アーマスづタ

あVましτ・

フタオスィア

今から　 SO（年）　あ5け侭ど

ポンプガ　ツィイナヨル。

今頃1ひ

　　オごン7。が　　　ついマいう。

A　　イヤ　　アーダドモ

蓋Xしマ

ナンダエ＿VN．．’VVSrvXtVVVV．VVV’

　　いいえあ6けれども　　　　　　　ア’ん7ゴ

　　　　　　（42）

　　サ義憲／（∵π）現∵フ霧結w，1｝“￥｛，鴇7

　　（8　烏碁デ）期∴∴（B並虹’㎜l

ノ
の

ア
あ

B鴇11∵一工∵（C　ハー　　　ほあ）蜜1＝が

　　ナー　　コーヤッテ　　クソノキブ　　コーヤ・ソナ　コー　ツインドクヤー二

　　　　　こ．うやつマ　　　 栗e本マー　　こうやつ“～　　 こ，う　 手責ん，？”置くようtz
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c

B

A

ナヤ’ンY　“＝　td　7 i㌦）キー”’　’〈’　4スィキニヤツプ（C論

マ∴∵オ∴イ∴ン（㌦1；2三焔；ll

コンド　クミアゲノトキ蕊ヤー　コッツィノ　キノ　ツィカラデ
こんど’ @汲上｛ブの時！・は　　　こ．ちの　 ，木め　 カマ“

柔漏∵∴ス親卜（∵1云）∵∴デ

㌃（㌦）∴∵イ鷲1∵認／∵；1）

ッィヵゴvワ　ヨ、メサンガ　クート　チョ、ソト　コ・ソ7デ　ヒネllサユー

近頃呼　　嫁乱が　承侃　砺。とユ・ノクて・ひ控賢え

スィ　リャー　　　エ　ドポンプブ　　ツァ　ーッ　t　　ミ　ズィ　カ“　デ1レ。

す担ボ　　井戸ホ．ンフ．マ・　つ紬，と　　オ・卵　　鵬．

ソーホド　カネガ　エーマスィワネ．

それli一ゼ　金が　　いりまrq’hh．一

工一 @カネカ“　エ・・ソタテテ　（C笑）　エマンゴロワ　ラクナモン

ええ　金ヵぐ　い。アこといっても　　　　　　・令頃博　　　業ア’もめ

ダワネ。傑）

丁こわ怜。

コナエタ晃ネ。　コナエダモ＿
　　ムム　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆム　こm月iJMね。　　　こめ別も一・一一一一
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B　ト　ィーヤーナコトオ

　　ヒ　　 5うようrs事を

　　ハナスィワ。　イマノ

バ享㌃∠llイガ1＝訂（c　（II）

ヨメサンワ　ラクナモンタイーテd

A

c

話すわ．　　A。　・・　嫁さん｛？　豪　・s　t・7＝一一（と）言。マ．

コナエダモネ　ウッィノ　ナ〉タ“エ　（B笑）　スィマダイ　デデョー

　こ・前もね　　うちの　　VんT・・　　　島六（島tft　klY）へ翁ていう

コ麟（㌦）嬬∵∴1ネ（∵；gl

ノ嘉∵∵二4∵∵∵、1∴ネ（c認

アノサラヤナ・カアラ焔ネナンボ娑姜蘇磯シ…ス・礁
勧　皿や・’と・　洗うに　　いくS　　　　節水rゴ

シェッスィdグ　　イー9テテネ　　ケー　　コック　ヌィチョィテ　　アラィ

節水ア・・（り　乱マ伽　 ついコ、．ク（匂技い・S’．て　洗い

　　　　（43）

ミンナ　ミズィカ“　ネーテヤ　ナンズィニ　 クンジョィテネ

　皆　　水h・”　魚い，ヒ言えば何e寺1＝　　汲んブおいマね

（㌦ρ1競τ∴砿∵ス子’㌶∴

アあ謡∴（㌦砿ば意人ズ／冤ノ潔

ツ・功　（A（笑い弊ら）ワ・レ…；」一L’　）（B笑）ス・マダニ

路うか　　　　　　　　　　　　　　島国
コンジョーツィー　（笑）　ナンダエラ　ネ。　ヨーネ　　トマラニャー

　ネ艮　　十生．　と．　L・う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ丙　　プシ、　　　　　　　　疹。　　　　　　・全　く　　（オ〈かご）　と　i　こ7ねにド
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A

c

　　　　　　　　　　　　　（44）

（㌦戸耀ゴンシ1∴∵ζでリ

マー不　タエグー　オツィン　ツィカク／ホーテモ不　ヨメサン

律あね　　ア＝いτい　　系ムA家（の）　　近，＜m方マ“もh　　　　　嫁さん・（そ）

モラーテヤッタスィーカ“　アーカ“ネ　　ホンニ　　ミズィー　ソマツィニ

　貰。丁・人が　　　　　あるb・　h一［駄とう（：　フドe　　粗和・

∵，が（笑）ナン∵カーニネ（㌦）烈マ

ノ論島1焦（㌦）隔ム∵∴∵ネー
　　　　　　（4g）
ミズ4　アラー　ツィカィスィランモノワ　ヨー　オヤカター＝一一

水　　　　　　　使い（方e）知らない考ll　とマも　　親方i：

ナラン　ナンツィーテネ　（C笑）　イーヨッタモンタ“。

「sらA）　　「xとN’と冨，て袴　　　　　　　　　　 ；17マいア＝もa1：“。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4S）
ソーダが　ムカシャ　　ミンナ　イドグッタデサーカ・　イヤ　塾

それ筒・・　昔12F　　皆　　井7篤ア・て“LGうが。　いや

カケミZ“　，fダネー。

かけ水．存“ね・え。

カケミズィダ　ヤマヨシェノトコwワ　ミンナ　カケミズィダ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹
かけ水だ　　　山寄の所19　　　　皆　　ウ・け水だ。

マー　ソーダドモ　ムカシャ　ヨー　アゲナモン　ノンジ∋ッタト
ま，あ　　そう1：“｛ltナ笑ヒーs　　昔il　　　 elLう　　あ〆）ブ♂モノの　　　 ／飲んでt’t、T＝と

オモーテネ．　（笑）ヘビガ’スィンダリ　トデダイスィランが

思・っ　て　件σ　　　　　　　　　　ま吃　ゐぐ　　　　死　 k／T：“（）　　　　　　と“う　b、　矢e　らんかご

キチャナグナェナ　　ミズィ。　（笑）

汚・・　。ilうな　　　　水。
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A

c

B

A

ソそ需浅∴卜∵∴ワネ図。

ソゲナヤネ　ウマしタズィブンカラ　ソゲナヤネ

そんなように　　　　生ま1べ1＝ヒ頁から　　　　ぞんブ♂ように

　　　（47）
ワーエテ　マメダ・ソタモンダワネ。

薯・」合1＝　　　　イ建原』プ＝㍉アこもめアこ“わをみ。

lll　）

ソタしテ・一ケン

胃，ているから

ハー @マー　ナX　クータナナ　ソゲナヤナ。　（笑）

i舗　褐　何㈲食。ても　　そんなような。

マツ4カゴurノワカイヒトワホントー一　z一。

ま　　近頃の　　　　　老い入11；　　　けんヒうに。

〆グマしタニヒンデスィワネ。

　　恵ま抵ア＝ものですわね．。

B繰うデメ∴∵

　　エーモンタワ不．

　　　よいもの丁ごわね。

（A㌫）フ1冨／ ｝
ア

｝
で

ヶ
ξ

ン
、
’

オ
廻
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注

（1）カー（これはの意）出雲地方で広く園いうeアラオコシ11；、稲を刈

　っ顧あと、春に㌃って田を茅丹す最ネ刀の仕・事。牛でする。ここiひアラオ

　コシの機械，

（2）サーはスノしm華云． ∫U　ru→5鼠：

（3）アラオコシen次の作業．土Xややこまかく砕〈。

（弔拉丁．了き起し1：田E・水を入れ、さらドすき返，了こと．

（5）負．て．投げ込んで’．

（G）ワーチワー→ワーテヤ。

（ワ）　進行汀多．　出雲7でIBf見在孝多17園いない。

（8）次第に．1償次t：、追，々にの意㌦タダモ，．タダモノとも言う。

（9）アタラシューをアタラシーと直音に言う。

（to）テー　モツはテヲ　モツに当う。手デ持ッと言うべきとこう。

（fl）才発」二＿イ・反．グ、こと．・鋤の反車云＞5しx㌧・うρ

（i’2）アゲルデスmよう1：も聞こえる。

（13）つ／ごやくようド、カ・yb・（：聞こえ5。

（！4）　孝会本E　見マ　の、名矛冬の　ア・あ説明さ　れて　も　よ　く分らr♂　し・。　　「ネ　り」　など’

　も同じ’。

（IS）タテ、　ヨコEタテシ、　ヨコシヒもいう。

（t6）オラの複数1：オラヤツ、オラド糎あうeオラドワ→オラタ“と考え

　られる。

（1ワ）コデサーブソ｛1コゲスルブリであワ、コウスルll　．話し予択．身振

で示し　1・・と一締・鶴ア依現で．ブソ繭分・動作．次・文知3＋

　・分・聞きとれないが．本文の通りとすれば、　「ないという奴でないと・

　し・σγ♂6、っア＝」 と流ダる．。

（1のウマゲユm転が。上チド、立派にの意．

（19）オラダより新しい言い方のよう1：思えゑ。

（20）ワスィラツ4悔オラヤツィと同じく複数。ワシ1？・オラt：対しマ尊大

プ♂召い方。
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（2f）地名らしいが、不明。

（22）　ハヤの華鼠γ：“ろう　と，w．・わ1へるbx“．　出雲のtcgllマー’iび嗣いアalい。

（23）　よく用いられ参。　出雲㌧全般。

（24）コア→カーであろう。

（2s）タブワーマと言うべきところ、この人17タグワーマと言っ了いる。

　　｝〈しtrUrn鼠→kw玖：ma

（、6）弄い・、と言いかけア，らい、．

（2のワー・シともワーセともいう．大足の転と説明され1：。山ハ草、す佳月巴

　モ．水eeの代かきの彼、踏み込．む大型m下駄mような道，具。

（28）稲を植える四角の面積。ババヒキは従って苗を植えう場所を定める

　ア；めめ縦；横A線を5i〈道．具。

（29）定規。三角定規mこヒ。作業の順序を言ってい5。

（3のトイレ（石鼠八dべ）と言っているtぐ、　トユワと聞こえる。

⑳小型，・・　・1・9．　・j・i嚇衝などっσて流れ・・随入撤動力・篤箱二つ

　プ♂　　と“　の　　二も　　a　　モ！　あ　　ろ・　．　　イ固／＜＼　の　　米才量　　き　　｛：　1｝1　し・　1＝　。

（3・）鳥居が対費しτ・略。意。

㈹睡・fiCii　Xロいる・でいう．

（3・）　「tts　5ヒ・d・瞭・）一dja・と鵬べきが燃噌ら磁・と・・

　っア：と考えられ6。

（3S）ウスニワノ　（臼ノ庭）　と、言フているの6ぐ、ウスノワクノと聞こえ，る。

（36）スマッコヒ召ってい6めが．スマッカ｛：聞こえる。

（3の　出雲’地方　のネし芋了ち。　巡ネしの　，1，　と。

（38，　斐伊i，l11；昔の　ヒノ　．カワ。　こ，a地方19この）ilの水£原地1・当　る．　才し才丁ち

etて下流・一三財平野・風景葛。ている．
（・9癩心門・通学娯言。ひ・る．お嫁き儲以齢婦げ・♂と“x

　大きく糸吉ってい7＝。

＠）桶のこヒを9かしいう．ツルベも昔t・1；一木製の桶丁ご，了・．ちなみド肥

桶1？コエタガという。
（4りヨ奇・6X：カぐよくア∂⊃っ　一て．　お金bぐあうようにアSっ　て、　め奮。昔11Lケケ竿’の先

｛・ツル越つtlて水X　SA・k　T・“　e・、深い井ハ誘駐使。1・．綱13竹より
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　も　　高　イ面　 rr～っ　　 1＝　夢　　　　　「tr＄1　 子　　6ぐ　　よ　　 く　　 「〔　＿重　　　【＝　　｝言．　　「　i里ズうぐ　 よ　　く　　
て
　

＿i　　　〃へ　意　味　 も　　，iF）　　う　　。

（42）サオンバーヒさうべきとこう。バー博輝。

㈲i3　tん晦年婦う・・松江市1“・，夏に・齢ヒ水不足となワ、・1・釦・

時間制となる。

㈱ハイゴン（仁多郡・塒ド／＼イグン）は出雲地方のみ・・用いう。騒ぎ

あわマう芯．尼子氏の敗軍・騒ぎからきア・語ヒ伝えられτいう。
㈲「洗い、と言いかlll　1、らい、．

（46）しょう一→さあ（ショー一→サー）の変化不明．

（4・7）wariai（炎e（宴弓り・合いて“）害iJつ合いにの意’味らしい．　ri　l呼’長者一6ヒ、して、

し～～a∫とな1］、∂lc？e：となう6・らwa：e（丈eとなフア＝と，恩われ会。
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　　　　お　ち　　　はかた　　きのうら
V、愛媛県越智郡伯方町木浦

　収録文字化担当者杉山正世

　同　 協力者江端義夫



1，♪セ点名

2、タイトル

3．録音年月日

4、録昔場所

S、誌し午

A　山岡劣結

薮多県趣智郡伯方町木浦

私食い虫下審

％系Pt　3a穿H月　1日

牛方町農協会館組含長室

男

　よそで望透した期闇（購学りためR外蛇でノタ年闇）バ後い六・り、；

　毘の工老的かもの言いが、微弱‘てな，て、、ろ

　の職勢上、工麺人一ヒ。擁僻〔1；一多いげれビ｛

　い孤多くなフ　て、・る。

6　阿部簗、：一　　墨

太叙しのきむ粋！くs．．であ’る。

こ・んの話しこと〔鉢織民地・と1⑭生柔り、夙〃・　［〆威びう

　れる。

入正元’茅生まれ　　　寝協卸！含長

　　　　　　　　　。　また、紺，・e　Jkヒして

　　　　　　　　、共遍L語豹なこと！ボづ’か

照和1ク誓多孝れ　　　濃静蝉騒

よく記し奴卿してく泌鍼意のべごaj　ip。

6、録：野饗虎

　・即下ま、轍移ん湖鋤昴者Dくり！謝・・kで秘。
　・釈鎌時に，欝穏惣雰岡気て“易フブく。

　・誠実で、齢のこもつ六杉塞／呼野バ、進ノ了していみ。

　・錬者状況ド勲チで・ある，短訳《イクの！本便甲ぐあ，T・こヒが’、

　　馬卜塾しまれ’る。

7，録音地点の襯取鍛した方言の特色な脈ついてilSr・，『茄談誌資

料（6）」　を参照。
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松食い虫被害

謙し手

（鰐）　　（氏名）　　ぐ，痩）　　　（生耳）

ハ　 山岡芳佗　 男　 入正タ乙年劣9tれ

B 隣礎二 男 昭浮、217＃笠≠れ

4　／＼・ヤ　毛一　ネー

　　　　　毛う　　厭。

　　　て一　 ココつ／
　　　　　　　　／
　　　ぞう　　ししらの

　　　　ヘ　　イ　不一　ンー
　　　　　ρ　　　　　　　　　9 （

アノー　ホラ　毛　イマノ

あのう、　　それけ　《う、　／今’の

イ・一デ▽ワ　そ一

方加、　　　tう

βアー。ホー　9。

B

　　ねえ。　うん。　1　ああ。　そう

　　　　　　　　　（2）
ヤ　ノ　一　　ヲユ・一一　ワ　ープジマ　ノ　一

といり　　　　　　　　　穿血らt・J’の（と）

ヤ　 乏ニー　ワキャー　 フ．カラン

　　もう，　　わこすげ　　　・全・らな・・

　　（3）

　s。／　そ和’，

∵∵アー（㌦「り

！a，　｝il“

　　　　コドモジャ呼タラ

　　　　与ど’6≠♂つむら，

σカラン　ヲン　ナ。トラ

分ら恥・　’う6　な，ていゐ

　　　　　　　　　の
）ホ死わ一ウ・づ
　　　　　孝〃の参lt・”の、

ンソ

亀創≠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　（4）
／＼ケー　／一．ワイラー　 コドそ，ノ’ Wブ馳ソニー　フナク7グ’　 コナ

ガ鶴　　 1娩。　私ら　　｝ど諺の　　peAe　t＼　　ぐ‘，ナタリ駅　 ケコ

クガヒー　 ユ・一 A　　オマィラーm”　ユ．一　 コナタ　　フプタ；カ”ヤン　トワ

ナタ1）1・・（t）　？x，て、　　t’お就㌧｝｝がマt）　　宅）〔のを．）〆つナタ”　　ttコナタ刀グアらブてろう・

　　　　＿　　　z盈t）　　　　＿　　　　 ＿　　　 ＿
一・ i認り鴬ソ∴㌘露／ll犠イτ擬
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A

s

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G）
入『ン入“ン　ヤッバワ　　ソーユ・一　 チヲーシデ　 プイナッテ　 イク’／

湾Fπムノす』rん，　　　　やつ1チ∂ケ　　　　　そう、・ラ　　　　　参周争て・・　　　　　　　プ’＜なつマニ　　　　∫テくの

ジャ　　ブ　イ　　カオそ一、が　　ノー。

マ”tま　　　　　　な、o　　　　　！づ・（と）　思うカ、”　　　　　　才雲え。

ハヤそ一ナ・・z一タ。7一ア／’二一ゲンゲ〉イマノ
隆　わ　伺ω言，篤　　　あのう、　鵬τ・　　躯

　りドモニホーゲンハヲ㌧ソアラー　毛一でンゼン　フ汐
　s一と’圏毛ド　擁ω　　訴ζを）　kr・う、　　毛う　，A・Pt．　　分

∵覧（P∵らζご19ζ〔’（Bあ二〇、）

ノ＼クー一　 そ三一 @ ヤツ／3　 ノクt’

¥ コー @ ’f？ヨソテそi一　 トキドづヒ　，恋

τぐから、　　⇔　　や。1びつ　 営殺．（へ）　　行，て・・て宅、　　　瞬気

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　（ヨ　ージュ　ンゴ　　／カウ　　ヨノニ　　スノレシー　　そ一　　ワイラグそ

　樗旧制を）　　衡　　揃・　qhしt　t＞，　秘7’Pt

ソメ。　滋レニ・　コドモニノグオヅタラ　マー

そう，　　　　　それ‘（＝　　　　　る一ビ『疹Ak“　　　　い1iら、　　　　　3あ、　　　　と”うしてt

ゲンS？カワ
“　IL／　lia，

ナレ　ンヨ。

なる　　めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　ドーンア乏　示一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う宅

漏㌃∵の凱∵∴∵ラ1／
　　シ　アモ：　　ヒ・e　一　ジ㌧．　ン　＝ゴー　　　ノ＼ナス　　　ヨ　一　ン

　　　しエt、　；橡洋銑を　　　　　嶺拶　　 勘‘x
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B

A

B

1う1．il．∵礁つ∵1．／認∵∵
　　　　　　　　　　ノヲ　　　　　　　　　　　紛
／ダイグラィゐ　7、t・一ジ・ンプフーノ…t“一。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　イ～’ぐら・つぐ’　　　　控．　樗三智俺）

（や㌃∵’㌃ジ々∵ゴ甑’ご♪紙で∴
　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゲン　ソノ　毛ンジャソタケド。

　　　セの　　　　右のt：”ワ汽げど．

＿　　　＿．　　　　　ノヘ
ン♂ヨ．ン’ヲー．ア　　ァノ刀璽㌧フーエーシ・一ガ㌧

勧　’．　勧　よ。　ああ、　あ・　タ族へ　　　彬畿へ

っ一 諱諱fレ諄論ツリ優・ζ惰．詔

そ1　《ンセーガ「　しe一一ジュン・ゴ　ツカエ　 ヒa一ジ’xンプ　ン
もう、　　荒珍か・・　　　穗痺続（te）　　　　　　　　で更え、　　　　　　榑≧隼論（を）　　　使

㌃貿．凶（∵0∵搬寿ごイ∵、顧∵

ッ　タンジャ　ケン　　ノ　一。

の丁で’かう　　　　　　ねえ．

アノー　コ！バツn4ガワ’レあタ7　ソ／　イカソユーナ
あのう、　　宅辱遣．いが　　　 海かっれら，　　　その　　・吋ない（ヒ）宅？て、

㌃（1）∵∴謄環孤1∵ロ’・（りぞ毛÷

　　　鷲
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A

s

A

ニワカ級〆ソノブ　プンジャ　ワイノ’。ドー　シグ毛’　∴
イ我しじ〔凄・　　　　　　　　　そう｛；，　　　　　イ57ブぐ みえe　　　　　　と・・う　　　　して毛・』・…．

スグ％一ソンカ”イ　プランワィノー．トープン。ヤツ・・．ク

すぐ｛賦　　　　そんナ”卜　　鶴な・　あ綴．　　考・全　　　鯉均

ソノー　 ク　ウチノ　　コド毛ラデ毛　ハヤー　　ワシノ　示一デン．オ
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　　　　　　　　lg∵（㌦尽り∵、∵。1コ∵マ1縞マノ’

　　ナンデレソ乃デ瓢ミ傾，記一ソノ’渥冴’レ
　　傅で：　　　　そしちで　　a，c　　庖　　　　f＝、　そ　dnう　　勤めていろ

∵∴1ン瓢二θの

　　ン〆。ケヨットグライ　オ・シラー　ヤッテ乏　工汐ρノ．
　　うん・．　　　ウしぐ’らい、　　　　　　看硫4慣（．を）　　　e，■t　　　　」　ANろう．

　　　ノ
　　プン・一一’一。

　　就！
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b
O
ハ
〃

お

A

B

五
ρ
h
p
4
μ

ケヨヅ　トグライ　ジャッヌラ　　示シ馨一　　ヤッア乏　　：払．ψロー。

ナしぐら・てら猷　　　　　　三三、（匂　や。窃　　♪かろう。

イヤ．ソレがンたンノホ海一汐”ソノ　チ・・けヲ
いや。　　それザ　　そめう，　その　　稀’償が匹　　その　　ち・と陰ら、

．＿　　　　　 ノ　　　
＿∵∵怖二て∵／∵卸〆∴嘉∵ミ

ァィノ才、シ，＿。．
h一一闘．

　　　　　砂償ω）、　ひ・・か勧　　よ．

ン〆。マー　ソージ㌧セケド　ノー。

うムノ。　　　まあ　　　 そうt・’『｛TAど　　　　≠；え。

ンー．不ジャケニ　毛一　・マツシマノー　アスコ／　アノー　ズ万

力、　で・”。・ら、　　の　　オ褐の　　　あそ訟、　あの　瑞巌

　　　　　ノ　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＿掌∴1ぞ∵醜篇ソノ㌃昏惑フノ∵；，

多フ　　ノ＼イ　　　キ　Elレ／　　みウンジャ　ケン　　ネ。

　　　浩う　　 東ている（と）　鳶うあノで’φ・ら　　　　　才参．

㌃1（A劉㌃∵／ホ∴マ凝循きIE
ナィ　プッ　ナィ　プッタラー……．

藷く　　 なフ、　　　　＆．．く　　　なつ胴丸ら一・…　。

ホー　　ヨ。マツシマジ険ケン　　ネ。

そう　　乱　　才易亀「で『から　　　　ね・

ソー　ヨ／戸．

そう　　♪闘え，

　＿（｝2？＿　　　　　　　　　　　　　ノ　　　＿　　　　　　
一

㌫餓漉∵t∵．（β1ご．）1∴ぞ
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　ヒ・ヤクンヲーJOラ　ユータラ　　毛一　イ96フ　毛’

　層碓e・ら　　　　　　宅うkら，　　も）　　　いよい庄　　もう、

観1窺∵㌃〉ウ∵姦二てち菰り

守ママ

気盛②
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（1）

C2）

（ヨ）

（e

（s）

（り

（7」

（？）

（9］

（to　）

（の

（1　x）

（1う）

勅
り

（
（

「オヲ・が・イエノ（：私の象）バ、　っゲ5：って、「才ラー一∫〉エ　」

と考巻音されている。

「ワーヲ」尽，「ワレラー」〉「ワイラ」〉「ワーラ」となフて、

隻じ’穴るの。　A誰・考’i9、　これを：特異な毛φの一フとして例示した

代晦蓄｛at　）れ粍、㌶稗ぐ四壁て・・る．
「だから」’〈鵜拶するi懊：擁の接説参67Vして、話％6｛a、「ハナソ」

r一 oグー．」と、）〈f更う。上地こと1ごうしい鱗’色・ターフで』ある。

苅藪べ知詞の複．数影卑弥（・、「コナノソという旧称ベタ乏爾されて

いる等寅．（ま、〉）曽される。

←ナ以な。ていく」ことX、こ0当塊娼駅弗ど，「ナイ　ナ。
ア　イタjtノ蓼L現フ’ン…）。

闇きYソ唄難

輸し・断魁の勘動詞に、土胞こヒ欧コよ一細・、「ジ。∫ヤ」

が1便錦され．る。ヒころ桝、1緯｛＼「ダ，が倹削5れみしヒ｛あ＆，

ワ豊滅り趨1穐助詞で’｛＆、泥年ψぐ「グユコ、9年Rぐ「グンJ、青年以

下が「f－」9辱シ便．う。

「ヒラグ」の章；味が目明。「ソンタ，タ」とば、次男駅分象yな時

｛・勧。「シンタク、tfノ、k、　t「誘之と韻σ・」と訳げ・。

「，戻って⊃乏、r毛ンデ　」k購う9（9、　エ地こと〔ボの持Er．4）一り

である。

「ソゾニー．sla　．お況のこヒ・こ梶騨触て“　（pイ畑氏少ないい・

うこtである。　「ソグ乙タ／」と乏皇参賓にして、「Ptノ先ドくフつ（ノ

た藝」を霧呼亨ることに、多い。

姓

「帰るヒ」E、当健でに、「カエしかト」Yも、「カエルト」と
b言う。

・発誰力噸偽て、廓ヒ帰能，
クワ［Kwa］音力ぐ、　工地の老等・層の発看劣沽（こ、蜜きていゐ．
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（1の　こつ「デ」毬、三三が、院樽準謬グ」¢竜て＼言いか丸rζ・eりら

　　しい9　「ぞれて’」と参1（一盆ミした。

ω「～力トコー～，（～かと、の、～）の叔〈．　N講演
　　δのの物か（顧諺鋤城伽・励話考A9毒三絶で’あグ、
　　曳礎，こと1ゴて”臥f∫い。

a・）・ワシノ　．・：」V営門吻と，てお勃謝ケ）と・う董疎．茸

　　のt〈健之ていう輸ぐ、払Fも叙1霧1くしてある掲前セ、この1ボち

　　い、「ワシ／　ズ」ヒ＄，ている。

＠闇きとソi：〈・・が、詑蕎の穀斥を得て、檬記のとお知・鱗した。

（・・）藁で翻んct　4F・，筏ノ平浅・運搬番。てんZ・・　Kv　t＄の助絢・、・れ

　　をzaもでつワ下‘プ、担ぐ’。

似♪　勲・飯廷、「アグメジ」と濁昔｛：していゐ‘rp　mx“、庭冒さPtる・

（・g）葬者Aの象。前ドは、霞を）ぐ田があ5。天秤牌τ’毛り飽手旦、、ビ『越

　　す＿sとい）　ll，一‘つ言い～よ、東ネ旨き＼よく表わしてい’る），

（・3♪下手町で｛a・かフて棚下が霊んで易ノフk。瞳産豊野しプ（リ、椛ド

　　乏kセ畳みこんだジずるん門役りこt－ki、「シ万ナカセコV、覆

　　う。

（2e）　憎き℃リ囲難。樽記のこ＞tく｛鱗して、款．惜し1：、

（2S）　■　再入巨を　農わす　も　の　言　い　（4Z、　「　Pt一　　ク　ワ　ン　」（　食べ　う虐しない　）

　　S“’　一一一　knee　Z’‘・・E）リ、”・一クワン」なぜ低鰍回る．

㊨木浦門口碍の・ト：1：地滅幕

（27，　凹きヒ．∫ノi翁難。3βし三部（つごYく角琴しlc。

〈＊）混轟赫浦捲のあr・p民・シン，ぐり（豹激止）と卑艇れる，

吻潜幽a七uFiコヒ餐隣して・・ゐ、rソ．醗揃とな，Zいる．し9・

　　し、凱三野な母野でし｛まないようである，

（3の　木・痛四の＼　ある　「峠の’3、・もと」を「トーノ　　ニしト　」’と：宅；フ　てい7気

　　峨そりあ≠・リ乞指し祠陀潅1・毛傷Z、・る。

（3P　木捕兆の迩，辺／ドあみ「茜丸th」．

（3暁〉　闘きtジ＄難。　しかし、＄雅考β‘つ教テに’てよって、　樗甲乙のゴ’tく解

　　し斥。
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（33）　　町ズIvナバ　　ユ｝ま、　ずる　ずる　と粘フ　こ　い　箕の　こと　だヒ　言　う　。　茸　の　一

　　纏e

（9＋）　「イタチ」ド、葺の纏類の一つ。

（・の終鋤民・グドレ〕レ」。・れ1渓、備れる・い・う巷蕨でSる、

凶　蒲ノ（d、ノ（多島の人穿の死域／易祢。

1紛　木痛障OP小穿地域彦。木蒲鍵L31得仁あり、木ヲ酷捲φつき訟た享島

　　乞嫡脚の：集落彩．

㈹（」9）　どタう毛、　フ〈島1匁の田丁擢。

㈲㈹　ど’9多毛、六琢的の1集’跨β2。

塵）　「ソネー7モ．⊃匿、　「ソナイデモ．」の音躯で’あみ。一一搬’z、／ヨ；／

　　〉／ee／び、稀で亀辱あろ。この立絶で俸、／ai／バ2・a　h＿同化し12い

　　めバ署遍しビあみが’、栃1ζ、［　ie：〕となる、とが’あや。［a：コヒなる

　　こともある。

徽左
（わ　；＼イ醤　ぽ，「もは一やAの変イしした疹の。　「ハヤ」とも名：う。

　　　較星1　「ハヤ（ハイ）そテクノ？」（tう3予くの？）

ω辱ヤリー一　aぼ、ミカン芝入れる四型の容器。プラスbh　一7ク製で；

　　ノ8ノく3ほどのミカンヵぐ入る．
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　　　　　なんごく　　　お　こう　　じょうつう　じ　しま　　　たき

VI．高知県南国市岡豊町常通寺島・滝本

　　　収録・文字化担当者土居重俊



A、取録児点と弘め方言

え鐘、細筆繰網布禽蛎髄等考・簿蒙

£、収録地煮の教醜

　南1司『司三春～禦磁免町〃伸麓と『．マ誕．生け＝翻琳1市であり

　・鑑和34卑〆。　）1かヨ1布制を施才テ1マいる．役之町に野？一国

　山あ湖・ゾ：tころマ“、こ醐ア副わ’／Sク’（姻均一併されて、市

　ゲづ”一V；・であ南圏布に蕨弄すろ艶域に鞍埼ヘドに邸崩

国群峰砿ビろで♂よ伽記、曙瀞碕之臥ぽ脈の
　南1費市圏分1い汐9ゾ識e・ヱえていrこ跳τちろ．（ell’一つついY　’傷

手べσ＼イ主み、翠黛あ翔搬索我部元三9窺在あ鳥羨・布あある此卜

聯ヱで・工偏離岸し噺こ）昆秘事、政S9　・支鰯・軸淑
　で栄えkのであ6。

　南渇切畑よ裾捌乏μ寧零下し＝位墨／、謙・布に碑濃・／、言わば

高知布あ衛星都市と言。〈観9略ろ．実逆鉾極便利で、も桑肺

　zあ）「1才汽単・電車で駕1ごれマみり、函動卑蒙塾／理体20分で1｝

透ヴ叉才テザれ‘、南團市μ田圃都市四一1読t・　e・ず、周全に香長平

野。碗：がっている。人va　1芝2｛）4630goメ、。主要産紫艮象董で

　、職ま別又写でも潅一挙ヴ備位ン苔esている．濁浸亭卜／才為外陽画

壕学都“巨9・じ為知エ恥ミ，らる。遊く岡要町卜畜知直斜入学グこ渡

し7これるや定で6る。

　岡室町牽通寺島1趨虐厨でタ溌墨♂o、λマ豹2峯。乱岡生
㌔尋アあ象郵ドイ立匿している，蝿本ド馬乏・市と構接しているかミ、＝こ

・1，）齢である。
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3、収録lrこす霊あ特色

①方重区畠よの位置・濤接回す霊との〉斐「係

　畢者1？e・vマエ被す玄のこ畠試論とこて、商知布を悌鵡tする

棄Zとばと悌対’希を燦沁とする西こヒ反とじニノ〈溌／、で9ひS，

1と1ご～馬支・艶こジ甲痢・挑垂浜野こ柑蕨献四三已1入〉｝レ本

〉、｝蛇こ；吾）｝）　・糎淀鈍こう興津地e；號㌢，地こ、西こ≧｝才懐博衿

策こりぐ倦地已；諏を毘（乙とUそ釈それア福こ分／たこごが65

舜え上あ焚こ偽・ヰで丙くこ幽＝尾す・分ネ誉Pヒ幡づ蒋豪倭多麹尤

被すキ釣要・一豪Pt多分ド搾。て！む・5び・、疲島や番・・りe愛嬢あすY

下て蘇姻のす亥いい樋細いに老勲げ・要圭怖いいる．

ア筏淋・しも姉あ姻と体純異1け6。物、嫌・財・・
野洲♂婦窒》儲・しひると考えけしる。、いいし象こ癖

の・軟兆・禰・イ薩潟呪そ噴・・藤多・・／へr蔽磁載、

畝齢野物纏曝學診て・・る，叢・縞繊こ・箆伽
Rえ・ヒ必襯磁・ズす言捨εで・義ろづ、岡蜘二王書按づ葦暁角

　　へ／民学外下す言之巡庭ブ威もれ丁…　了楠・3楠巌地こそOt　k

磁こ・瞭趨弊・し随分へrlrこ・ていろ．

②音電工あ特も

旗
b
犠
檜
η
ら

触　3u　Kt4ぬ　加　z　tt　5u　臥　いu　瓶　P民　b媛

hoSO　κQdOtOZO∫O　ゆハ◎幽OPOしQ
ha　sδ　ka　dd土a　zδ　∫a　赴a　囮撤d　戸aあa

heヲe　ke　Cl・　te・ピSe　ile　tae　Wte　Ve　be

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　hl　gi　Kl　d｝tizl　Sl　r）n｝網　ア｝ト｝

O
d
e
・
一

jU　hju　sjq　kju　dj　u　lju　2ju　Sju　rju　ta3u　haju　7ju　bj　u　A

li　O　hjo　3jo　Kjo　dio　tjo　zjo　sj　o　bj　o　ltjQ　knjo　pjo　6j〈〉　N

lipt　hja　fja　Kjδdjd塑挙SJδ桐njaゆPla　bJaこ
wa
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しえよ。・ρザ〆ほ一ラ表に岡豊町軸寺跡加5瞭4・歳

以工のべじもマ1；エ6ものマ去る。

次トこの篇：じ功54・歳し・エ・尺叫声平綴ン＄げる。

・ジ〔一霞d3弟ズ（zu〕ヅ〔」㍉〕～£朗い勧
　ろ・Nフが了ンー奇声学的1こしや三論脅リドも巴3・」すろ。

ks擁〔土卵勃い6？’　（tsi〕ツR　［t’uコあ）哨〔七

　の・いわ桝一頻兜ヅと・丸／・搬ぼノ鰍・ぐ惣、
動室・・考多い，

5・〔gwq〕1抹1彰綜い・
4、〔愉〔回偽蹄・慮とh嘉倖弓謙にあ島掲グこ、於
　　　　　り　tritしこも⑰・すグな’が9・あζ＄訳5。

薮　／qi／1囑芝記するtc2）に〔：e口であSが、渉睾、、る◇認象とこで

努〔・セ：〕妾至〔厭・・〕辮とて⊂・・γ翻岬’・’どがあ

　る。

　　　　　　ふ／
ひ
ク
い
私

す7：V；　Ob子一意！才、　〔θ〕　に埋骨い．

／副唇勧すろく嬢〔u〕τあ。て、
／w／・し～『｝ノ蓼・†芝ヴ：一斗あ多れる，

（？・縁⑦／N／17、〔i）〕・iL　．sい・

〔tU）で’ら哲い。

③丈法上cr＞特と

／・　レ死辰」「ず之詑～」o～私書・と・達sネlj　ll

われる，

え、　いわゆるず乏，良Ol旦勧告2受の　「℃るa「

　tZ　　ズ、・　サス　。　ラ尺

3、　rT能Σ9ζ右す姥，〈ト

（蜘紬）（俄恥レの
セゾ僻工一考・・）vL；　c＞る・

シ又　～レ　・イヌノレ　P’二あタ

こ《ろA　じもだる込あ

’ザ尺ひ藩くあ／あれう．

　　一・一一一・’レ幽、ヨ謁テク）・しル

　　　　　孝ぢ縦冨！わす蕩奏・一・一
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4、5定、⊃駕》あ／4すむも奏　鴉　ク　e’k3くKあれる，読てザ

　ック・辱Zラツゴッζノ　7ズど。

S．禁止ンA！わす堵・委　〈）jb婁う）ゴ冬・止（　ミ塾ダ筆）哨＋「ナ・④訪

繭達）嚇1＋・ナJあ薦方〃協るeの狩」・．3Slこうマ蒙止②

レ乏rr　5し、、禁止で’6＞る。　 〕i壼≠ブ’ナ・ミ互亙．ぜナ　　 象三「ウナ●笑イーナ

■i’ ﾇ。

6・．推誉？Alわ勃ちく〉　ロー　o－t3くあ1あれ5．ち肉虐彩四

三で骸零診切⑦達ダ獅白下’接すろ，　S£Pm一・考イセー・．正

直ナー．　・加ラソい擁べ・はく摂掃tる，猫
　ニカ・一一ラン・来ノし＝カーラン　㌃ど、　”び9・、らζむjの瑛落

　グρ

7s憲髄・即題・目才・図／も・づ．前乱書・し窪耀
　↓一　薇云1こ　k　ルi八μ二一el為／あれるs　溝リヨル

こエー）・臨チ。・し（三一）・、’・ttN．

£　善定》あ／わす塔冷　寒　を賢く僕引する

　する，　沼斧

熟　条件》∫，1おす毘卒　　ム初回定彩ナ　げ

　）列（ノ≠『い。

式Σ捷用ずろ，

～。　二三〉あ1もナ薦秀　　（

張紛す6。　葬キ・考ヤ

〃　腰続をあ／あす協・分　り勇濃と11

　　　　へ　る。遊孝をヒしゴ

　、形拷董ヵ肉の達ゴ本す／∵F廃すろ。

　ケソド　な’ビ。

、警適休字＝「マ糊

置ミ。一回一グラ・徹・ク㌧・盛ム1

の今域に善遍建

　　　　あ擁サ多

で。Kい・令令・と1マ｛？＄2e澄〉司野営ぎ

　　　　　　　　キ乙・キ　き多く疑回す

ケンド蝿・館外・け1を急廟、サ熔詞

　　　　　　　飛ブ｝＝・寒イギ漁ナ

・2いも嘱蘇凝4ガ糠、に演零すう楠じル噌砺
　1彪浸べる。　　ンー霧　ノー

一214一



4．そあ他
　　富）亥・布屠セ果・くrv県）烹房廊のλ・、最近，多ぐ茨入1てちワ・一：の

烹こM／の・くα派入en　3わめマ少な’い岡勤ゴ偽すe：一言重鯛似Z

　こて、エワ適蓄マ・ある之起われる。（厩‘しwεな）吼帆cc・（2ノよ電

　玄をイ乏痢考s．地、虻と／ゴ固愛町芝選．室／△。
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B、表蓄己じついマ

∠母音あ刻’、ぢちむね〔u〕．e、v．、th．di薩の〔の掴
府稲い／超でSl］吾ご　＆（　6匹等ず馴徽壇蒋近しマいる。

Z、珂勧テ早臥〔e〕1繕いが、サ4鞭、V・ジZ－k・ソ
　マい拐わす，

3・夕行・チta、〔t3iJ］　（・h　（　tgj〕）．凝1・刷ご〔t））　（・　V／b

　ミ接近謁赴もるるグ、〔切鰯も叫頓以ビ司・・匙啄破
　づii傷われろ。こ＆tむ3寸しマ　〔tu〕1？ti　k～司esれる。（こ〔〉～窮秀・

tit㌧と薇，）ツ1頁t・u漁・の嫌1那耐，
ヂit〔・13　i〕。〔el〕隔到～司・・撹・・／づマ彫る・

ヅに〔d㍉〕Cd・・〕，〔du〕にドシ協記。

4一購崎、群1・羅おソ1？・肋帥〔ヨL
s・b ｾう」し1ついマ｛ぞ、づ＼刃1ず　カウ（xp膚ノ、）　　トう・（〉㍉奪）「xどと

あ系列ン教、音素篤的G　L．　Yと・薇～研！こ、

6、労痢あX｛kつ一マにX：　tえドt「・i”ヘゾ∫莇で5罵1・協・rこと

　すれに’、　テーとネ読てず、　テェ　と1△，

7、〔一cl〕ど一ゴ〕い・・マ1ざ、多四四・旧り、・親碑音イヒの

捉象。’淺川をどヲをどよ＼・え・鳳）o＼ξを砲∫裁乙い1、〆こ・・　c8マ＼

画廊㌧ガ・死励或で邦わ1！・。搬筋鼻叡に一・マ
1瑚題・計る・＼’奏剛才≠層癬躰・し「ン・》盆酔・
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C、収録内容の毅説

∠タイトル　　こど・しの頭の避び、いr：ず9、食べ物’よ’どあ：話

2ご録辛年月臼　躍和51．年／9月2ク日

3、録音場祈　鴫蚊氏宅備国市）

彊舌峰
　　　田島正実、男、明治29与生、農ま、南圖布常往、方電保有

　　厘やや入。

　　オ翻薄澄、男、入正3年生、．糠、2ち歳較に料（辮
　　のrこら）、方考蘇有度で）でフノく。

　　　田島敏、男、照和24与生、会社藁、南国・市常住、諺ほう｝．

乙録一音藏境　　哀好
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こどもa頃あ遊び、いrこず弓、食べ骸ブVどPt　k

袖予
鵬号♪（氏・k）（性）　（生・年）

　A　鴫正実男明治2？戦aれ
　6　橋柿謎男夫正3年生ii，．μ

　c　、鴫敏男罵減4年生録〔

A

B

マー　ぐカシ　ソノ　コンドモノ　才リニ　オンシモ　エカンゲン

鉱敏　物＝ど乙あ新にむずもグ・ズリ
ヤン張γ茜一。ダガ　ソノー　ヤ・希オ　》タ　コトオ

秘似坊だっ　プ・　グ＼その　やβ㌍レ　げこでゆ

　ソド〕　ユウ温一ナ　ァソビオ　シテ　オヤンヂ’カラ　シコタマ

　どう　いつ↓うk’遊ζズを　／マ　ぢで）（“ρ・9　（こrこ望

ンドラカレタトカ（Bンー）エウ・トノキオク／カ“アッ　ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　コくメぺけ’けIIL　t・’（9ゴ4＞いブでと。＞5記憶v’＼　　あ

♪レ　コト・ヵラ　マー　ハプンテ　イア　ミヨーヵ。

る　 マとク’9　望差）　愛舌しマ　L・っマ　み乏づv・。

　ジンンダ’ノ｛ニヤ　　　ンダ’イタイ　　／一　　ン　ド’一　　ユ・ラ

貯バ1・1．，．　x体　プ4　～巧いつ

溢　　ソ　ガ’ソ　デ　　　ア　ソ　一　ソ　ダ　ラ。

主身艮で遊∠だク～ヲ・、

マー　ソーン茜　ノ。　コレソガ　モー

翌あ　ラうだね。　こ2｛ジ　6づ　1マみ，

オソシラーノ

ね前達の
アン〈sソカ“

遊びグ・

・
ウ
バ
ノ

エ
・

　
㌔

し
「
　
～

夕
¶
、

　
／

ツ

一
　
フ

　
み

残
マ

シ
｝
（

一218一一



A

ら

：夕、　ナイ，　ナント　ユラ　コク　ナイ・　ソノ　ラヰノ　ス＝

＝tl？一喪いP　イ可と　いうこtL？壷㌧・。　ラあづ9tいづ巣じ

ヤ　　　オラ　ソ。　　　モーッ　タ　ラ　　　γ　ド’コェ　　　ヒ：ン　カ“　　ク　レノレマソ　デ　　モ

に彦’≠・い・もど・ae　どこへt）ジ幕れ63ブe
／ドラソ　 モ1ソヂ》　キ・＝　 ワリコトワ　 えミカラ　 スミマソデ　 1ヨ

　ど¢わ　bc）5だ9’¢　いたず9貸戸馬v・く　戸禺1ブ↓

一ヤ。タモノ・．（芙）Z一　・・トサ詠一　Z一オ
く一t97Z・6短・　　貿　ψ～で勲之望為ぢ
ラー　コンナ　コトオ　ンタ　ユ．ウテイテ　ヒトゾカ“　エウタラ　ソ
イ〈し芝　　こ∠，’tl’　　一ミ　ご　ン　　 （　X　t～v・フ　マ、・て　　／＜　　夢＼　　言っ　～’こ　9　　’！ir

ソナ　コト＝　■カリャ　ナイ。　ヤツ夷一ソ　コタ　ナカッタワ

∠Yで～に扱v・りし2をい・酋マrよ’いこu才学。・・△さ

・　　ナ　ソデ’モ。　（更）

・　イ可●7・、し。

イをベソ　　／ヅヵしク　　コトワ　／ドンナ　 ワリコト　　シテ　 ンド

ー．ﾔ　 le・／∫）こでと／才　どkft・V・〆こず！老IY　l

ラカレタラ。
ウ・！れ汽あヲ、。

サー　エヨー　アμ　允一ゾド　Kマヨジ　％・。h・・ヤイ
fあ　う・ζ～　あPt　免う　ど　づ・a・¢　臼フ2 早い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈t＞
ジブゾ鰐ッPシ・ローカ，　アノー　オヤノ　オノノ　トヨカサマノ　工

時分だフ／ころう…6Pt　x×メメ・｝・恥釦窮劾え

一　アノ　・イソンダ／オ　　ァゾガ》テ　 先一　オークノ　　トn・［，マソデ’

えあの／石　段レ　あグフマ・す来のあ／こり05どころヱで

アヅガッテ　ヒンダ’リア＝　オーケナ　ア／　マーラソ　ンAづ

あジっマ　左　 手tZ ／x卜㌢　手⑦　14っ！仏・／×＄い
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（之）
クワノ　キゾガ’　アッタ。　 タソマソグ’リノ。（Aン！一）　サー

粟あ木9’k6・鳥N波粟の。（Aうん）fA
　ホ／トー　シタカラ　ミタラ　ンド’ッザソ　、〉レ先　一。　ソレ

（Ue　1；下e・9見！弱　ど’・fOづA／いる・朝

ン机ワロー三一。　アソ、　島淋　ユーテ　ンソゴこソが

茜笑。フ・・る・あ轟恥勃言・マ柳五・《ヅ

仔訟雛，ζモトKPケ・ドアンマV・トテ）　）‘“
孫マ考。1こ坤元へ7rT’。　r；・Lナ齪叙劃K3くマ　ど

一イァ｛　キ：二　工一　アノガラノ。　（A／一　）　ソレカラ

う1　一tも木へ登／れ・ぐい・（Aブk）翻晒
アノー一　　ンドー　 マッ　タ　　モン芳　 才ト　オモーア　ナー　　モ・ソ　ア

編　　どづlrこ働だろ5！，思。マ　壌K．　i
　キアモ　 トンドカン　 モン残　・ヤニ　 シタカラ　 ：⊃一タイン　ヲ｝’

来ゴtとt”　e・k勧だe・9　下9・！交代　ぞ“

イシオ　 ヒ：セーテ　 キテ　 ジタカラ　 ブ／ブ／　 ブ／ラ’プ　 イショ

石を　才合っ　マ　家：マ　下夢・9　J・：え」・：ん　」∵（」∵κ　石レ

　クライテ　ソレオ　才トスンガンヂセ。　（Aソー　）　サ｝　ソ

誤げマ聾ゆ落～すのだ。（Aづん）6＄ラ
ノー　ンタご　イエノ　アル　ユトワ　イ渥　　木一リュ　ヒトζ

　　　　　　への　 了幽‘＝　家05　ある　幽ミと授　．石レ　，ナ芝げマいる　・ぐに

ヤ　キ／ガ　 ツカ／キニ　（笑）　クリエ　アタック　トヤ・ニャ

e？kO・’・つ・・ね凶　　　粟ti都・r・路惚
イシマ　　渦ヶキニ　 トバ・／キニ　　クワニ・　アタラザ’ッタ　 ノぐ｝イご辱や

樹芝　驚に穏ゴねバ剰・当rこ9写ノ塀・場令蝦
　　　　　ヘ　ソしオ　スート　トビコxチaイテ　シ9ノ　タンドこz’ttノ　ヤ・

　そ∫kレずう。と　とびこえマぢいゴ　下め、V：所　の彦
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A

冬工，　カソカソ　カ／カン　イシγガ　キタソ熟。　サー　ソー

蒜へ以9欣かん喉石　e’こ来rこのだ・でちラう

　スノしト　オヤソヂソガ”ソドゥーナッ　テ　キタ。　ンド》　ナッテ

　すうと　ぢでフじ　ジ　 どeよtoマ　　来rこe　　ど　㌃っマ

　㌣テサーイカノ，オマソヂソガオコ。テキタゾ，へ
呆て鶴・覗γい．ぢ剤・・ゾ：償。ア来贋；す

ンシモ　こノゲ▽ト　ェーテ　ソノー　ミワ　ハイソ先一ンガー

ぐにも　削げSづと｝誤マ　・2Zあ　’亥1芝　むいマいろρ）1？

　ザンジ　フツクロエ　イしタゲンド’イノガワ　クカ／デオサ

　3ぐ　J、ビろへ入μ配当こ　いe’こ1？　全　ぐ一7　v・

エ．しソ　 モンヂャ　キニ　 ミンナー　 フクーツンヅ’ク　 イ呂ガ’ノ　　サ

まえ／れね6あだ7・9　みんでズ　ニつ　一ず’つ　いヅあ　え

キオオサ・エテカ涯ゐ・㌧ア・イシ／ダ∀オ．ウェ
レ　　っv、望えマ　∫ごフ」～う　 JCっJlう　 4）じろ　 ．ヌ長　　S裂　 を・　　エ

エ　アノガッ　ア　サキラエ　コシア　潔ソトー　アセニ　ウィテ

へ9　9’1・・マ向う例へ越／マほんヒじ　汗だぐにβ

シア　ヨYヨ　ニンゲ’タ　コトソガ、　・オボエ：％一／n“、　シ9一

て　｝汐・～　逃げXu＝とを　覚えtいる汐＼r二いそつ

コ　リャ　　　ン膨　ヵレ　タ。　　タ　マノレカ　　カーラン　ガ　　ナ／ポヵ　　ワレル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スメうくメ　こ親ミ　い・9れiこ，Xこい朕だ　瓦　F’＼だい」砿わ協

　ワしタニかランが．（笑）　ソ／ナコトワモー　渥。チ
　わ寺べ△今しいバ。　　　持‘〈了　こどにもう　～ヱっ砺

ユー
@ヤッタキニ　（Aン・一）ヤッタ　モノヨ。‘笑）ソlt？　モー、

うf9，！こフ・9（Aう！（）IP，1こもor＞よ：・　そナ糺し2・tうρ

マーマエノオー　ゴドモワ　ワリコトワ　イぞノ　コンドモト

門前es嬬＝どもCtい1・ず姫全・i）之どい
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B

A

B

ヂ・”s　一テ（Bソソ，）ス・助。タネヤ。

導プこツマ　（32セ4べ1？）’ずごタ・フ！気tよ’ち・

ソリャ　 タシカニ　イマノ　（Aンー）　コワ　ワリコト　ソソ

うりゃ　た／e・に今の（Aラk）子1？いXzず二丁2

（A＿）・ソナワグ。トワ℃・ネ’・一一・
　　　　　　ヤ、（・af　△ずウ1？　しY・・4aえ。

／一　才ラー　ソノ　℃ン　トコ”・ガ’ミ。＿こ　モノクランミ

う此　ぢ釈はそめ　1袈い／ころグ　妙　ビ　物足く・ね士

一ニ @オ乏テ　コンドモノ　ジンダィニャ　　モー　ピット　コノー

　　　　うじ，黒っゴこビ6あ塒2，Nにに　、tう　すこし　こあ

　ヘナレキッタ　ワソコトオ　スノしバーノ　コー　ナこノデ　コソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　rよ’みし？ずれ汽い1こず9レ　するく9いの　こつ　イぢ　　マ＾　こ

ドモソ　デ　　アッ　ア　　モライタイ　ヨーこ　　オモウ／　カ“　　コグヤ　　　で一≦

ど・しアち，マ　6C－rい透つじ黒うザ　これ1，q　間
ゾ　　　　　　　　　　　　　　　 　

　ガイン　ヂ㍉r　ロノ7不ヤσ

逢いだらうゲ†よ／あ。

　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
ゾー　　ソラ日子一　　アシモ　　ソナニ　オモシ／カ“　ソー　ソチノ

ブんラA　euれ　tわ1・しそのエラ1こ，曳うジ　う・く づ9あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いマ・／ゴナソ刀　アノー　アラ　ゾガッコーンデ　コラ　ヒ之ンジン

孫でよ／孟汐・ちの　あ川芝　学絞　フ“こ縄～肥満児

ラ幸　キニ　マント　ラ／ドー†サナ　イカ／　ユ．ウテ　ヌ　ラ≠／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
メズメ

だe・9　ひZ　運動さ一eRb2“いtt　’gいと言・マ　す う9

デスッコソデア／マ1）ン1ソデワリコトセソw一。（A
・で　　す．　こえ一（“　あ∠．IIリ　　クト　　マ・　い△ず9　P・　し㌃一だろう。（A

／一）じマンジこ　＋レ。

うえ）肥満兇に㌃る。
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c
t

A

ソー　ソーヂ沸　オ。　マコト　ケ／ド’　イマノ　マー　アノ　セ

うん．そうだろづ・　3こtl　“　けれビ・今・の　1A　ちa　l

ンナ。タネご。ボクラーホソイトキャマ。コトヤ　マ列ヨ汐
k一，，、iうu雫・直ねえ、〔ぎくrこ9　、｝・fいtトぼ（5ktに才毒乏息的1にでちマ　汽

キ．イマモー（Bン＿）コノー　トナリノ　ァノー　ミヤザキノカ
曾・ウ今・・亡う（・うん）こク～　麟　あ　あ傷　 宮八三の勝

ツトカマ（Bン→ヒwエキマ　アノ　ンモノ　ツグオ　（3
　≧e・ヱあ（Bうん），：な一窒　ヱろ　翻の　下の　継夫、　（9

ソー　）　ミソナーザ　アッマッチ　イマゴロガ’　キタラ　ドコヤロ

うK）ろ∠γザ・　奪まワrt・今＼吻　グ承rl　4　ど’こeN

ノ　ヵヤガ、シレチ》一キェーアホソトー　カ・ぐ／オオィチ・
の肺9’＝づ卜いる・・／と重。フ／以it　tLカ・こ）》置・・て

イテ　ズボン才一　ハキカエテ　ずソシ　イ㌣ヨッタガ。

ぢいマズボソン　　にさむ・でマ　すぐぴオテフマ・・たグこ・

オラン　ガ’　ヤッ　タンガ’一　 ・ナニヨヤ　 カツミト　マすキト　．ユウ

ぢ∫しめ　肇・。猷防に　「ボ∠だね，克美：と　正写封と　いう

モ／ガ　　＊y　クソ　ガ　　アノー　　べ・イコクエ　　イ％　　ッ　ダ　（B　アー

者・、彦r；9’こ扁　求iaへ弗フ・依（9　A　6

アーアーアーアー）ア・ヒトノ＝＝ネー（Bン・一）
ちあ　　4）あ　ああ　ああ）　ああ　　ノ＜　（；ろ　子1’こイ2え　（B　うメ＝）

マサキト　エウソガソガ　コレ／が　｝・ピダチノ茜・・ダガ’ごノ

正樹と　いうめ　ゾ　こムダこ　友　達　 だっな　ジ　こめ

サ／ニゾがかオ・オトトオツレテイオヤ・　い　．二
三／＜ジちのちの　弟・　ン　っ取マ存尾不礎　ひとりを・

　ヤ。一ゾダ凋ソカ“ナイ　モ／茜キこ．　マサ午モ　オ昌オ

　兄　弟　 ジ　烹い　もめだ’？・⊆・　正ネ幹丈　弟　診
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ツレ

，れ

ゾガ

v：

オしモ

ぢれも

ゾデヤチュー

マ略てい6

オト　トオ　　ツレテ　　イ　テカラ　イ　てノ　J1一ノ　　モーテノレ

弟　》　vれ121　Yっマρ・／　今・ああめモーテノレ

トコロこ　ケンザ’サンノ　タンn’　アッタv

ところにイ建三一｛r乙の　Nrll？が　あ・／こ。

（Pソーンー）ソノケンザ’サンノタノイ材
（．Bうし　 うノし）　ヤPt　ブ建　三　さノ（＿6ろ　、Vグ〉　才烏　 ン

N　一7’：Y

いフlt

ヤγト

ど’～

ツ9x　ツッコミ（笑）ヅッ：コミアッア

土へ　つ．こみ　駅みご㌧こ》！マ

ソドVカレタフヤ．礫）ソレト
　〈vs9　gefV　l　”〈r　，　2（　“V

イソシ毎＿／ガ’　アノレニ　／ガッ：コーカラ

s・F象　に　義るのだe”・　学　才乏v・9

テスキソガミオa一　タチ㍉テ
辛すき祇？　 こづ　漸・∫さ・て

アレワ

あ増高
サオーit．　Kスルカ

再椴する。・

デ

で　函へ

ソレカラ

ケれ9・9

モ／ドリニ

帰り1：
（3）

ラミタヨナ

　　　　r　鼻

マイチモンジ＝　ヒ

真一文）宇トー列
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い

み
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ク
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ア

践
甑

コーチエ　ビ：ッノぐッテ　イキ9ツタ／ガ

・無へひ，感て弗マいAV’こ

　　　　ンランガ（9ソー）％リヤエ

　　　　～舘いグ（eうん）荷為率へ

　　↓シ　ムイテー　・イヤユノがNソガ

　　　　　向いマ　～弥マいろめグ

rtソチャノ　オン・チヤノレぜiヨユ．うア

おじざi（一匹h1イ。るtと言、マ

％一つvス1レγガ
紙アープt：す6グ

一
、
り

コ
、
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ア
マ

フックW工
J・zころへ

てエフ

看に

モノオ

・協ン

マタ　ソリョ

賀こや玖ン

ノガ’

bコーカラ

学技e・c

オ又

弄ナ

タメ＝ワ　ミ／ナー一／か

た覗＝ltノブえ・ざグ

3Lア俣）丸功ラ
ー＞kA　l　ft　Ae”9

イジパイ　ツ／
いつげい　蕨ん

　　モソドリニ

　　帰うド

ウチ＝一　ソノ　タコノ

llト　セ銚凧a＞

　　　ソノ　ヒキマイ

　　　浸の　引き叛い

　　　　　い　　〉コンテ　7一カレ／

　　セこ　で　別れ
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’し　　FtE　c　　キク　　　’オリ　ニ　　　ヅイテ・

る　とさび来k　才斥1＝　才甲1》で

ナン翼一　・ソキチンオ　ヤ・しゾユウテ

SPtだ押酵？菅る勉事マ
オ
レ

ラ
。
フ

～
㍗

浅
紙

ノ
の

ソ
ラ

ノ
じ

／
の

ト：オ　 オボ：ニラk　ラー一　。

とシ　覚：えマい！あ。

や
あ

　
ノ
え
q
r
よ

O
ζ

9キ
め

オンシラーノ
み前．rこタの

（突）

ヒキ9イテ

引卜叔いマ

（g　x一　）

（B　t5　，（．　）

クしタキニ　オンシラー一・一二

くA／こv・ζ　＃前1；ζ1”

クLテ
くあマ

コソヤー

こヅ蕎

ソノ　 ウチ　 鴎・ソ　カ

ラめりす彦　干

　　ソノ　ユらタ　コ

　　やめ言。！こr

　　　スクナイゲンk“

　　　すぐな’いけ玖ビ

フツクロノ　ゾガオ　　タシタラ　　9ケ＝　　ナノレ
＿ノ、　ど　 こ

　
ろ　　 め　　　 レ　　　　　 足　 ～　！こ　9　　　　 多　　 く　　　　　

アよ／

@
ろ

3

c

B

c

A

B

ソレワ

々覗才

デや鬼一。（突）ソラナカナカ（Byシテ）ソノ
ブきマ・＼る。　　　　　苔／tlt∵ρ・アズρ・（Bやして）ヤ。～

ソレ・く一ノコトイェルtyワ・（笑）
それくζいあで～9へ｝言えろ　×、貸。

ンー @ンー　ソレワ　タイシク　モ・銭．僕）
うん　うん　ラPt　R　たい～！こ　もめだ・

デキチx一礼・（9N／　・・一＿）
マ・Nさマいろ　Rえ。　（B　　う　ん　　　　　　　）

・一ユうコドガア・．97？・磯）
ラ6　いづ　こ～　9’こ　＄フたで，

ゾー．　ソレワ

うん。　やあに

タイシタ　モソ残　。

たい1八　 もあ／ごρ

トージζ

当時卜
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じ

B

ケソド　　マ：コトネー　　ソー　　ユラ　　フーニ　　ユラク　　泳一η”ネー

ゴ粒“ 轣`ド叔勃いつ」・づ1二言．1一わ・嫌え
コ　｝ごマ　　オコラ　レル　ヨリ　　モヴ　　ト　　キク　デ’。　（芙）

でど嘘侵　ぢこ／れるtり　・しフと　さぐで，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　
「「

ソラー　ヤッタンドコめノ鰐　ナイ。　ワシノ　ァノ　オヤンヂノ

ラ？・U2　で％△どころで貫　亀／い。　dワ1あ　ああ　ぢ轡（”の

　サトノ　オヤ／ヂ・が　＝e一ボノ　カヤオ　 ソド・，サリ　ツク

　里あ　ぢやビヅす．身あノ柿芝　と亀㌧でり　つく

ッチュ．一　ト　コロ／　デ　　　ソ　ヲヤ　　　シも　　／～一　　ワカイ　〉壬し　ン　ガ’　　ヨ　ル

フゴいろtころ 7“うれにな距困・rこミとIL君い衆　が　液．

キア　ソ兆　　ヌ尺ミこ　クルヤこ　ヒトノぐン　 ンダーマッテ　ご

豪マ　it　？／　〉　盗み［：〕来る。・9　一竣）乞　　ズご’Lマ　こ

。ソリ　イテ　永一カブリシテカクレゐッタトコロソザ　ワカ
っ・ｻり才ちマ頬f7・ナ：9／マ　薩，れマいたところグ　．若

イ溢／ガ’γド・ドンンド・ドノ肝オヂギソエ㍉ンー
い・O：　ガ　 どえどん　 どんど入　才希を　もぎ乗・ゴいろ，うん

つげト・三一↓け駄’いイェナ。ク粥
だい」こ傘・k∵あと言うマ　｛垂ん～1こい司れ・U．’ルな　y季

　　　　　　　　　　ハノニエーモー　エーン　ンド・サリナツタキ・オーキもオ
分・il　ええ　　・しう　いいブ　　 ど：フで・！　YJ9フXこV・／　婁・リゴこtづ　あ

一キこ　　エウテ　　カタイソデ　ウ　ラチエ　　コットリ　　　インタ“㌧　　ンガ．

　　　　　　　　　　　メメリV’i・tうt言。マ御・＼で　づい9ヤ。州帰rこえだ・マ．

　’ノノ　　ヌスミ：ヨッ　ク　　τフカイ　シ諏　　ジンブ／ラーノ　　ク　ミヤト　　オ

　ラあ　盗しでいく芳い来1？和分ζot’　玄旦だと、思

モータ／が渥滑　トヴァ・ゲラげ（k）べ・捌イタ
フズこ。～v1」　　づっウ・り　 万2リあ1デ〉ζノペマ　　　　　　しずフプこ
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c

ら

A

c

　　　　　ヤジソーナ
てども1芝で⊃9うつよ

デモ　ヤリヨックキノー，

マ’も　でσノブい△∂・ヤイ之え，

1一　．ユウクi・・

≧　蓄、∫ことeX

コトワ　ヨー

ず！ノ？　をく
　　ノ

マコ｝・　ミナ

ほえ冠こみな

コンドモワ

ソ　F’モ：罫　　　ズイ　プ　ソ

ご　も≧　　ずい∫：ん

■ラモ　インマ

おれも　・努

　　（s）
／グニノ

　嗜め

ノチこや

後1窮
　　　　ヨーシご
　　　　養子に

コンドモノ　ジデ／ナ

こどte6．時分

ソノー　㍉ケイオ

そめ　肉／

ニッケイワヤッタ9’　一一。

肉‡芝1芝椙たな’ち

’ソクソこz＿一　 オバ・号／ガ’

つくフマいる　な1ゴさえヅ

　　俣）マー　カ　ムカシワソーユシワリ
　。　　　　1ゑ，　・そグ）　す　ll　2　ラう　～・う　、・！気

　　シタ　℃ノヨ。

　　1！；も。7，よ．

　イ　　ンヨッ　タデネー。
　ズ×　　　　　　　　へ　　　／マい！こねえ・

　　　　　　コトヨ。　　オトナソデモ　　ワカイシ↓　／

　　　　　f・ことi’。　ぢとrgノでも　考い・衆

　　　　　　　（cンー）　ソソセー　イでノ　コ
　　　～　’　（しづえ）　そ福あ　’外の　こ

　　　　チゾ　ガッ　タ　ぜヨ，

　　　　　ワρ㍉奈で．

　　　　　　　　　けり　　サトンノ　ング／モ　ヤ・ダが堺セ・　ミソコ
　　　満之　の　 彼も　雀たが∵る　見底

ソラエ　イマー　ミヂンクノ　ナニ　　　　アこソガ’

エへ　今　堆麺家の叙だ　　　）tek
　　　　イタキこ　㌔一ンダイノ　ウチソ孝ケンド
　　　　2テ。！こP・1　．兄弟　あ　家　だゴ承「丸ど

　　　　　モン残　キニ　 アこうート　イッ　シ§　二

　　　　だ　もあだρ・9　兄！こζど　一牽考1こ

　　　　汰綬クジエイタフヤ。（笑）
　　　　ムスみ　圭ンdほじぐうトイテ～1こで・

　　　　　　　アノ　ホ、ラ　ナカ　グミこ　トーフ

　　　　　　。ろ訪｛君　・ナ　組ド　豆腐を

　　　　　　オ・レW一．（Bt－　t一）アコX
　　　　　　．廓だろ5n（Bぢづみ’づ＞Sそこへ
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、＼ジヌノ

1芝｛“asめ

六ッソイ

細い
’オノミサ／ガ、

ぢN“さ／Lダ・

ウチャネー
ジ　　　　　　　　　　　　　　へ

りgvねえ

ク＝　クワカラ

に　鍬ウ・！

ー
フ
’
～
一
7

汰
．
2

ミ
　
　
　
　
へ

』
ア
フ
ー

テ
・
チ

　
ノ
人

甑
ア
7

ミ
み

ネオ　ヤワヨッタケンド’ネー

ネ艮》　vlP7マい〆こ1ずあど糧え

　ミミカ“　トーイト　ユ．ウ　 ユ卸＝

　：耳グ　逮いと　いう　ことtZ

　　　ノコギジ才　モッア

　　　あこざりを

マタ　アノ　　シ：：ノ　　汰ラ

3へあめ工。・l！ざζ

オー　 クボ・サソ）　 アノ

おつ　久獄ぎえ）　多め

ヤガ’アツテ

」ik　v’こ1・マ

（g

（9あ

か’ホ／ト
，tF　＆‘c　tc’一　．1．1．

　　　　イア
持フマ，イ争マ　事）・■いilと

クボサ／カネ＿　アレワ　声オー
烈・保で∠9・れえ　あAll　（9おつ

　：：コチR　こ〕チョ　 汰ッテ

　定象　こ∫よ　臓っマ

シマ，イ・＝ヤ　　ソノ　オバ

　　　　　　　　メベxほ・・に1芝ftの

　　ナ》テ　ト荒
　　家～マ凝着

　ヤリヨッタ人コ惣

　　　　　　　ころ

オ／Sv／ガ’　クワオ　ツカイヨー　コノ

ぢ1・で託v’1　銀を　幾い’ム！　　205

　　　　　　カゲ’ノレゼ9　エウア　ケシカケノレ

　　　　　　「？s！ゴr5£と　噛言。マ　けしe・ける

　　ア・一　ノ）　ミ　ン・→一・一　力“　　　エ，ッ　｛」　　　／ダ“ノ　ア

　　あ）みえγρ文　’i’兇lk　．〉＼フマ　（

　　　　　　トーフ　ヤリヨルオバサンガ
　　　　　　　腐レで？ている　ぢ1＄Le’“s

オワ：乙テ・　キク　エラe　マリ六フ　／クノ
遷っρ叉ナて　　・碁ミ〆；と　、・　づ。

コみオ

ことを

4カ〉／

i匂
夕べ1：ヨッタキネーウ

たべていx・婦d

モン：茜　ギニ

6三等ご。・9

ヤリ’マクリYッタトコヤコ

ベゲ民11－t“9．マい1こところ

　　　　　　　　　　　　　　　　カマ■　モッテ
　　　　　　　　　　　　　　　　鎌9持・マ

　　　　　　　　　　　　　　　ヤマエ　xケニゲシタ
　　　　　　　鄭劉以と踊山へいyもくさが逃撤

（笑）　ヨー　ワ尺レ／・（突）　マッuF　こソケイオ
　　　蔑碁ろミとヴ㌧で苫’い。　　一翼実　肉．裡＞e”

アーiL　ネーーヨプ　ァレオ　ヵライ　ネォ　ヵジリモ：ッテ

鳥ち＄　オ艮を　　あ淋ンり・ζい京寡？ヲ・～“う㌘グ。

　　　　　ケ／ド　カソガ’エア　ミクラ。
　　　よ之・けれど　考’えて　 みkC，
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B

c

B

C

A

c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
匹　巧　モノワびネー）　フーブツノナグモンガ　ビワ
　　　　　　　　　　　　　　　　そう　㌧・う　一しグ）1？　（c42え）　鳳？わ　グ〉　アズリも。＞i，　e‘1　～ンベ尋フ

オ　　チ／　ギノし　　カキオ　　ラ・／　ギノレ。　　ソ　ラ　　ソノ　　才　コッ　ア　　才　ワ

》　もざ再之ろ　肺　を　もでご：奪ミる。　そ尋ぺも～’ラ9う　ちこ？マ　遷フ

エテクルカ“二＝／ゲルンガ’オrヒンローテ　タマラ／。（ハソーソー）

P・けマ米多asジ回しデろのth’zな、し1ろくて　rこ3i！ζ「よ！い・（Aそう　？う）

ソソヤ　　ソータヤオ。　’イー。

ヤ杁に　ヤうだろづ。　いい，

ゴドマアジガ・・ヤイモ・弗柵．（笑）（A＿）
て二．　ご　も　　IJ才　　　　　足　　　　　　e∴　　　　＿〕昇　v＼　　　　　　　一し　　Pう｝　1ご　　9　、　　9　　’

イマノ　モナ　マッコト　ーヒンネー，　（8　セ／　・ヒン　ソンナコ9

今め　tS　c芝　（芝え～L；　（　「x！いれえ。（917い　1定いそんず∠こ邑1

セン℃ン）ソンナ　コ蝉一。
じズいkYい）　9KU一　ミ二才点え・

イマノ　コ・ドモワ　コノー　9リアツマッアソr駕　ネー　 i一モ＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　今＼の　こゼ61ナ　こ。㌧　£づ某望。ゴ　／ご42え　と6に

　イタγドウラオ　シトじ　アソ淋　エラ　評オセ・ネ
　いaず～》　し　と・しに　遊」てと　いつ　ミとンいt一い淑

一。　（昼セ／ネ・一）　ソー一，

え。　（Bl㌦く・ねえ）　づ4・

ンー　イマノ　モニナネー　マコト　ソトエ　デ’テ　アソビヨッタラ　ベ・

うんA・　Pt君！芝糠真実外へth　7遊んで・敢9勉

／㌔一ザ　オクレノレノ　ナンノ　エらテネー　オヤニ　エワししカ

テ考・・Zs’　〈A6め有あ・も神え親ビtse（るe）

　シラン’　マッ　コト　 二又イ。

　1ζ　（S乙とに気力び乏1い。
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A

B

c

ポ／デ梶　エラ　ト笥カラ　ユノーわ　しンタイヵント
弓れ1“　ラう　 v、づ　 ～　こら。・（；　　rcカ　　 おち　 達・帯　唐こ　≧

エう　　モノ／ガ　・ソチカエテ　　マエノ　　tl一一ワ　イケゐラセザッタロ

いつ・協・へっ～・・わ担前φ人Pい／アひγク・・ごこだうり

・ρ准ワ。砂・ドゥラシ汎イ。渥・僕）イク
P’と　2亀うよ。　、＼／＝ずう　（てし　一（急考’｛こ　　　＼・汽

ソ　砺　ラ　オ　　スノレ。

ず9レする。

マー　シ／ゴ㌧ン（A　ンー）ング・し一フ9・デヤ。タ　モノヨ　ミンナ。
　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3ち・てフ　！L　／く＼　　びうん）　グノし一フ．　　マ・　　一rt・？7　1こ　　詫　（；ろi’　　み∠．ブズ。

ヶンドマ．コト　セン　カタネー，モー　ヒ謎ッダケ　沢クモ
｛ナ碁ど　　｛量Llr〔：　　1アズく　な／っ／∵革aえ，．るう　　ひ～つrご　（す　　｛ゴく・し

オボエ九一ケンドネー。モー　ソレコソソー　マ記イマカラー
覚之一（　LXるけ叔’糠・＄i執・ヤ娼鉱　／f・N　V・／

　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

兆一　ソッキョ　ーンテ　ジ鉱一‘ネァヵ
ススまメ

オ　　卒一業しマ　サ・　＝季e・

　　　　　　　　ぬ、　マエ軌　ソツキ§一スル　トシノ　マエ
・・ Oよ．卒業する与励前
　トキヤッ　タカ“ネー。　ボカー　アノー

　～さだフ／ブぬえ．｛ゴ破ああ
バスグッF
バス、タソ　｝レPブてい！こ

ジ這一一　　塚一ネ／べ’

㌻Xx　ナ凹く！

　　　　　　ヘ　コー・こ穿一　 二不ンノ

高救二年の
　　　　ヤリヨッタ

キー　ノscスケ・1　トブイ／　 ミンナーガ　サンネンガ’　・ソレテ　 アノ

V・ぐ　・収勾1一号卜藁　み∠でズジ三与生OY泌ζを）フナαあの
　　　（8）
　トーチノ　コ／ピラサソエ　（B／一）　アコエ　イアネー　・

ナ市め　塾芸ピ鋤乙へ（B54）摂こヘイ窟ねえ・

カキ：オ　ソしモ　カヤガ　ァノレ　ユうテ　イァ　イタラ　カ》ト

ネ＄｝　それし　ネ市グ乱）と『言っマ牙テ，マ矛テ・kC　：柿と

一230一



ナシガ　アッテネー。（9　ソー　ンー）　ホントー　ミンナーガ’
梨e’；　あフマdiえ9（9　う∠＿　う∠，）　（5∠．　tしこ　みんでよノe：

　侍　ブインガイ差一　モソ蓄ヤイ・・レモンオモ・
音・て孫藁・・弗マ・・る秘r三『宛入褐も醜蒜

テ’ @ナイキ　（客／一）　ホ／デ’　ブイソノ　八イリグ’チノ　イう『

て　なノ・…‘（Bうし）それアネ舅0～怯・・r晶晶・りあ一

ネンノ　トレ爬ンオヌゲユゥァ　ヌガイ夷イァ　ソしオ　ァ
与（生）グ》トレ・8）　〉ク　漕えザ、と言フ　マ　 濯兇グしフ∫：ナいマ　 養珍（菱　 あ

ノ　　カ　ズ’ラ　デ’　　ククツ　　テ　　　ソレ　ェ．　　ナンカラ　　　カキ：オ　　　タ　ンマ　グ

あ　 ひず9マ＾ @＜くっ　マ　　それへ　　梨　ひ9　1｝？　kんエリ

イしテ　ヤリヨ。タトコロンW“　ソノマL　ソコナ　ヘンオイtE’x

入墨て　で〉フて一△ところグ　やあ前1』　そこのろゐ疏レ　イテ，てろ

　オ／大冷　オ・ラレテ（笑）マーウ・・ヨーニ　ミナニ
　お～・・叙にちこIAマ　　ヱあ”K平・ぐ　みγ迦，

ゲタケ／ド　イチネ／ノガーワ　　ヒートン　ソノ　へσンツダケノガガ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆげrζげれビ　一与・め　1？　ひとの　ラあパ〉・・1f（’　．．ナののot

　フノ　コエオ　汰ラ　タメノレミφイン　ン％　一ラ沸Kカe
　ちあご「P（＞　tj　9　たあろみたu・に　／マあろぴγ・・9・ρ

（B・一アーアーアー　）ミ財ヤ・9・一㍉・・エk・ex　）
　　　　　　　　　　　（B瀦μ栃紬　）水》λれてい6，紳へ熱こ
ソデツカマ・ア汰ラ。（冥）　アク・しヒニ　ミン砦ガコー
々・つ・・Lマ（S9。　　明ぐる騨　み・〈．　・y　e’；絞ニ

チs一　ン．ツニ　　　フケイ　　　ドーノ＼ン　デ’　　ヨーバレテ　　モー　　ナー　　ンモー

長室へ一足　～司祥で引却マわ
イ∋イ∋　シボうし夕　淋オ　ユー　ワスし／。び　マー）
rこいそづ　（ば今碁な　之とを　ノミ萩ろことグでトyい．　（Blltあ）
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c

3

A

ミンナー　ケソド　ソノ　トージノ　レンチ乙一ワ　ケ。ノコ／シタ

み∠γ　け払ど　ラグ）　＄塒・の　達ヰ　は　，舞凌昏しrこ

ケンドネー　ハや（㌧一ソーンづ凝デアツマ・妨
瞳どμえ1才擁．（eうんうんうん）翅で集LIJ
，ネー　 カキノ　コセガ’　キタラ　ソンナ　ヘナシガ’　ヂラーρ

4よえ沸誘頻9’1朱xこ9奴宰舞v・’1錦よ・
ソー　ンー　ソラモ　コγドモノ　トキノ　ワリコトシタ　／ドシ カ

囲うんそ＋・眠う＝ど↓のと▽・・たずζ～汽　い寄

しタ　コトワー　ソノ　ゾ／ガイ　ィン渇＿ニ　ノコ・レ　モ／デワ

　　　　　　　　四・U／芝　秘存外　和象e・残るものでに
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・（cアー）ゾデワ　づ．Fうlirヂギレ〃牡　勅一
，　（こあ窃）　糸わ　L：　いっ　丸　亨ざれる9・9　r母

ニ　ヌーテ　クレ　エラタラ　　／ヅカレ2レヤ＝　（芙）　ア／ぜン
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オソラク　ショーワソ　吏イネ／デ　カライモオ　クタ　モノワ

ぢそ！ぐ錦召メRの考L年ゴ・　fつヱいtレ・食フた：者N
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注

①紳菰危。南｝司布肉要の岡豊ρ、もとにこ畠紳庭のよδに・蜜画」と一書

　いてい！ミよづである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ（z）／も／〉／ha／畠3碧。　ほグに　メッピ／（湯1女零）　ミョ　ーブ（ノ募？Eて）・ズゼ

　グある。

（3）諦源に「痩セ磯語じ言られる．

（チ）「毒S（と．1司しいようつごエヒ＝．・／一ト“」　と㌧・うようブ∫意味。

（タλ地名。

（6♪：⊃一・ブッノと・し，冒『1こえる。

（の意訊了一kki：ゴ「こういう考え才でやつアこので陀ユr〆いだろうカ・と」　とず〆b。

（8）鎚名。

（9）ソグ／タイセイカッ　とつづ1ブマー響くこと・t／5えく≠べる。む～ろ＝のす

　ゴ丸適，名σ・。

（iO）夷一ツタz、い剛こえる。
（〃ク　ヤッ　　　タ・　モ　　ノ　　ヨ　　　一て一　　「＿要しや妻　」ヒ　　く　　で・）フ　　1こ　j　　「　　　5　　i　　く　　やフ　　～k　」　　～t　　、し　婁尺　一ぜ　　る　　。

（・・壌季晦・・∴’劾・棚壕1い所ヘフ碍卿こ熊莇6。
（13．〉才λし1聞こえる0’こ、オZで1芝意泳ン㌘でね．

（・嚇照鴇プれけ沖・で翻う・
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　　　　にしそのき　きんかい　おとこう
孤。長崎県西彼杵郡琴海町尾戸郷

　　収録・文字化担当者愛宕入郎康隆



ゴ、地点名　　長碕県面彼才午郡琴海町尾戸郷

2．タイトル・青年宿の詰．，「・ぐ一ロンの話」

3、録肯年月ヨ麟ロs241月23a

4．，録音場所平尾忠太部氏宅容間

3、諮し手

　（氏，・各）　　（性）　（生年）　（職歴・役職屋）　（居イ主’歴1）

　平．尾忠太郎　　男　明浴3｝琴　農業　　　　　外イ主歴なし
　　　　　　　　　　　　　　小ロ実行弼：弓長
　　　　　　　　　　　　　　区・＆，蕨岱爵R
　　　　　　　　　　　　　　PTA倉長等網ゼ

平尾政ナ辱　男　醐ロ23年　，墨書　　　外柱歴2葬

（言諮珍ケ将チ…め

方言保有度

　　　ムか、なグ乏い

訓言保有度

か、なソ島い

6．蒜音環虎

　　剛精ぱ．司分虐の平尾菓和5と髪名の2名．録青場所は，干尼

　　忠太即幻壱零：間て・．ew　V・で蕩ち着の旋環境で、録音環境として良

　　好であ・th．三際崎の雰囲気な、整er　t“acく，．TTちとσた気分で，

　　’会診の，蓬行状泥もスムーズ’であワた。

7、収’録麺点の囎・収録tた方言の特色などにっのてcy，　［il方言談詰

　資料（2．）diE参照。
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ゴ．青年密の話

引しチ

（略豹

A
β

　（Cit　名・）　（性）

平尾忠太即男

平尾政療男

（生算）

耳天rラ台31年生まれ

日葺和23年生まれ

A

B

A

B

A

ソノレ方ラー　ン　シェイネンナ　アワヤ　ナーンジャッタ　トナ。

それから　　　　・青・年は　　　　 みれ‘ま’　　ブかた・』ヴたのぼね。

　アノー　シェイネンヤドガ　アッテ　オッドッガ　イク　ジフン

　あの　　 看一年宿力N“　　　ほら　　私rzちカv　そテく　 t貢！）v

ガ　シェイネンヤドヤッタ　ト。

　　’青下宿1ジゼワたんよ。

アー。

ああ。

　　　　ゆソシテー　ソレ　イッ　トキャ　サケバ　イッシュー　モッ7　イ

そして　それπ入る蒔ば　過去　一赤　　持って行・

クテー

て

アー。

ああ。

ソシテ

そして

BtS）

タノデー　　イ　レテモロテ　　ソシテ

京貢んで“　　λれてもらワて　そ乙f

モー。

もう。

コツキV　ター。
ノ」・づlj；li．いよみ。

（
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B

A

B

A

B

タノテー

頼んで“

タノテー

頼んで

：オー。

あ’う。

アー。

ああ。

モー

名う

一6

イ　イレテモライヨッタッ　ター。
xx
　　λれてもらっていたんだねえ。
くユラ

イレオッタ　ト。

　λれていたんよ。

イマワ　ヒャーッテ　クレロッテ　イワンバジマン　Eンナ

今（0）跨κ♪は’λって　くれって　　言わな！ナ’鞍獄“た“ものね之。

A　アー　ソースットユート　ソン　ジブソニー　ナンズレベ　ソノ

　　ああ　　そうするというと・　　ぞの　　a寄’ft・　o？　　　ゲ可すれt6e“　　その

　　　オー　イー　エントヤッタ。　アノー　モー　ウエノ　モンノ
　　　みラ　　言うことがらて・’き7ぼカ、っlq。　　　あの　　　　もう　　　よの　　　：者『の

　　コター　シェイネンガシラン　ユー　コター　モー　ジェンプ　フ

　　ことt・6t’青年頭の　　　言うこと（Et　　もう　全部

　　クジューシェンバヤッタ　モンノー。

　　冴及．4re乙な！アれIGt“、ハ｛ナな0、つた弓のね之σ

B（突）

A

B

や方マシカッタ　｝。

うるさかっ旋んよ。

オー。

おう。

ソリャー。

イれぽ。
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A

B

A

B

A

露

A

B

A

（s）

ワ密訴認∴㌘∴㍗∴ンんよ｛．（B赫）

ワルカ「　コト　スレバ、

匙）つ　ことを　すると。

アー。

ああ。

アー。　イマノ

ああ。　　今の

　　アルヲー。）
　　あれを。

オー。　ウン．

あう．　　うん。

　　へやソッアー

それて“

∵1．（

一。　ソシァ

　　　そして
　　　　（6）
ンー。

うん。

ソシテー　ッナ
　　　　　XK×）く
そこて　　綱

子ー。

みう。

タワラワ　亀

　俵ば

ソギv｛ンゲンカク方ッタ　ト。
そんな欠　　、厳格だったんよ。

　コリV　モー

　これは　もう

　　　Bζ；つ

　　　ソコア

　　　そこで

ソンナロ　オ
　　　　xKxそれて●’ば

　　　　アノー

　　　　あの

　ダイ　9イー　　ソノ

　たいt，nたい　　その

魏∵紹（Bアー虜あ）

ソロバー 塔秩@ケイ　rシターリ
　　　　　　　　　　　刷ig　s　tait“2c．を　r稽Gcたり

．オトコバニッカッヤッ

男‘ポつかワk“っ慶

ナワヲ　ノータリ　ノー。

麗を　　なったり？s～2。

ヤドテ

循で。

ジエソフー　ソ／一　ナワテ　　クビランバジャック“ン

’全告芦　　　　その　　　縄て“　くくらな！ナ教’ぼ“声ビから
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B

A

6

A

B

A

ナワデ　クビッ：ア　シッタイ　シテ．ソシテ　ソン　エー　シェイ

矛毫てい　くくって　 乙kワ乙て　　　そ乙て　 その　 ええ　　肴

ネンヤド才一　コジン／　でエヲ　コドンガ　才ラン　エット　ソン

卑循＄　　　イ画入の　叡老　子ブ芙ovいない　あまシ　そう

シxイシエキノ

疲績が
’で（Bウン　うA．）

『7ノレー　ナカゴトァル　才ヤジノ　才ッ

悪く　なさそうな　　 親分か“　いる

　　　　　　　（7）

冠震∵で畜護詫テ（

コ
ケ

　
戸

ト

B∵う

ソシテ　アンマー7レー　ヤドチンテ　ユーft　ソーン　ンー

　そ乙τ　あ8ft’ノ　　　宿賃と
（8）

マルオラン。　ンー。

や）ていな，C）、つた。　〉ん。

言っても その　　うん

Yドワー　モー・一．ベツニー　アカ㌧ン　コーミンカンナンノノ

宿は　　 毛：〉　　別lz　　　あんな　　　公旧館　　なんかの

クラプノ　アッジャ　ノーシァ

クフフの　 あれて“t6t　なくて

ンー

うん

ナカ　ト。

ないんよ。

O

エ
。

イ
家

ノ
の

距
亀

ア
普

ン
の

ア
あ

アー。　フツーノ　イエバ。

ああ。　普遁，の：家襲。

アー。

ああ。

イチバン　オッドッガ　イッタトが　アノー　アギャントヤッタ。

一番（はじあ陀♪私彦らが　入ったのか“あの　　あんなのみ“つた。
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s

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

　アン　ウラカミノ　・イエ。

　あの　ラ欝Lm　象：。
　　〈9）
アー　エイジー

ああ　栄岩
（IO＞

方ズヨシノ　イエ。
　一一一・’R￥；の叡。

アー　ハー　ハー。

ああ　 （aeい　1註い。

　　　　　　　　　　（lf）
ソル方ラ　ニバンメガ　フキヤゲジャッタ。

そ、れから　　2番尽かい　ふ定あ’ナいtz“つた。

才一。

お・う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（m
ソグ　イタチ　ソシァ　イレテ丑ロテ。　ドー　モー　シェイシェ

そこva行・て　そtz　λれてψら・て・　z“う　eてtう　成績の

キノ　ワノレカター　ソン　7ッカモンバナシバ　ヤラレ才ッタケン。

　　　露、い：；券～よ　　その　　若い看’爵捷乙を　　　 やられていたから。

オーン。

　うん。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ゆ
ナッダクー　　　　ソシ7エテ　コノー　アミゲガ　アッタケン　ノ。

　　　　　　　　そtて　　　この　　　矛燭上げ；グあったかりね。なるfe“tt

アー。

ああ。

アジエアミテ

　鯵網フて

アー。

ああ。

アミノ。

網の。
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A

R
ド
A
【

B
‘
A
n
P
ム
ハ

〔
D
A
目

ソースット　アサカラ　ヨジニャ　オケンバヤ　モン．　ソケ　ト

そうずると　　矛冴早：くカ’ら　4蒔vaば慮さな！ブ’471gt“o　tプなのんだビの。そこ～ど

マリクードカントユーート　ソノー　ヒ：ヨット　デー　エズ。

ラ白ワこノしていあ・ク・ないというと：そ‘の　 急、／t．出られない。

アー。

ああ。

ソソ方ラ　アノー　ナ＝モ　ショットッ　ター。

それn、ら　　　あの　　　　イ可若　　　‘て　いたんだよお・。

ホーノー一　ナニモ。

づ『の　何必。

アー　シエイネンデ’一一e

ああ　青与で。

ン＝イネンデー。

煮年て・e

才一。

あ・）。

アー。ソッア　オスワ　ヤグラヲ　カイテ
ああ。　そして　　ifft　iz　t6t一　　櫓・を　　　租んで■■

ヤグラ・チュー　芒ナー　アッタ　ツタイノー。

櫓・というものぼ　　　あったんたいよね之。

ンーe
うん。

ソコニモ三　ネ才ッタ　ツタイ。　アスコノー

そこにも　 寝てい旋ん多ゼよ。　　　あそこの

ナエ　ィッチョー。　ソソカラ　アッチ／　アン

タ訪IZ　一一つ。　　　　ぞhez、ク・ら　　あっちの　あの

　　　　　　　　　　　　　　一251一

ショーボーノ

ラ育戸方の

アリヤ　ムカシ方ラ

あれぼ　 すから

　　　（旦4）

エー @ヒヨシノ　ハ

ええ　　θ壱の
　　（IS）

　　シェ　ドノ　　　ノ、ミv

　　噸戸の　決tz



B

A

B

A

一㌘　（β㌃壕㌘バ

アーン　アン　λ凱ヤグラワ　7ツーノ
ああ　　あの　ノ浄遍L　櫓（9：　　普通の

ゴトアットバ　ナー。

よ）なの裏　ねえ。

［
コ
く

タ
畠

ン
Y

凱ト
と

ツ
っ

マ
も

一6

D

や
や

一
い

　
い

イ

一
あ

ア
あ

工一
　　e
え之。

ニジョー一一一モ　サンジョーモ。

　．2丈も　　3文：tl，。

クコー　キセーテ　サー。

蓄〉＜　　　　孝鼠んで“　ね宅。

　　　　　　（韮6）

一　アデン　アミダナン

　　あえな　孝周JIN厚の

β　アー、

ああ。

A　ソシテー

B

A

そtて

クタミノ　サンミャバカーソ　スカルッゴ｝一　シテ
畳か輪　　　3オ文は・“ρ、リ　　　 激〃・れるようit　乙て

ナー、　ウェー。

ねえ。　　よiz。

ノ　　　。

）ん。

ソシァ　ソレニャ　ピケシテ　ユーテモー　ソノ　タタク　Eiン

そして　それIZ　tsl　火蒲しと言って　もう　　その　th　k＜　者ど

卜一

B　アー。

　　ああ。

一252一



A

B

A

B

A

ソシテー　タコバー　アノー

そ乙z　　才旦桶を　　あの

一　ウエトッタッ　サ。

　埋あごんで＞1たD“ね。

ンー。　ポンプン　ナンノワ

うん。　　ホ。ン7。の　ブガのば

ポンプワ　ジェンジェン

ホ。ンプ紋　　塗然　ない。

ター　アリヤ

とは・　あれぽ

ミツタコー

水：担1桶を

ナカ。

ヨッツバカーワ　ソノ
　　　　　醐40ぱ’〃・グ　　　その

　　　　　　　テオ’シポンプノー

　　　　　　　畢才甲逸ホ。ンフ。の

　テオシーグソヤントジャッタロ。　イッチョ

　5押し位のたいつたろう、　　　　　　　一つ

　ナー。

ねえ。

／　“一一　e

うん。

ソルカラ　アノー　ハチニンオシヲー

ぞ教から　　あの　　　　8人才甲しを

　　　　　　　　（18）
トキ　アリャー　アースケー　オルが

蒔　　あれtEt　　あそこ～て　　：私かv

　ハチグワチ　イタッジャッタ　ヨ。

　　δ月iに　　 行っ庭んだったよ。

ントキアノーエーカタマチン｝ノ
の　蒔　あの　　えk　　＃町のの

ンがッコノ　ソン　ジブンニ　デキFッタテー

営校か・　　その　壇va　　　でさてva　kか一一。

ナカッタ　トター。

なかったんた亀」轟～之。

　　：才スワ　．ホ。ンプバ　 コータ

　　，後it（6t　ホ。ン7。ぎ買った

　　イマノ　シe一ボーキノ

　　今の　　蒲肪機・の

　　　　　　（17）
　　　　　　　コ

　　　　　　こ

　　　　　　アン

　　　　　　あの

コータッジャッタ

買ったのた”oた

コーアー　ソシフー　ソン

賢って　　 そして　その

タイショージュー＝ネンノ

　大正／2蒙の

カンブコ～シューカイ　ソ

幹却請響・会t？　　　ぞ

　　オーAラ／　　ヨ　シハ

　　」〈Jtすの　　　　睦糖

　　　。　エ　 アノー　 ア

　　　　　之　あの　　あ
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B

A

B

A

B

A

スコンi一一　ショーボーキヲ

そこのか・　　蒲P方機5を

アー。

ああ。

イクリャバカッテ　アルガー

いくらtgご’0’りっで　 あ孝てe・一

ロー。　ア／一

　　　　あの

オー。

おう。

ソシテ　オレ　カワン刀ッヲ

そして　私に　買わなωかど
　　　　（20）

ヨッテ　 ミテテクッ

あって

7ンテユー：ゴトアノレ

ウーソテ　ユー　＝eンジャルケン
泥るって言う　もの．1ゼから

（19）

ハツ

ジドーシャホσンプン

身動車ホ。ンプvaすると含って。

ロッピャクエンバカッヤッタ

60091Et“’カ・ク洗“フたろう。

　ナスッチュテー。

　　　　　　　　　　　　　　ユー　モンジャルケン三一　カタッ

　　　　　　　　　　　　　言う　bのZ）z”から　　　　　　　　言吾ク

　　　　　　　　　　ツクッチ　キタンドン　ソギャン　モナ　イ

　　　　　　　　　　　　　　　釆たけれと・・乙　’ぞんな　　ものば　い

ら＿＿う陀電算凶（B勾凱鷺駕
ントジャッタ　Eン。　ソシタラ　ソノギノ

ないのtz“っ旋・もの。　　　そしたら　　宇皮才午の

ユートン

宮うノくか噛

才一ン。

うし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ol）
アスコニ　コーチ　ソレヲ　コーチ　　　タ。
　　　　　　　．NfiNh
あそこva　買って　　それを　貿って

デ　ソノー　シェイネンナー　ソー　ユーテモ

　　その　青与は　　　　そう　言・Zも

一254一

アノー　シマタッフー

あの　　島rvって

ソーユー　フーや

そういうふうて“

マ　 アー　 アーン

ま　ああ　　ああん



B

A

　モ

　も

一’一@b

え。

キア

者て

ンゴトアットバ

よ5なのを

ソシテ　ムカシノ　モナー　コノー　クジラフネ　ノノレカー　クフ

そして　　菅の　　　づ者ソま　　　この　　　薫京舞各碇　　：察：る〃、　　　ぐら

ミ　ノルガ　シェンパ　フトリマエノ　オトコニマ　ナランチュオリ

めk〃ζ：東る・ウ、　しな‘ナ・s”CgX“　一ノく、筋の　　男れ～9：　　ならな’いと言っ

タッジャ　　｛ン。

ていftのた．’みの。

オーン。

　うん。

ソン　クジラーFり＝ヤ　ドーシテ　ワシドマ　モー　ソりやー

その　 鯨とリva‘ま　　 と“うして　私たちは↓う　 そ孝Z（Et

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
イカン｝ジャッタンドン十一　アノー　クラミャー　アッタ　ツタ

行かないの海“っ茄けれと一も　　　あの　　ぐらみ獄　 あったん旋’Dよお。

一一@e

ソー　ソシテ　ソノ　イショーカラシテ　ワノレノ7ッタ　トノ

そう　 そむて　 その　 ’衣装・からして　　 瀧、カ、っ旋んだ『辱よ裁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
ンー。　ナンゾ　≡ヨーフクァー　ナーシ　モー　ドンザバ

うん。　何も　　芹履は　　　なし　　もう　ど隔んさ“を

孫震既（B笑）島細阿無属ぎ

　　　　　（Bアー　ああ）欝λ｛嘉絹張㍍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23し

B

A

ンー。

うん。

グラミテユータ　　ズーツ　トー

く馬噛らみとし、うの！6t　『す謹つと

ア）レガ　　サーンジューニンバカワ　ノッ

あぞZか一　　　30入ば㌦ク、リ　　　　　　家っ
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　　　　（2ff）
チャ　オソモシェンヤッタv　カ。
　　　　伸ては・　　あ・ワ設せんだ」っhろうか。

フネ　フネノ　ナ。
xxxx
身E　脅Kの　ね。

アー　アノ　イ才トンノ　サ。

ああ　　あの　　費、Xワのね。

オ～。

お・う。

　　　　　　　（ユ6）　　　　　　　　　　　　（2の
才一ムラワンヲ　ヲン　ヲン　ヲン　ヲン　ウz一テ　サルキオッ

大村彦ぎ　　　あ・ん　お・ん　　お・んS・んと（罐の押して　まわ。てい

タッ　ター。

hzんよお・b

アー　工一テ

ああ才rp　Cて

タイ正

正を

アー．　アーアー。

ああ。　　ああ　ああ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CZ8）
タイバ　クンデー・ソースット　：コノンcr　一一ン　シキノ　ミユレバ

隊芝　組んで。　　そづすると　　このしろの　　敷か，夏之ると

パーッテ　ミユレバ　ジキ　ヤレーッテユテ　一一　ヤノレ才ッタッジャ

は◎あっと　憂：之ると　　すぐ　 トやれ，」って一菖って　やってv、1険のた“

モ1ン。

やの。

　　　　　　　　　　　　一256一



ゆ
D
A

アーe
ああ。

ソノレケン　キツカ　シゴトジャッタ　ト。

∫ゼから　　　一lli＞しい　　イ±事　ha“つたんよ。

オー。

おう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）　　　　　　（3の

ソシアーコ／アノータイアミデモi一アンフクWバーア
そして　　　この　 あの　　 節∫孝周て・も　　　あPt　　，袋を　　　 、あ，

ノレバ　ジェーゴヒログリv　アリャシxンジャッタロ　カ。　7ク
れは　　　／8孝　4A　　　　　　 あグば　tζfかった芦ぜろう　th・x。　　　　　　袋

ロバッカーーソ。

　　　　　幅
覚“げ’て㌔

オーン。

　うん。

　　　　　　　　　　（31）
イチバン　サキノー　アノレバ　ァルーテ　トッヨン　ナレバ　ヒト

ー番　　　 ．先の　　　あれを　　；就って　　 浮マるよう〃？　なると　　一入

秘奥征ンe（B才～．　お’う。）焦∵』㌃1婁

シテそ一。

ても。

オー　ソレー　イカンバジャッタッ　ター。　ナーン

おう　　ぞ潔に　　　3テカ、な～ナれ～…かい～ナなかっ洗のだよあ・。　　プ可’

オーカタ　ノソオヅタ　ッター。　アミャ　アッテー　ヨンニ・・

　おお・かた・　蒙っていたんた“まお。　　孝爾な　　ぼら　　　表くさん

アッタケン　ノー。

あっ疲からぬ之b

　　　　　　　　　　　　　－257一



〇

一
ム

ア
あ

B

モ
チ
も

ン
家

工A

Oン　
観

匹
あ

B

A

B

シトッ9ッジャッタ　ター。　アノー　モヨテ『。

乙てi刀たの≠ぜった，んよあ・。　　　　　　　あの　　　　　協ノ訂て㌔

A

B

A

　　　　　　　（32）　（33）
シゴトシテー。　ソルカラ　アン　テンポッテ　ユートバ

イ太事をして。　　そ珈から　あの　　てんぽ・って言うも。）ぎ

才ッタッジャ　モン。　イ才バ　才ドスbべ。

いたのtT“舶の。　　　　、魚を　 ノ数するのを。

アーアー。

ああああv

ブリャゲテ。

振り上’ブて。

アー。

ああ．

　　　　（鉾）

アルバ　ツキユー一一ヨン　ナランバ　フトリマエ

あれを

惚一孫　㌧。∵モ．凶if、．
　　　　　　　　　　（35）　C3　6）
ユーフーヤッタ　｝。　ソシテ　シzイネンナト

mう，3・　sth“。々んよ。　　そtて　青年宿と　　言うのか

ネンジャッタロ　カニセー。　イチパン　ハジメワ　コカ

写tz“つなろう　かね之。　　　　　　　一番　　 初めIEt　　ここは

ネンーヤド　アーノー　シェイネンクワイジョカ　ドカ

宿＝　　　　あの　　　一青年イ会アケが　と“）カ・

ソキv
使って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エオ唖ランジャッ父

使うことかできるよう詫ならな1ナれば一ス前（9＆e）貰って・・Q一　b・。た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムガシャ　ソー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユーhガ　ナン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シェイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウチノー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叡の

一＝ Q58一



B

A

B

A

B

A

オヤージート

親爺と

ンプー。

のねえ。

オー。

おう。

クミノブシラノ

　組頭が

オー。

おう。

ヨンクミ

　4組〃ヒ
C38）

：オー。

お・うe

ソシテー

そCて

ンジャケー

。37）

ムカシヤー
一tH4一一　tct

ヨッタッデ

4入で

ヨンクミジャッタッ

　4組fa　’bたんよ。

　ナットッタ　ト。

　なっていたんよ。

B

A

：コケニャ　クチョーワ　ナカッタ　芒

ここvaば　　匿「麦は　　なかった　ゐ

シハイシ才ッタ。

jll．酋ε乙ていた1。

　タ。　マエワー。

　　　以前ぱ。

　　　　アノー　クミガシラデ　タイテー

　　　　　あの　　 組頭τ一　　　勘いてい

　　　　　　　　　　　婦の
　　　　　　トネバリー　イクワズ7　ジz．一
　　　　　　　　　　　　　　　　xど　xどズxオゼから　　 ア才艮原に　　uaくらか

ル・　ウー　ヘヤノ　アッタッジャッタロー。

る　　　　　券ル監力v　　あったのだったろう。

ンー。

うん。

ソノレバ　コーチ　キテ　コケ

それを　買ってきて　 ここクa

　　　　　　　　（4t）
ソルカラオスーワー　マッツァンー

それ汐・ら後〃～～ま　　拡’さん

　　　　　　　　　　　　一259一

シハイシヨッタ

支配乙てanを

ジx一工．ンノマノケ

　／0汚！；ビかワ

讐
蕨

ス
す

夕多ζ二云認億ナ．（㌧£／

　　　　　　　　　　（42）
　　ソッジャッター。　サキヤマニ

　　それた、h・　　　噂幽te



B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

　アン　ウッタトワー。　サキヤマニ　ウッ9　モンナ．

　あの　12：つたのば。　　嬉ムtz売った6aね。

ソン　エーバ　ナ。

その　　家＄P、ta　。

ソン　工一層。

その　象を。

才一ン。

フん。

　　　　　　　　　　　　　　　　（43）
ソシテ　　ソノレガー　ハシ＝一　　イー　アノー　　タケバラサンノ　イ

そこて　　それの　　端に　　　　　　あa　　去原さんの　　　～憂

シャが　オラン　そンジャノレケン。

者かサ　いない　ものだから．

アー。

ああ。

タケバラサンノ　キタケン　ソシテ　タケバラサンヲー　アノー

缶原さんか○　　来たから　　そ｛て　垂「原さん峯　　　　あの

ソン　イシャヲ　キテモローゴト　シテ。
その　　医コ蒼を　　 来てbらうようez｛て。

アーン、

　うん。

チット　シェイネンデー　ナーンシタチュオッタ。
少し　　　一腎年てt■　　　　　　づ尋したって言『ってい1？。

コッチャンモー一　ナ。

こっちもかね。

渦読窓憲Q窟，，て（B㌃ン）論鍬
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B

A

B

A

B

A

B

A

一ンヨバ。

所菱．，

アーン、

うん。

ソシテ　ソン　シ＝一一　3ンカラ　アノー　ワッかモンーグミカう

そして　’eの　す年から　　　あの　　老い者組〃’ら

iンxイネンニ　ナス　トギが　ヒドー　モメク　ツター。

青年（団）VZ　する　好グ　夜いへん　もめ疲んだ齢。

アー。

ああ。

ソスト　ムカシノ　ソン　ワッカモLシグミテ　イエバ　ソノ　ドク

そうすると　萱の　　その　若いフを組と　でぎえぼ“　ゼの　6虫

シンシャワー　：ゴジx一ン　ナッテモ　Ptクニ　ナッテモ　タッツ

身者一は噂　　　　SO；才va　　もfっても　　　60才va　㌔〔っても　　　　労亀

オンジトカ　ナントカガ　ナー。
お’し一■とウ、　　ブガとψ、bv轟～え，．

アー。

ああ。

シェイ不ンガシヲテー

青年頭で
　　　　　　　　　　　　　　　　　（“）　（45）

レ孟よ♪宥ノン＝　”一驚缶叢デ6X）

　　　　　　　　　　　　　　　（4　6）
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R
）
△
昌

B

アノ｛　フカエー　キゾー。

あの　深江　喜蔵

才一ン。

うん。

アン　ニンゲンノグ　モー　コカー　カイカクシトッタ　ノー．

あの　ス、間Ov　　もう　　ここ1ま　改草’eてve旋ねえ。

才一。

あ・う。

　　　　（47＞　（48）ソシテー　スッッ　ソノ　シェイネン＝　ニャータッジャッタ。

そして　　　　　その　肴年（酊）SZ　L　？zのだ。た。

ソシタトコー　オスワー　ソノー　シエイネンナ　ソン　ジブーン

ぞうCkところρ　v一三ぼば　　その　　 寺年（団）は‘　　その　　ク貢！ま

ナ　ンー二v　ワッカモンヤド　ジブンジャッタ。　アリマー　マ

　　いや　　　若い：者箔の頃だった。　　　　　あれば　　ま

’ダ。　ソン　ジブンニ　オガ9サンノ　ウチ　ヨーデ才ノブワサ

tz“。　　　その　頃に　　　ノj　x川ぐんの　1家陀　P乎んで・　ノ」・川ぐ

ンガー、

ん　ON一。

アー。

ああ。

ソシア　コノー　シzイシンギョーイクバー　ヤッタ　タ。　ソW
そして　　この　　　；猪窪申教秀去　　　　　　 やったんよ。　　　　そろ

バンe一　ナラーウ。

は“んミ）　　習う。

オー。

お・う．
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A

B

A

B

A

B

A

ソソカラー　アノー　アー

それから　　　あの　　　ああ　　数宥勅’診音左

ズ㎜ット　シェツメィバ㌧　シオライッ　ト。

すちと　　説明’を　　　しておられ宛んよ．

才一。

おう。

ソリガラワー　アノー　ソルガ　ホーシ乳一二

それρ’ら｛ま　　　あの　　　それの　　報薗洲‘ζ

ナッテ　ユートガ　ノーテー　フター三三ズツ

　て　　　言うのを　　絢って　　　え東ずつ

　　　　くヨひ
カワリ　ソノレバ　ウッタ　ジェンバ　ヤル才ツタ

代ワに　それを　彪・た　代金を　やうてい抜。

アー。

ああ。

オガワプンテユータ　ドーシテ　ココノ

小川さんという犬ぱ　と・うして　ここの　あの

　工ンゴトアッタ　ツー。

　ことか“z’3なv、ようて“あフthんよ。

：オー。

おう。

蒐薪ノ（㌃♪寡瀦二∵一

　シオライタ　ト。　ソシテ　ソノ｛
　　　　　　　綱
　してお隔られたノしょ“　　 そこて　　その

　　　　　　　　　　　　　一263一

キョーイクチHクゴヲモト＝

蓬it

ソフー『

して

　　　　（49）
ソノー　アラテスご

老の　　荒手綱
（ge）

ソン　アブラン

その　　ヲ磁の

　　（g2）

。　　ソコニ。

　　そこ侭。

アノー　ゴーゾクジマッ

　　　　豪族だ販

　　カツモ　ソノ　イリャ

　　か毛t6t’　その　入る

　　　　　（邸）
　　　。　ツチバ’　ヨート

　　　　　　　を　　よく

オがワサンガ　アノ　ジェ

小n1亡！しP、・　あの　　14日



B

A

B

A

B

A

B

　　　　　　　　（6の
一一 ?ッカノ　アン　Eグラウチ　ナー。

の　　　　　あの　　　6ぐら才丁ち　k～£。

アー。

ああ、

アン　モグラウチバ　ウッテー　コドンガ。　ソシア　乏チバー

あの　　始ぐら打ちを　　才丁って　　　3伏’診vも。　　　そして　　餅菱

アノ　7クロベ　モッテ　モロテ　サルキオッタッ　ター。　アル

あの　S｛　9　符，て　蜜。てケ慧わ・てψ姥賦み・。　　あれ

e　ハイシサシェテイッタ。　才ガワサンガ。　コジキコ｝ドーテ

も廃止ミせてい・th。　　　ホnlさんが、　芝食行動という

ユー　：：7トテ。

ことで。

　　　　　　　　　　　　（ss）
オーン．　モー　ホントン　ミンヤッタ　モン。

うんn　　唱う　ほんとう　it　屈なかフたもの。

アー。　ソヤッタ　ト。　オガワサンガ　ダイブン　ココワー　ナ
ああ。　　　　そうだつ旋んよ。　　　　ノ1、ハ｝さんカ、v　　　旋“い・3ぐん　　　、ここt6t　　　　づ可噛

ンシテー　サシタッジャッター。　ソシテ　ソン　ジブンガー　ア

tて　　　　され旋のずZ“つた。　　　　　　そして　 その　 汐貢”、い　　　　あナZ

リv一　ソンチョー　シトラシク　モンナー。　：ココノー。

｛ま　　　村長を　　してお・られた　めのねえ。　　ここの。

アー一。　ドケ　オライタッジvロ　カ。　オガ7サン。

ああ　。　　と“こに　　お・ら4マたの1を“ろう；かρ　　　ノ1・刀1ぐん～ま。

ア　チョードー　ミゾグチン　エン　トコー。

あ　　ちょうz一　　　シ葺ロの　家の所．

ノ　　 o

うん。
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A

B

A

s

A

B

A

B

アー。　ミゾグチン　エノ　ヤシキーン　カターッカラー　ウラエ

ああ。　　蒲ロ・の　象の　　ン墜敷の　　つケρ・ら　　　　　謬プ江の

ント　ゴケンブンニ　ナットッ　タ。　アズコン　ヤシキャ、

と　　S軒分・に　　な，zいるんよ。　　あそぐの　ノ乏敷ば。

　　　　　　　　（36）　　　　　（s7♪
ア｛・　ア又コン　ヘンナ　ペラーット　ター。

ああ。　あそこの　，辺ば　　へ。らっとだね之。

鵠街惇∫）篇越訴寝ゾ黎ぞ詣1凱一ン

配電；陽晶∴埃蕪＝畜に（Bンー　うん）豆σ

ソシテ　アスゲニv一　アノ　ナガゴセガ　アー2レ。　ナガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x》f　｝ζx
そ乙て　あそ覗疋ぱ　　あの　長小屋か戦ある。

ナガベーニ　ナガゴヤッテ　アソヤ　コグチニ　ユーメイナ　モン

ー長塀に　　9・ト圧。て　．あれぼ　、1、ロで　有名な　　Sの

ジャッタ　ト。　オスワー。

た“つたんよ。　　　後死獄。

　　　　　　　　　　　　　　　　（58♪
アーア又コズーットマイマ
ああ　あそこ　ずっと　ま　　今

アー、　ナガ’ゴヤガ　アルガ　コメソーコヤッタ　ツター。

ああ　　一長：ノ・，屋か　あれが米く倉庫たちたんだ’よお・。

オー。

みう。

　　　（S7）　（6　0．）
アー。　イマゴラ　ドーシ　シニイネンダンモー

ああ。　今頃ぱ　どうして　青年厘述
。　（6i？．

　　　　イマゴラ　ダイブン　ヘッタトジャン　モンナー。コーキ
　　へひと・く　今燭ぱ　だ6駆ん蕨。feんお物ね之。

　　　　　　　　　　　　　一265一



A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

A

ヘッ．タ　ト。

綾っ旋んよ。

アーン。

うん。

ムカシャ　ドーシテ　ソ；ギャン

菅は　　　と“うして　　　そんな

ノー。

％～え。

ワカママワ　デケントジャノレケン

わか禰まま！諾　　て“さないの々“’〃’ら

ンー。

フん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（62）
ソシテ　フトハナー　アン　ナー。

そして　　 て入とb貢　　　，あの　ね之。

クテンヲ　ヤリオッタ。　才ルガ’

日∬を　　　　のて⇔っていあ。

アー。

ああ。

アー。

ああ。

シェイネンタンノ　ナ。

青年団のね。

アッ。

ああ。

ヤ’リオライタッ　ナー。

亡てお・ら4Z　thんよね之。

ヤルオック　　ト。　　シサクデンバー

していたんよ．　　　餓作園き

　　　　マエンシaノ
　　　　　前の島の

　　　シトッ　ジフンナ。

私グ（役襲）乙ている頃ぼ。

ぐs3）

タワTヲ

田を

（碍）

シサ

試ブ乍

シサクデンテユーガ’　ナン／

試づ乍田と’き♪かり　　　なCe
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B

A

B

A

B

A

一　ソー

　　そう

アー。

ああ。

アー

ああ

ホンナラー

それなり

シザクモ

試作‘z毛

　　　　　　（6S）
ナローズCt　ソノ　クワイヒ：hワ

　なるfa“ろう。　　そのイ歪ト費坊ζク

シフrッタッジ’ヤッタ。

（てのなの差ごっご20

　ソ
　xtx

オンーナワ

　女ば

オーン、

　うん，。

ソシ：7層一

　そtて
　（6の

　ドー

どフして

。

オンナー
xx　xY　冨yx博

オンナワイッカラ　イッゴロカラ
thは・　　いっカ・ら　　いつ頃’ク・ら

チョット　モー　才クレトッタ　トヨノー。

ちまっと　6ラ　遅れてい動んだよねえ。

　：オナ＝ゴドミテユータ

　・女血ちというのば

ムズ7シマー

誉tg　　精禾を
シ＝一マイハ

アー　オナ：ゴノ　ホ～ワ

ああ　　衡の　　方ぱ

“　シオッタッ　ター、

　　しZいたん血“よあ・、

ハイツ

xx双
λっ

コノー

この

ワスァ

汐て。

s

A

B

アー　アー。

ああ　　ああ。

ワカ“　テデ。

魯分のヲで。

アー。

ああ。
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A

s

A

B

A

B

A

マー　ソノクライノー

まあ　　そのf立の　　　ことOte’
（6ク）

イーシテ。

結乙て。

才一一ン、

　うん。

コOクニンズツ　ツチヨッテ　ナー。

　5、6人ずづ　　　っさあってね之。

ギヲー　チータソ　コメヲ　チータリ

　を　　　つい1財り　　禾を　っva陀リ

ホー　ホー。

1わ　 caづρ

ソースット

　そうずると

タ。　ナカッタロ．

た。　　なかっ々だろ7。

オ：一　ホー。

19う　ほう。

オ’ナゴヤドッチュータ　ナー。

　安循というのぼ　　ぬえ、

ツタur　カニャー。

　かねえ。

コトガ’ ^／シミジャカッタrrカー一。
桑亡σタていばなカ、っ祷ろう，〃、、

ウタ　ウトトプテエテ　ム

考欠をジ歌：いなか’ら　　　麦

バンニ　サー。

　か仔銘舵夷～え．

才ナゴヤドッテユーモナ　ァンマッ　ナカッタコトろ

女宿っていう｛レの’ec　　あんまり　　　㌔ご0、二・ftよう々“っ

　　　　ソシテ
　　　　　そして

タイーーショー　ナン不ン

大正卿年か。

モトワー　タイショージューニネンマジャ

必Z’ぼ　　　　大正　 ／2年まて“！訟

タ　モン。　シェイネンナ・一。

　　　　青4は。

一268一

アリャー　ナン宇ンジャ

あAぼ　　 プが写旋“っ旋ろづ

’　　カ。　アリャー

　　　　　あれば

　サンジューマデジャッ

：30Xまで必つたもの。



O
P
△
∩

R
レ
ム
昌
R
レ

アーン。

ああ。

ソルガ　モンムー　ウー　ナイム　リH一ダイシンカラ　クンチノ

それが亀　文部　　　　　内務　両三臣から　　　　訓示が

　アッテ　ニジューゴマデシロッテユー　コトデ

　あクて　　　25：才まで1’Zしろうていうミとて“

オーン。

うん。

　　　（68）

アノー　ソデン　ナッタトジャッタ。

あの　　　そんなに　なったのtぜった。

オン　ソー　ソンナラ　ソンナがレバー　クンデマー

うん　　そう　　そんなら　　その　　流れを　　汲んで

う鍼ヨサイマテ）押脚タンノ翻lf

一ッテ　シタ　トコンモ　アットジャン　ゼンナー。

　　　こtz　　ところも　　あるんtゼものね2。

A鶏♪鷺託一．

アッ　ト不。

　あるのかね。

ア　アッ　トー。

あ　　あるんよあ・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（69）
アー　＝ジx一ゴサイマデッテユーゴトアツ

ああ　　25才まZ“という‘3、うIZ乙て

　　　　　　　　　tvvvvvvvvvvVVvvvvvv
そう　　その位1

　　　　　　　　　　　　　－269一
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A

B

A

B

A

B・

A

B

A

アー　ソシテチ，，一ド　オノレガカンブコーシェークワイ

ああ　　・そcz　　ちsうと・　　私py．　　幹音13言欝習会1τ

テ　キタルバ　モー　ニジューゴン　ナッテ

　象thら　　るう　　25才1’Z　なって

オーン。

うん。

オイ　デタトヤ　モン。　ソシテ　ココーノ　シェーネンノ

私～ぼ　退団’∠宛ん〃ゼtの。　そこて　　ここの　　青：年の

　ナンヲ　　ス“一ッ　｝　　シトッタジャッタ　。

　何を　　　すちと　　　乙てv　たんだった。

ダイブー　ナrv　一　ヨンニ，、，　オッタW一。

だいぶん　そんなら　宛く一｝ん　お馳つたろう。

ノ、一’
c。

はあ？

タイフ｝　ヨンニL　：才ッ9ロー。

　　　　　　　　　　　　　もだい∫於ん　 なくさん．　お’フ海ろフ。

：オッター。　サンジューマデッテ　イエバ　ドーシテー。

お’っVtz。　　　　30：才承て“って一診之t6e　’　とt’二〉して

オーン。

　うん。

　　　〔70）

ソノー

その

　　　　ソーズー　アリヤ

　　　そうずると　　あれば

一ボーダンノ　セツソツノ

蒲防団の　　殼玄か’

イネンデシオッタッジャ
」ft　hSLて“　乙でい劾のた“

シN一ワジューニネンニ

　63季ρ／2年碇

アッタ　ト。　ソルマジャ

あっ旋んよ。　　　それまでは

｛ソナー。

ものねえ。

イタ

行って

アリv

あれば

コリャ　漏
ぐれtstl

モー　シェ

bう
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Q
レ
ム
〔

アー。

ああ。

　　　　　　　　　　　　ぐケリ
ショ戸ワジエーサン宇ンマジャ。　デ　ムカシャ　ヨ｛　ソノー
　ff3　tu／3年まて“！誕。　　　　　　　　　　　て“　一tsg　fま　　　　　よく　　　　そ’の

　　　　　　　　（72♪
ワッカ　　モナ　コン　テグソフキ　イキ才ッタ　ツ。

老v・　者は　この　翫繰・ノデ／さva行。zua　ftんよ．

アー劃
ああ　8繰

　む　　　　　　　　へ　　　　　　　　 め7クノレッアユnyフー。

手繰うていって。

アー。

ああ。

アー　フテヤーッデ　ナ。

ああ　　　2ノ〈7“　ね。

アー。

ああ。

アルヲー。

あれを。
c73）

イマノ　シエイネンダンワ　ドゲンジャロ　カ。

・今の　 青年団1ま　　　と“うPz“ろうP、。

イマン　シェイネンダンーナ　ドゲン　ナットル。
今の　　青年団’～¢　　　　　　と・うなっている。

イマン　シェイネンダンナ　モー　オドンガ　シエイネン二　八イッ

今・の　管年亙アば　　 もう　　私が　 青∵竿（団）κ　一入っ

タ　ゴロマジャー　マダー　コノ　マトメヤスカッタトバッテナ
た　 ρ貢まτ亀’ぽ　　　　 よたい　　　この　　（団剛量を）まと∂うやすカ、っ脅けれどね，
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e

A

B

A

B

アー。

ああ。

一
リ

パ
讃

ツ
列

ヤ
ヤ

｛ノ
の

コ
こ

う
は

ゴ
藁

囲【
う

モ
も

ソー

そう

コジン

個人

サナー．

よね2。

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7ヰ）
　　　　コジンノ｛　ヤッパー　アッガー　ウーナッテー　モ　バ

　　　　づ慮」ノ丸の　　　ヤワば。グ　　あれρv　　多くなって　　 もう

ラバラジv　丑ンナ｛。

ばいらばらた“ものねえ。

　　　　　　　　　　（7S）

　　　　　　　　　（76）　（7w　（78）

謡繋（β券）忽紘ナ、二。駁蜜穿く犠

B

A

は。

e

ハー　　ハー。

はあ　ぼあ。

モー

もう

ウ　ウソヤ
xx

　　蒲次

ウラン　モン。

蒋．の存。

イクター　ガイコキ　イクゴトアッタ　ト。

行くのば隔　　外厨　o？　　行くよ）だフなんよ。
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B（笑）（A笑）

A

B

A

B

A

モー　ムカシャ　キョードシェイシンノ　ツヨカ　ト。　ソノ　ナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x♪c‘t”ラ　菅は　　　芙167精ノ神が　　　強vaんよ。　　　その

　ナンカラ　ツ・チオ7ワレトッ　トナー。　クジラフネジダィカラ。

　何’から　　少壱われているんよねえ。　　　鯨脅沓蒔づやから．

アー。

ああ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（79）
クジラフネーン　トギャ　ドーシアー　ココデー　ニジェーシコン

鯨抑昏の　　瞭イヤは　　　どうして　　　ここて“　　　24、8ノ気

ニ　ソノ　ノソクーデイキオッタッジャノレケーン。　アー。　キ．

　　その　　索りこんて・　　孝テっていたのた：“から。　　　　　ああ。

一ドーシ＝イシンヲ　ツヨー　アンモ　チョード　ソーユー　7｝
芙局精．ネ申を　　　　　タ螢く　　　　あれめ　　　ちょうと・　　そういう　、ふう

ワ（Bあ㌃）宏孫二罵ワ孫蕩器蟹ニツ

シゴトジャ　ナカッジャケンキョードーシエイシン

弦事て撚　　ないのたから　　薬厨精神

琵浅濡磁∫バー搭二藩㌘（Ai；

罰㌃論＝議τユートノ∴12徽認

モンナー。

ものね之。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くぼの
ウスレテキタ。　フントー二。　モー　ターンダ　コリャ　トクワ

うずれてでた。　　　本券〃こ。　　　もう　　だ巳んブぜん　 これど試　　渚β
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B

A

堀ノ薦毒一ノ篇（∵∫）イ∴御混．ゑ

ソイデー　毛一　アン　アッジャ　モンナー。　コー　イ　イケン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アアそれで　もう　あの　あれです必のね之。　　⇔　　 意昆

聴し％一（A㌃）ヨラ紫鶏ラW／一：II

イロイロー　アトカタズケナンカモー　スッテモ　シェズサー。

いろいろ　　　後か血っ・げなんか若　　乙ようとみ　乙ないねえ。

オー。

あ・う。

イゲンモ　ヤッハ。一　コー　ネンパイニモー　シ采　シェンパイニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごアぶぶ意見ら　ヤ。～ま・ク　こう　年輩の入κも　　　　先輩κ

　タイシテモ　モー　イッチ分ン　コー　アレガ　ナカ　モン。
　女凝して・む　　　るう　　 少しも　　　 こう　　あ矛て力掌　ない　　もの．

（磐≒つ磁ノパイ∵髭イ∵ご；箆トノツ
　（8t）

アツ i㌻几箆城1蕩夕も∴で一ρ

シxンパイーノ　トコッジャ　ア9マワ　ァガランゴトアッタ　ト。
　先葦の　　　　　　アかて一一は：　　　　　頭　～Ct　　　　」にらない，fうジぜっthんよ。

（窄）㌶ブ盗∵瓢ワ擁∵弥汐ラ

　　　　　　　　　　　　　　　（g2）
ッヨ方ッタ　ト。　ムカシンタ。　オッ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　務かったんよ。　　　　管の青年ば。　おう。
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B

A

B

A

イマゴラ　ソガン　トコッバ　ヤッパ　：オシユヅ

今・診貢ぱ　　そノしな　とミろを　　・やつは。ヲ　教之る

ジャ　｛ソナー。

fa“むのね之。

ナイ　ノー。

なの　ね之。

：がッコデモ　ソギャン　コトワ　オシエ：ンシ　サー。

ili＃校て・・も　　そんな　　こと’ま　　考文之ないしね之．

アー。

ああ。

トコノ　ナ方ッ

ところカw　ないの
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　　　　　　　　　　注

ω・ソレ、は藩年宿．於す．

（2♪「イレオッタ。は、「イレテEラィ才ツタ」とあるどころ。

（3）宏輩なと一一LZ・　意見なとvを畜え’bt’イ〉・つたの意。

（4）「ウエノ　モンAは・　「メ葦等＝頭誌のこと。

⑤「ワッカモンバナシ」は、「若い者離し」で、青写イ中間から遷

　放すること。

（6）「ソンナロaは、　「ソンナラ」からのわの。

ω「ソーダンシテ。の次1ぞ．「鼠めた、レ・者ること1ボが略されて

　い：る。

（S♪「ヤ・ルオラン」とあるが．、i宍通言吾言尺ば．文：瓶えしよ。，適玄骨多とした。

（o入各

（1。）人名

（の蓬弓に搭し旋多也名とveう。

（12）「ドーaは、「ドーシテ4の言いさし。

㈹「アミゲ’」は、　「網虹tt”　4て“、　「網｝krぐリkげる年東a。

（9）「ヒ：ヨシaは、ス、名。

㈲t「シェドノ　ハマ」の「シxドuは、睦詑と島・■グ遭，りてvoる

　所。

（1の「アミダナ“は、魚矛筒を↑すのR設ける職・，駁状の棚。

（ε7）「コター」の次va、「あっ夜』に当ることは“∂’『麟呑でれτいる。

q87「アースケー」｛ま、「大村‘：1：．」．

（19）「ハ・ソ」は、　「800円一iを．言い鉱そ：〉と｛τの愚のカ、。

（2の「ミテテクッ　 ツクッチ」は、三訂未不θ月。

（勾）音声馬漕瞭で．聡取不能。

（n）「ドンザ、は．ポロ切れを・琢く鍔ク言わせZ作っ段仕亭着。

（as）t「グラミJは、「グリアミュ　（繰り網）の音笈化。「グラミ」

　は．「このしろ」、「鷲参ll．「野青」など・’を獲る大．｛な網。「グ

　ラミ　　ノ；レll　lま・　「グラミ、を積『んPZ”蒋aUt：東るの意。

Qのrツター」は、文末詞で、　「卜夕一」からのtの’。
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（2与）こまう芝りしtdf　1ハが＼　「モ」に聞こえる。

（・6味リ纏の青年達のかけ声で1鈍く、垢戯力強く．順調婬波を

　切。て遷む様δ一の表麗。

　　　　　　　　　　　ド（、ガウェーテ．1ま、罐を押して．て㌦つまt7，t「瘤く“＝こと．

（26）rシヤ」ぱ、海中yt璽之る魚群のこと。

㈲「フクロー畿「袋状の網．のことで．大宅な調の・魚Σ条め

　る畜戸分・匠回る。

㈹・アノレバ．’ Eあるが、郊欣虹、・砿篤・訳腋。
（3‘）「アルバ“一i一一…t・…ヒトリマエジャッタ」というのは・誘の遷行吃

　袋オズの網IZ付va疲ごみを胤い取るようシ～なれf；ビー入前だったと

　いう言味で、この作震奴は、相当の体力三二したという。

（32）ここに．やや’長い闘力》』ある。

（s3♪rテンオぐ」は、魚査麻す木翼て“、璽木という木表僕って葎る。

　誇状の物て㌦芝のか舌三分が太く乎庚くなワている．養さ

　約5尺。上端rに．纐7／0：寧のローブ㍉ウいついているdこれを身｛ヲよか

　ら海中π及げ二込んで・奮．を点す。

（訴）「ツギユー一三ヨン」〔さ：・　『 ンキュノレ≡ヨー二認からのもの。

（3のここに、や●や長い間夕S．ある。

（3の「シェイネンナト」と聞こえるが、「青年宿」と言っている。

（3ガムかシャーAのところρ・ら、言告が急酸衷わ・ている。

㈹は・5りし忽v、グ、　才一．と聞こえる。

（39）ばっさ　り　しな　v、グ、　t「モンジャ　ケー　」と間こ之る。

（4。）「イクラカユとあるところlt’　o”．　「イクワ汐」　と聞さ取Kる。

㈹人名

㈹「サキヤマーま・琴海町崎ぬ。

（43）「アノーnのところがら、詫〉が；麦わっている。

〔4の「ヒャ」は、 「λるAの言い：こし1ウ、。

（4S）「シ＝」は、後tts、「シ＝イネン．＝」一』の言いよ・ど矢み。

（4の「ソ；レバ」の「ソルAは．「ワッカモングミAをさす。

㈹「スツッ、は意味不明。
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（48）「ニャータ”は、「ナシタ」の音笈イに。

（49）「アラテズナ」｛ま、　「荒手矛岡」・ビ、藁ご矩る矛冨回の斥耐。これを

　荒耳の孝画を旅るのン2使っ疲。

（s。）rソン　アブ’ラン　カワリAは、ノi、川さんの自宅で・消費する、

　灯火困の莱纏う町代⑦々・ηりにの急。

（引）「ソルバ」の「ソルユは．「アラテズナaをさす。

（S2）t「ソコニ」の「ソコaは、・ト川函宅をミす。

（53）意ロ朱不β耳，

（M）「芒グ’ラウチAは．正府14・臼　（｝冴暦）　の行亭で、芳P落の男の多

　借達が、6尺位の竿tアの先it豪盈巻’f（4ij　一一天位）そ液て・、各

　叡の前地卸アいて歩さ．餅を欝ラ．・7くF5　．　wn　2となえftと

　いう。

（S5）「ミンヤッタ論1さ：・　「モグラウチ」髪。

（5のにっさりしなv、bv　，「ヘンナ”と聞鳶之る。

（s7）「ペラーット」は、　rひと続さ’全一卸aの意．

（66）看　fi聴取不籠。

（6のここレZ、やや「長：い間隔がある。

‘60）「ド…シ」は、t「ドーシテ．3。

（6θはこつミリし曾いが、「キ“話と間1こえる．

㈲「マエンシ。．は、愉の島．で．「鵜願島．。

（63）「タワラ」は、「タヲ」の言い損じか。

鶴）t「シサクデン」は、　青写厘丁が勉衝のためn．実地砺覆Nどし

　て参之られ加めの。
（65）t「ソノ　 クcrイヒトリ4ク）怠1ま、試づ乍田唖ク’ら綾れるボ表i琶って、

　そのづギ金を、青年団の貨厨陀当ζ・るというわげ．

（SS）「ドー」は・「ドーシテ：。

‘sヶ♪「イーシテ」は、「ユイシテ（結して）」の変4ヒしたもの。i結（ナ

　の・加本の伝統的社会で広く行）1，・Utている風習て“濫文訂綜合

　日本民俗語彙』には・「ユィは締合，共う司1あらわす苫葉である

　カミ、労働組織ヒしマのユィ［ま労力交換を意味する。通例一日禺
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勤の労力に．対しマは邸ず一日の労力E返し、金銭や物で湘殺する

こt　E・i￥・tsぬのが特徴・一つである」とある．ここでは「ゲ1レー

　フ。作りなビして」　く　らωの；竜・味。

663♪こζn、ヤ・や’コ曼い間力いある．

（69♪はっさりしないか一L、「アッ　フーーヤンシテーaとも聞’こ之る。

C70）ここに．やや’長い間がある。

‘7’）ここに、ヤ・や養：い間がある。

（72）「テグワフヤ」1ま．　「手季票の，fE，「を多／くこと」て＼ラ黛ヲ玄1ま、ノ1・範

　厨タ袴間芝まわ乙て．2人でこれを弓／〈やワ方’。当1也でぱ・「シ

　ラサエ・ビAなどを，このi．＆一　i玄で」蔑るという。

（7ミ〉この一文ぱ、訂会：者’．乎尾芙和3のことは“。

（7“）1まつ｛ワ乙ないか”、　「モ．」tz聞こ之る。

（7の「ドー」は、　『ドーシテAの「ドー」。

（ヶ6）「そ孝てば4て一あるOh、　「シワヤーsに閉’こえる。

（7の皆P落名

（7備P落名

（ク7）「24．タ人」と、誰者は宕っているが、’音声は、『ニジェーシコ

　ンニ2と聞こ之る。

（9の「ターンダ』は、　「加だAの意でなく、　「だん1乞ん」の意。

（Rθ『ナカゴトァッ」のt「アッaのくワ返しと忍われる。

（82）　｛±　7きりしないが、「才ッaと閉こ之る。
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2．ペーロンの話

諮しチ

（略暑）

　A

　s

　H

　（CN　名♪

平尾忠太郎

乎尾政博

平尾美釦｛チ

ぐ性）　　（生　奪）

男　曙冶31年庄まれ

男　　明ラ台23年生まれ

妻　θffSU　30年生まれ

A　ンー

　　うん

　　ノー

コケ　ナンシN一　ムラデー　ソンユー／　キv一ロンブネ

ここtz何艘　　 膚で　　村有の　　ペーロン弁が

B

A

B

A

B

A

コソ｝　オッ　ト、　イマ、

5艘あるんよ。　参。

コソー

5艘
アゴソー　ソッデイッチョ　アノー
あ　 5艘　　それで　　ひとつは　あの

オーガ9／

穴型の

オ　　：オ～ガタ‘バ　　イッソーデス　　ナー
露t「

　　　大璽芝きr　　　　一艘て“・す　ね之σ

㌃．（㌃り獄タ ソレ　ヨソ1一　ヤッ　トキ　タ。

それは　イ建戸孝と　する　時楓。

一280一



s

A

B

A

s

A

B

A

B

ハーヨソト血
ぱあ　4哲所と

カク

磐ぐ

モー　オナジ　オ　マクノレ　モンジマゲン　ワー，グ　エントデ」クッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xx
肋　 厨じ　　　貨けろもの’ゼから　　倉分の家のて・は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
　カカンゴトシテ　ソッデシェントジャ　モン。　ソイデ　ヨッ

　漕が卸よう殿てそ孜で磁いのだ’もの。　　それで

　トイシカラ　ガッテ午テ　キ　、，ネンナ　ヤッタッジャッ　モン。

　タ；石から　　チ皆巳クてきて　　 去年ば　　　やつ表ζの亥ゼもの。

オー。　コッラーンター　ソノー　キャーワンブネが一　イカン　ワ

5ラ・　こ・ちのば　　その　ペーWン舟が　　　いけなv、わ

ケ　ター。

げよお。

　　　　　　　（η
アー。　アノ｛カキドーマデツクッテ
ああ。　　あの　　　蛎藍まて“　　　遍i・って

　サナー。

のよねえ。

オー。

おう。

マギリワ　キレーン　スットナンジョーン

まわることば　乙“φうぶん旅するのだけれと三

三ー

おう

　　　くの
ソノー　カワラノバ　ゴーギ　フ1一ッテ

その　　　　底ネ及を　　　　　　ひと納く　　　才ケつて　　　ある

ぐの

オソノ　フカフトカ。

才ケワの　ナii界い　大さい

アル　モンジャケーン

　　ものtz“0、ら
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A

s

A

B

A

B

A

B

A

（擁り

オン芒　ワッカ

秘も　蓄い

ジトッデー

舵取．ワで

アー

ああ

　　　　（5）
ソシアー

そCて

ハヨー　ナカッ　サー。

速く　　ないのよお。

　　　ジブンナ　ソノ

　　　頃は　　その

　　　　　旭町まて“

イタ　トー。

行フ旋んよ齢。

fi’　’一”　a

みう。

一　キャー「7ンーノー　ソノ　カ

　　へ。一・一・ロンの　　　　その

アV　t「マチマ

アノ｝　ジョーズン　フrッタ　モン。

あa　　　k3か・　　　いk　　もの。

アー。

ああ。

イッナヨ

ー人

カジトソブー

舵取リで

（突）（

　ゴーケツヤッタ　ト。

　’豪イ桀だっ疲んよ。

　　　　　　　　くの

　　　忽訳○姦醜タ『
87）

一一一
j

イッペンナ～　アノー

いっへ。んは　　　あの

（笑）

（8）

キヤーロンドーキ

り嘉

ネー。　　レン：9イラーヨ

へ9一ロン9＄れねえ。 連隊表．
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一が　オームラ　オームラコー　ター。
　　　x♪【　寓翼　xx　x茜

力w　　夫村腫　　大才寸侯よ叡え。

アー。

ああ。

オームラコーノー　レンタィチョー　シトラッ　ジブンニ　コッチ

　大二才す侯力v一　　　連隊：長．を　　　　亡てみられるケ貢va　　　こっちに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c9）
　コライテーソシテーヤッタッサー．ソシタラーゴマ
　釆られて　そして　　V，ftんk・　at　s・。　そ5cinら　　k

ケタ。

げた。

（A㍍）竃；劉ぐ．

三洋弊ン識ご（β翻イ蒋ンr翻
ジセルケン　ナー。　ソッデー　ソノー

た“カ’らね之e　　　　　それて“　その

シ＝ッテ　ィキ才ッ　トヤンーナ　ァズコノー　．オリガエシデー

尭克って　　行っている　β手舵ば　　　あ｛この　　　才冷ク返こて“

ドーシテ。　アノ　カジノー　ア7：7ノー　ナンバー　ユノレムッ｝

と“うして。　　あの　 身壱の　　　あそぐの　　　 千可を　　　ゆるめると’

ユー g　ナー・　アワヤ　方ジャ　キク　モンジャ　ナカ。

いうと　ね之。　　あれは　4柁は　　之く　ものて’“tllない。

アー。

ああ。
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△
〔
　

R
レ
A

B

ソシテカジバ　カンミャト　アギャン　アグノレ　モンジャ　ナノろ

そ乙て　魂きを　　示竃ダず陀　　　あんな〃？　上’プ多　るのてい最　なωん
（撃．

謹．

ノ、一。

ぼあ。

吟詠謡ツテζ諾説1ノ農マ（㌃ク
　　　　　　　　　　　　くゆ
　ヤッパ　ツケトカンバ　アルガー　ジャマ　ナッタ　トキ　シレ

や・は・ワ（舵を水靴）つ～ナてみカ・tbC　Mとあれ娚畷練・た　8翻　kPれ

タ　丑ン。

血毛の。

アー。

ああ。

ソシテ　ガジャ　シェッピャ　フト　ナカラー　ナー。

そして　舵は　　精一杯　　夫さくないとね之。

アー。

ああ。

　　　　　　　　　　　　　ロの
カジノ　コマカノレバ　トラルー　　　ヤ　ナガレン　ナンカ　カジ
　　　　　　　　　　　　　　舵力㌣　　刀、さいと　　　とられる　　　　　　　　一長：さの　　一長い　　舵〃Ψ

ガヨカ。　アルガンー　ナーンネンコッチワカッター・
　よい。　　　あれが　 ん　　 何鴨年に　　　こっちば　 1iSつたカ’い。

　　　　（13）　　　　　　　　　　　　　　C14）　　　　（ls）

エート　ドンク　カヅタッ　ケ。　イッ　ユーショーシタトワ　イッ
　　　　　　　　　　　　　　　　ベノくメ
ええと　どの位　勝ったかな。　　　儂勝旅の‘次　　一

方イ　タナー。

回’よねえ、

　　　　　　　　　　　　　一284一



／一一
　　〇
　うん。

亘ベン　ハジメ　アノー　：オー　フネバ　ツクッタ　トキ

　一番　　ネ∬め　　あの　　　　　毎を　　．造ったヨ手

　　　　ロの
ココノ　ブラ　ココデ　ドギセン　ワケトソ　セ、　・才ドガー。

　ここの　Ptv　P落　　ここで・　どんな陀　分・けているのかい。　尾アか。

アオドジャロー。

あノ乏，ア亥～ろう．

オドガ　イッソー

尾アが一艘
くゆ

カ9ガーン、

　形虹
ノブタ7’ガ、ミゴーe

　形．ヒ多即

ナガウラー。

　一長ラ爾’

ナガウラ　ノー。

一長蒲’ねえ。
（i8）

ム　アノー　ムラマツガ　Aラマツー　キュー　4ラマツムラガー
XX
　　あの　　村拡が　　才（t才玄　　・旧村オ2；村が’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くコの
　アノ　ホクブト　ナンブト　ワカレトッ　上エ之＝二。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　あの　琵却と　下部と　分かれているんよねえ。

ナンブト

潅御と

ノ、一

にあ
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A

B

A

B

A

B

コソー。

5艘。

ノ＼一　 コソー。

はあ　8艘：。

1召；認犠エτ誕窟（βa：イ）

｛キナトヲ　ツクッテ」　アッ　　トター。

大さいのを　　　造って　　あるん，た「よお．

2ニノー　オーキカトバ　イッチョ　ツクランバッf　ユーテ

その　　穴，き守のを　　ひとつ　　 造らなければと言って

　　　　　　　　　　　　　　　　（2T）
　マ　イチバン　パジメー　アノ｛

　まあ　一番　　 ネ7め　　　あの

ノ　アノー　アレバ　ココデ　シタ

　　あの　　　　あれを　　ここて・　　（た

　（2か

　オーシエトガー　ア／　フトカー

　夫瀬アが　　　 あの　　大？w

ナンP　フhカ　ナンカ　フネデー
kい　　　　大さい　　表い　　　　舟てs■

ン。

うん。

　　　　　　　　　　　　（23）
ヤットナンジョン　マ9一　モ
　　　　　　　　　　　　鼎
やるんだけれと暗　　また　　ゐ

ジaン　マ　ソイガラ　コンタ

と協　　ま　　それから　参痩は

モンジャケーソ iAアー）

（20）

オ

　　　　　　　　　　　ナー。

　　　　　　　　　　ねえ。

ウチ　アン　一　ニッソノギ
　　　　　　　くズ
　　　あの　　　邑彼オ午の

トキー　マケタ　ワケサ。

9手　　　貸けた　わげよ。

7ネヲー　丑ッテ　ギテー

毎ぎ　　将．て釆て

　　　　　　　アトテ　モー
　　　・ああ　　　　あとて…　　むう

ナカラ　ツマランテ　ユー

ないと　つまらないと嘗づ

イチネン　ソッデカッターナン

ー年　　それで　勝フあけれ

hイシート　トイシト　ドコガi
ぜx　x署　㌶x　xx潔x

　　　　　　ヌ深うと　　　と“こov

一286一



A

B

A

B

A

B

A

B

　　　　　　　　　　　　　く　ウ
キ9　力ニャー。　トイント　テグマーガ　モー　ナンカ

承宛かね之。　　　タ．登と　　寄黛が　　　もう　一長い

？iツ薯ね㌃・（㌦1り塩擁鵠1謬

ケンモー　コッンヤ　モー　マクッヲ　ユ～テ

〃・ら　るう　これて・はの　 貨！ナると言って

ン　アリヤ　ドコ　シュサイ　ナッ　ト。　ダイタイ。

ん　　あれば　　と“こ　　主イ雀旋　なるの。　　　　た蒔いだ’い。

ダイタイー　アン　ニッソノギノー　アノー　　　　　“

海抽たい　あの　西彼杵の　　あの　　西彼才千

イヒフロック　　シェイネンダンレンラクキョーギカイテ

彼ブロック　　　青’年厨連絡協議・会と　言うのか場

　アットヤ　篭ソナー。

　あるのた“↓のねえ。

アー。

ああ。

ソノ　ソコデー　シュ並上。
その　　そこで　　 主催するんよ。

ア　シエサイ

あ　主催

アー

ああ

ソノレカラー　ナガ’サキシンブンシャガー

それから　　　「憂ψ看塗斤聞＄去　bv

アー　コッ　コトシワー　キ窟ネンワー
　　　　ズア
ああ　　　　　参年は　　　去年はh

　　　　　　　　　　　　　－287一

7ネバ

辞ばか

ξンi湯

己のだ

ニッソノキー　う／：一

　　　　　　　西

　　　　　ユートノ

ナガサキシンブントー

一長崎・新聞（叙）と



A

ソノー　シェイネンダンFノー　キョーサイジャッタッ　ター．

その　者’与しC1との

キy一サイジャッター。

共催該ぜった。

B　ンーニャ　ナガサキシンブンジャ

A

B

ハ

いrv　一長崎新聞（ネ勾て一は

才一。

おう。

エヌ　ビー　シー　エヌ　ビー

　ノ＞BC　　　　NBC　　　　　ノ
オー。

あ・う。

エヌ　ビー　シーガー

共確亥ゼゥ疲んよあ・。

　　　　〈26）
ナカー。　エヌ　ビー　シ　。

ない。　　　　N6C。

シー

B　　　　　　　　　ヤンマー．オスポンサー＝シ1テー・
　　NBCがヤンマーをスホ。ンサ’一一　t？して

Aオー。
　　お・う。

　　　　　　　　　　　　　　くユ　ラ
B　ソッデー　キョーサイジャッタッデース。

　　そ淑てい　　　共4塵診ぜっ旋んで“す。

A　：オー。

　　おう。

h　ヤコネン　カッタッジャロ　カ．

　　玄算は　勝フなの友“ろうか。

　　　　　　くユの

鴨☆ワ鼻（Aサレ）計論ワ㌃許、y擁

　カッタ　カナー。

　カ、っ旋b、％～之。

一288一



A

B

A

B

A

B

A

B

A

オー。　アリヤ

お・ラ。　　あれば：

アラゴガツー二
あれは　　8灯～z

アー。

ああ。

チョード　イソガシュー

ちょうと一一　ノあとしく

ユー7。
言って。

ソースット

そうすると

　ニクワイ

　2痘1

コカー

ここは

ダイブン　アルガ’イツー

た”いδ｛ん　あれか一一　いつ

　アッ、トジャン　　モンナー。

　あるんジゼものね之。

ナル

なる

　　　　S，r

ノ繭（Hアノ

プカナカ

なかなカ、

モー　シュサイヒーダケニー

もう　　主｛崔費1ゼ∠ナlz

ナー。

ねえ。

アーン。

ああ。

マ工二一
み月リンz

（A露）懲1

　マタ　コつントトー　∠、ラントトー

　ま旋　　こζののと　　　才寸ののと

篇ん騒猛7．（B畜つ

　　ノ’ζ盆べ譜（《折）

箭）妻斎メ賑イ∫ソヤ

モー　シェイヒブロックンター

もう　　　西手度フ“ロ・ックのぼ

　　　　　　　　　ヒ：Vクマングライ

　　　　　　　　　　／oo万四プ立．

　イロ
》｝るだろうP、。

オーシゴトデ　アラ

．穴プ士亭て“　　あれば

（緊∴島り

キャーロンナ。

へ。一ロンは◎

ワケ　タナー。

わけよね之。

　カー。

イツトヤ　tン

のるのた“も’の

一289一



B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　きう
ホイデー　ジェンブー　ソノ　ユソーヒカラー　ナンサン　ズレバ

それで　全部　　 その　輪送費から　何まて・λれると

一　ダイブー　イッ　イットパッテ　ソギャンタ　モー　：カクチ響一ニ
　　　　　　　ズメ
　　だい’3ぐん　　　 いるのta“　（ナれと“そ，るなのぼ　もう　　・各・町’ta

ミァモロア

みてもらって

アー

ああ

　　　　　（29）
：コトシー　ヨン

　　　　　xべ　×
　今年

フネワ　モチヨッ　タ｛。

専は　持寄・ワよね之。

ハイ　そチヨリム　アノー

1ま：い　才寺号り毛　　あの

ドコッチャ　ドコ　ドコー　ニッソノギグンナ。

　といこ　といって　　　といこ　といこ　　　西彼オ午署pはΩ

　　　　　　（30）　　　　　　（3D
エーットーサキトーオーシマジャロー。
　之之と　　 吻ア　　 夫島〃ビろう。

アン・

ああ。

ホイ方ラー　サイカイチョー　シェイヒチョー　オー　キンカイ

それから　　tr海町　　　西彼概r　　　　　　　i琴海
（32）　　　（33）　　　　（謝　　　　　　　　　（35）

塁審諺小心）鴻モ」姦隔二期努
　　　　　　　　　　くヨの
ミエグ　ナガ’サギー　アレ　ナッタ　モンジャケンナー。

三一dが　三崎・だ　　あれ便なつ旋　ものた“∂・らねえ。

　　　　　　　　　　　　一290一



ハ

B

A

B

A

B

アー。

ああ。

木イデー

ぞれて“

テグマト

手熊と

アー。

ああ。

キョネンワー　ミエモ　コンヤッターカ。　トイシト

去：写は　　　 三重b　 来なかったカ、。　　アノら・と

アノー　ミエト　キ才ッタトナンt“　fiン。

あの　　　三重と　 ：来ていなの友ツ九れと・・e、

　　　　能藁デ嘉穀ん∴㍗（β、1漏り

　トラックデ。

　トラックて㌔

ノ鼠．（A∫郵駅才謀評穿～霧ラテ

イジサーンニ　アレ　シテモロテ　キキンバ　ツクワオッ　トサー。

ネ二二・さん〃？　あれ乙てわらって　　：寄金・を　　づ乍っているんよね之。

㌦試A潟；読てA翻イ♂コ鵬翻と
カりンカ　ヨットランドン　イッシェンマン　ツクッテ　ソン　リ

クしか　　集まっておらないけれどる　／ooo万・1？　づ乍って　　その　利

シデー　イッチ宕　ウンエイシューデッテ　ユーテ一

子で　　ひとつ　　蓮，営しょうよと言ッて
くヨの

蔦篇嘱？徽ご紋B焉）（簾孟臨．
トター。

るんよね之。

㌃∴勢許（A蒜齢つ㌘認｛茎ジ
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A

B

A

B

A

シェ．　シェワシテ毛σア
yx　x＃

　　　竺諮芝してもらって

アー。

ああ。

タイシ’ヨニー。

大将・に。

キフバアツメテモライオッ　トター．

寄付E壌めてもら，ているんよね2。

忽；（笑）（B笑り

　　　　　（38）
ナカナ方一　　ヤ　e一　チョード

なか、なカ、　　　　　　　毛う　　　ちょうと“

ッケーン　ヨラジニャーa

から　　　 「集，まら・す“〃2。

単一。

お’う。

ヤ
“

ジ
た

ン
の

モ
弓

タ
た

ツ
つ

ナ
な

ン
綻

キ
気

列
景

フ
不
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（1）「ヨツ」1ま・「ヨソ」（イ也所♪の客いミしψ、．

（2）『カキドー謡は・一長二一’市東長崎町七道。

（3）「オリ＝は・「物一り」で、・旙底のfi　．度aこと：。

㊥「カワラJは・稲の野板．中板を「方ジヤ、、外板9「ウワイ

　タ」とv、う。

⑤eアサごマチ」は、長崎市旭町．

（・）ここのことばは、急鳳瞬室から詰に加わろうとした老年男性

　のこと1よ。
（7）（6）にβ〕「じ竜多を“O．ワ．音声∂～『｛ま1っさりしな》毒。

（8）ttギヤーmンドーキ　ネー。　　レンタイチョ」の青P分㌦隣室：の

　牽：年男控のことは“グ重なる。

（の「ゴ」は、意味三明レ。

（1。）はっさワし「Utいグ．「ゾ』とも聞1こえる．

（の「「アノレガ4のrアルaぱ、「　thhit　Aをさす。

（ω音声不曙瞭。

（13L）「 hンクメは・「ドンクライ」の「ドンク」。

a4｝「ケaの文末額了t9、当地では、t3・つう聞かれない。

（IS》「イツ」iま、宝麦出の・「イツかイ」の「イツaか。

（1の「フラa｛よ、　「フラクAの「ブラ」。

（ゆ「力タガーンa　eat．琴藩町形丈。

（；8）「ム」は．後伝の、「4ラマツ」の「ムAt、。

（t9）「トタナー■の「タaぱ．「ヤ．vaも近く聞こ之る。

（2の「フb一キナuxあるが、当ptt　z”は・’3・つう「オー午力Aと客う。

（2i）trウ’チ4ぼ、意昧不眠。

（：ω「オーシzトaぱ・面彼イ『『」騨天う頼戸町。

（2のはっさりこないか鴫、　「モ2とかすかに聞こえる。

（24♪「ヲグマー」は、’辰崎市季熊町’。

（2s）「エヌP　ビ㌧　シー」は．「NβC4で．昂放’の「一長崎放送」。

（2θこの一文ぱ　「デース」でわかる♂うに、やや、改まつ後表現

　　　　　　　　　　　　　一293一



　nなっている。
（2の「二＝．ユ｛ま＼　「二香．」左言rお・♪とし～：・の客いぐしカ・、噺

（2s）「ナンサン．の「サン2は．本末、方危丁を表わす；搭卿詞である

　e“．ここでの駒玄は・・何々ケ’。if・　9る、符異食所法。

（2g）「iヨン」は、何がの　ことばの言のさしと思わnるが不明．

（3。）「ザギトー：IS・「崎ア町↓。

（3ρ「才一シマAtA　．「大島・町」。

（3z♪『トギツ」は．　「蒔ラ牽町」．

（53）rナガヨー」は．　「一長与町」。

（34）「タラミー」1ま、　「多良見田丁」。

（3s）「ミエA量ま、　「一吾…崎’育ヲ三’蔓こ町」。

（36）「アレal＊．「合併．（三重卸落の委崎申への）をさす。

（37）r才一」と細e之る〃》．、とて丈っ…きりしな’）｝G

（3s）t「ヤ」1ま、 「イヤ’」の「ヤ」カ・．
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　　　　　　な　　は　　　　しゅ　り

脳。沖縄県那覇市首里

収録・文字化担当者中松竹雄



1、地点名 沖縄県那覇市首里

2、タイトル 1．　明治め首里城周辺〆

2．守礼門の顧

3．　坊主御主とロ乎1でれゴニ二王の言舌

3．雀求音年月ヨ 紹和58年3月！2日

ヰ．録音場所 シ中糸毫県nl～覇布首里の孝斥す亘・覆篤氏宅

5、話し手

　　A新垣恒篤　（男）　明治32年生まれ　隠居（旧士族）

　　　　この収録地・・生育し、まズー度も他所で居住しt・）と力咋い．

　　　9蟻・・なるが、今も元気な旧首里士才矢。回忌等王家の流」u　eく

　　　a・と・・う．恥ロも達老で話題も豊富て・　」p），り、話しか晴年な

　　　みである．’t’身痴・健康て・ある．沖縄の歴史、地誌に関すeS

　　　書毛数冊あう。聞き手役のN（中松）ヒ［1旧知の闇フ柄τ・ある1：

　　　め、〈つろ・・ズ会話体・・な。ている．Nとの年齢差ヵ・色濃・あ

　　　　らわれマいる．首里語1・　1・対割・も・を言う言語生活上の習慣

　　　Ilない。つ忽i・上下関係t設：定して会話をfiう。　敬語体糸グ

　　　きわめてネ夏子に発一遷ししているアこめて“あろう。き羊しく1？方言言炎吉舌

　　　資料（6）参照，。旧首里布寒川町の出昇．

　　N中松竹広猛（男）昭和12年生まれ　王充球大学教才受

　　　　こめ収録地て吐回し．現在も収録地・・居住している。先祖代

　　　々首劉・居住すろ。祖先1菩英祖王の系譜ヒいう。首里語口六別

　　　　して士族語と平民語，．分かれ勧・、士族語。”t：さらt潰族語

　　　　というものグあう。　『方言談話賓料（6）』1：収録しでこの11；、こ

　　　蹟族語て“　iP）　6　e本集・・収録L・t・の・は族語である．『沖縄語

　　　辞典』固立1ヨ語研究下編も士族吉吾を収録してある．中松も一応

　　　士族語臼尉奇てるものヒ考えている．厳密【鋸中和され1・方言
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であうかも知れない。例えば．士族語の特徴的音韻であう〔七～i］

〔zi］・∫ど1歌って・、ろ。こmこと1？・．新垣氏拐司様で’ある。

6．｛録音環重危

　　　　　首9　i｝　an静な場所て・あbが一録音当即材毎雨の1・bb　．明6い

　　　　窓ぎわの部屋で行，τ・τ・iif）・．雨音力・時々激しく・みて司、隣室

　　　　のテレビ・音が雑音ヒな。て混入しτ・ワ、ベストて鱒な・・。

7．　表き乙について

　　　　　王充球方言17・．仮名薦加困難て”あるので、簡略囚際音声字母

　　　　和判いること1・しτ・．さら1・丈節ごヒに分ち書き・・しt・。

8．収録地点の概観・収録Ll・方言の特色などlzついてlls
　資穿斗（6）d】　を参「躍、。

m方3談話
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／．　日目シ台　の　一首　里．／成　｝吾］辺／

手
）
　
号し
略
A

話
（

N

　（洗

アラガキ

新垣

中松

名）

コウトク

恒篤

竹雄

（性）

男

男

　　（生　年）

明治3z年生奮れ

昭和12年生まれ．

A

N

A

N

A

N

A

　　　　　　　　　　　　　（o
kurec　dzu，　dzu・meonuりkal　エa甑tu：iia：

　この　　　　　　　　　図　　面　に　　　　　　　　ある艶〈〉ね．

　　（2）

エu：

　1まい。

　　　　　　　　　　　　（3）
／i’｝・VLLS・エaja　d3。：do：rl

　下糸憂門通，り

エu：

　（1い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
trLcl　iエ1：・ne：　taWta　Zudun沈u　lwi：エi∫i　d50：　Wa　k廊r吋a：

　ヒ　富うと、　王陵と　　上．石見　　分るだうう．

Zu；

　はい。

　　　　　　　　　　（5）　（6）
W・tて・・搬・d5i　’・・　tt騨晦Nエudu脚Z・Mzaエ猟・」・∫沈∫ず

初・ち真和耕寸の　聞得焔御贋貼　あのあ鷺　屋敷

」蹴d。：ja：

　なんだよ。
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N

A

N

A

N

A

N

A

N

A

Za二

ああ

　（7）

エi，

　ええ

lu；

　12Fい

エaka・marし｛so：！ntt

　赤丸

t賦k妖撫

　　所

Za：

　ああ、

エ1：

　えit　，

エza：

　Ilいρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll）

Szayza・畑エ烈一n・Lad3iki－na　su・噸」

寒山寸め　あの　　真境危副

帆・セ｛kl俄a5曲lj・　k・・t・

　真‡寛名1孟〆9　　　　　でゴカ、ら

エu；

　に｝い。

　　　　　　　　　　　（の　　　　　　　　　　　　　　 （13）

Zλ期taりka・ja　va・taエ・帆・Watt・・ga

　あの　　向いは　　　まτこ　　みの　　私で二ちかぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）

エ噂卿・牲s・・f侃・・エwa・zw・・エ郎糊t／i

　卜2年に　なろ蜘認　　「豚売｛ノや。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一300一

エaりjaibi・一・・1・・i

　　そうで「すか・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　（9）
エansa：帽　エam　　SUDsa：・ntt　t∫f　’M’肌a：sa；レ》akaf〈面

　それカ・ら　 あの　　寒円村の　　ロータリー　　分るかね？

エu：

　1才いり

　　　　　（to）

　　　　エWtWta・ma・d・・∫1側エaゴ魂。・ndi　Zit・・N

　　　　そこまでは　　　下糸fA門　　 ヒ　　言っている。

tSi’｝7t’yvLa；　sa　：　wta　di　’｝tLa　：　i2．u　：

　　ロータリー　ま、てt一　　　　　　　て“すb＼？

士∫ゴ猟・ls・：tll猟・・…　庶
　　ロータリー　　　 しコータソー　　　 1＃ら．　　この

醜1：（N翫．薇り

So：zakko：　一rLx

　　、1、学絞の

・jataMdo：

　マL＝いって二よθ



Zuwtaxa：　Eu：
VVV’VVVVNX－VNXV－LA．tvs．V

　そこてt’ずb、　了

　　　　　　　　　　　　（15）

エ…1・・塗1磁・ヱぬ

　ええ．　　裁￥・1？ki：滋、

　　　　　　　　　　　　　　　（IG）

xa・ma’n．za　∫tayi　ko：ja　ku・rca：エaraxt　i孤：

　今め　　　　　首里高才交ilF　ここで1？　tehいて・’すウ・マ

j’e：

　えマ

∫晒k。・鉾

　首里高オ交t　1・マ

エ・・as・rik・弓・エ・r・・勲
あ．いや　着里高較で唱で♂い。

エ艮：　　∫駄γ’fko：ja・　ka＝・Wta　　Za：　k怯・masa　ぢ1・ンγt惚：5a・：りka　i

ああ、首里高孝如　す北…　ああ、ここウ・　ロー9V一に

エ頗tfZ叩網t・k鵬
　下りマ　　f奪く　　　やケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）

エos：　k：tay℃：　士∫iWtWta：sa：　ZM’｝Re

　　　　　これII；　　　1コv一タ1ノ「　　　　1｝ら　f

k・・吻a士∫甑瓢・Sa・jaibi・5弗・

　ここむぐ　　　　　ロータ　　　　　　　　　てい’すね。

士魎瓢・Sa・一1…a・d・tj・Sゆ・

　　ロータリー　｛≠で鳥　　　　　ビ；噺吃ね。

エ・、・　k・悔3・七／レ醐・・s・・

　冴い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ts）

勧k・・j・j。1エ蜘伽k蹴d磁∫湘kaりk・t・繍j・j・・s・・Sl＃a

　　向、・｛9・is．　あの　　真壁、殿内の　　管轄て・　　あbb・“、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一301一



N

A

N

A

N

A

N

A

N

A

N

A

エza：

　17い、

エ照・りk・｛董漁伽

　そこ1・　　裁判所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹）

エa・dif・r・d3・ヱぬku・vyL・　D　k・　i　Zai』1・

ああ　裁判所跡　　ここ1：　　あり一一

kza・yVLaりkai　・猷艮k鼠帆4即辻∫ゼ　Zasaja：

　ここに　　　　　真壁殿内力ぐ　あbてぜろう。

Zu：

　tぼい。

一9M－

奄窒＝@d3u　jaS｛　ki　J”atraSisa

裁判所屋激で・　あ。て・b・“

ZM；

　ほい9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（zo）
ii　ra　d30：　一｝tta　：　Sza　ri　d30：　ka　ra　Za　ecu　So：　ta　f’　wo；　ja　o’La　kazza　Si　kza

裁判所・抽う、　首望城砺、あ・　尚秦王σ　　中城
　　　　　（zo

エ賦dzaMUtりkai　エutJi・撚’fso二†∫asaja：

　ktep展隻　に　　　　　　 み斥多りtoこれf：て・・しょう　。

エu：

　1窪い。

エ・・ri汽・呵・・士5itS・y・　j・・

　それ．の　　蕩孟　1｝　　　　　聞いで＝て“し｝）。

エu：

　1■いq

iy・・aレ・ヨ嚇・エ・・dun　ca・・k・簸1，吻浦ca・ts・rK　k点

　　中城御殿の　お瞭。韓　　　一周して　見学して・こ肋ぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一302一



N

A

N

A

N

A

N

A

laWti

あうマ

エu：　エikkwa｛

t1；い。一度τ・“しナ

エaibi：N

あり3可。

Za　raりjo：　　エad　ecn・nK　∫0ズt『aiヨa

そうで’t四くて、御殿に　尚奉勤ぐ

’yt：tsayta　kta±L4　Zatwti

拝閲して・こヒゼ　あうみ晦。
（23）

Wu：Wa：

　　　　ヤ　いいん。

ZL4ca”｝’1　t：　ca　e：

　そm頃t9

エure：

それ11一

da：

エγL：　　エab　jz～re：

　ンー　　それ与ら

　　　　　　　　（皿）

エ1胸5・・乳～

お成り1・f訪時1・

laibi　ra　N　d30：　｛

あ9手セ：ムノ。　　　とて毛

　　　　　　　　　　　（2千）

kok嫉！mん£と）｛ヲ鼠kkG：

固民営絞…

txVa　ka　i　N

わカ・b。

ZakeWata∫i二　夕・7VLi　SO：圭5で

　臼月けシ覆しして　　「e一ざつて

Zu：

　博い。

sak点k蹴aり
　そ　こてL’、　　ここも

エuI　2u：

　llいσ

エaon　＄a；・nl’

　｛依か・ら

　　　　　　（2ケ）

動k及・ma・隙

　外朗家の

エ朕徹段：

そこE｝

cae：1篭 撃撃窒≠m

あり手せん’。

2，艮つ・し＄ak駄士し（

　でゴから

エa・n・taりkai

あちらへ

亟ぬ伽稲∫・・

裁判所というのし7

Zu　on　za

晃m

・miヨt，LTi

　も
巡，回して

い／旦廿艮：

私τ・ちtlF

Sza　ri　d30；　kara

首望城から

／rvLeca　so：±5aSe：ja：

し・　らっ　しゃつで＝　て一一し｝　う　。

エ吻／・・∫a・

不要し・亡♂㍉で・ので噛．

k甥幽ぬkl伽xm｛・　t・・Y・

こん蝋＝　竹h・’　生えていう

轍衡艮ヨw・・」・5・・

　　商店でらτ＝。
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N
A
〔
　
・
口
N！

fl　a：　daki’yLu幅：to：｛bi：taonxa：

　ああ、　竹う寸’　生えており蕃しムか，

エaり晩S∂．：！ni

　そめ後、

侃訊／γ几訊：　／山伏γ’朕

　　　　　　　　　
　今淳　　すべ亀て…

・γしu：・γしdisa　　kし｛！rvしa：　璽Σ｛rad3し｛　エat－o：　kし｛：sa：つ’しf　jQ：

　fヂんというか、　ここ1才　　　裁判戸ケの跡、IVL　　　壊　してね・。

エ賦：

　1手い④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2の

エ徽・…m・ん・k伽t・・k繊侃獺k・fZw・ls・…エ・・i・・…（？・M・

あa　現在　　沖縄県i博物館に　　豚を　　売買しZいな

ji：！几しし　、エa∫e：ja：　　　　Za　re：　　ku！｝γしa　　燃乙　　レしai31／yvvite：yru

　絵占ぐ　　あうて・し5う。　　あm絵ぼ　　）こて“　月蒙n売買を　　初あてや。τ＝茎藁子を

J1：　Jasa
描いて・絵f翫τ慧．

エ諦段：

　あtlFあ・一一

エWa：3wa：エ面・一二∫レ獄　　Zaacsa：・n｛　2u・n・ta　エu・肌a　kayat

　腸と売りデ声台ぐ　　　　　　　　　　　　　それ1ウ、ら　　　　その　　　　　そこ，から

　　　　　　　（2ワ）

k・t・b・吻k・1エ吻・・re±・・」・・

　　干原に　　　移。て行。τ・か赫。

kata』aγec

　　干原　？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘28）　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　（29）

エ…k・t・5・y・・k・・ra　xmataエ・轍Si　・　・…tb・／　i　・n　za噸k・り3燃蜘・

　ん．　　干原から　　　　まf＝　　その　　　，Q・察才高の　　　西本原頁’寺の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一304一



A

肩
N
△
〔

エa・n・ec　・nし｛：・ndisa　エa・3ata・nd3i　2a｝re：　ka：・vvL　a　エa’鰍　・na：

　あめ　　で’あ）とし、うb、　　：ちワと；痘く1＝　　あれt3　　　1「’㌧と，　ア麦々の　　毛う（事て亀’あッt＝）

で燃1・ok・y・・胸k・k・d3　id・1磁。・伽

　そa頃t・　tl　　軍国　時代に↑｝・。ていtz。

エa：

　ああ。

エa’n　sMkbktu　kzavf　kuri　エik5it・：rza／ma’“帆d噸ja　re　：

　丁ゴ9b、ら．　　　　　　こ　れ　、　　これを：　　’」「危・えていう　　　6うて“あれt？“，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）

エ・・ゑ＿蜘z猟榔描Zi・M・・Watt・・sa：エu・bi・y・M・ga・
　匿い。　あ…　　　　　　　中、hP『　と　乞うヒ．　　　　1ムで，ち（？　　　・1意えていXeん、ね・。

　　　　　　（3f）

so：daro；

　そうfごろう。

ZU：W・“tt・・sa甑・・陶鯨エ・b吻k・耀ee・a・蜘・Z鋼物駅・・

1？い。私τ・9hN一　　　もa9　億える頃がらσもう　中da門［3

　あり奮セ，んて・’しτこ。

七舛エ脚物・ts・k・i・・ta・y・・iMi　z・・a・k・Wtaok・｛エ姻zj・・

　中山門を　建膨すろ、で・めに、　iiら　ここ｛・　　あa　晒、

エi±t・・／f・b，j・t・r・M…u・j・y・W…　伽・帽塑幼ヨ・・瑠・・

　あVfzら　　生｛走　 でz’っt＝にしろ、　f♂んにしろ、　　　　ts　f・と．いうb・．　寒い1才寸のね」，

2u；

　博い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）

エ鴛∵讐げ繋鰯｛寝～扶湾∵朕
　　　　　　　　　　　　　　　（33）

k・瓢珂・k・k・t・・圃1エ・　s　・j　・・

　こm　　都ホテルヒい。て　　あるて“し＝う．
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N
A
〔

エu：

　1守い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（舛）

エ欄・細口・りk・｛ki・エar｛・卿f　k燗k獺も猟・a5・ku｛9

￥・の　近・て嚇裡紳して（h’6しZ）この噸サ・・飛の棺1，歌を歌・て）

藪、diitsaSe：　ヱめ浮a伽

（就細引いτ・。を憶奴、，f∫いh・。

エu　re・h・M・∫・・棚。・1』・・Sisa

それIIL、話1■　　聞いフい狩が’。

エ・raりh・呵・・士5i℃伽」・・

　そう、　　言G　i1　　　聞いTtrゴろう。

Zu：

　1びい。

エ・価・cae・k・vi七S・　k・　indits｛

　1乏グ｝β寺〔＝！9これ（’旨里痔フレー．s戸弓）を造’らといって

Zu：

　iLh

／・・r・d・及i㈲k・

　集塀こ　耕本を

ZU・」・taandlyu　h・M・5・・ぢ｝t∫・・ja』…・り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　｛；；・いt　そうrざつ1こという　言舌　ll　　　　虜『｝しドZし・ま「ず。

　　　　　（3の

Yjし｛：taγ㌃し｛つkai　　七∫ikitaつjo：　ja：

龍諺池に　つけτ・研慧扮。

エUIエ頗轍d・・振鋼／・・

博い、　それまで博　　詑仔

kur・・エ・欄エ・り画・∫｛／・・ru　k・t・・」・Sisa－YVIL・・X・Pta

これ甑あのう　そ鱒風｛・　や。τ・ことて嘔あうが．㍗　禾懲・
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目
N
△
月
N
△
μ

七∫し・kレ・一しe・　！ne・つ　5e・ja・

　建造＿しマ　　talいZ一し“う。

2u：

　博い。

エanS・k・tec　Wa・rl・1・e・k・yi　tS　・・　k・　・a　s・・　y・七艮輔れ1

　てゴ’から、　私1？　中山門を建蓬ごぜる　で・あに

3a：　ha：

　あ一ll一！

エu・・M｛・　tn・・∫蜥炉k小5・砂徹り望蜥Wik塑wi”naZ“

そa　pe　rt？　寵布役哲（がり首里布民が　　　男性も　女性も

エ吻tf

　総出で’

Zu：

　［？い。

w・d・isas・Ma・k・り／i　j・k・　s・ku　5・・／，　j・rd・・戸・

舞踊し婦・ら　こう　　約宋して・　中鋪rで論偉。

エa：ha：

　ああ

エu　r｛　6a　℃Su　ku　ra　tt・e：　エes・ra・vn　ba：

　それ台ぐ　　　建簗　Vれて　　　te一いで・し；う。

t∫…d・・燗・n七∫・k・i而i

　中山P『・色　　　三笠るとい7エ

伽一・・i’・・t・kaエij・3嚥iりk・i士∫・k呵・・t5・・　・・　・・　Wt。n

あの　ネわドを　龍諺池に　　っけr、烈を．　中山門を

七∫・k・呵｛

　う圭㌧るヒい，Z．
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N

A

N

A

N

A

N

A

N
P
△
μ
N

tSu　kuintSi　du　vwvvvvw

建造恥で・あに

ku　onu　Su　rei・nuつno・Ga　tSu　kuy’ava・肌a：du

この　守礼mMを　造ら・Sい間に，

エu：

　1：序い。

w・柵・・エ・伽・ca・・M蝋di6a・・りsa・りk・i蜘k幽

　私［7　そめ時｛需靴と・いうウ・寒・i村に　住んで亀レ・るから。

エt，（：

　17い。

エansa・ni　W・tt・・O　k・n　ds・n・a　b・　k・i　S｛エuta　2・・t・is・na・

　それから、　私むちも　　囲頭サバ㍗リめ　　；タ置．リ歌を　　歌い穿が辱ら、

h・PP・tiエ吻牧d・・」・・

　弘張。マ行。て、ん君よ袴。

エLt　：

　　！丁い。

捗3・エu・r・Uぢ漁吻」・・｛エUMU　k・・ja　k励ゆヨ・tal
　でごけど．　　その（中．自門［の遂！ら望いで」．　　　　そen　　才才木が・　　〈さり　　　そうに

nata　kutza

　でボっでこので「．

エ以：

　　1さい。

S・　・i　d3。・・…嚇磁凋1…v・土∫醐・り斜・」・・

　　着里虚成’の　　　造ろう2．　　　　　しマい6　　　θ寺期τぜっ．T＝よ。

エu：

　11い。
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A エaMU：　・｝γしa・七a　エ轍徹混ka．ra　　satSl　七Sa　ku　ra’γし　・na・：7しa｛　wanne：

　あ・（うし　3t：、　首里城から　先に　　建築しで1いかと　　私1？

エitS・り」・・j・1

　才是，家し1：f）τビあ。

エ｛，（：

　じ｝い。

tSu　kute：　zae：o　5e：

　（T：｝t－t’ど’）　造っ・てi？t（Fし・てrσ

Zu：

　［？い。

恥ll／燃
　そし1　守礼の

エ・り／iエ鞠ki・ja鯛・・s・
　そしマ　　その　　　霧㌧木1■　　ど」うしτこの　 ？

エ・M・・ki・jaj・・エ・M・・k・tu　n・・d・k…ft・n粥i燃蜘

　そグ、　　12木19ね、　　それ丁ごから　　　もう、　　　6年．　　　7，年一　　　11“か’」

’nata・k“‡し・　kα∫a・γずha・｛31・肌a．t・・つ」σ・ja・　　つ帆i・｛うiMし・　・mi・つkaゴ

　アニって＝のて“，　　くさり々台めτ＝んτゴよね・。　　　　　　オくの　　　中に．

エij哩欄｛ruゴ・k・t・

龍言軍池　　／・”から。

Za：　ka：

　ああ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）

sak・tuゴ1・』・1・m・ta　k・・・…エ・りk・k聴i　tS・k・IMdl　z｛J’　・・　・yt｛

　そこて“　・女5・考β／含・1；　　ま．で＝　　　こ．の　　祷里円覚寺を　　　再＃2．“ずると　　　言って、

エa…　an　｛j…脚りj・1

　あの　　仁王門2拠。
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N

A

N

A

N

A

N

A

N

A

N

エα：，

　じ｝い。

エ“・’・…a七陥り飾4躍由りk・i2・・y・・士卿tf

　それを　　造う　　　　才才木に　　　あれ臣　硬。τ＝。

2a；ha：

　ああ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）

エ艮η鋤禰エ・…u：W乱猟・・ki・9・；k・・Oエ殉j・d｛エa’・・

　　そこで　　あめう、　私σ・　夫工びんも　あめ・方も　呼んでし，　あの・

エ・・xni・　one・t・“tLaZ“du”u7ttす・k賜・・ヨ徽・1・kぬ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　その時に隠．　王陵も　　 建造中τ・あ。τ＝　から、

エ瑳：

　【手い。

至・r・5i・n・Lit・り」・・

　彫刻こせで・んf・“よ。

エ以：

　（才いe

ヱし｛’γしu　　暫し｛：・13i・∫i　　∫e：kし・tし｛　ku　ye：　　く13i歪｛

　　千ん尊風，に　　　やつτ二のて・・、　これぼ　　是非とも

！匹：

　八．！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）

SuriSi・mintu・n・r　jakusuk“っ　ja・k“±・tt　曳∫賦k駄r次∫i燃jaje・sanir・d辻∫｛

　首里一eli彦程レと6へ　　　 約束■“も　　あうh、1フ、　　　　 造って　　し・で二f・ごこうヒ

Wan・n・・エ…t・…』・・エu・y・a七姻侃｛k・・re・k殉・y・レa・

私博　，臨ている研与。　その　て・めに、　この図劇才書いで・んぴ。

エu；　エ・・h・・エ・蜘」・｛bl・・n・rLa・

　県い。　ああ、　　　そうで’し鳶が。
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注

（1）新垣氏｛■首里．の明治時代め地図を言乙1意をt・ぐ9・なカぐら作成中z・ある。

　そめ原図を見な於ら、・会話時進．行ずる。

（幻〔エ・・〕応答語．身分の低い老ま御諾、・都・ら身分め高い者まτ・

　薩年長輸・対すb許諾の意を表わす。［？い．同年m者であ．ても．一
　か　目　て“も　＾　日　て“も　先　に　生．奮　れτ二者　1＝才寸　し　て　il苛欠言口を　i；月　し・る　の　々ぐづこ方集言吾

　パ特敬て協乞同輩め者や年下A者・・対してi？　［Zi：〕と・・う．

（3）首里城から守礼門を経て那覇野方勘・通、じみ幹線遊路パっ．特・・、

　現在・首里高等学校。裏門から観音・堂あア・・ほでの大孟・臣指してい

　う．糸麦：F『11；美．しいF『1め滝・。　「あや」ll美しし・グ、意、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タマ（‘1一）〔taWta一エuduN〕玉御殿．。　taWtaσ1性霊：の霊．。エuduN　i？御殿＝。玉陵m

　こと．みささぎ。ここて臆尚氏の王陵を指していう．

（5）〔・肌a：d3　i　3語源［3＜真弓＞fi　N・16首里市の一町．首里城の北西部1：

　位置い城西小学狡．首里高等’単校営物所在地．
（6）　〔t∫i亜uc！iiN一エu（duN〕　きこえる・おしき“・ヶ（聞｛考・メこ名）？3i　B…廷ヒ書・〈。

〔七／l亜小〕・謝恥小女称＞i」・e3・ゑ焔・際政教・目鱗〆
　残り。琉球口囲における最高め女一性神官．囲王の母、后｛μ・ほ姉妹力ぐ

　これに当る。艇め配下ド「ノロ、〔偲、隙〕ヒ・・う玄官があり、各地

　か・配置されア・。現在め布町村E・E7げ相当する間切ノロb“これて協る．

　　首里じ甑地方ノロと聞得大君めパィフ．役をつかづど乃三平等（三

　区）あ真壁殿肉・着里下肉・儀イ呆殿内にノロ罐頁頒が置ウ・れて・・ブ・。

（7）応答語．IIILい．同輩｛・　t・　1？＃下・輸或目して1判・i　・1）。

（9）〔suり3a＝〕寒｝り。首里の町A一つ。

（9）　CtSi－rvt－wta：sa：〕・一9，ノーe惇躍哩塚磁馬

（to）〔エaka・WtaVu・SO：〕　赤九宗。醤油製造販売会社。沖縄、1代表てる製造，

　業の一つ。那覇布首里寒”1町に本社びあう。具走・堅宗精氏a創立にな

　ろ。

（11）　〔つγしa（131kレγしa〕　　真ナ＝竜’名7　と・表苔己ノする．　イN表換勺喉ヂ士方集dへ　氏女生・の　一つ。

　〔SU：〈f3i］tl〈・1・路〉のこと。
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（・2）〔殉k・・〕向い．語源・才伽伽k浦く袖・ウ帆

㈲代危詞。〔waN〕（私）旧称、，単数形．〔Wa－tra　：〕11自称・複数形。

　こ・・ように、本来、単数形和判いるべきところを複数号多て俵わすこと

　かぐ多い。

⑯〔エW・・SWa・〕豚ばエ〕・踊門閉鎖音。首勤言・音韻一L・m特ぞ蚊であ

　ゐ・　〔SWa：〕1？美称の：接・尾辞。

㈲〔iir・d3U〕平等所と書く．等等．
（16）　〔∫ayi　1く0：｝　首里高．　首里、窃薯＝学才交の略称。　Ct・i立・百年を走彦す沖浄亀en・名

　門．進学殺。野球、芸術面て・・　e哨名．『甲子園。土elと・・h映画〔・毛

　V7で・．戦後初めて沖縄々・ら野球で・甲子國の土を踏み、持ち帰。τ・土

　が．当時謡姶台情況（外iNa」、・）パ、tlb　1・海に捨てら糊・こと汐咽民

　1：大き穿ショックを与えτ；。

（17）　〔エ｛、｛・ne〕　闘三更詞。　ほら。　それ，

（iの〔・搬ak知d“・nt∫i〕　真壁殿肉〔帆諏訪i昭哺七∫口mこと。真和志め平等

　にあ。て二。

（i9）　冨い：さし。

ω）〔∫・・t・iw・日尚条王．19・48・＃一　｛・即位し、階傍ド卿可る．

　明治12年に琉球こ王凶ヵぐ廃・さ低、沖縄県が置か作i二時A筑球1葦ヨ最後め闘

　L。退ノユ後1？中城御殿ド，をを遷，され．さらに皇居に進い九段に屋喜廻を

　芋貝易され社。

（2D〔・nakaヨuSiku－ZadUN〕　中城御殿。首里城クL大中Wfに所βでる尚

　家の私邸。退，位後1？ここに居住されで・。

　　太平洋戦争で破壊されて後膨寵球政府の時代じ丈化財保護委買会の

事務局、博物館・拷・・移し、王見拙堺麗県立博物館力・置力・林てい乞

　タ葡存し胃石す亘！二・昔日の面葦3をしの［ガセう。

（22）〔エi　・・y・ev　1・・葡いら。しゃる時・・．轍語．〔i・y・eoS・：N］詞敬

　意が高い。

（23）〔W、。r，　WU：〕応答語。いいえ．〔2U：〕め対語．目よ一まて；　tl・ffi　ta者

　i＝女医して｛屑し・る。

（・4）〔k。k繭り艸k・・〕！鐸縛校煉騨壕当時・・1・桝交・別樵
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（2の　〔動kユ・搬a〕　クト間．la首里士族の氏姓め一つ。

囲〔h・k。・b。t…k。。・〕†専物飽終戦後W〈Lrしで潜動丈イ乙財創媒し

　で、二とに始秘．最初i2F汀良町…一クンぶきの小屋力・ら1；発し．龍諄

　湖畔の沖縄県立・師範1掌絞跡【二移り．さらに中城御、殿m中に琉球政府立

　博下館ヒして本格的旧劇勿力・露乳昭斥叫ワ年。祖囚復帰と同時じ沖縄

　県じ移管さk．今日じ及んでいるe

（29）

（2g）

（29）

（30）

　t・城門の一つ．中却下里め写・1称。南J4　．北煽・対していう

　戦で焼失しで・。

（3P　－i＃i一通．語丹多。

（32）共遮語形。お・条を毘んで憾丁・女性mあいSつ語。

（33）〔tn・tijako　h・t・Y・・］都ホテ1レ．全日空系図彫・一ンホテル・一つ．

　那覇布首里叛．下町にある。

㈱〔k・　・n　a3　ax　sa　ba　ku　i〕lfi頭サバクリ．木置ワ歌．沖縄・・4N’表的労働歌

　の”つ。ユーモアに♪茜ちで二戸斥4箸かぐ／＜、気をワ乎，3ご。

（・S）〔争・taN〕龍諄池首里城外・協蘇工況こ瑚か弼乙めで・首里

　城の風景IV天下一品て・ある。

（3の　〔2eりka　ku　d3iコ　首里円覚寺。　f・F　92一年の創建。首里城外ドある旧囚寺・

　元暦ヨ乳今次大戦で焼失一5齢乙か臼7世紀じ力吋て最も隆盗を9

　わめ、僧6．O　O　O人を学iゴせ1：ヒし・う。Ja門17復元されゴ・。禅京e

㈹〔ki・　d3・・k・］二三｝〈木細工〉．木工・こと．〔エ1賄・・k・］＜石

細工〉（石工）ド対し・・つ．〔∫・：ktt〕〈細工〉・扶エ・焦

（3S）　〔jaje：saMi’y・idi・t∫i〕1？直訳すれ1ゴ「ていあろうといって“・

〔ka・七a』，aγtt〕　干一聯。　干石：焦しのこヒ。

〔Sia・v・tbaSi　］下家；矯。那覇市肉ドあな古い橘め一つ。

〔・nis｛h・り鯉a瓠極コ西本願寺。那覇布街地にある古寺en一つ・

〔士∫u：dza徹徹oN〕中山門。現在の首里高等学校の裏門の近・〈にあ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。今次大
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話し手

1（略号）

　　A

　　N

2 守礼門t，T＞額

　（Ck　名）

新垣恒篤

中私竹雄

（性）

男

男

　　　（生　年）

明治32年生削れ

昭和1ユ年生9tn

A

N

A

N

A

N

A

kure：　atrtakandu’nt5i　ja：

こi・x．・［？　真壁殿内で：”よ。

エaり∫・・惚轍・k・・Wta・Ma・5a・ik・・k・・」・ibi・磁

それて“t1；一．現在　二こIIF、もう首里高等学較の所ft地て・しt・　b・。

an：魎k・・k・・ja　l・・（Nエ・・）一y・・k・s・5i　k・　z・d・o

ええ．着里高等学才交・漁．　　　　　中城御殿τ・”．

（h綴噸つ贈／l囎惚lo：ゴa：

触、

　　　　e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自）

エa”Sa：・γしi　　エt’｛’nza・maっ処a！γしakaf　七Su：ヨa・kko：　jaすaり　」。：

￥拘・転（中城御殿が）物ままド沖縄￥一中・勃交t・・ゐゴ・んガ。

エt，t：

　にFい。

Zu・nu　ヱはr猷徹。・n・na：v・f：

モの（中城御殿の）黒門から．
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N

A

N

A

N

A

N

A

N

A

N

A

2u　ra　wtoo　s　a一

　裏門力ぐ

エur｛　z拭ど｛

　それノやれノ

エa：　エa：

　ああ．ああ，

エa七鼠ノnつ’しa，：

　　　　nv
あ。T＝の？

エura・…りsa

　ム
晟門力ぐ

エ・り／iエ・・n・n・・n・an・

fれで冒その　今の

Zu：

　博い。

deDSa　Zu　bf　一to：　yyt｛

電戦憶奴い砂．

　　　ぐ2）

d・り脚・・rl領嗣

電車匝り。て

陥kai鵬1

分・るかい。

2u：　　エu』1　　エija　　deD∫a　エu』i七e：　Z，．・　i　bi　raり

1■・。憶え．いや、電恥才　憶えて、噂せ紅．

d・りlaz・n・七鉢面伽…4》・・
電軌．あの、　造る、L7　rrとい。て拾．

kuvaa

　ここの

飢h
あ

飢
あ

Z

9七5a

下側Il

エanu　っγしi：ぢ

　2）　m　三つ

Zu Zu

t手い。

h・d3i・yVt・・

　ら　初め〔才

、
」

γ四

maute： エi∫i3・tsf・xL

石垣も

n　za　kzato：tao　jo；　Ji　a：

　グ契フてし、1＝よね。

ju；tSi　narab
　llN　グel｛二　　並」）て・’

エar・・tai／・・v・・

あナ矢t2；。　大正でしょう。

kunu　nakasuSikuZudunna

この　中城御殿め

ku：sa：帽

壊して、

ja’taD　jo：　j’a：

いでこんτごよね．
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N

A

N

A

N

A

N

A

N

エa：

　ああ．

録；

　ええ

kun　za

　この

一n・t・k…d蝋／ゼ

　　真壁殿肉　　　　　　　　　　、

zza：

　匿い。

k・n・エ娩。…エ・r・2j・・k・・」・・k・m・w・・・…惣ゆ・タ・・

　　この　御門の　あう　．間t2；、　　　こ」　国王ポ　なんτしす扮

エ蹴唄蝋4塑s・・蜘d・・エゴ・N
　あの、なんヒe狛・、　置りt・1　言が♂い。

エu：

　13いe

z・　r｛　k・　r・エWf・　ziS｛　d3・・1・tリエ・n・

　￥れから　上石門て“t、　　　あの

Zu：

　　博い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

s・・d3・・エa　raりja；エan・・k・tu嘱｛割z吻。・d・・嗣・ゴ・すa・rza

　直りで’ll　ts〈．　　でこから、　　北御門直りて一一　あ。r・．

エa・　ha・エaり5・・i・nt。・S・iSi　ki　’na’・’・・1・・，∫伽d｛Z｛・M・・

　ああ．　￥れで’12P　l紘ヒうめ　正式な　　名称と　いうの口．

niS｛割納。・d…i　Md｛　・・釦嫌
　　1じの　待　戸『ソ（路　と　　　　　　　　葛う　のて“’す匁。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一316一

ロ

J・・七∫ixa・ra・b｛・na・

　　　四　　グiJ　　て‘’1「　カ＼　。

捗3・エ・ri　k・・七／，・rVtadiatt　s・・…tak・f　z・りSis・エ晦瓢・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬて・Mど．そ縄　壊してまでも　軌Lrを造。で・b・・．　裏門IIF

k・re・備k・賄k僻・りk・f　s・轡帆d・・一makanduntS｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
こA（・；・．　真壁殿，　ここに．　通ノ／　　　真壁殿肉、

　　　　　　　・晒・・ゴ殉・k・ri

　　　　通｛ノ　て・・11　　　　あう』ウぐ．　　　こ，ギへ



A Zi・呼箕幽・・朔…　tn・！・・k・幽働痴鋤隻エ・M・
　　そう、　ユしの御門　で’　　ある。　　　真　壁　屡建肉　と，　吉うのし笹、　　その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘4ウ

糊焔3・Zu…　t・・d・7・U・・r・・MU・融飢d漁埆翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ワ

猟ヒ・・うか．そ嬬　得・』’祝＃6・　　真壁属艮内に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S）　　　　　　　　　（6）

細・・順・z・・ti・…k・nd・nt／i・磁呵l　d3i・レ・如t鉢胡1
　　ヒ

　　祝ぐが　居て、　真・壁殿内、　着里殿内、　儀保殿肉とい．て

禰t・両1
　　三殿i勺。

Wt　i　t・nt∫　i

　　三殿肉。

X｝・，・L　i　・　tS　il・・

　　三つ　て’1マ’ね・。

Zu：

　σい。

一・・，・Li・t∫ほati　S・za　k・tu・m・t・ntSiエaり／ゆ

　三つあるから．三殿肉と称している。　て惣†ど、

Zγし：

　　σい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

∫urf　d30：！a　ke　w　ata∫i　tu　・搬’握3凹

着里城明・ナ渡しヒ　同時に．

エ“：

　llいe
　　　　　　　　　　　　（9）

エa…　za吻・k…k。・s・　ku』…～i℃∫・瓢kabumunakaiエa・a・・L・1

あの琉球大学め元の工学部・　下方の　窪地にゐ。で・。蹟こ・ひ…

エη：

　ゆい。
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A

N

A

N

A

N

A

N

A

N

エ蜘・流鳳七∫・・

　その　　　．三承突内tぴ、

挿図撒t∫レ煽・七∫

　三屡艮内、　　　　．三つ

la　ha：

　ああ。

　　r　　　　　　　　畠　　　　　　1

／t・n・s・・S

　　　　花

エ朕：

　「乎い。

ロjati

　　であう。

つ〆しλ㌍し鼠つ代賦

　　現在の、

k・・rLU・鰍・Ut　r・りs・・s・・・…i

こa　、　　顧すべヒて　　　毘合して，

jaka－tutrM　o”yLi－tat｝t－tSi

あそ》のて一■．　　　　　三／翼彙肉e

エ以つ砥鼠つkai

ソ

てこ，に

Wt1：七／iJ・凶漁瓢i吻ゴ…　エ畑
　三つ　　あbから　　三澱内なんだ。　その…

Za：　・η～薦嫉・｝nuto：　エaワ∫｛　つnitu　ku帆a　レVakar｛方。：

　ああ．　　元々1？　　そうして　　三ノ殿内口　　分れていT：・一軸

？i：　　エa　ka℃a　Su　Oida　ntS　f　kza　ra　buっ鰍　Zatt　za　ku　ru　エza　ri　kara

　ええ。　　赤、ヒロ着里蚕曼1勺i？　　クラフ’t汐ぐ　　あるとこ’ろ　　　そ才へP’ら

vaaka”dux±5i　k“一rvva

真壁殿肉l／　ここ

ku瓢及　ku7。va

　ここ．　ここ！

d5i：bu・ndunt∫｛7し（右　Z｛：・ne・　／t　a・na3u∫i　ku　PtU　エiri・撚’誌1

　儀保殿内と　　論と．　花城ごんの　　西側ドみて・。
　　　　　　　　　（9）

　　　　　　　lk・鴨・・リ・・ta・

　　　　　　城’靖用さん宅の。

　　　　　　“及”ntL鼠／n　K

　　　　　　　現在en
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A

N

A

N

A

N

A

N

A

N

A

s・fj・・sa　w・t・ttu　ku　一yyLa・エ1・1拗t・・

　花す成清明ご畠力ぐあ・ら哲る　　屋敷の　、函硬」。

z・：　エ・　・rvt　ap　ka｛餓尻励

　1課し1。　　そこ，1こ　　　 あ｛ノまし1こ。

Za’it　＄u　kutu　zぴ悔幡・，エu’・・．’・・1．i・n…e・ka　w・・歪・伽

　　て協るから，　その　　　　そa時手て・σ　　王碕の

七∫1璽晦りエuda鰍ecエ・楓エ・肌・ma・a・kaりk・t・a～・・　’・∫・・k・ta

　　聞得xe御殿の、物．　そこ12F　管轄で・あ・博しで・のて・

エza：　2a：

　　1雷い。

t陣酌リエz・d・ndlエ，∫・・k・k。・エ・・θ酬：磁厭卿レ・・t・・ゴ・・

「貴婦人御搬此称聾婦．「聞得大乱と　　書・ん碍ね．

Zu：

　t？　t　ie

エ・・n・湘℃・z・ri　2・x・Si　・・z・tSiりk・iヱぬ晒・・

　　でこ“から、　それを．あの　（首里）城内に　あ。飢仁噛亀。

Zu：

　　博い。

エ掬・エa瓢・・v…一n・・d｛sa’…k・s・・Sik・・　z・d・・，・t…na・m・”・

　あbが’、　あのう　　で♂んヒいうカ・、　　・手・t成修戸贋粟1｝　　　　王見在の

ftz－kv〈bLt’tsukvva・｝iL一｝xLL〈　tukuvuDkai　ZutSijui

　　博物囎の　　　場所に　移られるし、

Zu：

　｛G一い。

2aDS｛kaya　rntLata　Za一｝tLpt：　sakutu　5irurutSi－yte：　irta：

　　それから　卸・　あのう色々あ。t・のて・・．（首里）城肉【・｛1
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N

A

N

A

N

A

N

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1。）

エu価・k・・ra・k・WtP・瞬エ1杭卿レ・・

　　その時以来　憲兵隊か・・駐屯して・肇．

la：

　ああ。

k・坤d撫エ蹴∫・・／・・W・k・瞬

憲兵力・・駐在して・丁・鵡知。てい勧．

蜘・Wu・z・r・・”・・Sikatt・・エ・bit・lz・i』1・・ansa

　いいえ．　￥れ11；萄　［あ割呼　憶えてt9・噂でん件。

w・tt・・k・帆P・1侃｛Zwa・tt・・蜘・｛・・困り1・・w・tta・

私幅憲痴・　よ、直い勃ご帽、りしで・勧て・す。　私らグ

S・・kk・・ZaりSlsaヨakk・・t・…Ct　W・tta・sa　j・……1’　．i　j・・

学殺…て、“けど、　学絞の　　私丁・ちグ　繕年【・鶴τ・時ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の

／・・｛／it∫・・tS｛b・…　tJ・・∫・・d5i」・・刈・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ誉飾長　知花朝章　時代・・、

エ駄：

　口い。

∫・碗・・j・／・　・i　n・エ・n・d3・ik｛x…殉k。・t・・

　首里歩成隠　　首里庫民の　　　　　　　　孝彪金　で・　　　買。衣。

エ民：

　llい9

k・・t。・Sisa　鰍漏りk・｛Wtata・魎・d…k・欄s・t・um～・・nu

（買う。の買。てあ。で、ヵ・．そ↓に　9で、・　島津家の　　薩摩の

エ・鯨／io　Si・　k・　ra　k・xyvvpei　kava欄k刎｛W・tta：　sa　Sisu

その　敢員やら　巡査やラ　噺・やら居て、私で・ちカ・　ffぐ

エ1せ／l阿｛・M・・［ILi・轍・s・t・り1・・

　入ってし、〈ヒ、　　　追し、出しまつtzんで＝“よ。
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N

A

N

A

N

A

？u：

　ゆい。

2a－ytsakutu　Wattiいsa　Ma・肌a．∫りSi：りkai　jo：　エa牲は：　エaり／｛

　そ　矛へT：｝o、こフ．　　　＃ム　ら　カぐ．　　　　　／今㌧　　　　　　先　生　 ｛二　ts　．　　　　　あのう　　　ああいう」：う｛こ

lZi：Wta：s・Ut・ndo：ゴa：x｝・L　d　i　Zit∫akutu　・yytata　・｝’｝’t’・ivyLbanuo　kai

　追い出これると　　　紳すると．　　　首里城のF騰の

エ・ka　b…La・七aWt帆・・SWa・，・・d・tSiエ頗・・t・一軒詠口エ・吻

　赤鼻しSいさんノと．いう（≧、ソクネームenっけらkt＝）　　　薩　ノ奪　の　　　ノくLnte．一　　し、で二人ノ

」σ：Ja：

　で＝9’よ捺。

Zu：

　はい。

2ana　エurisa　エnd3a：Ki　Mα：sa　ku・ntva：　Suri　k駄帆賦　／i：sa：ni

　　　　　　　　　　　　　　あの　そ樋ぐ、　行．て．tsんだ孫えIV．ここ11；　首望区の、　布て“、

∵1∴拶｛．e㌃∵窒綜膿喫∵（Nl∴。慧霊，つ

S・ri　kza　k・・t・漁tyVt・Tn・Zj’・・S・W・・ya・b・・t・・？i・tVVL・…購

　楢望区，で・　　　買ウて　あうのに、　　おまえカく・着里の子イ共社ちそ　追．い出すと1？：

w・・k｛・・y・Uz・禰帆di七∫i（Nエu・）Zi伽・ゴaエ酌1臨嗣1

何豹・之抗議をして、　　　　お軌で、鱒出て徳すと言，て、

鰍帽取Z・t。・tl　Z・k・・b・Wta・taM・Wt・・Zi・，［。漁t励」。・

　　　　　その時に．　　赤鼻じいごんは　　追放さ鱈痴び渓．

エaha：

　ああ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　（12，）　　　　　　　　　（13）

エaり∫lkara　’γしa．ka瓢a．γしza　’nobu：土a、：

　　そ｛勤・ら　名嘉真の　　信さん。家て・管理人力咄τ・．
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N

A

N

A

N

A

N

A

エu：・

　1才い。

　　　　　　　　　（1‘1一）

Zax“　2uJ’anu

　あの、先代の名嘉真さん

lu：

　17いρ

　　　　　　　　　　　　　　（IS）

エanu・』・りkゴ・・d・・繍エ・∫卵エ鰍・エa・i鷺撫ba・t・・」・・

　あのう，　勉強堂と　いう碗・・．そこ．あれ．　　いで、　わ〔すよ。

？u：

　1窪い。

Mobu：ja　Su　ri　dso：糊　kutu　レVa　ka　u戸：WakaiSi3a　jaS｛3a

　f呂ごん1？．　　首里f成’の　　こと，1？　　分ら、　　孝見1？　・分・うτごろうhぐ．

x・b・s・」・tりSuri　d3・・M・k・t。・w・k…nsa　tn・L…z・四

　イ言さん！手　　　　　　　首里；成’の　　こと1？　　分らtEいで＝“ろうね．。

亜目＝由1：り　エa　kutu　ja＝

　ぞんtsことも　　あろか、らギン？L。

？u：

　｛才い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）

？aMsu　ku　tu　Za－ytu　Zurni　：　nut　ku　Ma　”nu：　yLdlsa　to　：　Ma　ku　ra　’yt　za

　　τ；”から、　あの．　￥の時の　こm　t、’・Sv・tいうP・．　当之蔵■・1の

　　　　　　（tv）　（ig）
k薦“撚｛・nu　kad3｛’肌aj　a：Wtaka…エaru　℃∫嫉・阻孜ヨ畔鼠りka｛　Zar｛∫i

　オ南見≒葉局の　　　十［事路てい．　　　　　あ・1　　　　ヒ頁　｛：　　　　　　あjuして、

エ…na？ぬd・』・而。・d・・MU　z・・Wta・z・ti　z・it・k・t・・

　￥a　後で、　勉強堂ヵ・・　　そこて・　売。丁・のて・，

／it・りswa・」い噸」3弓・・s・kk。・噺・エa“　du　j・t・・k・tza

　　支店口　　第一　，1、学校婦侠）カ・・目当て　でらで・カ・ら．
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N

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｛q）

（N徹神魂際∵賦3鶴∵）kw罎k瀦∵

エ“：

　　1？い。

k吻k・i榔蝋・七za　k・・r・・z・・ti蹴・Yu　b・・t・・卸

　　歓会門の　　　　　戸ケで　　　　　売．祖　　わけよ。

Za＝ll　a：

　　ああ．

Wta・z・nni・　’yLe・Za”u・nUlnd；sa　Zu　yi　ka　ya　ku・riり賊

　　まあ、　その日奇に1び、　あのう．　ず♂んというカ・，　　そ哲がら．　これも　　言舌して

s。・ka　5我：

　　ゆ　　直こうね一。

Zu＝

　じ凄い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）

k朕瓢敏群鼠SU　r・i　Wt・nyt　ct　ZU・n・Laniエa～丙即

　　ここから　　　守ネし門の　　　そこに　　あるr＝“ろう。

エu：

　　｛笹い。

Zi・Z・”・∫・・eix・駕畑エiS・・エ・鰍・れ騨di3・k・nza
　ええ＿　あm　 」守ネしの　 戸『と　言うの［1．　あのう．　でe’んヒし・うカ、　この

S・ku　kca　re・七∫u・dzava　dit∫1エ・re・k・k・tt・・∫isa

額1｝こ担｝　中山ヒ、　　ヤ佃窪　書かれているが・、

エ“：

　じ｝い。

エar・・Sur・｛鯨k姻焔光∫；z・nu　k漁瓢も｛・」・k晒

　あ担守　守礼の　囲ヒ　　　あの　凶の　丈割ぼ　国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一323一



N
△
〔

／f　kkaku・椥k晒J・り1・・J’　・・

　四角い　　頃・’んτゴよ扮。

歪し｛：　　　　∫ikka・ku：ja　　Zaxaつ　　　ho：

　ilFあ？　四角い文字で・13・♂い、「邦、

∫ikkakし‘・つ4し｛．　エα｛；∫ゴつkai℃e・

　　四角の　　　中に

エa：エu：

　ああ．

Zu　re・脇h・・an・u　43i・Zar・・h。・MU蛎・z…N

　そ預才　　　「邦掴字．あ掬誓　「邦、の字て臆・♂・・。

歪μ：

　で’ムノて■■すフて了

∫i　kk・ku・M・k・一一3i・／i　k・k・tt・・t初・・

　　四角の　　国の　字で　書かれていτ、よ。

りka∫i・na：蚕賦・

　昔で’了か了

エ1・エ…りwaM・ca・・h・・ku』・t・・kwaM・…　凹崩働k・1

　そう。　ヤAも．　　斥ムll　　　，中糸亀県立，博牛勿慣官め　　　倉言　員に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2D

御・りk・ij・Wtazatu　j・i　ki　tSi　o　k・・p蜘k・k・・　ri　z｛tl・・／｛sa

　みん芽｛こ　　喰宮長の山望．　7i（吉　ごん，　i＝も　　　　5　i誠　く　そのことを」L申しτこth　t：“hg’．

一rVL　ata　ZUtri　kara

　まで・．　そ汽から

／ik・k・・・…k・…；du　j・i・bi・仰・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　四角の　　國の字が・　正．しいんですカ・。

エi二

　そうだ「。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3？4一



N

A

N

A

N

A

N

A

N

ハ

N

’natvyta：　ho：oou　d3i：　katSe：ibi：Sisa

現酬丁「邦、の字てth書かれて・・まてカ・・。

Za・re：　？a・ca　Su　kし｛七u　レVa・℃ta・：3a・　ヨOMeγし　～o：iM；ゴ。：

　あぜ～ll，　　丁ゴ’から、　　　　斥ムら6ぐ　1」・学オ交5年生，の　日寺に．

エ尻：

　lvい。

「a轍k・mp・f伽t∫a・　Mil・・エ・k磁w・照．！ii’VVL・3画de

　あa　憲兵6・　孝て、　　「沖縄県IIF　島邦τ・

エa・r…n・一y…ik・初k岬f期d3・　d・k・k・M・wa　k・Sik・raり

あろの｛・　こめ　函a　字て・　書・のσ　　ci　しからん。
　　　　　　　　　　　　（Z2）

？oroSite　Maose　Md｛tSi　Jo：

　　おろして　直セー　と言。てis。

Zu：

　ほいe

2are：　　　watta：　　！ンne：　っaa・士∫o；七’　　ヱし｛rし｛∫i！ンγtiraγqttaつ　jo：

　あれ1？　　；‡ムらの　　　　面前　で「　　　　　　お・ろごk為人ノr＝“＄e

エ…七∫i　ja・i』i：N

　し、つ　てい了’b、。

つtneidう｛

　明治1

一・・te｛ds｛鴨噸・り戸し昭・

　H昌ラぢ　　　イ司　年　　て’ドず6、。

t・i／・・りk・｛’nay・Md・M・1・哨紹。吻

　　大　正！こ　　　で’ろうと3一う　L　　β月♪ち　4S年ノ

tyv・　・・　d31」・湾綱常りZa鉱頒煎楓・d・・Z・り／・・Z…

　　樟月ラ智　　　　45年　　　　　　　あ、　　その日寺　まて”｛｝　　　それて“博，　　そdヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一325一



Sik・ku・知k…id・Jaiし1・伽甑・

　　四Aい　國の字て・しT・　h・、

？uyi　sa：sci　kakatto：Si　jatap　J’o：

　　そAで●　書かれているもパ∴τ，よ．

ro　ho：

　おお・。

？aMsa：wi　ZuM“　ku’｝4za　’nut－ndisa　buvkabu－n　ditS｛　Zu’nza

　それで亀、　その，　この．なんというb・．　丈化部と言・て．　￥の

柵・帽・3・z・鰍M・k・s・　Si　kuz繭…エas・taりk・i　Z・七a～・・ja・

　†’んというか、あの、　　中∫成御殿の　　　 あちらに　　 あ。r＝て一一しsうe

2賦：

　（1いσ

　　　　　　　　　　　　　（23）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2‘｛り

禰瓢轍・t。てak・。・yv・aeda　sik・n・zaりZ・t・∫・・ja・

　　　源武雄跡、　真栄田義aさk．t　居τ・て・しの。

ha｛

　｛？い。

エ・z・M・’・・1・i・MU柳稲りS・・ra　ra・・q　ja…tazat。　ei　ki七S｛　sa「a・i

　　そのβ奇・の　　　　前　｛麦！こ、　　　あの，　　　　a．1　里　　永疹　ごん6ぐ　　あれを

七S・　k・　r・　Si　aryL　i　ta・・」・・∫・・ei瓢k・’・i・・・…M塀k・七i

　建築　f弍tt二で・し，う。　　　守2しの　匡ヨ．　　・守2しのP『を　　イ乍フて　。

Zu：

　1？い。

エan・a・禰s・　kaエ・g｛・γ・k・t・M轍t｝k・ra　h。：M・　d31・

　　それで1．額を　上・ゲう　」とに　・ボ，てから，　邦の　字を
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N

A

N

A

N

A

N

A

kat・Se　：　ta　kutq

　書いてあ。τ・ので・、

Zu：

　　（？い。

Zta　re：　Mo：Si　ca　di　Zi　tSor　an　ao：

　邦め宇酵匡ヨの守に直一せヒ申告しf：　P．　r：”　；。

luM　d3　za　sa　’n　a：　gu：

　　あfゴT：ウぐて“マ辱h、。

・…／iz・・　re・z・楓k・岬・iM・z卿煎鴇∫・t・・Wt・s・ok・ku

直し，そ編．あの　憲兵・　物・静σ，薩摩、　馴ヨ

Susi　’n　aj　a　：　Mi　J’　a：

　主薮こ1＝　でボってね，。

？u：

　｛？い。

エ・M　tt　Z…　・iSi　Zat・raMdf七／i　Zari　Z・rza七∫｛りkλ／蜘帆・xv…a

　あの　それて・当らでボいと言。て．あれをおろして．　昔の鼠リド

tS“kuju　ru∫めi戸ジa・　M。・Sf・．d｛t∫i　Zit∫・・Siヲa　エUMdうu　七Sulヲ　a

　　作6　　　わけ㍗あれ1ゴ．　直し穿こいと　言っτこのτ二’●が・．　あf♂f＝の　一人の

　　　　　　　　　　　　　　　（25）

Zari　Se：　Ma｛　bi　ya　va　dt　li　tSi　Si　Zu　vau　sa　kut　za　jo：

　考えて・・　直繭すわけ｛＝11いき手一¢人！ヒ言って．　　そのま夢i＝　しfこkノで＝“よ。

7a：ha

　　ああ。

xa・∫・り9。・a・v・・a・dう1エ…tta：り1・re・エ。翻呼」妙θ・W・’nM・・

　もう　　単配後1■　渉て“　あんf二τ・ちも　そ？t11　　同じことで：［一ろうけとノ’、　　斥ムi？．

M・・aエ・・an・za　l・kuりka…Z嘱。・∫・・エ・柵k粛吻／漂・・

　みん硲　その　　　　公矛劣員の人11．　　　　その　　　失敗をし1”か可と．
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N

A

N

A

N

A

N

A

t”nuMu　kwe：haMsexSe：　ja：

ものを食い糧ぐれうのZ“（職：E失．てしまうて・露う）．

エu・ru・e・エ・りj・f　bi・∫・

　｛■ti。　それi｝　　そうて’＋可ね。

禰轍癩・・k姫撫吻ik・り」・・エ網k・r・
　，原ごんにしろ．　　　　　真栄因ごんiこしう．　　それi二

’・t・・… ｫ・2・M…M・徽／lし・J・鰍轍郡
　t」」「んと二し・うb、，　　あグ、　　　　今．　　　　　　》中糸罐し　芝，居　

の

ヨ｛し・

儀保．

anaka

　なカ・．

Sibo

sib・ゴ・：

阿保ざん、

動・　sib・

ぼあタ　　ギオご？

wa”nMiM

　私も

邸5及』i・…｛

　聞ぐんて“了。

＝～∂L！nし｛　　i〈ノa・tt∂L：ja

　あの、　　牢ム　しツ1ま．

徹at鼠　エaMU

まτ＝、　あの

∫e’ﾞ5しk”m巧　e｛≦；a：

角孕5彪をぺうっている

　　　　　㍊s・t・・’・n・i∫a・∫嚇・・

儀保乱懲　　 解説渚をや。ている

Zu：　？a　re：　wa℃ta：tu　jUMtu　Si　’na：du　jai』｛：rza

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
llい・痂編　私で・ちと　同年箪・方て“てよ。

エ如・uk・t・z・M・r・tta：りk・i　2iSisaエ・…s・・ds・・　…M・　j。・

　τゴ9から、　　あの　　あの人1：ちに申しkげろんでてが辱．†ジか与か聞いてもらんないんかよ。

2・・9醜・…癩ほ｛／｛」・k・…V・k・r・Md・鰍
｛｝い．元鯛・・あ紬言う測・バ戦前。鯉城。ことのわから・’。んτ・む．

　　　　　辱d・・孤鳳2・M　d3　・　k・　r・・・…M・ma　hめ雁七id・

　　　　　　　ほ依今あ亨τ，から　今勅めて

raM・／i・t岬・七／a・エ・’・M｛・りk…M・・卿・りkara：

あの　　　　生f走丁＝ち1？．　　そのβ奇ソ分・から｛婆，　　5年生からt3

一328一



N

A

A

N

A

tm　u　一n　u　？u　tyn　uto：　Se：ja：

　　もの’t’つ’層いているτ「し9う。

？u：　So・｝neMdi　Zi：pae：　xa：　’｝tnortKu　Zubi：r．u－sv．ru

　ll・？い。　5年生と　いうと，　もう　　物率の道理口揃・・厚了。

’ynuanu　ru一｝anuto：kortu．　watta：ja　tattSo：Sisa　1“一nu　kevutpe｛My

　物亭のS理1・hかうから．私らσ傍ら魂守。ていう・h・・　．そa　憲兵々・・

エu　・・　Si　…V・　・　t・j・・

　　おうさせτ；んr＝’「よ、

20：hho

　　ああ！

Z卿k・禰・もi・h・S・Si　’・・n　lj・・M｛・・鴫・・ka・W・’・M・・Z・・’・・u

　　その　囲パ芋を　　剰離ざセて　する（書き直．しマいる）うちド1ム1？物ことを

玉無鞠りk・iZ…uθ・k・エ・呵・・撤／・飼・唱厩・・｛
　季ムUt本の前編t：・　その　　額を　　お’うしている　　　写，真も　　　とッ7あうし．

tr…at・・z・t…鞠椥物z・・…u胸h・M・りk・｛　z…h・dsi　d・・

　ft；．　　後1：書いT＝本に毛　　　　f麦編のネムの　　　本　1＝　　　　載」っていbt・“ろう。

劾卸』1・一・・r・1・i

　　ぞうて“　一ifウ・。

？aM　sukutu　Zu　tnu　setsu　一me｛　Si　：ti　？a　／u　ha　as｛　do：　’　7a　re：

　　τ・愉転　物ことの　解説も　　載。ていう・T・”　・z，う。　あ1…t？

k・岬・1捌z・M・…i・tn・・a・d・・ヨuりk。k・／・ヨ｛M・za　士・・s・・t・k・

　竃、’兵力ぐ　　　その碩蓼て・・にF　　軍匡ヨ主義のfi手代で∴社。　東舞斉さんとカ・，

3姻伽ぬ9・is・・ta・ヨ・z・堀k酬轟？・tSiMa・」・側・士／

あの　5L　Tz西郷さんτ協が・，｛e、　ここ1・．　沖縄k　て慧して、

7醐噂1叫M・・∫i伽・ti　7蜘ア櫨糊？・r・・Sa・aJa・
　その　　　　　311・浄範rを　　　∫文めて．　　あの　　 あそこめ　　 それ1菩　　しで＝て・・し；う。
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kw・惚t・・蜘仙・・ata・saリa・z・・∫1轍唱t轍伽・e・沖

　　　管轄ド　　・ボ孟で・し、う．韓鳩毛　とられτ・論。

？u：

　　1まい。

？・・an・uエ・阻・MU七／・瓢りs・ya　k・　・・　MU珂1・咽・・M；z・M’・｛・ri

　　物　　そめ時の　　頃か励　　　　 教え！・でわて、　その時ド

t｝t｝fiata　tor30：taiSo；tuka　．nurMde；　一mauyu　secasui　jaSe：ja：

　5で・　東郷大将と〃、　　　　　皆　　元帥　で・“語よ。

？u：

　17い。

？a・・　Ot”1・Yl・ta　sais・・dsu・d・・w呵・・j・・

　あの　蕃τ＝　　西多a13従直ごんが居丁：㍗儲う。

？ur

　l3いe

む・・d・・り？…’・　M・i・M・・s・tyl・s　Lti　c・atfk…du　Za・e・／n4　ata

　従道さんも　物時1・1？’　元帥1・　ts，てから、　　　　まで・

七・・胸k・｛j・　dsit・・吻・・

　勇≧　多艮β　ご「んt＝　　　　　多庵姜っ　で：ん〆で二ごよねL。

2u：

　　1’；Fい。

kuxnaa：　tnauru　Zaanu　Mu：vad｛sa　Sienadzuanu　kattidu　jatayu

　　ここ（’iFマベて　あの　Vんというカ・　島ラ？家の　勝ll一て・・あ。て・。

？urikara　つ・レ・e｛4う｛唱iく）t・i・gt∫iMe’M・γγ1a－diっ」・・

　それから　　明治27年iで璽続いで・んT・“よ。

ヨu：

　　（■い。
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A

N

A

N

A

N

A

N

A

A

N

2aM’u・MU・Mdisa甑・k誌a隙伽d3eikりkara七弩謬ugi　ja：
　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

　あのうなんという∂・．　宮古島からの　税金やら　　紬　偽．

？u：

　隠い。

一vn　a　ta　Zu　rikara　dう。：動ゴa：

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ま存．　　それから　　宮古上布与ヒ“を

エ“：

　口い。

∫ur吻。：りkai　Zusa・trn　1：Mdl　Zija：・ni　？a・mu　歪u禰　？u　an　u・vn　atレy・a

　首望城ド　納入了ると　言。て．　あの　船を　そめ欝

一n4・a：tS｛ZMdう○：yu　Zatai　du　jaMdo：

　　廻鵜曾していで＝　　　　手呈で，二んでゴ’よσ

蚕u：　∫ur逼30：Me：　？usa’ynira・wa　・ymuVu

　｛穿う。　　着望ウ戒に博　　　孝内‘めず♂いで・．　一ずべて。

？a　wn　aりkaf　伽utt／i　eM　tiう。：Mdo：

　　本土へ　　持。て行。で・ん碍。

la惚atuりkai　Ma：lj　u：

　　本土にて“了が。

Zi・　？aりSisa　Zaレi・M・・S・・1・／・IJa・

　そうよ。　　で＝“tす乏ジ専．　　　才bヒ享・5一ゲると　　や　られう　ウ・ら影∂・。

korru　5次｝づ：kutu

　誉更づをへうカ・ら　「l

z｛1

　そう。

エu：

　億い9
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注

ω　〔蜘・sakk。・〕中学校eもとの囲学。沖縄県ユ中学絞・沖ktg，県立第

　一中学校。今の首里高等学校。沖縄，第一一の進学校。

（・）〔吻／・〕電軋大正年闘・二一那轍肪幹線を走，て・・て庵車．

　後〔こ首望布営バスiニカ・わる。

（3）［　…iSi　］北・こと・「にし・（西）（・　1・働南（入のと・・う．

㈲　〔・・Ulyu〕祝丸女神官の一つ．王尉諒力命ドよ・／．世襲制て・あ．

　仁．辞令書や神器が各地・・A’さAている．とりわけ．田名文書・縮鳥。

（5）　〔suon　duntSi　］　首里殿内．　s5覇布首里赤lft町ドある・

（6）〔dタ・b・・d蝋如働暴殿内。鯉三保町・協軌

（7）　〔∫u　ridう。：Za　ke　wataSi］首里城明け渡：しe明治1z年（19ワ9年）3月

　3！目！＝琉球紹最後la凶王．．ヒな．でこ尚泰王．17首里城を武力によらず魚血

　閉す成す，　巳，本政1府匿同年序月県ヨ、itlL球藩そ廃し、沖縄県を置い社。

（g）　〔daisakの犬学。琉球大学のこと．戦後米囚政府【・より首里城内

　に19So年に倉1立，さ哲1：。のち、疏琳；政ノ荷1：移管されで＝ボ，沖縄県の祖

　囲復帰にともイ’・・、昭和4ワ恥・固立大学として再出発すうことと・∫り、

　昭和56年｛・（3中頭郡西原町チ原に移転統合し1：。

　　￥杓・よ，て．首里二三ヒの形｛・復原さAつつあ会，

（9）（　la　・M・s・S・ku〕花城・首里ナ族・氏姓パつ。〔∫e　ij・・〕，青用訴

　名．首里儀保ナ字路ド面口・砲成：内科医院の院長。

ao）

（ID

（12）

（13）

（14）

（1S）

（16）

古く惇申役所．ノ9i／A．、病院

：地でもあっ存。

〔ke　oy1pei〕　冤兵．　　単1＝　巡査1二　・も　し・　う　。

〔tSib・・na　tS・・／・・〕知花朝章．・月治期浦里勘藪（械）・

〔Maka・ma〕名嘉真。首里±族．の氏女生の一つ。

〔・nobu：〕人名。　〔ta：ユ17複数を表わす接尾辞。

〔zし｛j∂し〕　　　　孝見『　　先イ＼⊃＿

〔』eつkjo・do・〕　　勉5｛該り堂・　」皆Lあっ　1＝・砦・〕店5～≡フ・

〔t・…u　k・ra　］当之蔵．首里布紳・、・街．一ei里城・P「r　rt地でもある・

　　　　　　　　　　　学絞、寺院．商店でボピが亀あワ．県の中・t’

一332一



（17）　　〔kuSu・YYIi〕　序渤見、。　薬・局、　首里当之蔵町ドあるs月治か　ら　の薬局の一

　つ．寄留商人．

（i8）

（円）

（20）

（21）

（22）

（23）

（24）

〔k艮ぢ朝勾釦〕　〈風が’　・U）〈乃所〉の意から転じて・ナ1宇路・

〔kwaつkai・ynoN〕　　養欠会門。　首里±成門ρ・一つ。

〔／“re｛伽・N〕　守礼門．首里城の正門。沖縄県め象徴的仔在。

〔ja・Wta・a七u　j・1岡の山動・吉．元博物館長．

共通語形。

〔・襯｛唱次・wa　・to抜keo〕源武：雄．．元のす専物・館長。丈化貯保護．委貝長．

〔th・・a・daヨik・N〕蘇畷見．元5中縄大学学長．県丈1・提才保き簸

　員会の元委置長。

（・5）〔Za・i∫・・稲iし・伽dU・堰訳すれ1ゴ「あれで叫’1まセぬヒ・・

・一 R33一



　　　　　　　　オぐ一　ジ　　ウ　　シュウ

　　　　　3、坊主そ卸主と呼ばれτ・国王の言舌

話し｛卜

　．（略号）　　　（氏　　名）　　　　　（1卜生）　　　　　　　（生　　年）

　　A　　　　豪斥歩亘　　ナ亘篤　　　　　　男　　　　　　明治32年生一ま　れ

　　N　　　中才試　ケ’丁／A佳，　　　　男　　　　昭斥国2年生．｛糞｝へ

一yn・ataエ・糊i厩・WaMMio？aMU・tnu：tndisa　9・∫繭繊

　3・t・　その時1・IIF．　私も　あaう　・S　K．というカ・　城P・tl

－na・kaM“　Z・も1・sar・’n・a・kai　Z，jaktaっj。・ja：

　ナーカの　　　お・じいさんに　　　　苔われτこことが’あうよ。

エu：

　口い。

Za　anu　wa／n・ne：　・naha／iMU　Suido：・湘　ba～UMi　ko：d5i∫a3aMa：

　あめ　私隠　那覇布。　水遊の　時・・、　エ事をし励・ら
　　　　の

z・e甑報∂｛2a・i∫｛z噸・k・tu

瑚柵「 @　そ∵＝呼
エu：

　1？い。

1鵠獅欝tl蟹灘I　SIII醗、：jo；

？u：

　ゆい．
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A

N

A

N

A

N

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　（3）
？・・n・エ・・y・・vk・｛ヨ・／漏刷了・z・d・Md・tS｛伽」噂』・吻z小・

あの　ぞい　　　 城綱之1卸殿ヒい。てあ桃、啄（郁切士粧御主

t・・j灸・

　てで協怜。

ru：

　　1？い。

レ・・dう｛陣・棚伽・恥・∫｛七／・・z…aりk・・伽鱒z脳魏

　　坊主繍主の　　　あの　　御屋．敷こ1；　　そこに　　　あると　　　モこめ

xyn・・aMU七t∫・椥岡・k誌・エj・z・M…Ml？・9i・・jaSu・卿1

　　オ「寸の　　　　　／く㌧　々ぐ　　教えてくれt：のて・・．　ヤ．　　　　｝ぞ　れて”　　　　　　　お　！昼・｛7しみ、〔z

tSo：du　7－vn－vnarna：v｛：　一ynassu：su　2ike：　wakaisa’ndi　Za’nu

　　丁度　　そこ，カ・ら　　　真直ぐ’　　そ量くヒ　　分るfごろうヒ．　　あの

蚕・k・MU　ttSu　wt　u？i　tSa　k　・tu　Zi七5・Md｛z・・…　k腱画・一yrl・・kar・

　外め　・《が魅！教えt、ので・、・行こうヒ　物　　池m　　側から

r・ttS｛Zi七1・Md｛／｛1　・・e・1・・

歩いて行のと　てbtis－

2u：

　1？い。

？…utnu：MdiS・！鰍t卸糊・・七・h・婦∫｛肱川・
　あのt・’・Sv・tいうか　色の黒い　おじ・・さんと　裸足で　あのう

一…u・b・G七鉢勧1。・

坂を剤て来5t」6て“あ．τ・．

Zu：

　　llいρ

rj・・sai　t如轍・・エa椥？・　・rmayi　ka：ok・・z…鱒k曜・剛
　「毛し圭，し．　お・じいさ人ノ．　　あの　　　 このあτこり【；　　　　　　その　　　　‡成間　之
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N
△
〔

Zua．唱d；七／｛　Zaibi：唱d｛∫1鉾　・｝・na：jaib｛・sa　ja：∫a｛　jat七／f：3wa：

　御殿とい・てあ5￥うZ’てが・．と”ちらで・ございまし、5h・」t＃n6ピ「若靱．

zj3：」け鼠：an・　jasadi七∫fエ呵・・Zi七∫・醐・te：

　　お彩U7　どちらの方かねt」と．　やの方かぐ　お尋袴t：硲られ↑＝hけf♂よ。

Zu：

　1？い。

Wa　’yi　one：　gu；　cau　Za　ya　katSi　cau　jai　bi：　・n　di　Zi　tSa　ku　tu　ZM：　？j　e：

「私E1・　鯉の　新垣の　τ了、と申し上げ勧　「そう、

？ayakat／iMU　ja・wal　Za　ya　ka七／i知ja　ra：　wa：3a～σ：t…ZitSu　sa　・n

　　ll　fT三家の　看℃’あうか．　　孝fr三家の　方穿ら．　　私力ぐ　ご案内しよう」

dlSi　waMsce：　xna：　ojutsu：tnu　zaMu　tatynryne：　kuxnu　harusa：

　ヒ言，て、　　　孝ム　ll　　　　もう　　　　・普通＿の　　　　　あグ、　　　；P5・じいさ汽ノ　　　　この　　　百一ecth．の

t・一・・　　h・d・S・Si鞠砿・（N　ru・）z・・d・・kidu七∫・t∫・・

h・じ。さ扉鳳で，．裸足て・着物も　　　こん鰍・裾・短・続趣

　　　（4）　（5）kutu　raMtSo：　一na：riru：　tatyn－n4e：　jaSe：ja：

いで＝から。　だけど、あの方（1；一風変ったおじいさん．7＝㌦1；。

？u：

　1？い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s＞

ku餌・nlり　kめレ痴t｛d“　ZaMU　・隅u四　　harza　kayaエattSitvni

黄金も脚・埋蔵してあ，債う乱あめ譜段1・・v・も（それで層いて）丈旺耕して

／・・t・繭　∫ak・tu　t・・？…k・七／imu　j・…　wa・sa

　いて，　・tうt：”。　れで、ら．さあ．　新垣家の　切回．　私か・

～o＝tl　Zlt∫し・≦；a／ndi　Zija・：！γ1i　　～o：t∫i／YVTisa・kutu　　Zi∫isa・七∫i　Sakし｛｛

　　寡内しょうと　お，し。。て．　ついて行・し　耐動高・しr・

Zaiyna：　taka：ku　S｛jo：

　あそこ，　　大．きtg！屋薯1処ρ・こ・あ7t＝。
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N
A
月

？u：

　1？い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

hikuku　Si：Me：　satsu－nnaMu　Za，Za－nu　Ziri　kuyuSi：sa　tSu：ktitu

　石垣の間いを低・％と．薩摩e・“　　　　　　射殺い・編から，

七ippu：k∂・ra・　　ju今γ1ija　　つ〆レ｝utt∫i　　ta・ka：k〔オ　sa：つAi　（lso二つ　　kし｛：kし｛

　鉄砲やら　弓やら　ft。て。　石垣を高・してし　門E3狭くして

ra　r｛　Si　jo：

　　あう．

Zu：

　　｛菩い。

z・七／りk・｛七・・鰍殉撫Zj・・∫a七∫｛tn・aY・・繍

　屋募女二｛k］じ．　ごあ，　　ここ，T＝“よ．　　あんr：tl　莞【二いら、しrvいと言，tこので、

Zu：xndi　Zja：Mi　7a”msa：ooi　？utSi－nu

　i？い．ヒおって．　　ノ墾，穿気内〔二　／入、，て了奪くと．

ru：

　1手い。

一y）　iWaM　d・t・・りz・・ts｛MU　d・t・：・…ls・：v・b・・t・・j・：

　渥敷t・F庭も広く、　　廷内も　　　大きカ・。で・わけよ。

？u：

　1｝い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

Zu　tn　u　Zw　a：　b｛o　kai　一gira　一vm　a：　tSa：　・na　kaM　wh　｛：sw　a：Si　ju　da

　　その　　　　上iこ　　　　　　　　平　苓云　かくし　　　　　　こんf♂1鳳｛二．　　　ネ支を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヲ）

ka舶稲：gwa：s｛　Zaanu：3uja・泌a・旧斌　強ra・waa：tSa：jak殉　rippa／nu

　こん，fボ厘い＝　　　あのう　　　犬山の　　　　平オ云　　　　　　よりも　　　立シ承τ♂

一n・u・nMU @「ata・っj・・ja・

　　ものが鴨　　あ7てこんでぐよ。
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N

A

N

A

N

A

N

A

歪u：

　【凄い。

？細目伽z鼎惚駕七囲・k・｛r・MU…AU・Md｛sa　k轟レikeり／i
　　それか、ら　　　 その　　 オ2ミの窪艮．元，｛z　　　　　　l茎㌧のう　　 ずゴム）ヒt・うウ、　　 こ｝ヘイ立・ク」

∫｛1フa・S・〈ノa・：　一γ・し・　t∫し｛γρa・＝kし4≦ヲ1〈ノa哺：　　！vai：tiJo：　　　　　　　　　　　　’

　　芝生が』　　きれい｛・　　　植えてあ。τ、。

ZUi

　　l？い。

　　　　　　　　　　　（IO）

「j・・j・ttSi・swa・tndi？i士∫・k・tu　Eu…dl鯛・k・t・t・・Zj・a・

　　tt、み1・いさんノと　・乎ばれで・のて一t「i｝い．Aと　答疑ら、　さあ．あんで・、

Zrnt，　i｝tyt　ap　kai　j　i　tSi　in4ar　一n　di

　　そ」．　（z座，てごらん露わ外ゴ・のて・・，

rrn・a＝℃／i舶u　gi士Saりkai　Ma：di　u：

　　舩のts　¢　下に　　　で’Yb・？

禦li拶幣aてN　sy，’nx？）惣唾轡

jire：xndi　Zityn；Se：takutu　jo：

　お／養i．9f♂こいと　おつしeっf；ので辱ナか。

eu，

　｛守い。

ru：tndl　？ija：cai　j｛tSakutu　to：　rnfnthaa：　？itta：sa　ji：ttukuyujasa

　「1■い」と　苔って、　　ノ坐っτ＝ので・、　ざあ、　そこ1？　　あムノt：t：ちかぐ　　ノ至るヒころtf’よ。

？a・nu』。：dう㍑u／u：りja：？・m・M殉ka｛1｛煽　　ZaMga：・ni？・期徹ak鍵夙

　th・a　坊主御主毛　　　そこド　お座りじ鵬て．そ勧・ら　そこから，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IV

kuMu　6u：tnu　kuonu　suSikuiyyta－vta：katnu　iji：一ntSi　rafn4・a：

　こPt　自分の　　この　　城魍ナ㌦カの　　　：L地だと　あそM？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一338一



N

A

N

A

N

A

つWta・微つ硫aγ・・つWt・uru　gu∫fku鰍ム個鼠・kaMU・w・uつ　ja・5e・戸・

　　周函σ　すべ噛て　　城闘す一力が・所痛していなんで：“よ。

エahha

　　あ1　一＄あ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12］

？a　tn　sa：　一ni　s　ot　F｛　suis　tisi　ku　ka　ya　一mu　jo：　rvve：　kata　一nu　tsa：　ja　tiM

　　それカ、こフ．　　首里．　　　　首望城力、ら　　　　　　　 孝見方つ7ラスグ伽　　f是人て亀殉も．

　　　　　　　（B）

sa　tu　tn　uSi　tn　or　kSa：　jatiM　tsi：　一n　e：

　　里之．子クラヌ、の鍔と．人ていキ、　　　し・らッしgeうと、

Zu：

　12い。

嚇・ik伽剃・…｛h・r・k・i　？・・ds・七li／叫・∫｛tr・・｛lyu　b・・t・・」・・

　　裾をからげ馳て、　　畑ド　出ごi…r、＃事を　箆る桝て・砿

di　u：

　　博あノ

kし｛／nし｛　∫e：／ma｛∫e：Vu　七ukuru　jakutし｛　　kし｛！nし《　1maa：t∫｛1〈aya

　　、の　　　　†♂さっで＝　　　　　　ところて・・　　あt9，汐、ら．　　この　　　　　，孝’A’m，7トから

e斜憶噛獣艮｛／｛鵡1触照「懇：

W・t。・t・Zitta：～・MU陶・娚…k晒／呵1脚り／・・
　　　　　　　あん丁・f・ちのあめ　　御先祖力ぐ、　時闇を　知りせで・りてbヒ、

徹ぬ蹄稲りk・lj・k・i　－rVt　at・a脚蝋・嚇・り1・｛　・Vi・・

まで，　そこに　お休みじf♂。f、り．3t・　食事の時雛rド筋ヒ

ー・・yl・ata・　エari～。・ru七ヒuk“y・・鯵～a・｝へdヒ七∫i

　き春　　　それを　知らセ：’r＝りしτ；と二ろtl　／t　t：“よヒおフし．cb．7τ＝。
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N
△
〔

N
△
〔
N
い
△
〔

Zoh・ho：

　　ほう！

t・…dう｛エ函瓢d・・r・・ris・・M｛di・kk・・M・di七／｛h・轍りk・i

　享でそれて“Uとまずき加終clそれから　さあ竹の、　　洪へ

ja：っad｛　　　！Mit　a”七a・　　7iっWti∫e：taつ　jo・ja：

　行こうと、潔・　蕩しゃ。丁・んでてよ。

宝u：

　博い。

？a・控saku払　ヨaMU：　ha・waaりkai　ja：Md；　～ak誌u　　3u＝　an　d；飾戸：Mi

　　ていモ谷、　　　　　　あのう、　　　　浜　 に　　　　　　窪ラこ．う　怜　ヒ2）・7しgeっt＝のて・・，　「19い」　ヒ　　言って、

？　u　ri　s　a　kutu　？J’　e：　jattSi：sw　a：　？」’　a：　s　a：　50：　ko；　wo：ja　bo：　dbi　Zu　Su：

　ついて行・ヒ「おい，若者よ！　？S’　＃ki3．　尚影王σ　扮主御主

ja　　2a・”u：　？uθu∫i　ku　？u“　7uSi《Biri・）・YL；　So：七So：Mdi　Z“鰍以｛帆｛

　11　　　あグ、う　　　　　稚ρ　‡成　て■■　　　　　　」ゲゥ・ぐ才へに　†Sられでこと　　　　　毘・うb、し、　？

ja・tt／i：ヨwa・：an　di　？呵akutu　？a・ne：3a言blra・va・Ma：sa・i個d｛Z｛七∫akutu

　l若藩　よ　a　　と　　　おっしゃつτ＝のて・・，　　　そうで髄口　ありま一Vr　lt　b・と　　　　　　　申しよ二｛デると，

7aMe：　？a　ra　tn　do　：　ja：

　そうで口で♂いよ．ヒ言われτ；。

？ar・・エaraり

　そう　てい｛1†，ドL・　？

ku・nu　？｛：レi転回∫ilil。：

　こレめ　　　 才装で・才旨してね。

？u：

　ド＄い．

ku　’m　u　？u　一ntti　？uto：ti　ja：

　こm　　　　　海　 て“ね，。
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N
n
△
〔
N
目
A
n

｝くU・nu　：～U・vai・nd｛　アi：・γ｝e：　！夙a：／YVLtズむf：

　こdへ　　　　♪毎・ヒ　　　　　いうと．．　　　といこて“一ずb・。

suSiku一｝t，’ta’nu　Sisu　？uduMnu　uaavauke：

　重成間　の　　　　翻ずぐ　　　絡臼屡彙en　　　真向い。

ノrvしa『一γンtし・喜くe：．　jaIしぎ：一nつ！匙a腎＝

真向い　て・yかア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）

？a・撚’a：　saりsoSo：MU　？a・YIM｛：z∂・γγγ1｛：Sf　七∫。：du　・陥！琳／1屈船！n・L｛

　あそこll　王研王胡確、かご　　　まわりを　ヒリまき　　　丁度　Nβ覇布n波の上．宮のある

ZU－VYLiMet　SUtUSi

　，毎の　　　 JLうて・・あるA

・n・a・Wta：Jasi5a　guり」・・ぢl　jakutu　wa・kaiし；ra・M・de・ja・：

　王見在ll，　てこ’t†ど、　　軍i租te　　 て；閣覧か・ち．　　分・らないで・しょうセ｝。

？U！ma　e：　宣UつりしI　Wt　a・ve～a

　シ毎t？　　　｛m孝誹　ノ

rutvvae：　ZptMuwtawta

　3毎［？　　　そめま奪　！

Za　wLa：　？u　wti　ra　ra　N

　あそこ感　　玄里あられfざい。

ZU！γγしiY・aγ・艮／γ1　／n鼠：　成し｛：

　t里められでよいんで1ヂカ・。

？M：

　そう。

　　そうていq「カ、。

～aりヨ。　saりヨ。S，＝iYV・U　laWtaエuti　蚕uk猷徹W測　Zaりlo：ja：

　珊葛目、　　夢栂王胡石黛、ヵぐ　　　あそ」て’凸　　　，柴　i毎ヵぐ　　　あるん↑ゼよ。
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N

A

N

A

N

A

N

A

N

A

N

A

ha　：・

　1■あ。

？a　an　u　Zu轍鼠？utoセ　ku・n・ti・nu：Mdisa　～a七su・、硫a・MUレいヨ1σ：！wしu“

あの　そこで・　　こめ　tiんtt・勃・　薩摩の　　ts　7i側

ka吻・

　カ・ら

？u：

　1？い。

℃∫or：　・Wtatiうu・n　6Su　ri　s：sa　エi七∫及レ；raγ厭劉di七／i

　／＞B、　　一糸者　｛＝　　　　　　金勺　1／　1＝　　　　　　　し、らッ　しゃ　い渉一trP）b、　とさ7　Z．

9
・

ア

Oい
凄

？M　dう士

出て．

？u

｛守い。

2esre；　tSike：oou　tSakutu

そd・・1？．梗M者が・＊　T・　anて・，

？aMu：　一nu：wtd｛sa

　あめう、　　丸ダんヒいうカ・．

？u：

　｝？い。

SiMdu；’n　tSuje：

船頭も　一　i〈　i？

？u：

13い。

鞠～・

で「口

　　　　　　　Cls）

Ma：ku’ntSu　a4u

宮古訟．身の者かぐ・

・tytadsuoエ1瞬・・一n　dl　tS

一緒1・ そ『『き穿し，Pうヒ

鍬偲りk・｛w・・ru

　そしに　　　居うの

　　　の
～uku†賦

　でビからθ

～∂：ヒ～u／rvしaつ4u　　』）usjo：つkai

薩1奪の　　漆行し・
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N

A

N

A

N

A

N

A

歪iMto：∫i　　jara七∫a　kutし｛Jo：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　返答して　使・騰や。で・。

ム：

　　13い。

？・　Wt　Ul七。M；k・ka・・…7・・i　t・・yi／｛lsa馳｛七。・一yniS・1・ruし・・七・・

　　あのう　　とにかく　　　毛う　　それ　　・盆勺リをしに　　　おthかし†にずボられfこ』つけて“g，

ju・，j・kkwiti

　夜が’更けzから。

2u：

　はい。

？aYi　　～し｛M（式‘　∫｛：Me＝　　kuγmu　七∫it∫iγヨし｛　？asa七一f　～1：　七∫e：Ya　ja：！yt（犬its｛jo：

　あ縄し謁とてうヒ、　二の　月ヵ・　見τきて、　来丁・で拓牝怜。

？u：

　に凄い。

s卿ホli・Me・～is・・。・しik・・｛J晒・峨椥ttl・・／｛tiPP・・

　し」5してbt．　4，S艘〔ゴ副．弓を　　持フの毛居るし、鉄砲施

r・・　・tt5。・／一明・士／・k・t・l／i駄姫軸酌Sis・…

　特つめも居うし．　矢を　　 つか：一tえマいるク、も居るし．　イゼしの　　　 漁δlt　　　　4，5癖隻｛＝

七uレレγしa．katta・n（去｛

　耳又りま，々、れで＝と

ha：

　はあ。

？・M　・as　・tu　h・dう｛酬k…　？・v・・鰍・？・M・u　M…disa　W・k・ti

　　　　　　　　　　　へ　￥うして＝こ7．　　　？刀めヵ、こ．　　　　　それtlもう　　　あ。　　　rr　p）というカ、　　ラpY　7　て

k・・re・w・・n～。・t・1－r・・　・di・M　t…yl　S・痢・：・y・　diエi／・・

　〈れ｛ガ、　斥ム　　、窃、三一ヵぐ　　『縮ド　　・盆勺りに　　そ奪こ，うねヒ　　　言うの毛盛．
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N
△
n

N
ハ
ハ
N
轡

　　　　　　　　　　　　　　　（IG）

k・r・・鰍・／・・rk・りk・匂・・戸j・dうft・・k幽k…エ・一t・踊・勉1

　これ時もう、　　尚宿t：　　i劉王のイ立は　診裏ワてあうから、　　’今・度1・E；・　　戸方いz・も

i・5is…M　・・a：～騨りk・｛エ吻七？・・ttu七鏑・・湘♂・・yao

　戸方ぎ’きれない。　　もう　　　」毎に　　　　　titて　　　いる時じ11；，　　　逃げ9られvい

hadうi（｛e・ty・tluつ　　？utta：．七一i：っn｛　　kakaisljaka：っn（メ｛　　　z‘ja：M｛

　魑τ二㌧’ろうから．　　　ぞいっらA　　子1二　　かかって死ぬより｛3　　　自＞」（1しでゴ方’かぐ良いと｝讐7て．

晒醐k購k・鰍℃・脚t・りk・．・　？iS・・蹴・・而・・t知よ
　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　初めから，　　ここ1＝　　秩：di中t・　　石を　　入哲マあ．T；そうf・v。

？u：

　1手い。

？・M・・S・tu　Sigu　a・al　t・ppu・M呵lk・七・lr・・j・｛M｛k呵f哺

　　でご「カ、こフ、　　　Tぐ’　　もう　　・鉄E包も　　 1句1ナられてし、r；し．　矢も　向iすら幡ヘマいうし、

蜘｛」・・tYii椥∫｛k｛t・・魎w・i？・・saMU㈱り～at・u　”n・taMU

　　　　　弓も　向・秘・玖・いるし．　　そ餌二冶。勧を．　薩摩の

b・　sj・・ha｛kaMU　？ar｛～。・／i　sa　ku七u～・tta・M｛k己rusay｛・／i

　奉行の　配下の　　あれして　いτ論て・　そいつら｛・　殺さ称う

jaka：　い／a！日・ne：　du：kUVu　∫iMza～a・斡d｛z｛ja：M｛　tいレ｛γ、dう｛徹｛

　　より口、　私博　　自らめ手て・　死ぬのグ　良いヒ言。て船からヒび’出して

虹塊畑　エ知珊繭k・　an・飼翻りk・iJ・・
　し3わ1脈t：ヒ、　　そうしτ・ら、　　この　　　　岳分勇頁　いよ。

？u：

　1？い。

Ma・：ku　an　t5　uりkai

　宮古の人に

2u：

　博い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一344一



A

N

A

N

A

N

A

N

A

？j・・S・k・i？・s・t・k…d・蜘1。・轍・「・k・d・・
　　お孝えヵe　求虻い　　 上〔ザて　　　来　い　ヒ　　　　　！命㌧じf：のて”　　　　　　も　う　　　メ寧か5）て”しG

ku：り5e：

　来㌔句いのτ・ρ

？u：

　【停い。

・…　？ili　？itt。・・k・t・備七a　Z・re・∫i・tntl・・吟。・dうξj・t・・Mt・・

　もう　石篭　入・桓あうから．まf＝　そ・杓守　もぐりが一　上手　　で∴f＝から。

？a　ha

　あ1｝．

伽～・k磁2・…S・k・iエ・s｛七｛Z姻翻・d・・τ圃‘k・・∫i

　　そ煩・，　あめう　救い　上げて、あそ。まて冨　　ご案内して

sa・・Mi　k…h嬬・りk・1　t／ik・・∫it・・x・…h・り1・・Sisu

　　　　　　　　この　　浜し・　　　着・ナるや否や　　　　すC

7u　y・・tattSi　ra　t七1…a・ku七／i　i」・u・dsi　r・七七｛

　舟曾彦頁博衣鳶き季具きメヘマ　　もう　　、コを　　　　封じられてし孝つた。

ha，

　はあ。

2u｝〆i　　七∫U｛（｛し・　　∫o：七　　　＝～つ／・dうO：　ssa・l　j∂L：　　　S～ja・＝　j∂L　　WO：　　｝くし‘γ【u士∫a・つja・：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　船頭一人を　連れて　行。で緬だカ・ら．　3・2k11　［S王を　殺しf・な

．dl　tSl

　ヒ・責イま・をずゴすりつtすて。

？a・2蜥りk・｛・脚細エ・　・i　s｛

稲．船頭ド　てべて蘇，再劃つ・ナて。

？M・？ana・・k・士uア…h・…／i・w姫・・S・Sik・・yna　M・・k・軸

　んん、　で・“から．　　￥m　　話そ　　私1暮　　　城間　ナーカめ
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N

A

N

A

N

A

エ。蜘陶k嬬旗魚・』・・ja・脈縮りk・…w・M・・…k・M・
　おじいさんから　　　　　聞　いで＝んtt』よ。　　　　　その時　レン（末　．　　　　　斥ム　匙才　、　　　こレめ

yekiSi　？a：　ku　re：　diuan七。：・nu　』誌u　kaka・n　da　ye：・va・a・ra・｝4・Sa：・va

　』歴史1？，　ああ　　これ陪　　　博んじうの　　事実を　書か与けれしゴ　　rd一覧らt♂し・

di　ん燃“l　hadラ1輔七a／移al・・

と　〉ξ…　　鶴めて・hけて・すよ。

？U：

　1？い。

？aり／弓a　？odうi：sao　sa　伽a捻　Za払・nu　kutu　baMa　ka　i

　Tこ’9けど、　おじ・いごんウぐ　　菩τ＝　　後の　　　言　葉に．

エ」・・」・七塀θ喉W・；sa　rJ・・ok・1？j・S・・」・・jiMU　W・：k…u

　もしノ　老考よ！　 ；私が・　おまえド　　言うaは　　同じ　 王家の

・｝・n・u 閧撃≠去書ﾊ　？a・n“　Wa・n・ne：・ma・UXza　？j　a：りkai七Si3ite：Sisa

　一方集　でビから、　　　あの　　　　斥ム1霊　　　　ずバてを　　　おまえバこ　　　3参しf二のτゴか“

kuγi　Zi・・配・　？ja・っ　waM・・n　iり　k“』…　ne・．d・・ja・　ヒ鍵妻

　これを外部めぺ1：富うと．君も　　私も　　首ほ　　te一いんτ＝”よ。

ka　tSi　tn　一n　a　raM　do　：　j’a：

書くこともて・細♂いよ。

？a：　ha：

　ああ。

katSiM　MaYa・yYL　・wもa七a　？jaldakiり？EL　raD　ja：

書く・と毛で茜・い。　7　t、、　君で，・冒けZ・13なく。

？u：

　　1？い。

watta：轍圃毛無帆贔∫is・・t～ari・yuりk・∫りw。・」・t∫・：M

　私で・ちの一族　　i　Z・　yぐ　穀lkろ。　昔も　囲王て甘えも
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N

A

N

A

N

A

N

A

N

su　yu　r｝’n　uM　rnu　’n　a－mawr　de：　ja　re：　suM　dsiM　pmu　tSi　ka　ra　sa：　a4i

　されうもth蓉。　　　　　　／今て“あれiざ’、　　　　軍／km　　　　　カ　 て＋1

B

？u：

VVVSVNt．N．tN．

　13い。

2N，轍ぬ∫ai3・・t・k・七・・S。lt・・S・？・M・’Y］　i・M・・S・MS・i

　ん、　｛で＝　　　西劔Pfんとが、　　東多耶5んヒか．　　そae寺t：感　　　　元．喜中に

・・　a“？・M・胸駄ゆ粥1？・一・エ函…s・ja：
であて，あの　軍S主勧ゴおて、　あのう　そkしで・て・しめ。

？or：　？u：

　1？いe

～ina七u　r。Sija七uり　katS。：rza　es怯・Wtaヨuva　jaSe：ja：

　支那と　ロシアヒも　勝フている　頃　　　 で＝閣『。で・is。

？u：

　［？いn

：～a・γ1～za　ku七u　？fppe：　・m“・｝っ｛レぢiりka・l　kad3i・｝舷・珪・：七‘

　　τごから．　非常ド　　胸中・・　　しあてh・いて．

？u：

　　llい．

」・・吻k・・ya朔如dり？約ヨ轟d・・Mza嬉・kkw・りk・…
　畝．私から　聞いで・とも　言柵い」bl・．自・茄　　妻子（・　e

ja’｛コN　　2ゴ圭∫e・　！｝つara！ン1d。・ja・　　jat七51・swεし・　　waNヨa　　？」，∫｛

　　　　　　　Cコ　gF　して　11　で♂　ら　r，ヂ　い　よ　σ　　　　　　　　老；　者　　よ　　ノ　　　　　　矛ム　ヵご　　　　　言って　いること〃ぐ

w艮kル痢侶よ

　わカ、るh、怜。

？u：

　1守い。
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A

N

A

N

A

N

A

N

A

？u：・　？ure：？a・nu　wakai』i：一，・，　d　i　t／i　sas　es七u　　tj｛・no：　・ve・u：・ndisa

　l7い．　そ・のこヒ1？　　　　よぐわカ、りましでこヒ　　　　、彩し上しブbヒ、　　縁1一｝　　「s人ノというか

So：Meiwo：　kayacaut　ja：

　　尚摩王　　　からの。

？u：

　【守い。

？aanu？i七七・・瞬七・・∫i∫・・d…隙蝋・∫・・

　あの　　あん六τ＝ちも斥ムT；ちも　　｛≦】王．の　子i，｝sプボAノで；“から

？u：

　博い。

wa・ga　？iSe：・難餌・rVL　a　Wt　uat　i　Wtata　七∫a：sa・na∫i　kaka　xi・ru

　私が・訪鵡　　　 守。7　　3t、　どう、・カ・して　書かge・b

basu　ca　za　d3iSi　tSi　oou　tS　u：　yu　ba　su　oo　e：　？ayij　aSisa

　時t・1・　時節力・　　来う　　時｛・・？　喜頃ゴいいが畢。

？u：

　17い。

kaノ・つづつ艮こ｛う‘　七ud3ikkw∂・つka…　ゴa七1つ　　レ」a一門a∫e・　∫u！naJo・ja：

　叉・ず’　　　　妻子　ドも　　　　　　　　　言舌　一を　　　了5なよ。

？a：ha：

　ああ。

？j　a：りw・・a　一nりk・レ・・／靹毛婦融一・M・k・i．Sis・，

　君も　私t，　誉1？　すぐ　　立ちどころt・　　　すぐ

t嘱irari・湘…　Wt・拡？u禰…m・d・・k・岬・i　Wu｛rza
　1：っt刀られうぞ’。　　　まτ二“　　　そめθ寺／分まで・し？　　　軍人力ぐ　　居うm

s　za　kutu

　t：“カ、乙フ。
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N

A

N

A

N

A

N

A

？u：

　　i？い。

？ao4u　？uxi　tSu：i　sattakueu　ru：MditSi　waenMe：

　あめ　そ哲を　注意、　されで・のて・、1？い．承知しt・と言。て．私11

tn・・a・脚ti～・りヨ・’・・yt　a　d　i

守。f・、　戦後まて・・．

？u：　2aha：

　1？い．あ11；あ、

’ma－yn　uto：　ta　一n　do：　J’　a：　？a　oo　sa：　Mi　？u　一n　”　？a　’ea　？a　’n　u

　　て㌦と守，τzんr＝”JL。　　　そnから　　そm　後　あの

・…1り」・・ka・・・…Ika…瓢・瓶？a　・i　S｛z・MU？・・｛　k・v・

　　民吉義　やら　　　　　と“こて・も　　　　一ずべて　　　あれし、　　その．　　　それから

tn　ihoM　on　ec　rekiSi　t｝4　er　一yn“rza　Si　ra　5i　ti　tSe：　raS　isa

　日本め　歴str　Sl　すべL　一zr　　調べてある．

？u：

　　1？い．

　　　　　　　（17）

S・」・SiDSi・・｝・，・・　e　・　ka　i　k・j　Ptti　w・tnMe・一念・り」・・J・・

　琉球大学の学長で『ゐ。T：呉屋先生のお住い｛通。て、私1・F習。て・んかよ。

アμ：

　1？いσ

9・・jaSiつ∫i・・？・YTe・kai　l〈ajしべむ｛　一narati　～ak“一t“　　？a・つ4し。　£arakak｛kuつ

　呉屋先生。所【・　通。て　　魁ア，ら、　　あの　　新垣君

3j・・り？…　・・伽・癩吻吻」・w・・・・…e・ゆ・伽・r・　k・

　君も　　あa　　なんというが　　私tl　　私1？　　　　96歳1：

M・t・・k・t・」・・？卸七za・yytakyO　7・飾k…z…

穿パ・％ので⑳。　君ヒ　　一縮F　歩いて　：・・m　　そan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－349一



N

A

N

A

N

七・k幽穐し・・a・z・Sis・waM・・n・・・・…　Zae七1りu…M

　す易ナ斥を　　　　巡年貧し丁：いのでゴが巳．　　　斥ム俗　　　　　　もう　　　フィールド1フーク1守

M・t・・賦・M・・r・…　s・群。…M・dうij　vc・M・七・・k慮

　で墜きな・・から、現代1笹　言論め　　自由が　守ら預・・うから、

∵噛∴雛∴：1鯵1，、、。CN］xり1∵

kaka・nMa，湘1

今二そ書ヵ・・ゲいか悟。

9・1・∫り鋲θ・

　呉屋先生力ぐ・一

3・j・SiりSi・　s　a一志ぬ7砒・鵡w蹴・・t・：殉レ卸七li　ka・a

　呉渥皆．，生が・　翻、　震で、ちヒ　傑で、ちヒσ　　一番　　近い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　ヨラ

／・・1・…　diエ・t・…a・轍レu　・・i　？・auりjaり」・・1…

　秦見労矢でべから。　　呉屋先生1？　　　ノ奪丈イニ　f卸鷹と　て“T。

？a・eaりja｛レ1…ty・i

　ああ、　そうブすが。

欄レu・・｛？・d・ow・りら・MUりk・りk・k・tt・・ga　z・・r・・

　　ら　暦丈f＝律P屡隻ド1　　1ムの　　　，本1・も　　　　　　書いてあうよ。　　それ1菩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1の

？a椥／。・k。？aan　s・・k・u・tu・a・a・Wt・伽レaSu　h・りz嚇吻

　あめ　証拠。　　かから、　　　今の　　時代、　　時期そ失して

～i・・・…m・・at・劉k・k・g・gi・mi　Mari　M・…VL・1・…

　し渉うヒ．　まで；　　　軍匡i主義aP等　｛N’ド　　ずボって．　　　／今・　　ブ♂らUゴ、

　　　　　　　　　（zの

ka　ka　yi・kい加

　書かれるから。

Zu：

　ギ｝い。
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口
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A
昌

N
△
〔

N
A
昌

　　　　　　　　　　　　（zt）

he：・ku　kakij’o：　waooa4iM　hatSiasu：　一ma：　？u－nxni：pkaya：

　累　く　　　　　　書　tすよ，　　　　　　　斥ム　も　　　　　　　　90　歳　1二　　　　　も　う　　　　　　　そ　m　日・寺　i＝にl

caato：Se：ja：

　ブ♂っマいt：カ・らね。

？u：

　1？い。

hat∫iaうu：ca　ati　So：kutza　7aM　sa：a・1・i　tSo・du　ko：heり　ヒ襲5

　90歳匙二　　“一フているから、　　　　　￥雪へで・　　　　丁度　 禾ムの本m子麦編を

kat∫rhaaう1〆vna七〇・七aつ　ゴ。・

　書：き女ぢあていで二んτゴよ。

？u：

　呼い。

k・呼2ゴ・：gak・七∫・∫・・W・七七・承・・k・」・」轡鰍」・ホ

　こう　　　濯；が・　　書ぐen　r？　　　　fムァ、ち1、　　　　通，いで♂が・ら、　　言売fU　z“

tSikaS｛jo：

　聞かぜよ。

？u：

　陪い。

？ondi　sakuLbu　waMooe：　Zu：xnditSi　te：ge：　soroku　／yytai

　　ヒいフて、　　　　禾ム1？　　　痔く知しで二と言。て　大オ既　　　5．6手父

katSi：Me：　一rvtata　？ootise：

原縞が出来．L・h・’・6と、／t・呉屋粧の所〔・行，て

？u：

　時い。

k・rel　kuりSu七ゆk・ts・・i・bi・Siga　tSa・jaibi：sa」・・

　こ，れユ1　　　こ，1）ブボ｛こ　　一ノ7し・　書し・てあり孝一す』カく・　　　し・b・ヵぐてりしsうカ、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一351一



N
A
日

N
△
〔

M
N
△
〔

dう・・士・・」…　k醐僧・k・｛2w・・ba・M…・2｛・｛rn・Ma

　霞〈出象ていうよ。　」7k（・　　余計な　もza　1？　　，・N　Aうアボ。

dekiSirndi　kser　So：dsikitn；　kak｛wayuja：

　　歴史と　いう‘Pt｝・1？．　正直1：　　書いてこそ！

？u：

　1？いρ

？a”ntt：　’vau：一vadisa　2atuMu　ju：一yutad｛　fuye：　Zja：　7ja：

　あめ），なんヒ・・うか．　後m　世まτ・　歴歎寄、君め．2｝　A

一｝aa：　”nukufMdo：　Se：dsikaa4di　riSe：J’a：

　名蓉え星1　グ矢㌧5ぞ’。　　　　政二》台家と，　　いうの｛1h。

？u：

　［■い。

Se：‘！3ika’｝adi　Z｛Se：　？ibSidair｝aakai　？arijaS｛sa　ao’no：

　　政治家と　い知け．　一代て・　　kを高踊ゲ．　本1；

1ゆ徹副・・k晒楓？ar・？j・・ka・k…瓢Ma・鰍
　世世萬イギ．　　　圖　力ぐ　　　ある）　　戸詞　田・、　　　匡ヨ　カ〈・、

r＞aihoantnu　kuMiMu　？aru　？je：ka：　juju／tryLarnde：　？ja：’）’nuMonudu

　　日本の　圏が　　ある　閥1一｝．　永遠に　　君届叙と知・

xukuien　do：　ja：

　残’るんt・“よ。

M：

　ん！

ooatvvaajasa　tSibati　kake：　ond｛

　今ブ・“よ。　気張。て　書きなさいと。
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注

（D　〔2賦e轍a〕　上間．那覇市の一村落．

（2）　〔SL（Siku　vaa〕城間。現在め浦添市字城間．戦前1？農業が盛んであ

・ア・ゲ戦後・詠軍輝亭基地として設営さA．第L国産業曝・に変
　っ　 τ＝　。　、㍉≒）家　の　3噂荘力ぐあっ　τ＝。

（3）（』・：dsi2・・S・・］尚顯王珍・仏教に帰依して、頭臼6　・・）て丸ナ方主・・

　なワ7こことから坊主御主と呼ばれるようにな。た。i804年m即位、

　熔3千年1＝退位し1：、

（4）〔2・d・kiau旗∫・・k・・t・　」直訳ボそれ爾崩ひ・る・・

（5）　〔’na：Ziru：〕σ直訳すれば「名前t：色がついア・」ぐらいの意味．

（6）　〔hartt〕tl「畑」・〔2a七t∫砿N〕t3「歩く」だが・　〔haru・kara

Zatts・N〕てv　r畑噺恥い・憶啄・魂乞
（7）〔sa七∫姻お薩産慶長牌（16・94）薩摩軍数‘i一／〈．h硫球へ武

　力て膳人し、以後明油簿まて・、琉球t謁律家岐黙劇・おが幽こ
　とにア’th一つ7’こ．

（9）ゆほ備・七Sa・〕SP・1’A　oノ携り・強い岩・上・♂ど・・戯ブ・松h・

才趣椥・平い・広げてい赫熔．現存するもめとして19・．ス縞・五

葉祇伊平屋国論頭平松今櫓二村。平松・♂どが郁．

ω〔2・ja・ma〕大・Ll　．宜野∫墨字大山バと・
（iO）　　　こja七t∫1・〕　　　兄　さ　ん　　（　士オ灸）　．　　単　に　若」者　　ド女ぐす　そ）　ロ乎オプ下　に　も　用　い　　ら　れ

　ろ・〔一3…〕1朕称・接尾辞e華圭んじて畜う。

（ID　〔guSlkorWta　na：ka〕屋号．

（！2）　〔ZWe：ka七鼠〕「親方・と書く．琉球政、庁の職階の一つ．長官．大臣。

㈹〔sぬ縮如唆婦・ヒ書・．・淋政肪職階バ・・縮ま
　てこlo局長クラス。

（14）　〔・na・肌WtiN〕　波の上。那覇市考豊町にある神社。ま1＝、￥a周遮・

　のナ也婁或m凡孝牟。

（ls）　〔・na：kttnt∫ec〕　宮古人・

（16）〔∫・・モk・w。・〕尚育王．τ835年1・即位い194ワ年・退｛立・

　　　　　　　　　　　　　　一353一



（1の　〔3bj艮∫1り∫1：〕　呉屋先生。元en疏球大掌学長。英文学者・

（19）　〔・n・・a』UMi2uduり〕　摩文イニ御澱・首里王子家の一つ・

㈱　〔γしaWtanu』aSu］　く今の場所ン「場所、　il；・zk闘z・1登なく、ここ

　てs’・ll；「時間・そ意味す5。吟の時代、・意．

（2の〔kutu〕接続助詞，のて・、から．〔ka　ka　ri，kutu］書かれるから。

（2り〔」。・3終助詞・感動謙わす・〔ka　kij・・〕書けよ・
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園立国語研究所報欝

国立国語研究所：潤行書一覧

1　八丈島の言語調
2震語生活の実態　　　一白河讃および付近の農村における一

3　現代語の助詞・助動詞　　　　　一用法と実ず列一一

4こ入雑誌の用語　　　　一現代語の語彙調馬←一

5　地域社会の言語生活　　　　一鶴岡における実態講査一

6少　年　と　新　聞　　一一小学生・中学生の新聞への接近と理解一

7入門期の言語能力

9読みの実験的研究　　一音読にあらわれた読みあやまりの分析一

10低学年の読み書き能力
11敬語と敬語意識12　総合雑誌の用語（前編）一現代語の譜彙調査～

13　総合雑誌の用語（後編）一現代語の語彙謝益～

14　中学年の読み書き能力
15　明治初期の新聞の薦語
16　日本方量の記述的研究
17　高学年の読み書き能力
18話しことばの文型（1）　　　　一対話資料による研究一

19総合雑誌の用字
20岡三語の研究21　現代雑誌九十種の用語用字（1＞
　　　　一一総記および語彙表一

22　現代雑誌九十種の用語用字（2）
　　　　一漢　字　表一

23話しことばの文型（2）　　　　一独話資料による研究一一

24　横組みの字型に関する研究
25　現代雑誌九十種の用語用字（3）
　　　　　一分析一
26　小学生の蓄語能力の発達

27共通語化の過程　　　一北海道における親子三代のことば一

28類義語の研究29　戦後の国民各層の文字生活
30－1　　日　　　　本　　　　言　　　　語　　　　重也　　　　図

　　日本言語地図（1）〈縮刷版＞

3e－2日本言語地図（2）
　　日　　本　　言　　語　　地　　図　　（2）　〈縮刷版〉
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（1）大蔵省印剃局刊　品切れ

　　　〃　　　　　17，000円

　　　11　　品切れ
　　　〃　　　　　　17，000円
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本　　言　　二

本　雷　語　地

本　　言　　語

本　書　語　地

本　　言　　語

本　霊　語　地

本　　言　　語

本　言　語　地

地

図

地　　図

図　（4）

地

図

地

図
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　図　（3）

（3）　　〈豪宿届q版〉

　　　　（4）

　　〈縮刷版〉

　図　（5＞

（5）　　〈羅i届1朕反〉

　図　　（6）

（6）　〈縮羅版〉

電子計算機によ　国語研究
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）

　　　　一親族語彙と社会構造一

家庭における子どものコミュニケーション意識

電子計算：機による国語研究（II）
　　一新聞の屠語用字調査の処理組織一一

社会構造と言語の関係についての基礎的研究（2）

　　　m一マ｝・マケと親族呼称一

中学生の漢字習得に関する研究
電子計算機による新聞の語彙調査

電子計算機による新聞の語彙調査（II）

電子計算機による国語硯究（III）

送りがな意識の調査
待遇表現の実態　　　一松江24時間調査資料から一

電子計算機による新聞の語彙調査（III）

動詞の意味・薦法の記述的研究
形容詞の意味・幣法の記述的研究

幼児の読み書き能力
電子計算機による話語研究（IV）
社会構造と書語の関係についての基礎的研究（3）

　　　　一性向語彙と価値観一

電子計算機による新聞の語彙調査（N＞

電子計算機による国語研究（V＞

幼児の三二造の発達　　　　一3歳～6歳児の場合一一

電子計算機による国語研究（VI）

地域社会の言語生活　　一鶴岡における20年箭との比較一一

目語使用の変遷（1＞　　　　福島県北部地域の面接調査一

電子計算機による国語研究（閥）

幼児語の形態論的な分析
　　　一動詞・彩容詞・述語名詞一

環代新聞の漢宇
比喩表現の理論と分類
幼児の文法能力

大蔵省印刷局刊　品切れ

　　　〃　　　　　17，000円

　　　〃　　　　品切れ

　　　n　17，000FEII
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東京書籍刊

350円
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1，500円

　900円

1，200円

6，000円

4，000円

4，500円

　700円

　700円

3，000円

　900円

晶切れ

1，000円

1，800円

2，500円

1，000pa

閉切れ

6，000円

6，000円

5，500円
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電子計算機による国語研究（皿）

X線映画資料による穏音の発音の研究
　　　　一フォネーム研究序説一

電子計算機による国語研究僚）

研究報告集（1）
児童の表現力と作文
各地方雷親族語彙の言語社会学的研究（1）

研究報告集（2）
幼児の語彙能力
電子計算機による国語研究（X）

導門語の諸問題
幼児・児童の連想語彙表
大都市の書語生活（分析編）
大都帯の言語生活（資料編）
石田　　　　　多に　　　　　幸艮　　　　　皆　　　　　集　　　　　（3）

幼児・児童の概念形成と言語

企業の中の敬語
研究噛�随W（4）
現代表寵のゆれ
高校教科書の語彙調査
イ政言吾と4孜言吾意識　　一驚崎における20年前との比較一一

日本語教育のための基本語彙調査

研究報告集（5＞
言語行動における日独比較
高校教科日の語彙調査（2）

国立国語研究所資料集
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秀英出版刊　　1，300円

　　〃　　　　　2，500円

　　〃　　　　品切れ

　　〃　　　　　　　1，700円

東京書籍刊　6，000円

秀英出版刊　　2，000円

　　〃　　　　　3，000円

芽ミニ京三条讐干1」　　8，000ew

秀英出版刊　　1，500円

　　，，　4，000　vg

東京書籍刊　　6，800円

三省堂干【」　　　　7，800円

　　〃　　　12，000円

秀英出荒馬干1」　　　4，800円

東京書籍刊　　6，800円

三省堂干【j　　　g，500iユヨ

秀英出；tfM干ij　　4，200円

　　〃　　　　　2，7001コq

　　〃　　　　　　5，000Pヨ

三三省堂干；」　　　　8，000i判

秀英出版刊　　6，000円

　　n　4，20egg
三省堂刊　　8，000円

秀英出版刊　　5，000円

秀英患版刊　　品切れ

　　tJ　IJ
　　n　11
　　ii　JI

大蔵省印刷局刊4，300円

刊版出
〃

英秀 1，800円

1，700円

品切れ

1，500円

6，000円

6，000円

6，000円

6，000円

6，000円

6，000四



10一・7　方言談話資潤＜7＞一老年層と若年膚との会話一

　　　青森・岩手・新潟・千葉・静岡・長野・愛知・福井

11　　　日　　本　　言　　言吾　　士也　　図　　語　　形　　索　　引 大蔵省印刷局刊！，500閂

国立国語研究所研究部資料

　1　　幼児のことば資糊1）一2歳・3歳誕生Bのことばの記録一

　1－2幼児のことば資料〈2＞一4歳誕生日のこと1ポの記録一

　1　一3　幼児のことば資潤〈3＞一1歳児のことばの記録一

　レ4　幼児のことば資料く4）一2歳児のことばの記録一

　！－5　幼児のことば資料〈5＞一3歳前半のことばの記録一

　1－6幼児のことば資料（6）一3歳後半のことばの記録一

箪遅出
〃

英秀 3，800円

3，800円

6，000円

6，000円

6，000円

6，000円

国立国語研究所論集
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ば　　の

国立国語研究所年報　秀英出版刊

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

昭和24年度　品切れ　13

E召電025年ヌ斐　　　　〃　　　　14

日過＄026年1斐　　 160円　　15

｝1追孝甕27年度　　　160円　　16

昭和28年度　品切れ　17

Hk」N29年度　　　200円　　 18

昭和30年度　品切れ　19

日至尊031年ノ斐　　　　　〃　　　　20

昭秘32年度　　〃　　21

巨召不［133年度　　　　 〃　　　　22

昭和34年度　　〃　　23

昭和35年度　　〃　　24

の　　　研　　　究

研　　究　　第2二

間　　究　　第3集

研　　究　　第4集

研　　究　　第5集

日召＄［136年度　　晶切才し　　25

口述＊［」37年度　　　　〃　　　　26

EI召1‘［138年度　　　250円　　　27

昭和39年度　品切れ　28

昭和40年度　　〃　　29

［i追孝041年度　　　300円　　 30

日召曇日42年度　　　300円　　31

昭和43年度　贔切れ32

日召＄044年度　　　　〃　　　　33

昭和45年度　　〃　　34

B召不日46年度　　　450円　　35

昭和47年度　品切れ

刊版出
〃

英秀 品切れ

　ll

　ti

l，300円

1，300円

昭和48年度　品切れ

El召逆目49年度　　　　〃

日召率050年度　　　700円

臼召電…［151年度　　9拝売品

昭和52年度　　〃

昭和53年度　800円

口述牽054年度　1，200円

臼召不甕55年度　1，300円

R召考…［156年度　1，300円

日召示U57年度　2，000円

H召零058年度

国　語　年　鑑　秀英出版刊

　　　昭和29年版　晶切れ

　　　昭和30年版　　〃

　　　H召零ξ！31年廷反　　　　〃

　　　ll召示032年擬乏　　　　〃

　　　昭和33年版　　”

　　　昭和34年版　　〃

　　　難召禾035年粍反　　　　〃

　　　日謬孝036年篤反　　　　”

　　　日藷雫蕪37年邦反　　　　　〃

　　　登配矛038年版　　　　〃

日召不U39年舞反

回和40年二

三和41年版

昭和42年版

E召零043年荒反

昭和44年版

れ切品

H沼雫獲45年；i反　1，500F弓

昭和46年版2，000円

［i召fli047年差反　2，200円

昭和48年版2，700中

日召孝049年ll反　3，800円

琵召孝050年鴛反　3，800円

昭和51年版4，000円

昭和52年版　品切れ

日召率053年，阪　　　　〃

目弼孝054年版　　　　〃

昭和55年版　　〃

昭秘6年版　　〃

日召不日57年｝1反　5，500P弓

H召孝目58年1；反　5，500円

昭和59年版5，800円



高校生とXft聞離鷺徽嬬秀英出版刊28・円
欝・マス・コ・・＝ケー・・ン壁講隆霧賭金沢翻二品切れ

　国立霞語研究所三十年のあゆみ　一研究業績の紹介一一秀英出版刊　　1，500円

臼本語教畜教材

1

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

　　一発晋・表現編一

日本語とB本語教育一文字・表現編一

日本語の文法（上）一日本il喬教育指導参考書4一一

L3本語の文法（下）　　〃　　5一
日本語教育の評価法　　　〃　　　6一

中・上級の教授法　　 〃　　 7一

日本語の指示詞　　〃　　8－
B本語教育基本語彙比較対照表　　　　　　　〃　　　　　9一

日本語教育参考文献一覧　　　　〃　　　10一一

談話の研究と教育至　　　〃　　　ll一

　　　　　　　　　（各巻16ミリカラー、5分、

　題　名〉

　　　　　　かえるです

　　さいふは　どこにありますか

　　　　　　　　　　たかいです

　　　　　　しましたか　一動詞一

　　しずかなこうえんで　一形容動詞一

　　　　　　　　　　　　　一助数詞一

　　うつくしいさらに　なりました　～「なる」「する」一

　　きりんは　どこにいますか　一「いる」「あるli一

　　　　　　　　あるきます　一移動の表現一一

　　おかねを　とられました　一受身の表現1一

　　どちらがすきですか　一比較・程度の表現一

　　もみじが　とてもきれいでした

　　きょうは　あめがふっています

　　　　　　してありますか

　　　　　　　　いきませんか

　　　　　　　　　きこえてきます

　　みずうみのえを　かいたことが　ありますか

　　　　　　　　　およげますか　一可能の表現一一

　　よみせを　みに　いきたいです

　　てんきが　いいから　さんぽを　しましよう

　　さくらが　きれいだそうです

　　あめに　ふられて　こまりました

躰識秘語糖蜜蠣1琶磯回編大病印胴刊…円

B本語教育教材映懸一覧

　く巻

　第！巻翠これは

　第2巻’

　第3巻’やすくないです，

　第遜轡なにを

　第5巻＊

　第6巻＊さあ，かぞえましょう

　第7巻＊

　第8巻＊

　第9巻＊かまくらを

　第10巻

　第11巻“

　第12巻“

　第13巻＊

　第14巻’そうじは

　第15巻’おみまいに

　第16巻’なみのおとが

　第17巻

　第18巻＊あのいわまで

　第19巻

　第20巻

　第21巻

　第22巻

　850円

　450円

　550円

　700円

　500円

　500円

1，000円

1，400円

　550円

　　　　　　　　　　隣本シネセル社販売）

　　　　　　　　　　　　〈プリント糊i格〉

一一「こそあどJ＋「は～です」一一　　　　30，000円

一「こそあど」＋「が～ある」一

一形容詞とその活用導入一一

一「です」「でした」「でしょうJ一

一「して」「している」「していた」一
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〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

一「してある」「しておく」「してしまう」一”

　一依頼・勧誘の表現一　　　　　　〃

　　　一「いくJ「くる」一　　　　　　〃

　　　　　　　一経験・予定の表環～〃

　　　　　　　　　　　　　　　　Jt

　　　一一意志・希望の表現一　　　　〃

　　　　　　　　一側閣・理由の表現一n

　　一伝聞・様態の表現一　　　　　〃

　　　　一受身の表現2一　　　　　〃



第23巻　おけいこを　みにいっても　いいですか　一許可・禁止の表現一30，000re

第24巻　あそこに　のぼれば　うみがみえます　一条件の表現1一　　　〃

第25巻　いえが　たくさんあるのに　とてもしずかです一条件の表現2－　　n

第26巻　このきっぷを　あげます　一「やり」「もらい」の表現1一　　　　〃

第27巻　にもつを　もってもらいました　一「やり」「もらい」の表現2一　　　〃

第28巻　てつだいを　させました　一使役の表現一　　　　　　　　　　〃

第29巻　よく　いらっしゃいました　一待遇表現1一

第30巻　せんせいを　おたずねします　一待遇表現2一

　第1巻～第3巻は，文化庁との共同企画

　VTR価格ユ／2インチオープンリール21，000円，3／4インチカセッi・　20　，　OOO円

　・印については日本語教材映画解説の饗子がある。
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